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○　開館までの歩みとその後

　　昭和45年９月　愛媛県立美術館が開館

　　昭和54年10月　愛媛県立美術館分館郷土美術館を設置

　　平成２年５月　生活文化県政推進懇談会で新しい美術館の建設が提言される
　　　　　　９月　愛媛県中核美術館整備検討委員会設置
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会長：門田圭三　委員21人）

　　平成３年３月　第１回整備検討委員会開催
　　　　　　11月　「県民の美術館に対するニーズ調査及び特色ある美術館の調査」
　　　　　　　　　　（～４年２月まで）
　　　　　　11月　第２回整備検討委員会開催

　　平成５年３月　第３回整備検討委員会開催

　　平成６年６月　立地場所について検討委員会に確認

　　平成７年10月　第４回整備検討委員会開催
　　　　　　11月　中核美術館基本構想報告

　　平成８年11月　現状変更許可（文化庁）
　　　　　　12月　起工式

　　平成10年４月　愛媛県立美術館は教育委員会から知事部局に移管
　　　　　　９月　定礎式
　　　　　　10月　愛媛県立美術館を廃止し、愛媛県美術館を設置
　　　　　　11月　落成式

　　平成12年４月　知事部局から教育委員会へ移管
　　
　　平成21年３月　愛媛県美術館分館（萬翠荘）を知事部局に移管

　　平成30年４月　教育委員会から知事部局へ管理運営を事務委任

　　令和２年４月　教育委員会から知事部局へ移管
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Ⅱ　展覧会事業

１　コレクション展示

〇令和３年４月３日～４月14日     
上田星邨コレクション特別公開　―藤原定家『明月記』断簡を中心に―
企画展示室１　

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（㎝） 備考
藤原定家 「明月記」断簡　建久九年二月十九日条 建久9年（1198） 紙本墨書・軸 28.5×14.4 上田星邨コレクション

「古今和歌集」巻十一断簡 鎌倉時代後期－室町時代前期 紙本墨書・軸 23.6×5.7 上田星邨コレクション
近衛基熙 消息 江戸時代中期 紙本墨書・軸 31.0×44.5 上田星邨コレクション
太宰春台 七言絶句 江戸時代中期 紙本墨書・軸 124.4×48.3 上田星邨コレクション
日下部鳴鶴 七言絶句 明治－大正時代 紙本墨書・軸 130.5×52.1 上田星邨コレクション
阪　正臣 和歌　ひとむらの 明治時代 紙本墨書・軸 132.1×30.1 上田星邨コレクション
加藤義清 和歌懐紙 昭和時代初期 紙本墨書・軸 35.2×46.5 上田星邨コレクション
長尾雨山 七言絶句 昭和14（1939）年 紙本墨書・軸 131.3×32.6 上田星邨コレクション
夏目漱石 五言絶句 大正4−5（1915−16）年頃 紙本墨書・軸 41.1×28.2 上田星邨コレクション
立林何帠 朝顔図 江戸時代中期 紙本墨書 20.3×123.0 上田星邨コレクション
都路華香 水墨山水図 明治時代後期−大正時代 絹本着色・軸 88.1×30.6 上田星邨コレクション
都路華香 曙雲群鴉図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画・軸 39.7×46.1 上田星邨コレクション
真野暁亭 羅漢図 明治時代後期−大正時代 紙本淡彩・軸 118.8×30.7 上田星邨コレクション

真野暁亭 唐美人図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡
彩・軸 133.6×33.2 上田星邨コレクション

上田星邨 万葉集　山部赤人の歌 昭和時代初期 紙本墨画淡
彩・軸 116.3×30.0 上田星邨コレクション

上田星邨遺愛品 個人蔵

〇令和３年４月20日～７月11日　コレクション展Ⅰ
令和２年度新収蔵品展
常設展示室３

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
藤原定家 「明月記」断簡　建久9年2月19日条 建久9年（1198） 紙本墨書・軸 28.5×14.4 上田星邨コレクション
作者不詳 「古今和歌集」巻十一断簡 鎌倉時代後期－室町時代前期 紙本墨書・軸 23.6×5.7 上田星邨コレクション
日下部鳴鶴 七言絶句 明治−大正時代 紙本墨書・軸 130.5×52.1 上田星邨コレクション
夏目漱石 五言絶句 大正4−5年（1915−16）頃 紙本墨書・軸 41.1×28.2 上田星邨コレクション
都路華香 曙雲群鴉図 明治時代後期−大正時代 紙本淡彩・軸 118.8×30.7 上田星邨コレクション
真野暁亭 童子逍遥図 明治時代後期−大正時代 紙本墨画淡彩・軸 134.4×33.2 上田星邨コレクション

真鍋博
《岸本重陳「捨てる神拾う神」挿
図原画》（『新版中学国語１』1978
年、教育出版株式会社、122頁）

昭和53年（1978）
紙、墨、インク、鉛
筆、ＴＰ（鉛筆、色
鉛筆、インク）

14.9×19.2

真鍋博
《星新一「人間的」挿図原画》
（『新版中学国語１』1981年、教育
出版株式会社、113頁）

昭和56年（1981）
紙、墨、インク、コ
ラージュ、ＴＰ2枚
（鉛筆、色鉛筆、
インク）

16.0×27.2

真鍋博
《堀川直義「映像化時代と言葉」
挿図原画》『新版中学国語2』1981
年、教育出版株式会社、257頁）

昭和56年（1981）
紙、墨、インク、コ
ラージュ、ＴＰ（鉛
筆、色鉛筆）

19.6×27.4

畦地梅太郎 火山 昭和12年（1937） 木版多色・紙 36.0×45.8

前川千帆 日光戦場ヶ原（贈尾上兄　畦地氏
の求めに応じて） 紙本墨画淡彩・軸 27.0×33.0 尾上梧楼庵旧蔵

坪内晃幸 ［作品］ 昭和32年（1957） 油彩・紙 41.0×29.3
坪内晃幸 ［作品］ 昭和32年（1957） 油彩・紙 37.7×27.6
坪内晃幸 ［作品］ 昭和32年（1957）頃 油彩・画布 22.5×16.0

坪内晃幸 ［作品］ 昭和33年（1958） 蓄光性夜光塗料、
糸・画布 22.8×16.0

坪内晃幸 ［4］ 1970年代 印刷物、紙 30.2×24.2

坪内晃幸 BREEZE 平成9年（1997） アクリル、ナイロン
糸・画布 22.8×15.8

石本藤雄 KUJA 昭和51年（1976） 綿 379.0×139.0
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作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
石本藤雄 LOMPOLO 昭和58年（1983） 綿 229.8×152.3
石本藤雄 KOSKI 昭和61年（1986） 綿 259.5×146.5
石本藤雄 UOMA 昭和61年（1986） 綿 282.0×148.0
石本藤雄 LAINEHTIVA 昭和63年（1988） 綿 184.0×144.1
石本藤雄 UKONHATTU 平成5年（1993） 綿 325.0×147.0
石本藤雄 SUDENMARJA 平成5年（1993） 麻綿 308.0×148.0
石本藤雄 SIIMES 平成7年（1995） 綿 259.2×144.0
石本藤雄 LEHMUS 平成9年（1997） 麻 382.4×148.0
石本藤雄 SUVISUNNUNTAI 平成10年（1998） 綿 252.0×147.0
石本藤雄 LÄHDE 平成11年（1999） 麻 200.0×148.0
石本藤雄 VILLI JA VAPAA 平成15年（2003） 綿 252.0×143.0

コレクション・ハイライトⅠ
常設展示室３

作　家　名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
ジャン＝バティスト
＝カミーユ・コロー ヴィル＝ダヴレー　白樺のある池 1855－60年頃 油彩・画布 49.0×73.0

ポール・セザンヌ 水の反映 1888－90年頃 油彩・画布 65.0×92.0
ピエール・ボナール アンドレ・ボナール嬢の肖像　画家の妹 1890年 油彩・画布 188.0×80.0
安田靫彦 守屋大連 明治41年（1908） 絹本着色・軸 150.3×57.0

福田平八郎 雉 昭和44年（1969） 絹本着色・額 75.7×44.0 武智光春コ
レクション

坂本繁二郎 ブルターニュ 大正12年（1923） 油彩・画布 45.9×54.8
野間仁根 画室 昭和8年（1933） 油彩・画布 162.0×130.3
中川八郎 アゼリア 明治38年（1895） 水彩・紙 38.3×55.0
吉田　博 藤香漂う春の宵 明治時代後期 水彩・紙 50.5×33.9
菅井　汲 EiYU 昭和43年（1968） 油彩・画布 129.5×96.5
杉浦非水 三越呉服店　春の新柄陳列会 大正3年（1914） リトグラフ・紙 106.5×77.0
杉浦非水 ヤマサ醤油 1920年代 リトグラフ、オフセット・紙 43.9×77.0
杉浦非水 装丁・雑誌表紙
真鍋　博 星新一『夢魔の標的』表紙原画 昭和39年 ポスターカラー・紙 24.0×15.5

真鍋　博 筒井康隆『七瀬ふたたび』表紙原画 昭和53年 墨、紙（色鉛筆、
トレーシングペーパー） 26.4×35.7

真鍋　博 『星をたべた馬』表紙原画（2点） 昭和40年 ポスターカラー、
エアブラシ・ケント紙 各26.0×37.5

真鍋　博 『愛媛の昔語り』挿図原画（4点程度） 昭和35年（1960） 墨、ポスターカラー、
スクリーントーン・紙

13.0×12.7　
ほか

真鍋　博 静物（骨） 1955（昭和30）年 油彩･画布 99.0×73.0
畦地梅太郎 宇和島城（鶴島城）　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 26.5×36.0
畦地梅太郎 八幡浜港（八幡浜ノ海）　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 27.5×36.0
畦地梅太郎 大洲臥龍　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 27.0×37.0
畦地梅太郎 高浜四十島　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 27.5×36.5
畦地梅太郎 松山城乾門（勝山城乾門）　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 27.0×36.0
畦地梅太郎 石鎚霊峰　『伊予風景』より 昭和11年（1936） 多色木版・紙 27.5×36.0

〇令和３年７月17日～10月４日　コレクション展Ⅱ
森のなぞなぞ美術館Ⅱ　－木の版画はおもしろい！－
常設展示室３

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
（木版版木） 版木 資料

歌川広重 五十三次名所図会 安政2（1855）年 大判錦絵 寄託作品
歌川広重 五十三次名所図会 安政2（1855）年 大判錦絵 寄託作品
歌川広重 五十三次名所図会 安政2（1855）年 大判錦絵 寄託作品
歌川広重 五十三次名所図会 安政2（1855）年 大判錦絵 寄託作品
歌川広重 五十三次名所図会 安政2（1855）年 大判錦絵 寄託作品
畦地梅太郎 鳥のすむ森 昭和50（1975）年 多色木版・紙 49.0×30.0
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作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考

畦地梅太郎 山小屋の老人 昭和28（1953）年 多色木版・紙 54.0×36.5
畦地梅太郎 母の像 昭和3（1928）年 単色木版・紙 10.0×9.0
畦地梅太郎 よろこびの山　『山男誕生』より 昭和48（1973）年 多色木版・紙 23.5×17.8
畦地梅太郎 小名木川附近 昭和5（1930）年 多色木版・紙 37.0×43.0
畦地梅太郎 石鎚山[緞帳原画] 昭和60（1985）年 多色木版・紙 40.0×80.0
畦地梅太郎 （版木） 版木 資料
杉浦非水 百花譜（釣鐘人参） 昭和4−9（1929−34）年 木版・紙 47.0×32.0
杉浦非水 百花譜（葱） 昭和4−9（1929−34）年 木版・紙 47.0×32.0
杉浦非水 百花譜（つわ蕗） 昭和4−9（1929−34）年 木版・紙 47.0×32.0
マックス・ペヒシュタイン 水浴する人々 明治44（1911）年頃 木版、水彩・紙 20.5×23.5 杉浦非水旧蔵
橋本興家 雨 昭和41（1966）年 多色木版・紙 48.3×60.1
橋本興家 漁船 不詳 多色木版・紙
橋本興家 砂庭（天竜寺） 昭和40（1965）年 多色木版・紙 48.3×60.1
橋本興家 のとろの葉 昭和47（1972）年 多色木版・紙 71.6×51.3
石崎重利 魚図 不詳 多色木版・紙 32.4×43.4
石崎重利 幟立つ瀬戸 昭和3（1928）年 木版・紙 31.2×44.3
石崎重利 備前・下津井 昭和12（1937）年 木版・紙 19.9×28.5
石崎重利 牡丹 昭和32（1957）年 木版・紙 31.5×41.6
木和村創爾郎 潮来初夏 昭和33（1958）年 木版・紙 76.0×80.0
木和村創爾郎 ニコライ堂の晩秋 昭和22（1947）年 木版・紙 52.2×36.5
木和村創爾郎 ステンドグラスＢ 昭和36（1961）年 木版・紙 46.5×31.7
菊澤尋吉 母と子−平和− 昭和48（1973）年 木版・紙 93.0×68.0 寄託作品
菊澤尋吉 少女 昭和40（1965）年 多色木版・紙 44.1×29.0 寄託作品
菊澤尋吉 シコロ―愛 昭和40（1965）年 多色木版・紙 79.0×107.0 寄託作品
中尾義隆 石のベッド 昭和31（1956）年 木版・紙 45.5×68.5
中尾義隆 易者 昭和48（1973）年 木版・紙 53.0×34.0
二神日満男 誤字のあるさび壁 昭和55（1980）年 多色木版・紙 37.7×54.0
二神日満男 船腹 平成元（1989）年 多色木版・紙 65.0×52.2
二神日満男 廃棄物の葬列 平成3（1991）年 多色木版・紙 57.0×61.0
土居明生 望郷 平成元（1989）年 木口木版・紙 53.8×41.5 個人蔵
土居明生 雲湧く 平成17（2005）年 木口木版・紙 41.8×57.0 個人蔵
土居明生 風立つ 平成3（1991）年 木口木版・紙 52.2×44.2 個人蔵
土居明生 向日葵１ 平成28（2016）年 木口木版・紙 41.2×54.5 個人蔵
土居明生 秋声 平成30（2018）年 木口木版・紙 40.2×56.2 個人蔵
土居明生 花笑い鳥歌い　木立は踊る 令和3（2021）年 木口木版・紙 41.0×53.8 個人蔵
土居明生 黎明 平成16（2004）年 木口木版・紙 49.0×70.7 個人蔵
土居明生 穴神様 平成3（1991）年 木口木版・紙 61.0×41.5 個人蔵
土居明生 親子獅子 平成24（2012）年 木口木版・紙 61.6×51.0 個人蔵
土居明生 山守Ⅱ 平成20（2008）年 木口木版・紙 65.8×50.8 個人蔵
土居明生 恩愛 平成22（2010）年 木口木版・紙 56.3×72.2 個人蔵
土居明生 生々流転１ 平成3（1991）年 木口木版・紙 67.1×51.5 個人蔵
土居明生 食む（版木含む） 令和2（2020）年 木口木版・紙 32.7×28.8 個人蔵
土居明生 蘇生（版木含む） 平成8（1996）年 木口木版・紙 39.0×29.7 個人蔵

〇令和３年７月31日～９月20日　コレクション展Ⅲ
かわいい展
常設展示室１・２

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
未詳 十二類絵巻 江戸時代 絹本着色・3巻 寄託作品
菊池小琴 千紫萬紅帖 大正8（1919）年 絹本着色・冊子 21.5×18.5 個人蔵
沖　冠岳 梅狗 江戸時代後期 絹本着色・軸 90.3×31.5
天野方壺 祝鯛魚之図 明治12（1879）年 紙本着色・軸 173.4×89.6 寄託作品
西山芳園 雷神 江戸時代後期 絹本着色・軸 113.2×41.2 寄託作品
松堂 雷神 制作年不詳 紙本淡彩・軸 121.8×30.6 寄託作品
物外不遷 鬼自画賛 制作年不詳 紙本 墨・軸 116.5×25.0
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作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
加藤岡谷（揚舟） 犬 大正3（1914）年 紙本淡彩・軸 133.8×33.3 個人蔵
佐竹永海 竹に犬 文久2（1862）年 絹本着色・軸 95.7×34.2 寄託作品
加藤文麗 みみずく 制作年不詳 紙本墨画・軸 85.7×27.9
下村為山 可喜 制作年不詳 絹本着色・軸 137.2×40.2 個人蔵
山口華楊 原生 （下図） 昭和56（1981）年 紙本淡彩・額 185.6×155.3
山本雲渓 猿之図 嘉永4（1852）年 紙本着色・軸 120.8×52.1
加藤岡谷 狸図 大正10（1921）年 絹本着色・軸 117.3×35.0 個人蔵
四田観水 狸 昭和時代 紙本着色・軸 46.4×53.8 個人蔵
阿部里雪賛、富田狸通画 狸 昭和時代 紙本墨画・軸 129.7×32.4 寄託作品
森田樵眠 松に虎図 制作年不詳 絹本墨画淡彩・軸 121.5×51.0
長谷川竹友 印度パンジャブの里 大正8（1919）年 絹本着色・軸 150.7×50.5
矢野橋村 雨霽 制作年不詳 絹本着色・軸 72.8×90.7 寄託作品
松本仙挙 六歌仙図 制作年不詳 絹本着色・軸 103.1×35.1 個人蔵
内藤鳴雪 六歌仙 大正10（1921）年 紙本着色・軸 135.2×32.0 寄託作品
松本仙挙 十六羅漢 大正9（1920）年 絹本着色・軸 125.5×34.8 個人蔵
伊藤小坡 夕くれ 制作年不詳 絹本着色・軸（双幅） （各）113.5×23.1 寄託作品
大宮松之 螢 昭和20年代 紙本着色・額 136.0×76.5
岡田三郎助 三越呉服店 制作年不詳 写真製版・紙 106.5×77.0

ピエール・ボナール アンドレ・ボナール嬢の肖像
画家の妹 1890年 油彩・画布 188.0×80.0

黒光茂樹 秋茄子 昭和50（1975）年 紙本着色・額 124.5×192.0
福田平八郎 水密桃 昭和43（1968）年 紙本着色・額 39.5×53.0
高橋周桑 白菜 制作年不詳 絹本着色・額 42.5×51.0 寄託作品
田代博 豆腐 昭和61（1986）年頃 油彩・画布 31.7×40.9
古茂田守介 魚 昭和33（1958）年頃 コンテ・紙 30.7×40.2
下村為山 春風 制作年不詳 紙本着色・軸 125.7×30.9 個人蔵
四田観水 花見童子 制作年不詳 紙本着色・軸 124.3×32.0 個人蔵
長井一禾 楓に鴉 制作年不詳 絹本着色・軸 112.6×25.6 寄託作品

都路華香 曙雲群鴉図 明治時代後期−大正時代 絹本着色・軸 39.7×46.1 上田星邨コ
レクション

富岡鉄斎 鮮魚図 大正元（1912）年 紙本着色・軸 136.5×47.4
下村為山 子規庵句会写生図 昭和10（1935）年 紙本墨画・軸 27.1×37.9 寄託作品
村上天心 達磨遊戯 制作年不詳 紙本着色・軸 130.4×65.2 寄託作品
原在中 百福図 安永8（1779）年 絹本着色・軸 98.4×37.2 寄託作品
中川八郎 風景 制作年不詳 水彩・紙 37.6×45.5
吉田博 丘の上の家 明治35（1902）年 水彩・紙 34.9×51.2
河合新蔵 風景（日暮里） 明治時代後期 水彩・紙 35.6×49.8
三並花俤 夕焼け 制作年不詳 紙本着色・軸 128.1×29.7 寄託作品

松本山雪 野馬図押絵貼屏風 江戸時代前期 紙本墨画・6曲1双 （各図）126.5×
54.4 寄託作品

木和村創爾郎 写生帖 大正8（1919）年 紙本着色 28.0×36.6
長澤芦洲 桜花群雀図屏風 制作年不詳 紙本着色・2曲1隻 寄託作品
未詳 花鳥図 制作年不詳 絹本着色・軸 55.8×92.2 寄託作品
長谷川竹友 竹にヒナゲシ図屏風 制作年不詳 絹本着色・4曲1隻 172.8×281.2 寄託作品
杉浦非水 植物画スケッチ 大正～昭和時代 紙本着色
大宮昇 野の花の譜 昭和10（1935）年 水彩・紙（画帖、全56図） 51.2×31.6
正岡子規 年賀　名刺 明治27（1894）年以降 紙本淡彩・軸 35.5×24.2
野間仁根 扇面画賛（濃藍の～） 制作年不詳 紙本着色・軸 20.0×53.3 個人蔵
平福百穂 蕗の薹・かけ稲 大正13（1924）年 絹本着色・軸（双幅） （各）148.5×50.0
海老原喜之助 幸せな雪の村 昭和5（1930）年 油彩・画布 72.0×100.0
橋本興家 砂丘 Ⅰ 昭和41（1966）年 木版・紙　額 60.0×48.8
橋本興家 雲と風紋と馬と 昭和44（1969）年 木版・紙　額 60.0×49.0
橋本興家 花と風紋 昭和51（1976）年 木版・紙　額 59.3×48.4
橋本興家 冬の海 昭和51（1976）年 木版・紙　額 59.8×48.6
池田遙邨 まっすぐな道でさみしい山頭火 昭和63（1988）年 紙本着色・額 90.2×64.5
櫻井忠温 貼交屏風 昭和38（1963）年 貼交2曲屏風 90.0×87.5
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作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
林史惠 江戸初期復刻犬張り子 令和2（2020）年 インク・紙 13.5×21.2 個人蔵
下村観山 他 日本美術院同人画集 大正12（1923）年 絹本彩色・画帖 （各）23.0×32.0
大宮昇 はるかなる世の海の歌 昭和46（1971）年 モノタイプ・紙 57.8×82.8
杉浦非水 非水の図案 大正5（1916）年 多色木版・紙 （各）31.0×22.8

蓜島伸彦 DOG 平成10（1998）年 アクリル、顔料・画布 45.5×45.5 寺田コレク
ション

蓜島伸彦 Head 平成10（1998）年 アクリル、顔料・画布 42.0×41.0 寺田コレク
ション

蓜島伸彦 Me−4 平成13（2001）年 アクリル、顔料・画布 33.5×33.5 寺田コレク
ション

蓜島伸彦 Nightmare 平成13（2001）年 アクリル、顔料・画布 45.0×55.3 寺田コレク
ション

蓜島伸彦 Silence 平成13（2001）年 アクリル、顔料・画布 46.5×46.5 寺田コレク
ション

蓜島伸彦 Silence 平成14（2002）年 アクリル、顔料・画布 53.0×53.0 寺田コレク
ション

コレクション・ハイライトⅡ
常設展示室２

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
アンドレ・ロート マルグリットの肖像 1913年 油彩・画布 164.0×86.0
ヴァシリー・
カンディンスキー 生き生きとした白 1934年 油彩・画布 60.0×73.0

ジャン・アルプ ギュール 1963年
（1976年鋳造） ブロンズ 97.0×23.5×33.0

真鍋博 〔動物A〕 昭和31（1956）年 油彩・板 92.5×61.4
真鍋博 〔靴の花〕 昭和33（1958）年 油彩・布 130.0×96.0
真鍋博 〔鉛筆の鳥〕 1950−60年代 油彩・布 116.0×91.0
真鍋博 六災図（旱ばつ） 昭和31（1956）年 油彩・布 161.3×256.8
真鍋博 〔海と魚〕 昭和36（1961）年 油彩・布 98.5×147.3
真鍋博 少年の時計 昭和35（1960）年 インク・水彩・コラージュ・紙 20.7×18.2
真鍋博 アンドロイドは電気羊の夢を見るか？ 昭和44（1969）年 ポスターカラー・写真 24.5×16.8
真鍋博 地球幼年期の終わり 昭和44（1966）年 インク・ポスターカラー・紙 18.6×12.8

真鍋博 筒井康隆『エディプスの恋人』表紙原画 昭和56（1981）年 インク・色鉛筆・トレーシング
ペーパー・紙 41.8×35.8

真鍋博 星新一『午後の恐竜』表紙原画 昭和43（1968）年 インク・ポスターカラー・コラー
ジュ・紙 18.8×12.7

真鍋博 鳥の楽園 昭和44（1969）年 シルクスクリーン・エッチング・
アルミ 75.0×52.0

物外不遷 人物画賛 江戸時代後期 紙本墨画墨書・軸 94.0×29.5
大内蘚圃 群猿百態図 天保12（1841）年 紙本淡彩　掛幅 163.2×89.0
横山大観 白鶴幽篁 昭和16（1941）年 絹本金地彩色・二曲一双屏風 （各）168.0×172.6
菱田春草 放鶴 明治33（1900）年 絹本着色・軸 109.5×51.0
冨田渓仙 寿老人 大正10（1921）年 絹本着色・軸 149.7×50.8

〇令和３年９月11日～10月17日
特別公開　「忽那家文書」の世界　―よみがえる中世瀬戸内海の武士団―	
企画展示室１

作　成　者　名 史　料　名 年　代 備考１ 備考２
〔忽那嶋相傳之證文巻之一〕

寄託作品
重要文化財

遠江□（北条時政） 関東下知状案 元久２年（1205）５月６日 竪紙
散位（二階堂行政） 源実朝御教書 建永２年（1207）５月６日 竪紙
惟宗（孝実）他 将軍家政所下文 承元2年（1208）閏４月27日 竪紙
沙弥（二階堂行村） 二階堂行村書状 （年未詳）６月３日 竪紙
相模守平朝臣（北条時頼）他 関東下知状 建長６年（1254）３月８日 竪紙
前常陸介 前常陸介某書状 （年未詳）６月２日 竪紙
陸奥守平朝臣（北条政村）他 将軍家政所下文 建長８年（1256）７月９日 竪紙
前武蔵守平朝臣（大仏宣時）他 関東下知状 正応元年（1288）６月２日 続紙
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作　成　者　名 史　料　名 年　代 備考１ 備考２
丹波守平朝臣（北条盛房）他 六波羅施行状 正応元年（1288）9月17日 竪紙

寄託作品
重要文化財

沙弥性運（忽那実重） 沙弥性運（忽那実重）譲状 徳治3年（1308）2月１日 竪紙
前越前守（大仏貞房）他 六波羅御教書 延慶2年（1309）2月21日 竪紙
〔忽那嶋相傳之證文巻之二〕
（忽那）弥次郎重清 忽那重清軍忠状 建武2年（1335）12月25日 竪紙
（忽那）次郎左衛門尉重清 忽那重清軍忠状 建武3年（1336）2月3日 竪紙
忽那次郎左衛門尉重清 忽那重清軍忠状 建武3年（1336）7月　日 竪紙
越智（土居）通重 土居通重軍勢催促状 （建武3年（1336）カ）9月21日 小切紙
藤原（忽那）重明 忽那重明軍忠状 建武4年（1337）7月29日 竪紙
忽那次郎左衛門尉重清 忽那重清軍忠状 建武5年（1338）3月11日 竪紙
（足利直冬） 足利直冬感状 貞和6年（1350）7月28日 小切紙
（足利直冬） 足利直冬感状 貞和6年（1350）10月1日 小切紙
重□（季カ） 伊与国得丸保地頭職預ケ状 貞和6年（1350）11月20日 小切紙
（足利直冬） 足利直冬感状 貞和6年（1350）12月26日 小切紙
沙弥 沙弥某感状 貞和7年（1351）1月13日 竪紙
左近大夫将監 左近大夫将監某軍勢催促状 正平2年（1347）3月22日 小切紙
左近大夫将監 左近大夫将監某軍勢催促状 正平2年（1347）3月22日 小切紙
左近大夫将監 左近大夫将監某軍勢催促状 正平2年（1347）4月5日 小切紙
左近大夫将監 左近大夫将監某軍勢催促状 正平2年（1347）5月13日 小切紙
大蔵大輔 大蔵大輔某奉書 正平3年（1348）4月2日 小切紙
左中弁 後村上天皇綸旨 正平3年（1348）5月14日 小切紙
右馬頭平朝臣（平高顕） 平高顕安堵状 正平3年（1348）9月27日 小切紙
（足利直冬） 足利直冬書下 正平13年（1358）12月29日 竪紙
左中弁 後村上天皇綸旨 正平4年（1349）3月9日 小切紙
相模守 相模守某長龍寺住持職安堵状 正平4年（1349）8月22日 小切紙
左中弁 後村上天皇綸旨 正平4年（1349）12月14日 小切紙
右少将 兵部卿親王令旨 正平5年（1350）2月16日 小切紙
右少将 兵部卿親王令旨 正平6年（1351）3月8日 小切紙
（足利直冬） 足利直冬書下 正平11年（1356）3月9日 竪紙
中務大輔 中務大輔某軍勢催促状 延元2年（1337）2月30日 小切紙
左少将 左少将某軍勢催促状 （延元2年（1337）カ）3月13日 小切紙
左少将 左少将某軍勢催促状 （延元2年（1337）カ）6月16日 小切紙
左京権大夫 左京権大夫某軍勢催促状 延元3年（1338）11月19日 小切紙
勘解由次官（五条頼元） 懐良親王令旨 （延元4年（1339）カ）4月28日 小切紙
勘解由次官（五条頼元） 懐良親王令旨 （延元4年（1339）カ）4月29日 小切紙
侍従 懐良親王令旨 （興国元年（1340）カ）10月21日 小切紙
右兵衛督（中院定平） 中院定平奉書 興国3年（1342）4月28日 小切紙
左少弁 後村上天皇綸旨 興国4年（1343）2月4日 小切紙
左中将 左中将某事軍勢催促状 （興国年間）11月8日 小切紙
景隆 某景隆書状 （興国5年（1344）カ）7月30日 小切紙
越後頭（平高顕） 平高顕軍勢催促状 興国5年（1344）9月11日 小切紙
大蔵大輔 大蔵大輔某奉書 興国7年（1346）7月22日 小切紙
（河野）通直 河野通直軍勢催促状 正平22年（1367）12月　日 小切紙
刑部大輔（今川直貞） 今川直貞奉書 観応2年（1351）12月30日 小切紙
　（平）高顕 平高顕書状 （年代未詳）6月17日 小切紙
〔忽那嶋相傳之證文巻之三〕
対馬守（河野通之） 河野通之宛行状 応永12年（1405）9月21日 竪紙
（河野通久） 河野通久安堵状 応永25年（1418）9月3日 竪紙
（河野通久） 河野通久安堵状 応永26年（1419）10月　日 竪紙
道基（河野教通） 道基（河野教通）安堵状 （年代未詳）7月20日 竪紙
（河野）通元 河野通元書状 （年代未詳）10月29日 切紙
（河野）教通 河野教通宛行状 文安元年（1444）5月19日 竪紙
（河野）教通 河野教通安堵状 文安元年（1444）8月29日 折紙
（河野）教通 河野教通安堵状 文安元年（1444）9月6日 折紙
戒能下野守通明 戒能通明安堵状 文安5年（1448）3月17日 折紙
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作　成　者　名 史　料　名 年　代 備考１ 備考２
（河野）通生 河野通生宛行状 長禄3年（1459）2月10日 竪紙

寄託作品
重要文化財

（河野）刑部太輔 河野刑部太輔某安堵状 長禄3年（1459）6月1日 竪紙
（河野）刑部太輔 河野刑部太輔某宛行状 長禄3年（1459）6月1日 竪紙
（河野）刑部大輔（通秋） 河野通秋安堵状 寛正5年（1464）7月23日 折紙
（河野）通秋 河野通秋書状 （年代未詳）7月23日 折紙
正岡信乃守俚孝 河野氏奉行人奉書 文正元年（1466）7月11日 折紙
（河野）通生 河野通生安堵状 文正元年（1466）4月10日 折紙
〔その他〕
（未詳） 忽那一族軍忠次第 （興国年間カ） 続紙
少納言 後醍醐天皇綸旨 建武元年（1334）12月20日 竪紙
小笠原宗之 小笠原流弓馬秘伝 文明17年（1485）７月11日写 巻子装
（忽那亀寿丸） 忽那島開発記 天正15年（江戸時代前期カ） 巻子装

伊豫国忽那藤原相傳系圖 江戸時代前期カ 巻子装
祈主藤原種因・護持願主藤原通能 懐中守札秘伝 享和元年（1801）弥生吉曜日 巻子装

〇令和３年10月19日～12月28日　コレクション展Ⅳ
みる冒険　音と楽しむ
常設展示室３

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
真鍋博 婦人画報　1971年７月 昭和46年（1971） インク・墨・コラージュ・紙 13.0×41.0
真鍋博 婦人画報　1971年７月 昭和46年（1971） インク・墨・コラージュ・紙 33.7×44.7
真鍋博 婦人画報　1971年７月 昭和46年（1971） インク・墨・コラージュ・紙 33.7×44.3
八木良太 VINYL（別れの曲） 平成18年（2006） シリコン 直径18.0×高2.0
八木良太 VINYL（Moon River） 平成18年（2006） シリコン 直径18.0×高2.0
ヴァシリー・カ
ンディンスキー 生き生きとした白 昭和9年（1934） 油彩･画布 60.0×73.0

大竹伸朗 芥子／音影Ⅱ 平成20年（2008） 油彩・墨・ボールペン　他 125.0×105.0×8.0

杉浦非水 『少年世界』
第十八巻第一號　正月號 明治44年（1911） リトグラフ・紙 22.2×15.1

杉浦非水 『月刊楽譜』第七巻第一號 大正7年（1918） リトグラフ・紙 22.3×15.0
杉浦非水 『東京』第二巻第一號 大正14年（1925） リトグラフ・紙 22.6×32.3
杉浦非水 『現代』第八巻第七號 昭和2年（1927） リトグラフ・紙 22.5×14.5
富岡鉄斎 太神楽之図 大正時代 紙本着色／軸 122.1×33.7
平井辰夫 プレリュード 昭和47年（1972） 油彩／画布 161.7×130.0
下村為山 風竹雀 制作年不詳 紙本淡彩／軸 135.8×39.5
大智勝観 雷雨之図 大正14年（1925） 紙本墨画淡彩／軸 136.3×31.0
野間仁根 漁火 昭和27年（1952） 油彩／画布 91.0×116.0
岩波昭彦 五番街 平成13年（2001） 銀箔・墨・岩絵具等／雲肌麻紙・額 146.0×71.0
安藤義茂 朝鮮風景 制作年不詳 紙本着色／額 67.5×174.1
李禹煥 刻みより 昭和47年（1972） 木 72.5×59.0×3.8
李禹煥 突きより 昭和48年（1973） 紙・パネル 70.0×60.0
須田国太郎 杉 昭和30年（1955） 油彩・画布 額 ガラス 61.7×73.0
海老原喜之助 幸せな雪の村 昭和5年（1930） 油彩／画布 72.0×100.0
斎藤登 母の肖像 昭和51年（1976） 油彩／画布 96.5×145.1

コレクション・ハイライトⅢ
常設展示室３

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
ギュスターヴ・
クールベ 波 1869年 油彩・画布 49.0×73.0

クロード・モネ アンティーブ岬 1888年 油彩・画布 65.0×92.0
畦地梅太郎 宇和島城遠望 昭和11年（1936） 木版多色・紙 26.5×35.2
畦地梅太郎 面河渓 『伊予風景』より 昭和11年（1936） 木版多色・紙 27.5×36.0
畦地梅太郎 伊予観自在寺 昭和13年（1938） 木版多色・紙 18.0×24.1
畦地梅太郎 伊予石鎚山 『新日本百景』より 昭和13年（1938） 木版多色・紙 22.7×30.2
畦地梅太郎 浅間山『二六〇〇年版　山』より 昭和15年（1940） 木版多色・紙 29.6×44.9
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作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
畦地梅太郎 石鎚山頂『二六〇〇年版　山』より 昭和15年（1940） 木版多色・紙 30.0×44.9
畦地梅太郎 瓶ヶ森（イヨ）『二六〇〇年版　山』より 昭和15年（1940） 木版多色・紙 29.5×45.0
畦地梅太郎 大野ヶ原遠望（イヨ） 昭和15年（1940） 木版多色・紙 30.4×45.0
畦地梅太郎 伊予の闘牛 昭和20年（1945） 木版多色・紙 18.0×24.0
畦地梅太郎 八幡浜劇場 昭和21年（1946） 木版多色・紙 32.0×45.0
畦地梅太郎 親子鳥 昭和30年（1955） 木版多色・紙 31.3×40.3
畦地梅太郎 さけぶ三人 昭和43年（1968） 木版多色・紙 51.5×39.0
畦地梅太郎 ものの気配 『山男誕生』より 昭和48年（1973） 木版多色・紙 23.7×17.8
喜多武清 烏鷺図 天保8年（1837） 絹本墨画淡彩 各129.5×49.5
小林萬吾 芝増上寺 明治25－26年（1892−93） 油彩・画布 97.3×180.0
中野和高 風景を配せる我家庭 昭和3年（1928） 油彩・画布 145.0×216.5
杉浦非水 岐阜長良川鵜飼と納涼 昭和4年（1929） オフセット・紙 105.5×76.9
真鍋博 飛ぶ・翔ぶ・走る・動く 昭和53年（1978） フィルム・ポスターカラー 21.8×21.6

福田平八郎 鴛鴦 昭和40年（1965） 絹本着色 65.0×97.0 武智光春コ
レクション

〇令和４年１月５日～３月７日　コレクション展Ⅴ
屏風TravelingⅡ　―2022ケンビ旅行社・船の旅
常設展示室２

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
英　一蝶 乗合船川渡之図 制作年不詳 絹本著色・軸 寄託作品
三好応岸 宇和島・江戸図屏風 明治前期 紙本着色・六曲屏風一双 （各）95.0×262.0
作者不詳 神田祭、大江山凱陣図 制作年不詳 紙本着色・六曲屏風一双 寄託作品
木和村創爾郎 不忍池・数寄屋橋畔 昭和11年（1936） 紙本着色・二曲屏風一隻 （各図）163.0×68.2

岩波昭彦 ブルックリン・ブリッジ 平成10年（1998） 白金・銀箔・墨・岩絵具等／
鳥の子紙・四曲屏風一隻 70.0×240.0

岩波昭彦 マンハッタン 平成15年（2003） 金銀箔・墨・岩絵具等／鳥の
子紙・四曲屏風一隻 152.0×304.0

富岡鉄斎 春秋山水図 明治43年（1910） 紙本着色・軸 寄託作品
天野方壺 赤壁之図 明治15年（1882） 紙本淡彩・軸 寄託作品
沖冠岳 百猩々図 制作年不詳 絹本着色・軸 130.1×50.7
木下芦水 桜下遊戯図 制作年不詳 紙本着色・軸 寄託作品
三並花悌 夕焼け 制作年不詳 紙本着色・軸 寄託作品
松本山月 七福神図 江戸時代前期 紙本墨画淡彩・軸 寄託作品

コレクション・ハイライトⅣ
常設展示室２

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
メダルド・ロッソ 門番の女 1883年 石膏・蜜蝋 39.0×34.0×19.0
マリノ・マリーニ 踊り子 1953年 鉛 155.0×32.0×35.0
土佐光起 柿本人麻呂像 江戸時代前期 絹本着色・軸 40.8×80.6

加藤文麗 鶏図 制作年不詳 絹本墨画淡彩・軸
（双幅）　

（左）118.0×40.0
（右）117.9×39.6

狩野芳崖 老松小禽図 明治時代初期 紙本墨画・軸 132.7×55.0
竹内栖鳳 花の山 明治38（1905）年頃 絹本着色･軸 150.5×71.0
富岡鉄斎 蓬萊山図 大正13（1924）年 紙本着色・軸 144.8×39.2
矢野橋村 柳蔭書堂図 大正8（1919）年 紙本墨画淡彩・軸 117.0×93.3
矢野鉄山 平沙落雁 昭和5（1930）年 紙本墨画・額 280.0×188.0

杉浦非水 非水筆翠子宛はがき 明治37（1904）年
11月3日 紙 9.0×14.0

杉浦非水 杉浦非水筆　杉浦翠子宛葉書 大正12（1923）年
1月2日 紙 9.0×14.0

杉浦非水 非水図案年賀状〔寅〕 大正15（1926 ）年 紙 9.0×14.0
非水宛年賀状 紙 14.0×9.0

杉浦非水 〔フランス風景〕 水彩・色紙 27.0×24.2
杉浦非水 〔帽子の女性〕 着彩・色紙 27.2×24.2
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作		家		名 作		品		名 制		作		年 材質・形状 寸法（cm） 備考
杉浦非水 LE	SPHINX	de	LA	EGYPTE 昭和35（1960）年 紙本着色・色紙 26.9×24.1

杉浦非水 フランス　ノルマンディー　
バニヨール温泉場グーピルの城 大正12（1923）年 水彩・紙 25.7×22.3

杉浦非水 フランス　ノルマンディー　バニヨー
ル温泉場テッセーラ　マドレーヌの町 大正12（1923）年 水彩・紙 25.8×22.5

杉浦非水 雑誌表紙

杉浦非水 萬世橋まで延長開通
（東京地下鉄道） 昭和4（1929）年頃 ポスター・リトグラフ、

オフセット 31.1×63.4

杉浦非水 十二月一日開店　上野地下鉄ストア 昭和6（1931）年 ポスター・リトグラフ 94.5×64.3

杉浦非水 近代人の新百貨店　日比谷の美松 昭和5（1930）年頃 ポスター・リトグラフ、
オフセット 105.5×76.9

髙階重紀 作品 昭和27（1952）年			 油彩・画布 97.0×130.3
髙階重紀 作品R 昭和55（1980）年 油彩・画布 130.3×162.0

有元容子 青い耳飾りの少女 平成17（2005）年 紙本着色・額 27.5×22.0 寺田コレク
ション

有元容子 黒姫 平成15（2003）年 紙本着色・額 162.0×130.0 寺田コレク
ション

智内兄助 春挽糸 昭和62（1987）年 鉛筆・油性インク・布・
和紙・板 164.0×182.0 寺田コレク

ション

福田平八郎 雉 昭和44（1969）年 絹本着色・額 75.7×44.0 武智光春コ
レクション

福田平八郎 旭光富士 昭和46（1971）年 紙本着色・額 23.5×16.5 武智光春コ
レクション

福田平八郎 初雪 昭和41（1966）年 紙本着色・額 41.5×55.5 武智光春コ
レクション

福田平八郎 松竹梅 昭和41（1966）年 紙本着色・額 45.2×66.4 武智光春コ
レクション

福田平八郎 春に匂ふ 昭和45（1970）年 紙本着色・額 36.5×43.5 武智光春コ
レクション

福田平八郎 白梅目白 昭和43（1968）年 紙本着色・額 29.3×39.3 武智光春コ
レクション

福田平八郎 筍 昭和40（1965）年 紙本着色・額 46.0×37.1 武智光春コ
レクション

畦地梅太郎 涸沢	『山−北アルプス』より 昭和42（1967）年 木版多色 29.8×23.5
真鍋博 花火 昭和31（1956）年 油彩・板 91.0×60.2
山田彩加 生命の繋がり 平成19（2007）年 リトグラフ・紙 140.0×86.0
山田彩加 形成と分裂 平成20（2008）年 リトグラフ・紙 106.0×84.5

〇令和４年３月23日～６月12日　コレクション展Ⅵ	
描かれた「かたな」
常設展示室３

作		家		名 作		品		名 制		作		年 材質・形状 寸法（cm） 備考
安田靫彦 守屋大連 明治41（1908）年 絹本着色／軸 150.3×57.0
梶田半古 鵯越 明治25（1892）年 絹本着色／軸 143.0×69.0
伊藤渓水 平敦盛像 明治時代後期 絹本着色／軸 150.0×80.0
沖　冠岳 菊池武光像 絹本着色／軸 129.0×57.0
伝　久隅守景 勿来関図 江戸時代前期 絹本着色／軸 56.0×83.0 寄託作品

平家物語絵巻断簡 江戸時代前期 紙本着色／軸 31.5×55.0 寄託作品
源平合戦図屏風 江戸時代前期 紙本着色／六曲一双 112.0×360.0 寄託作品
大織冠図屏風 江戸時代前期 紙本着色／六曲一双押絵貼 126.0×49.5 寄託作品

コレクション・ハイライトⅤ
常設展示室３
作		家		名 作		品		名 制		作		年 材質・形状 寸法（cm） 備考

ウジェーヌ＝ルイ・
ブーダン ブレスト、停泊地 1872年 油彩・画布 55.2×89.5

オディロン・ルドン アポロンの馬車 1907−08年 油彩・画布 100.3×81.2
真鍋博 静物B 昭和27（1952）年 油彩・画布 60.5×72.5
真鍋博 静物（骨） 昭和30（1955）年 油彩･画布 99.0×73.0
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２　企画展示・特別展示

　　企画展示一覧

場所 展　覧　会　名 会　　期

本
　
　
館

ミ レ ー か ら 印 象 派 へ の 流 れ 令 和３年５月 22 日（土 ） ～７月 19 日（月 ）

追 悼 水 木 し げ る 　 ゲ ゲ ゲ の 人 生 展 令 和３年７月 10 日（土 ） ～８月 29 日（日 ）

生 誕 2 0 0 年 　 三 輪 田 米 山 展
− 天 真 自 在 の 書 − 令 和３年 10 月２日（土 ） ～ 11 月 30 日（火 ）

平 等 院 鳳 凰 堂 と 浄 土 院
そ の 美 と 信 仰 令和３年 11 月３日（水）～令和４年１月９日（日）

※このほか、「名刀は語る展」を４月 24 日（土）～６月 27 日（日）に開催予定だったが、
　新型コロナウィルス感染症の影響により、令和４年度へ延期。

　　特別展示一覧

場所 展　覧　会　名 会　　期

本 

館
HELLO!　えひめの企業アートコレクション
ひ ろ が る 美 の か た ち 令和４年２月１日（火）～３月 21 日（月・祝）

作  家  名 作  品  名 制  作  年 材質・形状 寸法（cm） 備考
真鍋博 蒲団 昭和30（1955）年 油彩 鉛筆・画布 161.0×255.0
真鍋博 蓮花 1960年代 油彩･板 91.0×91.2
真鍋博 セイブツ[人間] 昭和30（1955）年 油彩･画布 181.8×224.0
真鍋博 花輪 昭和33（1958）年 油彩･板 91.0×121.5
真鍋博 都会主義者 昭和30（1955）年 油彩･画布 91.3×183.5
真鍋博 魚−簪 昭和32（1957）年 油彩･画布 59.4×46.0
吉田蔵澤 風竹 江戸時代中期 紙本墨画／軸 133.0×54.5
前田青邨 鯉　三題 昭和25（1950）年 紙本墨画／額三面 （各）75.0×89.8
矢野鉄山 孤琴涓潔 昭和4（1929）年 紙本水墨 （金彩） 284.0×218.0

杉浦非水（装丁） 杉韻居士著『東京の表裏　八百八街』 大正3（1914）年（3
版）／初版：同年 発行：鈴木書店 （箱）19.8×13.4

×2.0 寄託作品

杉浦非水（装丁） 九条武子著『金鈴』 大正9（1920）年（2
版）／初版：同年 発行：東京堂 （箱）19.2×11.7

×1.5 寄託作品

杉浦非水（装丁） フェレンク・モルナー著
（鈴木善太郎訳）『白鳥』 大正13（1924）年 発行：金星堂 19.2×13.8×4.1 寄託作品

杉浦非水（装丁） ヘンリー・フォード著（加藤三郎訳）
『今日及び明日』

昭和3（1928）年（3
版）／初版：昭和2
（1927）年

発行：大日本雄弁会講談社 （箱）19.5×13.7
×3.1 寄託作品

杉浦非水（装丁） 川端千枝著『歌集　白い扇』 昭和7（1932）年 発行：泰文館 19.2×13.5×1.8 寄託作品
杉浦非水（装丁） 鉄道省編『温泉案内』 昭和6（1931）年 発行：博文館 17.0×10.6×4.0 寄託作品
杉浦非水（装丁） 内藤民治著『世界実観　仏蘭西』 大正4（1915）年 発行：日本風俗図絵刊行会 19.6×26.1×2.6 個人蔵
杉浦非水（装丁） 渡辺霞亭著『小説　新渦巻　光子の巻』 大正3（1914）年 発行：隆文堂 23.0×15.9×2.2 個人蔵

福田平八郎 青楓大瑠璃 昭和40（1965）年 紙本着色 45.6×33.4 武智光春コ
レクション

畦地梅太郎 山のよろこび 昭和32（1957）年 木版多色・紙 61.8×42.3
斎藤義重 work 昭和36（1961）年 油彩・合板 117.0×91.0
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　バルビゾン派から印象派を経てナビ派へといたる近代フランス絵画の流れを、フランスのトマ＝アンリ美術
館、ドゥエ美術館、カンペール美術館、イギリスのウェールズ国立美術館、個人所蔵家から出展された、ミレ
ーの絵画７点やモネ《睡蓮》を含む69点の名品により展望した。

観覧者数：10,129名

関連行事 
　土曜講座
　「フラワーペーパーで睡蓮をつくろう」
　　日　　時：６月26日（土）　14：00～15：00
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　講　　師：高木学（当館教育専門員）
　　参加人数：４名

　「企画展プレビュー」
　　日　　時：７月３日（土）、７月10日（土）　14：00～15：00
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　講　　師：武田信孝（当館専門学芸員）
　　参加人数：延41名
　
　ショート・レクチャー「ミレーの芸術」
　　日　　時：７月４日（日）　11：00～11：20、13：00～13：20
　　　　　　　７月５日（月）　11：00～11：20、13：00～13：20
　　　　　　　７月７日（水）　11：00～11：20、13：00～13：20
　　　　　　　７月８日（木）　11：00～11：20、13：00～13：20
　　　　　　　７月９日（金）　13：00～13：20
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　講　　師：武田信孝（当館専門学芸員）
　　参加人数：延73名
　　

ミレーから印象派への流れ

会　　期 ：

主　　催 ：
協　　賛：
後　　援：

企画協力：
会　　場：

令和３年６月１日（火）−７月 19 日（月）　（43 日間）
※当初予定会期：５月 22 日（土）−７月 19 日（月）
※新型コロナウィルス感染対策期の県有施設臨時休館措置に伴い会期短縮

「ミレーから印象派への流れ」実行委員会（愛媛県、あいテレビ）
大一ガス
在日フランス大使館／アンスティチュ・フランセ日本、松山市、松山市教育委員会、愛媛県市町
教育委員会連合会、愛媛県小中学校長会、愛媛県美術会、愛媛美術教育連盟、愛媛県文化協会、（公
財）愛媛県文化振興財団、（公財）松山観光コンベンション協会、連合愛媛、伊予鉄グループ、愛
媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局、毎日新聞松山支局、産経新聞社、南海放送、テ
レビ愛媛、愛媛朝日テレビ、愛媛 CATV、FM 愛媛、えひめリビング新聞社
ホワイトインターナショナル
愛媛県美術館　常設展示室１・２

趣　　旨
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　団体のための講座
　　日　　時：７月13日（火）　14：40～15：10
　　場　　所：愛媛県美術館　研修室
　　対　　象：愛媛大学教育学部配当科目「西洋美術史」履修者及び担当教員
　　講　　師：武田信孝（当館専門学芸員）
　　参加人数：７名

　その他
　チケットサービス　
　　協力店舗：東京第一ホテル松山カフェレストラン「ルミエール」、
　　　　　　　愛媛県美術館カフェレストラン「the park M’s coffee」

　ミレー＆モネ関連書籍特設コーナー
　　　当館蔵書より、本展の主要出品作家であるジャン＝フランソワ・ミレーとクロード・モネの関連書籍を
　　特集した。
　　設置期間：７月１日（木）～18日（日）
　　場　　所：愛媛県美術館　美術情報・図書コーナー
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Ⅰ　ミレーと写実主義
作家名 作品名 制作年 技法、材質 寸法（縦×横 cm） 所蔵先

ジャン＝バティスト・カミーユ・コロー 水浴する羊飼い 1848年 油彩、カンヴァス 87×117 ドゥエ美術館

ジャン＝バティスト・カミーユ・コロー ワグノンヴィル城 1871年 油彩、板 32×40 ドゥエ美術館

ジャン＝バティスト・カミーユ・コロー カステル・ガンドルフォ、アルバーノ
湖畔で踊るチロルの羊飼い 1855−60年 油彩、カンヴァス 49.2×65.5 ウェールズ

国立美術館
コンスタン・デュティユー 風景、夜の効果 油彩、カンヴァス 100×81 ドゥエ美術館

コンスタン・デュティユー トレポールの眺め 油彩、カンヴァス 38×55.5 ドゥエ美術館

コンスタン・デュティユー 水辺の草原 油彩、カンヴァス 20×25 ドゥエ美術館

ジュール・ノエル 海 油彩、カンヴァス 27×38 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー アラブの語り部 1840年 油彩、カンヴァス 46×38 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー モーセに扮した自画像 1841年 油彩、カンヴァス 132×100 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー 部屋着姿のポーリーヌ・オノ 1843−44年 油彩、カンヴァス 100.2×81.2 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー シモン・ド・ヴォディヴィル夫人と
その母デロンシャン夫人の肖像 1843−44年 油彩、カンヴァス 81×100 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー 雷雨 1847年頃 油彩、カンヴァス 32.3×25.2 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー 慈愛 1858−59年 油彩、板 40×45 トマ＝アンリ美術館

ジャン＝フランソワ・ミレー 冬、薪集め 1868−75年 油彩、カンヴァス 78.4×97.8 ウェールズ
国立美術館

ギュスターヴ・クールベ 物思い 1864年 油彩、カンヴァス 54×45 ドゥエ美術館

ヨハン・バルトルト・ヨンキント オーヴェルシーの眺め 1856年 油彩、カンヴァス 43×57 ドゥエ美術館

ヨハン・バルトルト・ヨンキント 断崖 油彩、カンヴァス 29×42.3 トマ＝アンリ美術館

オーギュスト・アナスタジ ドゥアルヌネの渡し船の乗り場 1870年 油彩、カンヴァス 80×130.5 カンペール美術館

ウジェーヌ・ラヴィエイユ 村の周辺 1882年頃 油彩、板 27×35.3 トマ＝アンリ美術館

エヴァリスト＝ヴィタル・リュミネ 狩猟の帰途、または
ブルターニュの密猟者 1861年頃 油彩、カンヴァス 117×90 カンペール美術館

Ⅱ　モネと印象主義
作家名 作品名 制作年 技法、材質 寸法（縦×横 cm） 所蔵先

ウジェーヌ・ブーダン 日没時に戻る漁師たち 1860年頃 油彩、板 24.4×32.7 トマ＝アンリ美術館

ウジェーヌ・ブーダン オランダの風車 1884年 油彩、カンヴァス 50×61 ドゥエ美術館

シャルル＝フランソワ・ぺクラス ムールダイク 油彩、カンヴァス 57.1×86.9 トマ＝アンリ美術館

アルマン＝オーギュスト・フレール 日没のヴォーヴィル湾 1866年 油彩、カンヴァス 82.5×122.2 トマ＝アンリ美術館

エドゥアール・ダリファール 雪の風景 油彩、カンヴァス 54.3×40 トマ＝アンリ美術館

シャルル・クワッセグ 海 油彩、カンヴァス 38×46 トマ＝アンリ美術館

シャルル・クワッセグ 浜辺の小船 油彩、カンヴァス 37.8×46.2 トマ＝アンリ美術館

スタニスラス・レピーヌ 川岸の邸宅 油彩、カンヴァス 17×25 トマ＝アンリ美術館

ギョーム・フアス 銀行家ルブランの女性の肖像と推定 1880年 油彩、カンヴァス 117×90 トマ＝アンリ美術館

ギョーム・フアス 葡萄と林檎 油彩、カンヴァス 46.5×66 トマ＝アンリ美術館

ポール・セザンヌ プロヴァンスの風景 油彩、カンヴァス 81.2×65.7 ウェールズ
国立美術館

クロード・モネ 睡蓮 1906年 油彩、カンヴァス 78.7×88.9 ウェールズ
国立美術館

クロード・モネ パラッツォ・ダリオ 1908年 油彩、カンヴァス 92.3×73.6 ウェールズ
国立美術館

ピエール＝オーギュスト・ルノワール 会話 1912年 油彩、カンヴァス 45.1×65 ウェールズ
国立美術館

ピエール＝オーギュスト・ルノワール 肖像画の習作 油彩、カンヴァス 30×25 ドゥエ美術館

出品目録
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作家名 作品名 制作年 技法、材質 寸法（縦×横 cm） 所蔵先

アルマン・ギヨマン ルーアンのセーヌ川 油彩、カンヴァス 60×73 ドゥエ美術館

エティエンヌ・ゴーティエ 学習 1866年 油彩、カンヴァス 31.5×24 トマ＝アンリ美術館

アントワーヌ・ギュメ 漁村 1909年 油彩、カンヴァス 23.8×35 トマ＝アンリ美術館

フェリックス・ビュオ ヴァローニュの夜の教会 1872年頃 油彩、カンヴァス 64×47.5 トマ＝アンリ美術館

ウジェーヌ・カリエール 若い女性の頭部 1887年頃 油彩、カンヴァス 33.4×24 ドゥエ美術館

ウジェーヌ・カリエール ルシエンヌ・ブレヴァルの肖像の
習作 1904年頃 油彩、カンヴァス 65×54 ドゥエ美術館

フランソワ・ミレー トゥルプの農場 1890年頃 油彩、カンヴァス 46.5×61.5 トマ＝アンリ美術館

エミール・クラウス リス川にかかる霧 油彩、カンヴァス 51×73 ドゥエ美術館

シャルル・アルベール・ルブール セーヌのクロワッセ 油彩、カンヴァス 55×81 ドゥエ美術館

Ⅲ　印象派以後そしてナビ派
作家名 作品名 制作年 技法、材質 寸法（縦×横 cm） 所蔵先

クロード＝エミール・シュフネッケル ブルターニュの岩石の海岸 1886年 油彩、カンヴァス 50×61 カンペール美術館

イポリット・フルニエ 夢想 1893年 油彩、カンヴァス 111×90 ドゥエ美術館

ウラディスラウ・シュレヴィンスキー ポーランドの秋の風景 1908年頃 油彩、カンヴァス 51×62 カンペール美術館

ジョルジュ＝ダニエル・ド・モンフレイ 小舟の男、ノア＝ノア
（ゴーギャンに基づく）

油彩、厚紙に
カンヴァス 50.7×37.2 個人蔵

アーネスト・ローラン お茶 1910年頃 油彩、板に
カンヴァス 43×49 トマ＝アンリ美術館

アンリ・マルタン 調和 1894年 油彩、カンヴァス 146.3×89.3 ドゥエ美術館

アンリ・マルタン ブルターニュの海 油彩、カンヴァス 82.7×81.7 カンペール美術館

マキシム・モーフラ ロクテュディの干潟の黄昏 1898年 油彩、カンヴァス 54.5×65 カンペール美術館

アンリ・ウジェーヌ・ル・シダネル ピエトル夫人の肖像 1896年 油彩、カンヴァス 197.5×89.5 ドゥエ美術館

アンリ・ウジェーヌ・ル・シダネル 日曜日 油彩、カンヴァス 112.5×192 ドゥエ美術館

アンリ・ウジェーヌ・ル・シダネル 赤いテーブルクロス 油彩、カンヴァス 100.5×81 ドゥエ美術館

ポール・セリュジエ さようなら、ゴーギャン 1906年 油彩、カンヴァス 65×92 カンペール美術館

ポール・セリュジエ 青い背景の林檎 1917年 油彩、カンヴァス 46×60 カンペール美術館

ポール・セリュジエ 尖頭アーチ型の風景 1921年 油彩、カンヴァス 105×65 カンペール美術館
フェルディナン・ロワイアン・デュ・
ピュイゴドー 藁ぶき家のある風景 1921年 油彩、カンヴァス 81.5×60.5 カンペール美術館

フェルディナン・ロワイアン・デュ・
ピュイゴドー 夕暮れの風景 油彩、カンヴァス 67×50.5 カンペール美術館

ピエール・ボナール 服を脱ぐモデル 1912年 油彩、カンヴァス 54×45 ドゥエ美術館

ジョルジュ・ラコンブ 赤い土の森 1891年 油彩、カンヴァス 71×50 カンペール美術館

エミール・ベルナール カイロの市場 1893−
1904年 油彩、カンヴァス 72.5×56.5 トマ＝アンリ美術館

モーリス・ドニ 小舟のブルターニュの女性 1891−92年 油彩、板に紙 28×39.5 カンペール美術館

モーリス・ドニ ル・フォゴエのパルドン祭 1930年 油彩、カンヴァス 54×82.5 カンペール美術館

ジョルジュ・デスパーニャ 少女たち 油彩、カンヴァス 130×97 ドゥエ美術館

アンリ・モリセ 姉 油彩、カンヴァス 51×73 ドゥエ美術館

アンドレ・ドラン 女性の頭部 1949−50年 油彩、カンヴァス 30×29.5 個人蔵

リュシアン・グベール 鎌を研ぐ収穫者 油彩、カンヴァス 125.2×
107.5 トマ＝アンリ美術館
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　「ゲゲゲの鬼太郎」、「悪魔くん」、「河童の三平」など数多くのヒット作を生み出した漫画家・水木しげ
る（1922−2015）は、作品を通じて妖怪文化を広めた妖怪研究家としても高く評価された。本展は、その追悼
記念の回顧展であり、水木プロダクションの全面的な協力のもと、人間・水木しげるが遺したものを網羅的に
紹介した。少年期の習作、戦地で描いたスケッチ、貸本時代からの貴重な漫画や妖怪画の原稿など、卓越した
画力とメッセージ性がうかがえる作品の数々に加え、エッセイ原稿や妖怪・精霊像コレクション、私物などお
よそ390点におよぶ資料を一堂に展示し、「幸福とは何か」を追い求めたその人間像にも迫った。

観覧者数：10,096名

関連行事 
　講演会「水木しげると愛媛の妖怪文化」
　　日　　時：７月31日（土）　 14：00～15：30
　　講　　師：大本敬久（愛媛県歴史文化博物館 専門学芸員・担当係長）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：51名

　水木しげる絵本の読み語りと紙芝居
　　日　　時：７月22日（木・祝）、８月15日（日）各日11：00～、14：00～（各回約40分）
　　　　　　　※２日目の８月15日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　　語　　り：別府海里（愛媛朝日テレビ）
　　場　　所：愛媛県美術館　研修室
　　参加人数：延37名

　連続講座「水木しげるのゲゲゲの人生」
　　※詳細は教育普及事業報告を参照。

　土曜講座「美術館におばけを描こう」
　　※詳細は教育普及事業報告を参照。

追悼水木しげる　ゲゲゲの人生展
※令和２年度夏からの延期開催

会　　期 ：

主　　催 ：
企画協力：
協　　力：
協　　賛： 
愛媛展協賛：
後　　援：

会　　場：

令和 3 年７月 10 日（土）− 8 月 29 日（日）　 （49 日間）
※夏休み期間無休／７/12（月）、７/19（月）は休館
ゲゲゲの人生展愛媛展実行委員会（愛媛県、愛媛朝日テレビ）、朝日新聞社
水木プロダクション
テクノネット、クロステック
ライブアートブックス
株式会社サンメディカル
愛媛県教育委員会、松山市、松山市教育委員会、愛媛県市町教育委員会連合会、愛媛県小中学校
長会、愛媛県美術会、愛媛美術教育連盟、愛媛県文化協会、（公財）愛媛県文化振興財団、（公財）
松山観光コンベンション協会、連合愛媛、愛媛新聞社、NHK 松山拠点放送局、南海放送、テレビ
愛媛、あいテレビ、愛媛ＣＡＴＶ、ＦＭ愛媛、えひめリビング新聞社
愛媛県美術館　企画展示室　１・２

趣　　旨
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　鑑賞サポート　（視覚障がい者の方の案内）
　　月　　日：７月20日（火）、８月５日（木）
　　　　　　　※８月20日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
　　サポート：高木学（当館教育専門員）、石﨑三佳子（当館専門学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　企画展示室１・２
　　参加人数：延３名　　
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出品目録

追悼水木しげる　ゲゲゲの人生展作品リスト
○全会期展示　△前期展示（７/10～８/３）　▼後期展示（８/４～８/29）

１．境港の天才少年画家

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

1 資料 水木しげるのヘソの緒 1922年 105×30×30 ○

2 原画（自伝） 車輪で遊ぶ水木少年 1988年 講談社 352×249 『昭和史』第2巻（講談社） ○

3 原画（自伝） のんのんばあとオレ 2006年 水木しげる 364×257 『こんなに楽しい！　妖怪の町』
（実業之日本社） ○

4 資料 小学生時代の通知表 1929年～
1936年 境港小学校 150×220 大水木しげる展図録　2004年 ○

5 スクラップブック 新聞図案集（一集） 1931年ごろ 水木しげる 230×150 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 ○

6 スクラップブック 地理解説　巻一 1934年 水木しげる 140×210 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 ○

9 油彩 静物（Ⅰ） 1935年 水木しげる 216×273
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

10 油彩 静物（Ⅱ） 1935年 水木しげる 216×273
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

12 水彩画 静物（Ⅲ） 1936年 水木しげる 276×355
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

11 水彩、コラージュ 抽象画 1938年 水木しげる 262×358 記念館公式ガイドブック　
2015年3月8日 △

8 クレパス・水彩 人物（Ⅰ） 1935年 水木しげる 330×279
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

○

7 クレパス画 「思い」 1936年 水木しげる 315×233 大水木しげる展図録　2004年 ○

16 水彩画 人物（Ⅱ） 1937年 水木しげる 370×273 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 ▼

15 水彩画 人物（Ⅲ） 1938年 水木しげる 282×199 大水木しげる展図録　2004年 △

13 デザイン画 図案（Ⅰ） 1938年 水木しげる 376×288
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

14 デザイン画 図案（Ⅱ） 1938年 水木しげる 378×288 大水木しげる展図録　2004年 ▼

20 水彩画 「自宅近く」 1935年ごろ 水木しげる 385×293 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 △

21 水彩画 花 1936年ごろ 水木しげる 384×294
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

18 水彩画 「風景」 1936年 水木しげる 384×293
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

19 水彩画 「庭」 1936年 水木しげる 384×293 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 ▼

17 水彩画 風景 1937年ごろ 水木しげる 279×384 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 △

22 水彩画 大阪港 1938年 水木しげる 264×359 大水木しげる展図録　2004年 ▼

23 水彩画 篠山（Ⅰ） 1938年 水木しげる 268×381
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

24 水彩画 篠山（Ⅱ） 1939年ごろ 水木しげる 234×312
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

25 水彩画 甲子園（Ⅰ） 1942年ごろ 水木しげる 268×381
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

26 水彩画 甲子園（Ⅱ） 1943年 水木しげる 268×280
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

27 油彩画 甲子園口 1940年ごろ 水木しげる 319×398×8 ○
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

28 絵本 「雛の兄弟」 1938年 水木しげる 280×240 大水木しげる展図録　2004年 ○

29 絵本 「黒馬物語」 1938年 水木しげる 200×150 大水木しげる展図録　2004年 ○

30 絵本 「夢神」 1938年 水木しげる 255×178 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 ○

35 絵本 「古い槲の木の最後の夢」 1939年 水木しげる 270×370 大水木しげる展図録　2004年 △

36 絵本 「夜中の踊」 1939年 水木しげる 270×370 大水木しげる展図録　2004年 ▼

31 絵本 「黄金の卵」 1940年 水木しげる 132×215 大水木しげる展図録　2004年 ○

43 水彩画 「草ノ中ニテ
―野道を行けば」 1940年ごろ 水木しげる 190×300×9

屁のような人生─水木しげる生誕
八十八年記念出版─（角川書店）
　2009年12月1日

○

48 水彩画 武良家代々之寶 1940年 水木しげる 238×200×10 大水木しげる展図録　2004年 ○

46 水彩画 童画（Ⅰ） 1938年 水木しげる 285×231
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

44 水彩画 「昆虫界の
名指揮者バッタ君」 1938年 水木しげる 260×350

水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

45 水彩画 童画（Ⅱ） 1938年 水木しげる 263×335
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

47 水彩画 童画（Ⅲ） 1938年ごろ 水木しげる 263×335
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

38 水彩画 「米の中」 1938年 水木しげる 282×234
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

37 水彩画 「だれも見た事のない
花の女王様」 1938年 水木しげる 282×234

水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

39 水彩画 「ドレミハ馬鹿物語」 1940年～
1943年ごろ 水木しげる 243×333 記念館公式ガイドブック　

2015年3月8日 △

40 水彩画 「蛙の聲一夏まで
　知るや知らずや」

1940年～
1943年ごろ 水木しげる 243×333 記念館公式ガイドブック　

2015年3月8日 ▼

41 水彩画 「馬鹿でも偉い人でもなれ
る不思議な人の物語」

1940年～
1943年ごろ 水木しげる 243×310

水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

△

42 水彩画 「十月にするな」 1940年～
1943年ごろ 水木しげる 243×310

水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）
2016年10月3日

▼

２．地獄と天国を見た水木二等兵

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

52 原画（自伝） 軍装の兄と 1989年 講談社 350×250 『昭和史』第3巻（講談社） ○

53 原画（自伝） ズンゲンで爆風を受ける 1988年 講談社 350×500 『昭和史』第1巻（講談社） ○

54 原画（自伝） マラリアにかかる 1989年 講談社 350×500 『昭和史』第6巻（講談社） ○

55 原画（自伝） トペトロとの出会い 1989年 講談社 350×250 『昭和史』第8巻（講談社） ○

56 原画（自伝） トライ族から果物をもらう 1989年 講談社 350×250 『昭和史』第6巻（講談社） ○

49 直筆原稿 出征前手記原稿 1942年ごろ 水木しげる 210×150×18 新潮2015年8月号（新潮社）　
2015年７月７日 ○

50 資料 岩波文庫版　
『ゲーテとの対話』

1942年
（第3刷） エッケルマン 148×103×16 記念館公式ガイドブック

（改訂版）　2012年４月20日 ○

51 資料 ラバウルへ持って行った
英和辞典 130×98×25 ○

57 資料 ラバウルから
家族に宛てたはがき 1944年ごろ 水木しげる 140×90 記念館公式ガイドブック　

2003年3月8日 ○

58 資料 戦地から父に宛てたはがき 1945年 水木しげる 140×85 大水木しげる展図録　　2004年 ○

59 資料 戦傷病者手帳 1964年､
1965年 厚生省発行 109×75 ○

60 水彩画 「ラバウル戦記」
その一　（表紙画） 1949年 水木しげる 253×180 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 △
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

63 鉛筆画 「ラバウル戦記」その一 1949年 水木しげる 253×180 水木しげるのラバウル戦記
（筑摩書房）　1994年７月20日 ○

61 水彩・鉛筆 「ラバウル戦記」背囊を背
負って砂浜を歩く 1949年 水木しげる 255×362 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 △

62 水彩画 「ラバウル戦記」その二　
前線での生活　表紙 1949年 水木しげる 255×362 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 ▼

69 鉛筆 「トーマの日 」々より
（泥んこの道） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 △

65 鉛筆・クレヨン 「トーマの日 」々より（オー
ストラリア軍の忘れ物） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 ▼

64 鉛筆・クレヨン 「トーマの日 」々より
（部落の端の家） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 △

66 鉛筆 「トーマの日 」々より
（怠け者の家） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 ▼

67 鉛筆 「トーマの日 」々より
（兵舎の柵） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 △

68 鉛筆・クレヨン 「トーマの日 」々より
（遠くから見た兵舎） 1945年 水木しげる 370×260 水木しげるのラバウル戦記

（筑摩書房）　1994年７月20日 ▼

76 資料 復員後に母に宛てた手紙 1946年～
1947年ごろ 水木しげる 270×392×2 ○

77 直筆原稿 「娘に語るお父さんの戦
記」原稿 1975年 水木しげる 257×370

娘に語るお父さんの戦記　
1975年７月25日　
※河出書房新社の単行本

○

70 漫画原稿（戦記） 零戦とグラマンの血闘 1959年 兎月書房 245×165
（４枚） 『少年戦記』第２号（兎月書房） ○

71 漫画原稿（戦記） 奇襲ツラギ沖 1964年 東京日の丸
文庫

257×385（表
紙）, 240×160
（２枚）

『日の丸戦記』第３号
（東京日の丸文庫） ○

74 漫画原稿（戦記） 幽霊艦長 1967年 光文社 240×160
（４枚）

『月刊少年』９月号付録
（光文社） ○

72 漫画原稿（戦記） ダンピール海峡 1970年 文藝春秋社 240×160
（４枚）

『文春漫画読本』７月号
（文藝春秋社） ○

73 漫画原稿（戦記） 総員玉砕せよ！ 1973年 講談社 240×160
（４枚）

『総員玉砕せよ！　聖ジョージ
岬・哀歌』（講談社） ○

75 漫画原稿（戦記） 姑娘 1973年 さいとうプロ
ダクション

240×160
（４枚）

『リイドコミック』増刊
（さいとうプロダクション） ○

３．貧乏神との闘い

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

78 原画（自伝） 戦後の闇市 1988年 講談社 265×410 『昭和史』第1巻（講談社） ○

81 鉛筆スケッチ 「境港の風景」 1946年ごろ 水木しげる 257×362 記念館公式ガイドブック　
2003年3月8日 △

79 水彩スケッチ 自宅付近 1946年 水木しげる 279×385 大水木しげる展図録　2004年 ▼

96 水彩画 水木荘の周辺 1950年 水木しげる 267×196 トペトロとの50年（扶桑社）　　
1995年７月30日 △

97 水彩画 心象風景 1952年ごろ 水木しげる 357×249 トペトロとの50年（扶桑社）　　
1995年７月30日 ▼

94 鉛筆画 木 1952年 水木しげる 247×357
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）　
2016年10月3日

○

93 水彩画 生活風景（Ⅲ） 1952年ごろ 水木しげる 287×452
水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）　
2016年10月3日

△

95 鉛筆画 風景 1953年ごろ 水木しげる 253×357 トペトロとの50年（扶桑社）　　
1995年７月30日 ▼

84 クレパス画 部屋（Ⅰ） 1951年～
1954年 水木しげる 290×460 トペトロとの50年（扶桑社）　

1995年７月30日 △

85 クレパス画 部屋（Ⅱ） 1951年～
1954年 水木しげる 290×460 トペトロとの50年（扶桑社）　　

1995年７月30日 ▼

88 ドローイング 「絶望の町」 1958年ごろ 水木しげる 298×235×9 大水木しげる展図録　2004年 △

89 ドローイング
「絶望の町」より
「泣くな　いま　お父さん
の肉を食わしてやる」

1958年ごろ 水木しげる 298×235×9 大水木しげる展図録　2004年 ▼

98 紙芝居原画 ダイラ（没原稿） 1955年ごろ 水木しげる 255×345 大水木しげる展図録　2004年 ○
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

99 紙芝居原画 物の怪の宿 1991年 水木しげる 258×365 大水木しげる展図録　2004年 ○

90 資料 武蔵野美術学校の学生証 1953年 武蔵野美術
学校 85×58 大水木しげる展図録　2004年 ○

92 資料 神戸市立市民美術教室の
会員証 1955年 神戸市立美

術研究所 87×60 大水木しげる展図録　2004年 ○

91 資料 兵庫県傷痍軍人会員証 1954年 92×67 ○

106 資料 少年戦記の会　
会員証と案内文

1959年～
1962年 60×100 大水木しげる展図録　2004年 ○

120 図面 （改築用図面案）
境港の自宅

1950年～
1955年ごろ 145×208

水木しげる漫画大全集別巻４　
デビュー前作品大成（講談社）　
2016年10月3日

○

103 資料 家計簿 1951年～
1966年 水木しげる 207×160×19 ○

119 貸本原稿 枯葉（未完成原稿） 1959年ごろ 274×192
水木しげる漫画大全集　別巻１
未発表作品/未完成作品・未定稿
集（講談社）　2013年11月1日

○

105 貸本原稿 ベビーＺシリーズ　
水人間現れる　第１話 1960年 兎月書房 165×162、250

×162 『宇宙少年』１（兎月書房） ○

107 貸本原稿 墓場鬼太郎　幽霊一家 1960年 兎月書房 244×158、
268×188 『妖奇伝』１（兎月書房） ○

108 貸本原稿 墓場鬼太郎　幽霊一家
墓場の鬼太郎 1960年 兎月書房 245×159、

245×165 『妖奇伝』２（兎月書房） ○

109 貸本原稿 墓場鬼太郎　
地獄の片道切符 1960年 兎月書房 168×158、

245×160 『墓場鬼太郎』（兎月書房） ○

110 貸本原稿 墓場鬼太郎　下宿屋 1960年 兎月書房 161×157、259
×169 『墓場鬼太郎』２（兎月書房） ○

116 貸本原稿 「鬼太郎夜話」　第５巻
　亀男の巻　（没原稿） 1961年ごろ 水木しげる 267×191

水木しげる漫画大全集　別巻１
未発表作品/未完成作品・未定稿
集（講談社）　2013年11月1日

○

111 貸本原稿 墓場鬼太郎　
怪奇一番勝負 1962年 兎月書房 269×174、258

×164 『怪奇一番勝負』（兎月書房） ○

112 貸本原稿 墓場鬼太郎　
霧の中のジョニー 1962年 兎月書房 245×164、

258×174
『霧の中のジョニー』
（兎月書房） ○

113 貸本原稿 墓場鬼太郎　ないしょの話
（未使用原稿） 1964年 東考社 258×176 『ないしょの話』（東考社） ○

115 貸本原稿
墓場鬼太郎
「アホな男―怪奇オリン
ピック―」（未使用原稿）

1964年 佐藤プロ 248×182 『アホな男』（佐藤プロ） ○

114 直筆原稿 「墓場鬼太郎」
を書いた頃の思い出 2006年 水木しげる 182×257 角川ＭＳＮのインタビュー原稿 ○

132 直筆原稿 「墓場」から
「ゲゲゲ」になった経緯 2006年 水木しげる 182×257 ○

117 貸本原稿（表紙） 古墳大秘記 1964年 東考社 275×195 『古墳大秘記』（東考社） ○

118 貸本原稿 呪われた村 1965年 東考社 249×192 『呪われた村』（東考社） ○

102 原画（自伝） バナナを食べる水木夫妻 1989年 講談社 350×500 『昭和史』第７巻（講談社） ○

100 資料 茶碗セット 水木夫妻 310×730×730 
（ちゃぶ台） ○

101 資料 背広（講談社児童まんが賞
受賞時に着用）・シャツ 1965年、他 水木しげる ○

104 資料 軍艦プラモデル 1963年ごろ 水木夫妻 妖怪まんだら　水木しげるの世界
（世界文化社） 1997年８月10日 ○

４．福の神来たる!!

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

122 漫画原稿（幻想） テレビくん 1965年 講談社 205×300 『別冊少年マガジン』（講談社） ○

123 資料 表彰状
「講談社児童まんが賞」 1965年 講談社 312×429 ○

121 原画（自伝） 貧乏神と決別 2004年 大和書房 296×420 『水木しげる　のんのん人生』
　 ○

125 資料 日記帳 1971年ごろ 水木しげる 262×192×16、
247×194×19 ○

124 資料 スクラップブック 1963年～
1970年ごろ 水木しげる 300×226×25 大水木しげる展図録　2004年 ○
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

127 資料 愛用の筆記用具 水木しげる ○

194 書斎資料 スーツケース 水木しげる ○

144 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
（妖怪飛行船巨鯨号） 1968年 講談社 336×467 『週刊少年マガジン』（講談社） ○

139 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
第7巻カバーイラスト 1968年 講談社 255×179 『ゲゲゲの鬼太郎』第7巻　

KCコミックス（講談社）　 ○

140 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
第6巻カバーイラスト 1968年 講談社 257×185 『ゲゲゲの鬼太郎』第6巻　

KCコミックス（講談社） ○

141 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
第3巻カバーイラスト 1972年 虫プロ商事 246×209 『ゲゲゲの鬼太郎』第3巻　

虫コミックス（虫プロ商事） ○

142 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
第1巻カバーイラスト 1972年 虫プロ商事 266×308 『ゲゲゲの鬼太郎』第1巻　

虫コミックス（虫プロ商事）　 ○

128 漫画原稿
（鬼太郎）

「墓場の鬼太郎」
おばけナイター 1965年 講談社 各365×239 『週刊少年マガジン』（講談社） ○

137 漫画原稿
（鬼太郎）

「鬼太郎のベトナム戦記」
第１話　鬼太郎サイゴンへ
行く／第２話　危うし！鬼
太郎扉絵

1968年 光文社 各365×239 『月刊宝石』（光文社） ○

145 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」
カバーイラスト 1970年 講談社 332×504

『カラー版ゲゲゲの鬼太郎』
第3巻、『カラー版人気まんが傑
作選』（講談社）

○

129 漫画原稿
（鬼太郎）

「ゲゲゲの鬼太郎」
まぼろしの汽車 1971年 小学館 各365×239 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

130 漫画原稿
（鬼太郎）

「鬼太郎の世界お化け旅
行」　蛇人ゴーゴン 1976年 双葉社 各365×239 『少年アクション』（双葉社） ○

136 漫画原稿
（鬼太郎）

「続ゲゲゲの鬼太郎」　
皮はぎ魔の巻　 1977年 日本ジャー

ナル出版 各365×239 『週刊実話』
（日本ジャーナル出版） ○

135 漫画原稿
（鬼太郎）

「新ゲゲゲの鬼太郎　
スポーツ狂時代」
野球狂の巻　第６回

1978年 日本ジャー
ナル出版 各365×239 『週刊実話』

（日本ジャーナル出版） ○

134 漫画原稿
（鬼太郎）

「雪姫ちゃんとゲゲゲの鬼
太郎」鬼妖怪 1981年 少年画報社 各365×239 『月刊少年ポピー』

（少年画報社） ○

138 原画（鬼太郎）
「ゲゲゲの鬼太郎」（ゲゲゲ
の鬼太郎大画報　これが
鬼太郎のすべてだ!）

1985年 講談社 395×550 『月刊テレビマガジン』
（講談社） ○

146 原画（鬼太郎）
「ゲゲゲの鬼太郎」
（しゅつげき!
　ゲゲゲの鬼太郎）

1985年 講談社 394×547 『月刊テレビマガジン』
（講談社） ○

143 原画（鬼太郎） 「ゲゲゲの鬼太郎」（妖怪
の森大パノラマ） 1986年 講談社 395×547 『月刊テレビマガジン』

（講談社） ○

131 漫画原稿
（鬼太郎）

「新編ゲゲゲの鬼太郎」妖
怪危機一髪　前編 1986年 講談社 各365×239 『週刊少年マガジン』（講談社） ○

133 漫画原稿
（鬼太郎）

「鬼太郎国盗り物語」　
妖怪大相撲の巻 1992年 講談社 各365×239 『デラックスボンボン』

（講談社） ○

149 原画（河童の三平） 「河童の三平」連載第3回
扉絵 1969年 小学館 365×256 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

148 原画（河童の三平） 「河童の三平」連載第5回
扉絵 1968年 小学館 350×248 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

147 原画（河童の三平） 「河童の三平」ストトントノ
ス大王七つの秘宝の巻扉絵 1969年 小学館 363×256 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

150 原画（河童の三平） 「河童の三平」
ふしぎな甕の巻扉絵 1969年 小学館 393×274 『週刊少年サンデー増刊』

（小学館） ○

151 漫画原稿
（河童の三平）

「河童の三平」
幽霊の手　中編 1969年 小学館 250×350 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

152 漫画原稿
（悪魔くん）

「悪魔くん」なんじゃもん
じゃ　第１回／第3回 1966年 講談社 各365×239 『週刊少年マガジン』（講談社） ○

154 漫画原稿
（悪魔くん）

「悪魔くん復活　千年王
国」松下社長の危機の巻見
開き扉／占い杖の巻

1970年 集英社 各365×239 『週刊少年ジャンプ』（集英社） ○

155 漫画原稿
（悪魔くん） 「悪魔くん」カバーイラスト 1978年 双葉社 260×280 『がんばれ悪魔くん2』

パワァコミック（双葉社） ○

153 漫画原稿
（悪魔くん）

「悪魔くん」カバーイラスト
　 1985年 小学館 545×395 『小学館入門百科シリーズ175　

カラー版妖怪まんが悪魔くん』 ○

156 原画（鬼太郎） 三大スター夢の競演　
妖怪総進撃 1985年 朝日ソノラマ 393×546 『宇宙船』（朝日ソノラマ） ○

158 原画（鬼太郎） 水木しげるとその作品たち
（Ⅰ） 2010年ごろ 水木しげる 297×419 企画書の表紙に使っている画像 ○
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

159 原画（鬼太郎） 水木しげるとその作品たち
（Ⅱ） 2010年ごろ 水木しげる 297×419 先生と布枝さんが一緒に

歩いている画像 ○

157 装幀画 『妖怪なんでも入門』
表紙画 1974年 小学館 272×400 『小学館入門百科シリーズ32　

妖怪なんでも入門』（小学館） ○

160 漫画原稿（怪奇） 怪奇死人帳 1966年～
1967年

青林堂／朝
日ソノラマ

290×218、
281×192
（カラー）

モノクロ原稿：『月刊漫画ガロ』
（青林堂）／カラーイラスト：単行
本『怪奇死人帳』（朝日ソノラマ）

○

161 漫画原稿（怪奇） 足跡の怪 1966年 芸文社 370×209 『漫画天国』（芸文社） ○

162 漫画原稿（怪奇） 妖怪水車　
中編／カバーイラスト

1970年～
1971年

講談社／朝
日ソノラマ 351×249

モノクロ原稿：『ぼくらマガジン』
（講談社）／カバーイラスト：単行
本『妖怪水車』（朝日ソノラマ）

○

165 漫画原稿（幻想） なまけの与太郎　風の神 1966年 学習研究社 229×152 『中一コース』（学習研究社） ○

163 漫画原稿（幻想） 丸い輪の世界 1966年 青林堂 381×269 『月刊漫画ガロ』（青林堂） ○

166 漫画原稿（幻想） よみのくに　最初の米 1967年 小学館 374×262 『週刊少年サンデー』（小学館） ○

168 漫画原稿（幻想） アンコールワットの女 1968年 小学館 281×269 『ビッグコミック』（小学館） ○

169 漫画原稿（幻想） コケカキイキイ　神の誕生
／表紙カバーイラスト

1970年・
1986年

実業之日本
社／講談社 351×249

モノクロ原稿：『週刊漫画サン
デー』（実業之日本社）／カラー
イラスト：「『水木しげる幻想怪奇
３』　コケカキイキイ」（講談社）

○

167 漫画原稿（幻想） 縄文少年ヨギ　第６話　
背の神 1976年 双葉社 351×249 『パワァコミック』（双葉社） ○

164 漫画原稿（幻想） おばけのムーラちゃん　
ムーラちゃん登場 1979年 講談社 351×249 『テレビマガジン』（講談社） ○

171 漫画原稿（伝記）
新講談　宮本武蔵　剣豪
とぼたもち　宮本武蔵・茶
店の一席

1965年 青林堂 290×192 『月刊漫画ガロ』（青林堂） ○

170 漫画原稿（伝記）
巷説　近藤勇　星をつか
みそこねる男　第９回／カ
バーイラスト

1971年 青林堂／虫
プロ商事

351×249、210
×317
（カラー）

モノクロ原稿：『月刊漫画ガロ』
（青林堂）／カラーイラスト：『巷
説近藤勇　星をつかみそこねる
男』（虫プロ商事）

○

173 漫画原稿（伝記） 20世紀の狂気　ヒットラー
　第１回扉絵／第10回 1971年 実業之日本

社 360×258 『週刊漫画サンデー』
（実業之日本社） ○

172 漫画原稿（伝記） 猫楠　カバーイラスト／
第16話

1991年～
1992年 講談社

351×249、
299×395
（カラー）

『ミスターマガジン』（講談社） ○

174 漫画原稿（伝記） 神秘家列伝　
コナン・ドイル

1997年～
2004年 角川書店

351×249、
345×269
（カラー）

『怪』（角川書店） ○

175 漫画原稿（古典） 新・雨月物語　青頭巾 1973年 潮出版社 350×249 『潮』（潮出版社） ○

176 漫画原稿（古典） 水木しげるの古代出雲 2011年 角川書店 351×249 『怪』 ○

179 漫画原稿（風刺） 怪物マチコミ 1966年 芸文社 380×270 『漫画天国』（芸文社） ○

178 漫画原稿（風刺） イソップ漫画　
チャンピオンと晴着 1966年 青林堂 385×262 『月刊漫画ガロ』（青林堂） ○

177 漫画原稿（風刺） カモイ伝 1966年 青林堂 310×218 『月刊漫画ガロ』 ○

180 漫画原稿（風刺） 錬金術 1967年 青林堂 381×268 『月刊漫画ガロ』（青林堂） ○

181 漫画原稿（風刺） 一番病 1969年 小学館
351×249、
293×211
（カラー）

『ビッグコミック』（小学館） ○

182 漫画原稿（風刺） ヘンラヘラヘラ 1971年 潮出版社 351×249 『希望の友』 ○

183 漫画原稿（風刺）
「パイプの森の放浪者　現
場からの報告・原発下請労
働者の知られざる実態」

1979年 朝日新聞社 332×252×5 『アサヒグラフ』（朝日新聞社）
10月26日号・11月2月号 ○

184 漫画原稿（ＳＳ） 「SILENT SHOCK」　
いかりの巡回 1970年 双葉社 351×249 『現代コミック』（双葉社） ○

185 漫画原稿（自伝） 突撃！悪魔くん 1973年 集英社 351×249 『別冊少年ジャンプ』（集英社） ○

186 漫画原稿（自伝） 神秘家　水木しげる伝 2006年 角川書店 351×249 『怪』 ○

187 漫画原稿（自伝） わたしの日々 2014年 小学館 364×256 『ビッグコミック』 ○

189 資料 直筆格言画
「のん氣にくらしなさい」 2008年ごろ 水木しげる 420×295 ○

188 資料 直筆格言 2008年ごろ 水木しげる 272×242×2 ○
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５．妖怪に取り憑かれて

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

190 写真 水木しげるの
妖怪写真アルバム 水木しげる 大水木しげる展図録　2004年 ○

192 資料 水木しげるのパスポート

1971年､
1976年､
1981年､
1986年､
1996年

水木しげる 155×96×4 ○

191 資料 愛用のカメラ（オリンパス） 水木しげる 120×90×110 ○

205 原画（妖怪） 遺念火 1968年 講談社 395×549 『週刊少年マガジン』（講談社） △

195 原画（妖怪） 山爺 1966年 小学館 395×549 『週刊少年サンデー』（小学館） ▼

203 原画（妖怪） 蟹坊主 1981年 東京堂出版 395×549 『水木しげるの妖怪事典』
（東京堂出版） △

204 原画（妖怪） おとろし 1968年 講談社 395×549 『週刊少年マガジン』（講談社） ▼

198 原画（妖怪） 小豆洗い 1992年 岩波書店 390×527 『カラー版妖怪画談』（岩波書店） △

202 原画（妖怪） 砂かけ婆 1984年 東京堂出版 300×420 『続水木しげるの妖怪事典
（東京堂出版）』 ▼

201 原画（妖怪） 一反木綿 1991年 講談社 390×527 『日本妖怪大全』（講談社） △

199 原画（妖怪） がしゃどくろ 1992年 岩波書店 390×527 『カラー版　妖怪画談』
（岩波書店） ▼

206 原画（妖怪） ガラッパ 1991年 講談社 395×545 『日本妖怪大全』（講談社） △

200 原画（妖怪） 釣瓶落とし 1992年 岩波書店 300×420 『カラー版　妖怪画談』
（岩波書店） ▼

196 原画（妖怪） 化け草履 1993年 岩波書店 390×527 『カラー版続妖怪画談』
（岩波書店） △

197 原画（妖怪） あかなめ 1992年 岩波書店 390×527 『カラー版妖怪画談』
（岩波書店） ▼

207 原画（日本土俗） だきつき柱 1972年 平凡社 379×536 『月刊太陽』（平凡社）　 △

210 原画（日本土俗） 厄抜け戒壇 1973年 平凡社 300×420 『月刊太陽』（平凡社）　 ▼

208 原画（日本土俗） 釘抜き地蔵尊 1973年 平凡社 380×540 『月刊太陽』（平凡社）　 △

209 原画（日本土俗） 道通様 1973年 平凡社 371×539 『月刊太陽』（平凡社）　 ▼

212 原画（世界の妖怪） 首おばけ 1993年 集英社 296×419 『週刊ヤングジャンプ』
（集英社） △

211 原画（世界の妖怪） 刑天 1993年 岩波書店 297×418 『カラー版　続妖怪画談』
（岩波書店） ▼

214 原画（世界の妖怪） ゴブリン 1996年 岩波書店 395×542 『カラー版妖精画談』
（岩波書店） △

213 原画（世界の妖怪） 水精ネッキ 1995年 集英社 297×419 『週刊ヤングジャンプ』
（集英社）　 ▼

216 原画（世界の妖怪） アフリカの妖怪たち 1992年 岩波書店 300×420 『カラー版　妖怪画談』
（岩波書店） △

215 原画（世界の妖怪） ニューギニアの精霊 1994年 岩波書店 300×420 『カラー版　幽霊画談』 ▼

237 原画（妖怪） 妖怪のとき・暗闇の世界 角川書店 545×395 『妖怪たちのいるところ』 ○

238 原画（妖怪） 家に棲む霊 角川書店 545×395 『妖怪たちのいるところ』 ○

239 原画（妖怪） 動物の霊 角川書店 545×395 『妖怪たちのいるところ』 ○

217 民族資料 水木しげるの妖怪・
精霊像コレクション 水木しげる 大水木しげる展図録 ○

218 妖怪フィギュア 河童 鯨井　実 270×240×240 ○

219 妖怪フィギュア あかなめ 鯨井　実 270×240×240 ○

220 妖怪フィギュア 油すまし 鯨井　実 270×240×240 ○

221 妖怪フィギュア 死神１０６番 鯨井　実 270×240×240 ○

222 妖怪フィギュア こなき爺 鯨井　実 400×320×320 ○

223 妖怪フィギュア ぬっぺっぽう 鯨井　実 270×240×240 ○

224 妖怪フィギュア 餓鬼 鯨井　実 270×240×240 ○

225 妖怪フィギュア 石見の牛鬼 鯨井　実 320×320×320 ○
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No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

227 妖怪フィギュア 一本ダタラ 鯨井　実 320×320×320 ○

228 妖怪フィギュア さがり 鯨井　実 400×320×320 ○

229 妖怪フィギュア かみきり 鯨井　実 270×240×240 ○

230 妖怪フィギュア 泥田坊 鯨井　実 270×240×240 ○

231 妖怪フィギュア 鬼 鯨井　実 320×320×320 ○

234 民族資料 水木だるま 荒井　良 265×200×180 ○

６．水木しげるは永遠に

No. 分類 作品名 制作／
発表年

作者／
出版社他

寸法（mm） 
（高×幅×奥） 出典（初出出版物） 展示替

193 資料 ストーリーボード 1990年ごろ
購入 768×1305×40 大水木しげる展図録　2004年 ○

235 絵馬 追悼メッセージ 2016年 200×280×4 ○

236 直筆原稿 「理想の死に方」直筆原稿 2004年 水木しげる 182×257 『文藝春秋』2005年新年特別号
（2004年12月10日発売） ○

232 実物大フィギュア 鬼太郎人形 1300×680×
680 ○

233 実物大フィギュア ねずみ男人形 1780×680×
680 ○
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　文政４年（1821）、伊予松山・久米郡鷹子村（現・松山市鷹子町）の日尾八幡神社の長男として生まれた三
輪田米山は、明治41年（1908）に88歳で没するまで、家職を継ぎ神職として、あるいは教育者として、文徳を
もって人を教化するという天命を貫いた。知識欲旺盛な米山は、和漢の学はもとよりあらゆる学問に関心を持
ち、書においては書聖・王羲之を基礎とした夥しい数の学書を求め研鑽し、独自の書風を形成した。その書
は、日記、短冊、軸、屏風のものから神社の神名石や注連石、幟旗など幅広く揮毫されているが、特に酔余の
書は、文字の大小、粗密を見事に調和させた造形美と大胆、自由奔放の中にも高い格調を蔵する書として生前
から高い評判を受けた。
　米山の書が、全国に知られるようになったのは、大阪の実業家山本發次郎（1887－1951）の収集品による。洋
画家・佐伯祐三を発掘したことで知られる山本だが、「我が国近世五百年間不世出の大書家」と激賞して、戦
前戦後にかけて米山作品を多く収集し、注目を集めた。これらのコレクションは現在大阪中之島美術館の所蔵
となっている。
　本展は、米山生誕200年という大きな節目に、見る者を圧倒し、驚かせるその唯一無二の作品を紹介するもの
で、当館では、前身の愛媛県立美術館での展覧会以来31年ぶりの開催となった。今日の米山評価を決定的なも
のとした山本發次郎コレクションを中心に、県内外に伝わる代表作や、神名石・注連石の拓本、幟旗など約120
点を通して、米山芸術の尽きない魅力に、改めて触れていただく機会となった。

観覧者数：4,248名

関連行事 
　記念シンポジウム「米山、その人と芸術―未来へ語りつぐ評価と魅力」
　　日　　時：10月３日（日）　 14：00～15：30
　　講　　師：服部一啓（福岡教育大学教授）
　　　　　　　長曽我部延昭（伊豫豆比古命神社名誉宮司）
　　　　　　　河野隆志（書家）
　　コーディネーター：長井健（当館専門学芸員・担当係長）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：60名

生誕200年　三輪田米山展
―　天真自在の書　―

会　　期 ：
主　　催 ：
共　　催：
特別協力：
企画協力：
協　　賛： 
後　　援：

助　　成：
会　　場：

令和 3 年 10 月 2 日（土）− 11 月 30 日（火）　 （52 日間）
愛媛県美術館
愛媛新聞社
大阪中之島美術館、日尾八幡神社、三輪田米山顕彰会
服部一啓（福岡教育大学経師）
大一ガス株式会社
松山市、松山市教育委員会、愛媛県神社庁、愛媛県美術会、愛媛美術教育連盟、朝日新聞松山総局、
読売新聞松山支局、毎日新聞松山支局、産経新聞社、NHK 松山拠点放送局、南海放送、テレビ愛媛、
あいテレビ、愛媛朝日テレビ、愛媛 CATV、FM 愛媛、えひめリビング新聞社
芸術文化振興基金、（公財）花王芸術・科学財団
愛媛県美術館　常設展示室　１・２

趣　　旨
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　連続講座「米山の書は、どう見れば面白い？」
　　日　　時：11月６日（土）、20日（土）14：00～15：30
　　講　　師：長井健（当館専門学芸員・担当係長）
　　場　　所：愛媛県美術館　研修室
　　参加人数：延40名

　親子ワークショップ「大きな紙に大きな字を書こう」
　　日　　時：白に黒Ver.　10月３日（日）、17日（日）、31日（日）
　　　　　　　黒に白Ver.　10月10日（日）、24日（日）
　　　　　　　各日①10：30～11：30　②14：00～15：00
　　講　　師：高木学（当館教育専門員）、田代亜矢子（当館専門学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　南館アトリエ２
　　参加人数：延15名

　対話型鑑賞プログラム
　　※詳細は教育普及事業報告を参照。
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出品目録

第1章　三輪田米山　その人 ※空欄は全期間展示

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

1 日記　明治十三年五月十五日　 紙本墨書 / 軸 27.5 × 34.5 町立久万美術館

2 祝詞 紙本墨書 / 額 27.0 × 40.0

3 愛蓮説（手本） 紙本墨書 / 綴本 31.5 × 23.0

4 唐詩選・五言絶句（手本） 紙本墨書 / 綴本 27.0 × 20.0

5 大学章句序（手本） 紙本墨書 / 綴本 27.5 × 20.5

6 印 自用印 日尾八幡神社

7 大硯 使用硯 25.0×12.5×高 7.7 日尾八幡神社

第２章　山本發次郎コレクション

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

8 無為 紙本墨書 / 軸 131.4 × 63.0 大阪中之島美術館 ～ 10/24

9 雲棲 紙本墨書 / 軸 136.9 × 60.2 大阪中之島美術館 10/26 ～

10 無違 紙本墨書 / 軸 124.0 × 57.6 大阪中之島美術館 10/26 ～

11 思義 紙本墨書 / 軸 119.1× 55.5 大阪中之島美術館 ～ 10/24

12 獨清 紙本墨書 / 軸 122.7 × 60.4 大阪中之島美術館 ～ 10/24

13 思無邪 紙本墨書 / 軸 130.2 × 51.9 大阪中之島美術館 10/26 ～

14 萬事足 紙本墨書 / 軸 131.2 × 53.8 大阪中之島美術館 ～ 10/24

15 智者樂 紙本墨書 / 軸 134.1× 57.3 大阪中之島美術館 10/26 ～

16 頤光山林 紙本墨書 / 軸 123.7 × 60.2 大阪中之島美術館 ～ 10/24

17 － 1 孳孳為善

紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 134.5 × 53.9 大阪中之島美術館 10/26 ～

17 － 2 恬而無欲

17−3 温故知新

17 － 4 前覆後誡

17 － 5 温厚和平

17 － 6 文行忠信

18 文行忠信 紙本墨書 / 軸 大阪中之島美術館 10/26 ～

19 心和得天真 紙本墨書 / 軸 131.5 × 46.8 大阪中之島美術館 ～ 10/24

20 聖人無常師 紙本墨書 / 軸 129.9 × 49.1 大阪中之島美術館 10/26 ～

21 洗心 紙本墨書 / 額 43.9 ×110.8 大阪中之島美術館 ～ 10/24

22 山浮樽中 紙本墨書 / 軸 65.0 × 58.8 大阪中之島美術館 10/26 ～

23 樂天知命 紙本墨書 / 額 31.2 ×133.8 大阪中之島美術館 ～ 10/24

24 洗我以義 紙本墨書 / 額 33.6 ×131.3 大阪中之島美術館 10/26 ～

25 萬物出乎無有 紙本墨書 / 軸 134.9 × 49.6 大阪中之島美術館 10/26 ～

26 後其身而身先 紙本墨書 / 軸 133.7 × 50.5 大阪中之島美術館 ～ 10/24

27 大聲不入里耳
紙本墨書 / 軸 / 対幅 各 195.8 × 35.5 大阪中之島美術館 ～ 10/24

28 心事一杯中

29 君子去仁悪成名 紙本墨書 / 軸 195.5 × 35.5 大阪中之島美術館 ～ 10/24

30 敬義立而徳不孤 紙本墨書 / 軸 133.0 × 58.2 大阪中之島美術館 ～ 10/24

31 酒浮山色入樽中 紙本墨書 / 軸 135.8 × 52.7 大阪中之島美術館 ～ 10/24

32 大塊假我以文章 紙本墨書 / 軸 125.1× 57.7 大阪中之島美術館 10/26 ～

33 水村漁市一縷孤烟紅 紙本墨書 / 軸 130.5 × 59.1 大阪中之島美術館 ～ 10/24

34 御衆以寛至清無魚
紙本墨書 / 軸 / 三幅対 各 217.8 × 30.8 大阪中之島美術館 10/26 ～

35 樂天知命無為而尊
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No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

36 餘力學文斐然成章 紙本墨書 / 軸 / 三幅対 各 217.8 × 30.8 大阪中之島美術館 10/26 ～

37 智者千慮（必）有一失愚者千慮必（有）一得 紙本墨書 / 軸 135.2 × 59.3 大阪中之島美術館 10/26 ～

38 可ど松やか多か多奈らす可たよ可（ら）す 紙本墨書 / 軸 124.5 × 58.2 大阪中之島美術館 ～ 10/24

39 大王波神にしま勢波安ま雲乃以可つち乃上耳い
本りせ流鴨 紙本墨書 / 軸 134.5 × 59.5 大阪中之島美術館 ～ 10/24

40 未通女ら可袖布流や満（の）水垣能飛さしきと
伎ゆ於母ひ支和禮波 紙本墨書 / 軸 123.7 × 58.7 大阪中之島美術館 10/26 ～

41 賀数可乃尓於保久農登之盤都美徒連度於意勢
奴裳乃者和可難 利ゝ氣利 紙本墨書 / 軸 92.1× 30.5 大阪中之島美術館 10/26 ～

42−1 志路たへ乃袖可とそおもふ若歳（菜）つむみ可
幾可原能う免乃者つ者奈 紙本墨書 / 二曲一隻屛風 各 134.2 × 57.9 大阪中之島美術館 ～ 10/24

42−2 山布可幾や登尓し安連八年古と尓者奈乃古ゝ
路八安佐くそ阿り介留

第３章　米山書の名品
⑴　漢字

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

43 福禄壽 紙本墨書 / 軸 / 三幅対 各 166.5 × 89.4 愛媛県美術館

44 蘭 紙本墨書 / 軸 111.0 × 63.0

45 獨清 紙本墨書 / 額 28.4 × 61.2

46 好古 紙本墨書 / 軸 28.0 × 69.0

47 守中 紙本墨書 / 軸 123.8 × 54.8

48 思義 紙本墨書 / 軸 131.0 × 57.0

49 好古 紙本墨書 / 軸 138.0 × 63.0

50 静嘉 紙本墨書 / 軸 137.0 × 62.5

51 貞明 紙本墨書 / 軸 131.0 × 59.0

52 身一 紙本墨書 / 軸 124.0 × 55.0

53 忠孝 紙本墨書 / 軸 127.0 × 68.8 松山市立久米小学校

54 孚佑 紙本墨書 / 軸 124.0 × 52.5

55 雲眠 紙本墨書 / 軸 131.0 × 59.5

56 仁義 紙本墨書 / 軸 131.5 × 59.0 町立久万美術館

57 思無邪 紙本墨書 / 軸 123.0 × 55.0 町立久万美術館

58 萬年樹 紙本墨書 / 軸 127.0 × 57.0

59 山可移 紙本墨書 / 軸 131.0 × 53.7

60 千丈松 紙本墨書 / 軸 130.0 × 60.0

61 和霊神社 紙本墨書 / 額 55.0 × 210.0 和霊神社

63 得一為天下正 紙本墨書 / 軸 133.5 × 50.5

64 恃人不如自恃 紙本墨書 / 軸 132.0 × 51.0

65 深山大澤実生龍蛇 紙本墨書 / 軸 140.0 × 34.0

66 但看花開落不言人是非 紙本墨書 / 軸 136.0 × 62.0 　

62 臨　蘭亭序第一巻 紙本墨書 / 巻子 272.0 × 31.3

67 奉献　竈神社 紙本墨書 / 軸 448.0 × 66.7

68 −1 履素

紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 136.4 × 56.5 多賀神社

68 −2 無違

68 −3 文在中

68 − 4 獨清

68 − 5 成言

68 − 6 有終

69 −1 大巧若拙 紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 134.5 × 56.9
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No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

69 −2 上善如水

紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 134.5 × 56.9

69 −3 德潤身

69 − 4 温如玉

69 − 5 言可復

69 − 6 寸心知

⑵　拓本

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

70 孳孳 / 為善 紙本墨書 / 軸 / 対幅 各 157.0 × 55.0

71 年豊 / 民樂 紙本墨書 / 軸 / 対幅 各 130.0 × 39.5

72 孳孳 / 為善 拓本 / 軸 / 対幅 各 148.0 × 60.0

73 年豊 / 民樂 拓本 / 軸 / 対幅 各 99.5 × 39.5

74 鳥舞 / 魚躍 拓本 / 軸 / 対幅 各 126.0 × 31.7 　

75 龍游 / 鳳舞 拓本 / 軸 / 対幅 各 210.0 × 54.5

76 萬機先神事 / 自餘政爲後　 拓本 / 軸 / 対幅 各 222.5 × 42.0

77 上世神皇道 / 萬機先神事 拓本 / 軸 / 対幅 各 208.0 × 47.0

78 高井八幡宮 拓本 / 軸 134.0 × 65.0

79 客王神社 拓本 / 軸 165.5 × 88.5 　

80 伊雜神社 拓本 / 軸 207.0 ×132.5

81 客天満宮 拓本 / 軸 268.5 ×113.5

⑶　仮名

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

82 日記 紙本墨書 / 十五葉 27.2 × 38.6 場面替え有

83 たちかへれこゝ ろなとめそたましきの大内やま
の松迺下かげ 紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

84 三輪のやまいかにまち見むとしふともたづぬる
人もあらじとおもへば 紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

85
こと葉がきはよみびとしらずとかいふべし　こ
の殿は木太刀の音もなかりけり　おほみたか
らは牛をひけども

紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

86 秋風　わかたけのそよぐを見れば秋風はけぬる
き物とおもはざりけり 紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

87
明治二十年九月三日祓川なるなでしこの花を見
て　なにごともながれまゝ なる世の中にむかし
わすれぬかはらなでしこ

紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

88 思ふことをた にゝつゝけて　人は皆けふはよき
日と思うべし憂へある身はいかにしてまし 紙本墨書 / 短冊 36.0 × 6.0

89 手尓とら八袖さへ尓本ふ女郎花古乃志ら露耳
散まくをし母 紙本墨書 / 軸 120.0 × 50.6 愛媛県美術館

90 可ら古ら（ろ）母う都聲幾け八月清美満多祢ぬ
人遠空耳し留可那 紙本墨書 / 軸 134.0 × 53.0 愛媛県美術館

91 門松や可多可多那らす加多よらす 紙本墨書 / 軸 39.0 ×14.0

92 誰母以佐花見耳来た連山母野茂霞とと母尓春
は来尓介り 紙本墨書 / 軸 116.5 ×15.0 町立久万美術館

93 可り加年乃奈き鶴（空）や阿希ぬら舞枕耳近支
窓乃月影 紙本墨書 / 軸 125.0 × 55.0

94 −1 怪来妝閣閉朝下不相迎総向

紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 136.0 × 52.0

94 −2 春園裏花間咲語聲

94 −3 已見寒梅發復聞啼鳥聲

94 − 4 愁心視春草畏向玉階生

94 − 5 相送臨髙臺川原杳何極日
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No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

94 − 6 暮飛鳥還行人去不息 紙本墨書 / 六曲一隻屏風 各 136.0 × 52.0

95 春雨　那す古と母安ら春奈可ら尓酒く免八以
としも那可し介ふの者流さ免 紙本墨書 / 襖 134.0 × 59.8

96 郭公　降安免母以と者天来なけ杜宇和連母酒
く三まち天（天）社安連 紙本墨書 / 襖 133.5 × 59.2

97 世乃中尓堂へて桜能奈可り勢八者留能古ゝ路
八能とけ可らまし 紙本墨書 / 襖 134.0 × 59.9

98 山さと八冬そさ飛しさま佐りけ里（る）飛とめ母
くさ母か連ぬと思へは 紙本墨書 / 襖 133.9 × 59.7

99 者累可尓母聲能春留可那時鳥木可（乃）くれ堂
可く那け波奈り介留（り） 紙本墨書 / 襖 128.3 × 55.5

100 勿以悪小而為之勿以善小而為不為 紙本墨書 / 襖 133.8 × 59.6

101 柿本人麻呂　本の本の登安可しの浦の朝霧尓
志満可くれゆくふ年をしそおもふ

三十六歌仙絵馬 / 扁額 各 48.5 × 32.0 徳威三嶋宮

102 山邊赤人　若可の浦尓し本三ちくれ八可多越
奈三あしへをさして田鶴奈支和多流

103 僧正遍昭（照）　堂らち年八可ゝ れと天しもう者
玉乃我くろ可三越奈てすや阿り介牟

104 小野小町　和飛ぬ連八身越うきくさ乃根遠堂
え天佐そふ水あら八い奈んと（ぞ）思ふ

105 藤原敏行朝臣　秋来ぬとめ尓八さや可耳見え
祢とも風の音尓そおとろ可禮ぬ留 

106 藤原興風　堂れを可母しる人耳せ牟高砂迺松
もむ可し乃とも奈ら奈く耳

107 源重之　可勢をい多三岩う都奈三乃お能連能
三くたけ天もの遠お母ふ古路可奈

108 中務　秋可勢のふく耳つけて母登者ぬ可那荻
の葉なら八おと者してまし　米山書

【展示室外】　米山書の幟

No. 作　品　名 材質・形状等 寸法（縦×横／㎝） 所　蔵 展示期間

109 日尾八幡大神 幟 / 布製 / 一対　 各 715.0 × 73.0　 日尾八幡神社

110 浮島神社 幟 / 布製 / 一対　 各 652.0 × 70.0　 浮嶋神社

111 奉献五柱神社（黒） 幟 / 布製 / 一対　 各 780.0 × 71.0　 五柱神社

112 奉献五柱神社（白） 幟 / 布製 / 一対　 各 658.0 × 65.0　 五柱神社

113 天満神社 幟 / 布製 / 一対　 各 660.0 × 70.0　 天満神社

114 三島大明神 幟 / 布製 / 一対　 各 745.0 × 70.0　 松山市越智町六組

115 龍游 / 鳳舞 幟 / 布製 / 一対　 各 404.0 × 88.0　 伊豫豆比古命神社

116 金刀比羅宮 / 奉献山神社 幟 / 布製 / 一対　 各 663.0 × 69.0   東温市則之内

117 客王神社 幟 / 布製 / 十四旒　 各 177.0 × 60.0  客王神社

118 大宮八幡宮 幟 / 布製 / 一対　 各 695.0 × 75.0  砥部町外山区久保組

119 文在中 幟 / 布製 / 一対　 各 720.0 × 25.0  松山市来住町二区
東組 10/26 ～

120 天開萬國歡 幟 / 布製 / 一対　 各 623.0 × 27.0  東温市上林友清組 10/26 ～

121 素鵞社 幟 / 布製 / 一対　 各 700.0 × 670  松山市水泥町

122 先神事 / 政為後 幟 / 布製 / 一対　 各 748.0 × 70.0  松山市来住町三区
北組 10/26 ～
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　疫病（天然痘）の流行や地震の頻発、相次ぐ合戦で世に不安と混乱が広がった平安末期。末法元年とされた
1052年、平等院は創建された。人々の目の前に極楽浄土を再現すべく、伽藍は夢のように美しく造営され、鳳
凰堂には本尊の阿弥陀如来像が安置され、堂内は極楽浄土図と来迎図が描かれた。本展では､平安の国風文化と
浄土信仰を守り、現在に引き継ぎ伝えてきた平等院と塔頭の文化、美術、歴史を紹介した。近年の調査によっ
て新たに発見された寺外初公開の数々の寺宝から、平等院の歴史を未来へと伝えるために各時代につくられた
模造にいたるまで、いにしえから現代の文化と美が融合する平等院の魅力を伝えた。
　
観覧者数：16,525名

関連行事 
　記念講演会
　　日　　時：11月３日（水・祝）　14：00～15：30
　　講　　師：神居文彰氏（平等院住職）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：60名

　レクチャー「数えて考える日本美術―百福の系譜」
　　日　　時：12月11日（土）　14：00～15：30
　　講　　師：五味俊晶（当館学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：30名

　レクチャー「平等院と文化財保護」
　　日　　時：１月９日（日）　14：00～15：30
　　講　　師：五味俊晶（当館学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：33名

　ワークショップ「螺鈿細工風ストラップをつくろう」
　　日　　時：12月５日（日）
　　　　　　　10：30～11：30／14：00～15：00
　　講　　師：石﨑三佳子（当館専門学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　本館展望ロビー
　　参加人数：14名

平等院鳳凰堂と浄土院
その美と信仰

会　　期 ：

主　　催 ：
協　　賛： 
後　　援：

会　　場：

令和 3 年 11 月 3 日（水・祝）−令和 4 年 1 月 9 日（日）（55 日間）
【前期】11 月 3 日（水・祝）− 12 月 6 日（月）　【後期】12 月 8 日（水）− 1 月 9 日（日）
「平等院鳳凰堂と浄土院展」実行委員会（愛媛県、南海放送）、読売新聞社、平等院浄土院 
愛媛銀行、大一ガス、レクサス松山城北 
松山市、松山市教育委員会、愛媛県市町教育委員会連合会、愛媛県小中学校長会、愛媛県美術会、
愛媛美術教育連盟、愛媛県文化協会、（公財）愛媛県文化振興財団、（公財）松山観光コンベンショ
ン協会、愛媛県仏教会、（一社）四国八十八ヶ所霊場会、愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新
聞松山支局、毎日新聞松山支局、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、愛媛 CATV、ＦＭ
愛媛、えひめリビング新聞社、西日本放送、四国放送、高知放送 
愛媛県美術館　企画展示室１・２

趣　　旨
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出品目録

【プロローグ：平等院の開創】

No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

1 藤原頼通像 江戸時代（17−18世紀） 浄土院 通期

2 京都府指
定文化財 平等院旧起（仮名本） 良純親王 筆 江戸時代　寛永17年（1640） 浄土院 通期

3 平等院旧起（真名本） 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

4−1 平等院庭園跡出土瓦 蓮華文
軒丸瓦・唐草文軒平瓦 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 平等院 通期

4−2 平等院庭園跡出土瓦 
鬼面文軒丸瓦 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 平等院 通期

4−3 平等院庭園跡出土瓦 
鬼面文鬼瓦 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 平等院 通期

5 大日如来仏手 平安時代（11世紀） 浄土院 通期

6 源氏物語 伝中院通古 筆 江戸時代（18世紀） 京都府立京都学
・歴彩館 通期

7 源氏絵鑑帖 伝土佐光則 筆 江戸時代（16−17世紀） 宇治市源氏物語
ミュージアム 頁替

【第１部：鳳凰堂の美】

No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

8 鳳凰像 模造 昭和31年（1956） 平等院 通期

9−1 鳳凰堂飾金具 
金銅宝相華唐草文透金具 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 浄土院 通期

9−2 鳳凰堂飾金具 
金銅宝相華唐草文透金具 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 浄土院 通期

9−3 鳳凰堂飾金具 
鉄地銅象嵌鍍金花先形金具 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 浄土院 通期

参1−1 鳳凰堂飾金具 金銅宝相華
唐草文透金具 復元　 京都社寺錺漆株式会社 作 平成27年（2015） 個人蔵 通期

参1−2 鳳凰堂飾金具 金銅宝相華
唐草文透金具 復元　 京都社寺錺漆株式会社 作 平成27年（2015） 個人蔵 通期

参1−3 鳳凰堂飾金具 
金銅花菱金具 復元 京都社寺錺漆株式会社 作 平成27年（2015） 個人蔵 通期

参1−4 鳳凰堂飾金具 
金銅六葉形釘隠 復元 京都社寺錺漆株式会社 作 平成27年（2015） 個人蔵 通期

10 鳳凰堂天蓋 
復元模造（部分） 公益財団法人美術院 作 平成18−19年（2006−07） 文化庁 通期

11 心月輪及び蓮台 模造 新納忠之介 作 明治38−40年（1905−07） 奈良国立博物館 通期

12−1 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品 瓔珞片 平安時代（11−12世紀） 平等院 通期

12−2 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品ガラス玉 平安時代（11−12世紀） 平等院 通期

12−3 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品　ガラス壺残闕 平安時代（11−12世紀） 平等院 通期

12−4 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品　截金ガラス 壺蓋 平安時代（11−12世紀） 平等院 通期

12−5 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品 古銭 唐−南宋時代（8−13世紀） 平等院 通期

12−6 本尊阿弥陀如来坐像台座華
盤納入品　螺鈿残闕 平安時代（11−12世紀） 平等院 通期

参考2 截金ガラス 壺蓋 復元 截金＝小椋範彦、松崎森平 作 
ガラス制作は参考４を参照 平成22年（2010） 平等院 通期

参考3 瓔珞 復元
ガラス玉＝松田有利子 
螺鈿細工＝青木泰英 
金銅金具＝渡辺寛規　
組立＝あさのゆかり

平成22年（2010） 平等院 通期

参考4 ガラス壺 復元
制作＝藤原信幸、海藤博 
化学分析＝中井泉、白瀧絢子 
監修＝井上暁子

平成22−23年（2010−11） 平等院 通期

13−1 国宝 雲中供養菩薩像  北1号 平安時代　天喜元年（1053） 平等院 前期

13−2 国宝 雲中供養菩薩像  北13号 平安時代　天喜元年（1053） 平等院 前期

− 33 −

Ⅱ
　
展
覧
会
事
業



No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

13−3 国宝 雲中供養菩薩像  南1号 平安時代　天喜元年（1053） 平等院 後期

13−4 国宝 雲中供養菩薩像  南14号 平安時代　天喜元年（1053） 平等院 後期

14−1 雲中供養菩薩像　 
南20号　模刻 中村美緒 作 令和２年（2020） 浄土院 通期

14−2 雲中供養菩薩像　 
南21号　模刻　 村上清 作 平成10年（1998） 平等院 通期

15−1 鳳凰堂壁扉画 
上品上生図 模写 入江波光、河津光俊 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 後期

15−2 鳳凰堂壁扉画 
上品中生図 模写

林屋源之助、川面稜一 筆  
落書：松元道夫 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 前期

15−5 鳳凰堂壁扉画 
中品中生図 模写　 吉田友一、川面稜一 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 前期

15−6 鳳凰堂壁扉画 
下品上生図 模写 入江波光 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 後期

15−7 鳳凰堂壁扉画 
下品中生図 模写

安井貞次、吉田友一、
川面稜一、林屋源之助 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 前期

15−8 鳳凰堂壁扉画 
日想観図 模写 吉田友一、中島宇一郎 筆 昭和29−31年（1954−56） 奈良国立博物館 後期

16 平等院鳳凰堂色紙形写 江戸時代　寛政11年（1799） 浄土院 通期

17−1 鳳凰堂壁扉画 
中品中生図　想定復元模写 荒木恵信 筆 平成26年（2014） 平等院 通期

17−2 鳳凰堂壁扉画 日想観図　
想定復元模写 荒木恵信 筆 平成24年（2012） 平等院 通期

19−1 鳳凰堂内彩色　模写（柱） 山崎昭二郎 筆 昭和29−31年（1954−56） 平等院 前期

19−2 鳳凰堂内彩色　模写（柱） 山崎昭二郎 筆 昭和29−31年（1954−56） 平等院 後期

20−1 鳳凰堂内彩色　復元模写
（南面柱内法長押上） 馬場良治 筆 平成30年（2018） 平等院 前期

20−2 鳳凰堂内彩色　
復元模写（来迎柱） 馬場良治 筆 平成16−18年（2004−06） 文化庁 後期

【第２部：祈りの心】

No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

21 聖観音立像 平安時代（11世紀） 浄土院 通期

22 宇治市指
定文化財 伝帝釈天立像 平安時代（11世紀） 浄土院 通期

23 宇治市指
定文化財 不動明王及び二童子像

不動明王　平安時代（12世紀） 
二童子：江戸時代　正保3年
（1646年）

平等院 通期

24 女神坐像 平安時代（11世紀） 最勝院 通期

25 源頼政像 江戸時代 浄土院 通期

26 源頼政像（最勝院本） 室町時代（15世紀） 最勝院 前期

27 源頼政像（浄土院本） 室町時代（15−16世紀） 浄土院 後期

29 阿弥陀三尊像
（伝釈迦三尊像） 伝張思恭 筆 高麗時代（14世紀） 浄土院 通期

30 京都府指
定文化財 平等院修造勧進状 三条西実隆 筆 室町時代　明応9年（1500） 浄土院 通期

31
京都府指
定文化財
（附）

平等院修造勧進状写 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

32 鳳凰堂古瓦　龍頭瓦 室町時代（15−16世紀） 平等院 通期

33 地蔵菩薩半跏像 南北朝時代（十四世紀） 浄土院 通期

34 平等院参詣図 江戸時代（17−18世紀） 浄土院 通期

35 宇治平等院図屏風 勝川春亭 筆 江戸時代 平等院 通期

36 平等院勧進状 松花堂昭乗 筆 江戸時代　寛永4年（1627） 平等院 通期

37 紺紙金字仏説阿弥陀経 檀誉龍極 筆 江戸時代　慶安5年（1652） 浄土院 通期

38 宇治平等院奉加帳 専誉俊童 筆 江戸時代　寛文10年（1670） 浄土院 通期

39−1 鳳凰堂古瓦 丸瓦 江戸時代　寛文10年（1670） 平等院 通期
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No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

39−2 鳳凰堂古瓦 平瓦 江戸時代　寛文10年（1670） 平等院 通期

39−3 鳳凰堂古瓦 巴文軒丸瓦・
唐草文軒平瓦 江戸時代　寛文10年（1670） 平等院 通期

40 阿弥陀来迎図 左近貞綱 筆 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

41 般若心経 近衞家熈 筆 江戸時代　宝永7年（1710） 浄土院 通期

42 平等院明治修理帖 新納忠之介 筆 明治39年（1906） 平等院 通期

【第３部　守り、語り継ぐ―浄土院の収蔵品を中心に】

No 指定 名称 作者 制作時期　時代・世紀・年 所蔵 展示
期間

43 平等院境内古図
（浄土院本 甲図） 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

44−1 宇治市指
定文化財 養林庵書院 襖絵 籬に梅図 伝狩野山雪 筆 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

44−2 宇治市指
定文化財 養林庵書院 襖絵 籬図 伝狩野山雪 筆 江戸時代（17世紀） 浄土院 通期

45 阿弥陀如来坐像 江戸時代初期（17世紀） 浄土院 通期

46 霊元天皇綸旨 江戸時代　寛文9年（1669） 浄土院 通期

47 宇治市指
定文化財

和漢朗詠集巻下断簡
（平等院切） 伝源頼政 筆 平安時代（12世紀） 浄土院 通期

48 木彫像残闕 平安− 鎌倉時代
（11−14世紀） 浄土院 通期

49 飛天像 平安−鎌倉時代（11−14世紀） 浄土院 通期

50 平等院型名号釜 桃山時代　天正16年（1588） 浄土院 通期

51 宇治茶摘図 狩野洞春美信 筆 江戸時代（18世紀） 平等院 通期

52 通圓茶亭図 富岡鉄斎 筆 明治−大正時代（19−20世紀） 浄土院 通期

53 当卋来迎図 山口晃 筆 平成24年（2012） 浄土院 通期
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　長期化する未曽有の新型コロナウイルスの影響により、美術鑑賞の機会も減少した状況下で、人々が心和ら
ぐ豊かな時間を美術館で過ごせるよう本展を企画した。
　県内企業や団体等の協力のもと、県内にありながら普段は鑑賞する機会の少ない良質なその所蔵品の数々を
一堂に紹介。貴重なこれらのコレクションは、愛媛県を支えてきた企業が、芸術文化を大いに支援し、その発
展に貢献してきた証であり、それぞれの企業の個性をも垣間見ることが出来た。中には企業の歴史に関わる作
品もあり、また作家と企業主との交流から築かれたコレクションなど、その収集経緯は多岐にわたった。ま
た、セキ美術館とミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）は、それぞれ創設者の芸術に対する強い信念と熱意
により生まれた、本県が誇るべき企業ミュージアムであり、本展のひとつのセクションで大きく取り上げた。
　企業コレクションを一から調査の上まとめて取り上げるのは初めての試みであったが、これまでとは異なる
視点で県内の美術史をとらえる契機ともなり、今後の展開が見込める展示となった。

観覧者数：4,027名

関連行事 
　トークセッション「えひめの企業コレクション」
　　日　　時：２月６日（日）　 14：00～15：00
　　講　　師：関厚子（セキ美術館副館長）、高木功（ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）副館長）、
　　　　　　　杉山はるか（当館専門学芸員）、コーディネーター：土居聡朋／当館学芸課長
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：42名

　特別展講座
　①「えひめの企業コレクション　本展調査の概要報告」
　　日　　時：２月12日（土）14：00～15：00
　　講　　師：杉山はるか（当館専門学芸員）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：17名

　②「近代の数寄者たち　実業家と美術品収集」
　　日　　時：３月６日（日）14：00～15：00
　　講　　師：長井健（当館専門学芸員・担当係長）
　　場　　所：愛媛県美術館　講堂
　　参加人数：13名

特別展　HELLO!
えひめの企業アートコレクション

ひろがる美のかたち

会　　期 ：
主　　催 ：
特別協力： 

後　　援：

助　　成：
会　　場：

令和４年２月１日（火）−３月 21 日（月・祝）　 （43 日間）
愛媛県美術館
愛媛県美術館友の会、愛媛県商工会議所連合会、愛媛県商工会連合会、愛媛県中小企業団体中央会、
愛媛経済同友会、愛媛県経営者協会、セキ美術館、ミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）
愛媛新聞社、朝日新聞松山総局、読売新聞松山支局、毎日新聞松山支局、産経新聞社、NHK 松山
拠点放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ、愛媛 CATV、FM 愛媛、え
ひめリビング新聞社
一般財団法人　地域創造
愛媛県美術館　企画展示室　１・２

趣　　旨
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　③「マイコレクションブックをつくろう」
　　日　　時：３月12日（土）13：30～15：00
　　定　　員：４組（※１名での参加も可。）　
　　対　　象：小学生以上
　　材 料 費：200円
　　場　　所：愛媛県美術館南館アトリエ２
　　参加人数：７名

　対話型鑑賞プログラム
　　※詳細は教育普及事業報告を参照。

　対話型鑑賞講座
　　学校名／実施予定日：松山市立清水小学校／１月21日（金）、
　　　　　　　　　　　　西条市立神戸小学校／２月２、９日（水）、
　　　　　　　　　　　　松山市立番町小学校／２月18日（金）、
　　　　　　　　　　　　松野町立三島小学校／２月24日（木）
　　　　　　　　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大により中止

　鑑賞サポート　（視覚障がい者の方の案内）
　　参加人数：０名
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出品目録

HELLO!　えひめの企業アートコレクション　ひろがる美のかたち　出品リスト
1章　愛媛県美術館所蔵―企業コレクションゆかりの作品

作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行

所蔵先
（寄贈者名※肩書は当時）

1 天野方壺 蓮池図 明治時代中期 絹本墨画淡彩 162.5 × 50.8 井部栄治（久万造林代表
取締役）寄贈

2 古茂田守介 ビワ 1959（昭和 34）年 油彩／画布 72.2 × 60.5 門田圭三（南海放送代表
取締役専務）寄贈

3 畦地梅太郎 小名木川附近 1930（昭和 5）年 木版多色／紙 37.5 × 43.0 南海放送株式会社　
寄贈

4 中野和高 常陸の海 1959（昭和 34）年 油彩／画布 49.7 × 60.6 井関農機株式会社　
寄贈

5 三輪田米山 福禄寿 1897（明治 30）年 紙本墨書／三幅対 （各） 166.5 × 89.4 新野進一郎（伊予鉄道代
表取締役社長）寄贈

6 エミリオ・
グレコ うずくまる女（大）No.5 1975（昭和 50）年 ブロンズ 109.5 × 79.0 ×

78.5

薬師寺初子
（薬師寺真元県商工会議
所連合会会頭夫人）
寄贈

7 野間仁根 兄弟と昆虫 1953（昭和 28）年 油彩／画布 91.0 ×116.5
小泉順次郎

（いよてつそごう会長）
寄贈

8 正岡子規 陸羯南宛　明治二十四年
十月廿一日付書翰 1891（明治 24）年 紙本墨書 18.0 ×147.5

坪内スミコ
（坪内寿夫元来島どっく
社長夫人）寄贈

２章　ミュージアムズ　セキ美術館とミウラート・ヴィレッジ（三浦美術館）

作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

9
エミール＝ア
ントワーヌ・
ブールデル

高貴な重荷 1910 年 ブロンズ 83.5 × 23.6 ×
28.0

愛媛県美術館／
関宏成　寄贈

10 下村為山 海浜図 油彩／画布 30.0 × 91.0

セキ美術館

11 岡鹿之助 ラヴェル礼賛 1938（昭和 13）年 油彩／画布 50.0 × 61.0

12 熊谷守一 峠ぶきに蝶 1964（昭和 39）年 油彩／板 24.0 × 33.2

13 横山大観 初夏竹林 1903（明治 36）年 絹本着色 126.5 × 49.6

14 加山又造 凝 1980（昭和 55）年 紙本着色 65.5 × 91.2

15 加山又造 日月四季 1992（平成 4）年 陶板（2 点組） 各 17.5 ×100.0

16 加山又造 日月四季 1991（平成 3）年 紙本着色 直径 24.0

17 加山又造 日月四季 1992（平成 4）年 磁器 直径 23.0

18 加山又造 春夏秋冬デミタス碗皿コ
レクション 2000（平成 12）年 磁器（4 セット）

碗（大）5.7 ×直
径 5.6、碗（小）5.0
×直径 5.0、皿（大）
直径 12.0、皿（小）
直径 10.0、プチ
ケーキ皿２枚直径
13.0

19 三十六人歌合 紙本墨書 14.0 × 39.5 ×
34.0

20 吉田蔵澤 墨竹図屏風 江戸時代中期 紙本墨画 各図 134.0 × 51.5 愛媛県美術館／三浦昭
子（三浦保夫人）寄贈

21 三浦保 夜明けの夢 1994（平成 6）年 陶板画
（ミウラート）

2 点組　各 179.0
× 68.5 × 3.0

ミウラート・ヴィレッジ
（三浦美術館）22 アントニ・

タピエス 黄土色と栗色 1954 年 混合技法 130 × 97.0

23 アントニ・
タピエス

『カタルーニャの
　名匠たちへ』表紙 1974 年 シルクスクリーン

／紙 210.0 ×100.0
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作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

24 アントニ・
タピエス 物質のまなざし（２） 1975 年 リトグラフ／紙 56.0 × 76.0

ミウラート・ヴィレッジ
（三浦美術館）

25 ネルソン・
ドミンゲス 詩人フロレンティーノ 1992 年 ミクストメディア

／画布 120.0 ×101.0

26 ミックス・ボール 紀元前 7 世紀前半 陶器 33.0 ×直径 57.0

27 輪状の両取手と蓋の
あるピュクシス

紀元前 610 −
600 年 陶器 18.0 ×19.0 ×17.0

28 アンフォラ 紀元前 600 −
580 年 陶器 76.0 ×直径 40.0

29 翼と髭のある男の
アラバストロン

紀元前 590 −
580 年 陶器 23.0 ×直径 9.0

30 黒像式アンフォラ　 紀元前 520 年−
510 年 陶器 26.8 ×19.0 ×

12.8

31 アンフォリスコス／赤
（ヘレニズム）

紀元前 2−1 世紀
初期 硝子 15.8 × 6.5 × 5.0

32 アンフォリスコス／青
（ヘレニズム） 紀元前 2−1 世紀 硝子 13.5 × 4.8 × 4.5

33 マーブルガラス瓶（ローマ） 1−2 世紀 硝子 10.0 ×直径 6.5

34 蛇文様瓶（ローマ） 6 世紀 硝子 11.0 ×直径 5.7

35 フラスコ（ペルシャ） 12 −13 世紀 硝子 18.0 ×直径 7.5

36 塩見政誠 十六羅漢蒔絵鞘印籠 江戸時代 漆／木、象牙 13 × 8 × 4.5　　
根付 5.3 × 3

37 塩見政誠 牧童蒔絵印籠 江戸時代 漆／木 6.8 × 7 × 2 根付
5.5 × 2.2 × 2.3

38 飯塚桃葉 暁烏蒔絵印籠 江戸時代 漆／木 6.8 × 7 × 2.3　
　根付 3.8 × 2

39 飯塚桃葉 誰袖蒔絵印籠 江戸時代 漆／木、象牙 8.5 × 5.7 ×1.8　
根付 3.3 ×1.5

40 春松齋 猿廻蒔絵印籠 江戸時代後期 漆／木 8.5 × 5.5 ×1.6　
根付 6×2.5×2.3

41 鎧形印籠 漆／木 12.5 × 7.5 × 3　
根付4.5×4×2.3

３章　県内企業コレクションの名品たち
３－１　おもてなしの文化

作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

42 大野麥風 鮒図 絹本着色 110.0 × 36.5 ふなや

43 小木曽　誠 雪 2017（平成 29）年 鉛筆・銀筆・水彩
／板・ジェッソ 27.0 × 22.0 ふなや

44 英　一蝶 布袋・花鳥図 紙本淡彩／三幅対 各 115.9 × 48.2 ふなや

45 新渡戸稲造 森盲天外宛書簡 1932（昭和 7）年 紙本墨書 17.5 × 76.2
ホテル古湧園　遥

（松山市立子規記念博物
館寄託）

45 −2 新渡戸稲造 封筒 1932（昭和 7）年 紙本墨書 21.7 × 8.3
ホテル古湧園　遥

（松山市立子規記念博物
館寄託）

46 森盲天外 和気満堂 紙本墨書 27.0 × 67.4
ホテル古湧園　遥

（松山市立子規記念博物
館寄託）

47 河野如風 心の教え 紙本墨書 45.3 × 68.0 松屋旅館（西予市）

48 河野如風 伊予の手毬唄 紙本墨書 29.0 ×133.4 松屋旅館（西予市）

49 犬養毅 座中春色 絹本墨書 38.2 ×120.8 松屋旅館（西予市）

50 前島密 意適情暢 1903（明治 36）年 紙本墨書 32.1× 97.5 松屋旅館（西予市）

51 河東碧梧桐 迎賓 1930（昭和 5）年 紙本墨書 33.7 ×116.5 大和屋本店
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作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

52 狩野章信 能絵（道成寺） 江戸後期
（20 世紀初め） 絹本着色 55.5 × 76.4 大和屋本店

53 徳本立憲 能絵 油彩／画布 60.0 × 50.0 大和屋本店

54 細川護熙 黒黙々 紙本墨画 31.0 × 65.4 大和屋本店

３－２　社史を彩る美術

作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

55 中野和高 創立記念行事 1956（昭和 31）年 油彩／画布 50.0 × 60.9 井関農機株式会社

56 河東碧梧桐 祝海南新聞一万号　
松杉は・・・ 1911（明治 44）年 紙本墨書 36.0 × 6.1 株式会社愛媛新聞社

57 安倍能成 唯真故新 1961（昭和 36）年 紙本墨書 65.7 ×158.5 株式会社愛媛新聞社

58 畦地梅太郎 山男（三） 1956（昭和 31）年 木版多色／紙 56.0 × 36.5 愛媛県美術館／
南海放送株式会社寄贈

59 平塚運一 龍安寺石庭 1948（昭和 23）年 木版／紙 31.6 × 43.6 南海放送株式会社

60 前川千帆 ランプ 木版多色／紙 41.5 × 31.0 南海放送株式会社

61 北岡文雄 のりそだ 1985（昭和 60）年 木版／紙 91.5 × 62.0 南海放送株式会社

62 夏目漱石 文質彬彬 1914（大正 3）年頃 紙本墨書 30.9 ×109.5
NTT 西日本四国支店

（松山市立子規記念博物
館寄託）

63 本田宗一郎 番鶏図 絹本着色 32.0 × 40.8 株式会社八西ホンダ

３－３　芸術愛好・パトロネージ

作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

64 鈴木千久馬 薔薇 1962（昭和 37）年 油彩／画布 46.0 × 39.0 井関農機株式会社

65 八木彩霞 林の中 油彩／画布 45.0 × 53.0 井関農機株式会社

66 中川八郎 みかんの頃 油彩／画布 45.6 × 52.6 株式会社伊予銀行

67 石井柏亭 和歌の浦の朝 1951（昭和 26）年 油彩／画布 33.7 × 53.2 株式会社伊予銀行

68 大橋翠石 獅子図 絹本着色 46.0 × 52.8 株式会社伊予銀行

69 藤田嗣治 少女（マドレーヌ） 鉛筆、パステル
／紙 84.2 × 54.0 株式会社愛媛銀行

70 小磯良平 迎賓館赤坂離宮婦人像
（音楽　エスキース）

1973 −74
（昭和 48 − 49）
年頃

パステル／紙 65.2 × 50.0 株式会社愛媛銀行

71 梅原龍三郎 牡丹 油彩、金泥／紙 60.0 × 48.0 株式会社愛媛銀行

72 坂田虎一 白蓮 1975（昭和 50）年 油彩／画布 116.8 × 90.7 株式会社愛媛新聞社

73 石井南放 臥龍 1985（昭和 60）年 紙本墨書 70.0 × 209.0 株式会社愛媛新聞社

74 中川八郎 興居島 1921（大正 10）年 油彩／画布 38.0 × 45.5 愛媛信用金庫

75 菅井汲 VIOLET 1963（昭和 38）年 リトグラフ／紙 76.0 × 56.0 愛媛信用金庫

76 桂ゆき 仲よし 1971（昭和 46）年 油彩／画布 53.0 × 45.5 愛媛信用金庫

77 三輪田俊助 [ 門多ロク像 ] 1937（昭和 12）年 油彩／画布 54.0 × 45.8 門多漁網株式会社

78 山口薫 春の風 1935（昭和 10）年 油彩／画布 44.9 × 33.0 株式会社九一

79 山口薫 五つの沼 1962（昭和 37）年 油彩／画布 53.1× 65.0 株式会社九一

80 林倭衛 椿 油彩／画布 45.6 × 37.5 株式会社九一

81 三輪田俊助 白い部屋 1964（昭和 39）年 油彩／画布 91.0 × 73.0 有限会社河野

82 田中坦三 [ 裸婦 ] 1938（昭和 13）年 インク・水彩／紙 38.5 × 27.0 株式会社サンメディカル

83 田中坦三 風景（一本松　我家の庭） 1950（昭和 25）年 油彩／画布 44.5 × 51.3 株式会社サンメディカル

84 田中坦三 [コラージュ] 1967−70
（昭和 42− 45）年

インク・鉛筆・紙
／ボード 26.7 × 23.7 株式会社サンメディカル
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作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

85 田中坦三 LE TABLEAU 1980（昭和 55）年 油彩／画布 162.5 ×130.5 株式会社サンメディカル

86 田中坦三 ハコ 1990（平成 2）年 インク・グワッシュ
／木箱、石 9.5 × 33.5 × 22.4 株式会社サンメディカル

87 田中坦三 ストーン・マーク 1996（平成 8）年 塗料／石 24.0 × 57.0 ×
38.0 株式会社サンメディカル

88 藤田嗣治 少女 1957 年 インク／紙 58.0 × 27.6 大一ガス株式会社

89 加山又造 裸婦 鉛筆／紙 39.8 × 56.9 大一ガス株式会社

90 岩橋英遠 アマリリス 紙本着色 40.8 × 53.1 大一ガス株式会社

91 椿　貞雄 少女像 油彩／画布 80.5 × 60.8 株式会社テレビ愛媛

92 野間仁根 裸婦七人 1957（昭和 32）年 油彩／画布 91.0 ×116.5 株式会社テレビ愛媛

93 黒光茂樹 花 1972（昭和 47）年 紙本着色 130.5 ×162.2 南海放送株式会社

94 中川一政 あまりりす 油彩／画布 45.3 × 37.8 南海放送株式会社

95 馬越舛太郎 [ 風景 ] 油彩／画布 27.7 × 40.8 南海放送株式会社

96 矢野橋村 晴秋 絹本着色 48.7 × 57.0 南海放送株式会社

97 森堯茂 砂と水と No.3 1968（昭和 43）年 鉄 100.0 ×100.0 ×
27.0 南海放送株式会社

98 ウジェーヌ・
アジェ サン＝クルー公園 1915 −19 年 ゼラチンシルバー

プリント 16.8 × 21.6 藤井株式会社

99 ウジェーヌ・
アジェ 紳士服店、ゴブラン通り 1925 年 ゼラチンシルバー

プリント 22.8 ×17.2 藤井株式会社

100 アンドレ・
ケルテス

モンドリアンの家で、パ
リ 1926 年 ゼラチンシルバー

プリント 24.6 ×18.5 藤井株式会社

101 ダイアン・
アーバス

チェンバレン家の双子 
（Ⅰ） 1968 年 ゼラチンシルバー

プリント 26.8 × 26.5 藤井株式会社

102 奈良原一高 二つのごみ罐−ニュー・
メキシコ、1972 1972（昭和 47）年 ゼラチンシルバー

プリント 26.9 × 39.8 藤井株式会社

103 白岡順 ミラノ、イタリア　
1992 年 12 月 23 日 1972（昭和 47）年 ゼラチンシルバー

プリント 37.2 × 55.4 藤井株式会社

104 田中秀穎 南堀端 パステル・水彩
／紙 39.2 × 45.8 星企画株式会社

105 田中秀穎 乾門 パステル・水彩
／紙 45.5 × 37.8 星企画株式会社

106 田中秀穎 馬具櫓 パステル・水彩
／紙 54.1× 39.4 星企画株式会社

107 島岡達三 灰被象嵌縄文壺 陶器 23.6 ×直径 24.2 株式会社松山建装社

108 14 代酒井田
柿右衛門 濁手　枝垂桜文　花瓶 磁器 28.0 ×直径 23.0 株式会社松山建装社

109 13 代今泉今
右衛門 色絵吹墨草花文花瓶 磁器 28.0 ×直径 25.5 株式会社松山建装社

110 片岡球子 うららかなる富士 紙本着色 60.5 × 72.5 株式会社松山大洋工芸

111 棟方志功 振向妃の柵 1949（昭和 24）年 木版多色／紙 35.3 × 48.5

112 神戸智行 いつもの場所で 紙本着色 65.0 × 90.5

113 前田昭博 白瓷捻壷 陶器 29.0 ×直径 27.0

114 中根櫻亀 色被せガラス切子大花器
銘　　燁春 硝子 26.0 ×直径 31.0

115 奈良美智 Untitled 1996（平成 8）年 インク、色鉛筆
／紙 21.0 × 29.3

116
アンディー・
ウォーホー
ル

キャンベル・スープ缶Ⅱ　
オールドファッション・
ベジタブル

1969 年 シルクスクリーン
／紙 89.0 × 58.5

117 キース・
へリング Pop Shop Quad Ⅱ 1988 年 シルクスクリーン

／紙 57.5 × 72.0

118 有元利夫 多島海の空 1980（昭和 55）年 油彩／画布 15.8 × 22.7
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作家名 作品名 制作年 素材・技法 寸法（cm）／
高さ×幅×奥行 所蔵先

119 有元利夫 人物 1984（昭和 59）年 鉛筆・色鉛筆・
パステル／紙 35.0 × 23.0

120 長谷川利行 少女像 1935（昭和 10）
年頃 油彩／板 27.0 × 21.5

121 長谷川利行 地下鉄ストアー附近 1935（昭和 10）年 油彩／画布 60.7 × 50.0

122 松本竣介 屋台 1942（昭和 17）年 鉛筆／紙 19.5 × 29.9

123 村上友晴 無題 1981（昭和 56）年 油彩／画布 45.2 × 38.0

124 村上友晴 Untitled 1986（昭和 61）年 油彩・アクリル
／紙 82.7 × 63.8

125 高橋周桑 鷹図 絹本着色 116.5 × 41.3

126 河井寛次郎 鐵釉面取湯碗 陶器 7.0 ×直径 8.0

127 河井寛次郎 呉須合子 陶器 5.0 × 5.5 × 5.5

128 砥部・
北川毛窯 小徳利 江戸時代中期 陶器 15.3 ×直径 9.5
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　コロナ禍で松山地域への移動が困難となっていた東予・南予地方の県民の方々が郷土の美術を鑑賞する機
会を創出するために、県内３つのミュージアムで当館コレクションを出張展示した。
　当館の情報発信の拠点を県内各地に設けるとともに、本展が地域活性化の一翼を担う契機となることを企
図した。

観   覧   料：無料
　　　　　　
観 覧 者 数：今治市村上海賊ミュージアム　986名

五百亀記念館　1,327名
宇和先哲記念館　269名

２.おでかけワークショップ
　県内、東予・南予の各小中学校に対話型鑑賞法による出張ワークショップを実施した。

①令和３年７月５日（月）　八幡浜市立白浜小学校　169名
②令和３年11月24日（水）　八幡浜市立松蔭小学校　 40名
③令和４年３月15日（火）　愛南町立一本松小学校　 23名
④令和４年３月15日（火）　愛南町立平城小学校　　 22名

　

愛媛県美術館コレクションによる
「おでかけ美術館」

１.会場 ・会期 ：

主　　　  催：

【第１会場】今治市村上海賊ミュージアム（今治市宮窪町宮窪1285）
　　　　　　令和３年（2021）４月10日（土）～４月20日（火）（10日間）

※当初５月９日（日）まで開催予定だったが、新型コロナ感染拡大予防のため
　会期途中で閉幕。

【第２会場】五百亀記念館（西条市明屋敷238－2）
　　　　　　令和３年（2021）５月15日（土）～８月１日（日）（54日間）
【第３会場】宇和先哲記念館（西予市宇和町卯之町4－327）
　　　　　　令和３年（2021）７月３日（土）～９月５日（日）（実質会期36日間）

※７月27日（火）～31日（土）　空調設備工事のため臨時休館
※８月20日（金）～９月５日（日）　新型コロナ感染拡大予防のため臨時休館

  愛媛県美術館、各開催館等

趣　　　  旨
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【今治市村上海賊ミュージアム】
瀬戸内海を描く

作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

1 武田耕雪 来島海峡の潮流 制作年不詳 絹本着色 63.5×70.0

2 富岡鉄斎 鮮魚図 1912（大正元）年 紙本着色 136.5×47.4

3 東山魁夷 波響く（県民文化会館緞帳原画） 1985（昭和60）年頃 紙本着色 52.5×100.0

4 古茂田公雄 伯方島 1962（昭和37）年 油彩／画布 38.0×45.5

5 智内兄助 この海の伝説 2006（平成18）年 アクリル・鉛筆／画布 92.0×92.0

6 土田次枝 瀬戸内海 1965（昭和40）年 油彩／画布 116.0×91.4

7 寺坂公雄 しまなみ海道 2000（平成12）年 油彩／画布 72.8×60.6

8 野間仁根 来島水道仲渡島附近 1967（昭和42）年 油彩／画布 72.7×91.0

9 野間仁根 瀬戸内海 制作年不詳 油彩／画布 24.2×33.4

10 石崎重利 伊予・今治港 1937（昭和12）年 木版／紙 20.0×28.2

11 石崎重利 伊予・来島瀬戸 1937（昭和12）年 木版／紙 20.1×27.8

12 吉田博 『瀬戸内海集』のうち《帆船　午前》 1926（大正15）年 木版／紙 55.6×40.7

13 吉田博 『瀬戸内海集』のうち《帆船　夕》 1926（大正15）年 木版／紙 54.3×38.9

14 紫裾濃威胴丸（久留島家伝来） 甲冑 36.0×38.0×奥行29.0

【五百亀記念館】
１　女性を描く

作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

1 武井周発 唐美人図屏風 1763（宝暦13）年 紙本金地着色 各172.0×378.0

2 遠藤広実 縁先美人図 江戸時代後期 紙本着色 91.5×39.7

3 遠藤広実 源氏物語図 1844−45
（弘化元−2）年 絹本着色 各90.0×32.0

4 高畠華宵 桜花令嬢 1933（昭和8）年 絹本着色 100.0×32.5

5 桜井忠温 白川女図 紙本着色 130.0×32.8

6 大宮松之 蛍 昭和20年代 紙本着色 136.0×76.5

7 好永紫芳 蟲之音 絹本着色 107.0×71.2

8 津田時子 てんぐさ干す島 1987（昭和62）年 紙本着色 200.0×160.0

9 有元容子 青い耳飾りの少女 2005（平成17）年 紙本着色 27.5×22.0

10 杉浦非水 勧業債券売出し　
九月十五日より九月三十日まで 1915（大正4）年頃 リトグラフ、オフセット／紙 77.3×52.4

11 杉浦非水 装丁・雑誌表紙（10点程度） 書籍（装丁）、雑誌（表紙）

12 杉浦非水 非水図案年賀状（6点程度） 葉書

13 岡田三郎助 三越呉服店（窓） 写真製版／紙 106.5×77.0

14 安藤義茂 乙女 1945（昭和20）年 刀画（カラー）／紙 28.0×22.7

15 安藤義茂 少女 1951（昭和26）年 刀画（カラー）／紙 23.5×15.5

16 中野和高 制服の少女 1957（昭和32）年 油彩／画布 90.9×72.7

17 野間仁根 鏡と女子 1919（大正8）年 水彩／紙 24.0×16.0

18 松原一 裸婦 1922（大正11）年 油彩／画布 90.6×65.4

出品目録
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作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

19 古茂田守介 裸婦（３） 1946（昭和21）年 コンテ／紙 24.1×34.6

20 古茂田守介 裸婦 コンテ、パステル／紙 32.7×24.2

21 伊東深水 現代美人集第一輯　社頭の雪 1930（昭和5）年 多色木版／紙 43.0×27.7

22 中尾義隆 うつむく少女 1948（昭和23）年頃 木版／紙 38.0×27.5

23 中尾義隆 水のむ女 1949（昭和24）年頃 セメント版／紙 44.5×33.0

24 伊藤五百亀 はたち 1971（昭和46）年 ブロンズ 48.0×20.5×奥行22.5

25 芥川永 遠くの声（２） 1980（昭和55）年 ブロンズ 42.0×28.0×奥行30.0

26 藤田嗣治 立つ裸婦 1924（大正13）年 油彩・画布 99.6×64.6

27 速水御舟 ベルラジオの裏街 1931（昭和6）年 絹本着色 69.5×31.5

28 前本利彦 女人浮遊図（銀） 紙本銀地着色 171.0×438.0

29 智内兄助 花天月地 1987（昭和62）年 リトグラフ／紙 42.0×59.0

30 智内兄助 愉伽 1987（昭和62）年 リトグラフ／紙 29.4×45.8

２　西条ゆかりの作家

作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

31 穐月　明 月影渓流 1980年代 紙本墨画 110.0×42.0

32 高橋周桑 鮎 1951（昭和26）年 紙本着色 23.5×26.5

33 武田耕雪 石鎚山 制作年不詳 絹本着色 36.0×89.0

34 越智雄二 ステンドグラス 1970（昭和45）年 油彩・画布 90.8×73.0

35 黒光茂樹 秋茄子 1975（昭和50）年 紙本着色 124.5×192.0

【宇和先哲記念館】
１　犬と猫

作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

1 小林古径 郊野 1919（大正8）年 絹本着色 131.0×50.4

2 藤田嗣治 犬 1923（大正12）年 鉛筆／紙 23.7×26.7

3 杉浦非水 猫 紙本着色 27.3×24.2

4 柳瀬正夢 黒の毛繕い 1935（昭和10）年頃 水彩／紙 27.0×24.1

5 穐月　明 行水猫 1980年代 紙本墨画淡彩 35.0×50.0

6 浅田　彩 香は在りぬ 1979（昭和54）年 紙本着色 117.0×72.0

7 楳崎洙雀 白猫 制作年不詳 絹本着色 58.0×66.0

8 津田青楓 漱石と猫の図 1932（昭和7）年 紙本淡彩 127.8×33.6

２　県美コレクションの逸品

作家名 作品名 制作年 材質技法 寸法
（縦×横cm）

9 横山大観 曳舟 1905（明治38）年 絹本着色 118.7×50.2

10 伊藤五百亀 木陰の柵 1977（昭和52）年 ブロンズ 99.0×42.0×奥行54.0

11 富永直樹 海浜 1979（昭和54）年 ブロンズ 68.7×22.0×奥行20.0
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１　収集方針（愛媛県美術館収集方針）

趣旨
　古代から瀬戸内海交通の要所として栄え、これまで多くの文人・画家の輩出や来訪があった愛媛の地は、
瀬戸内海の島々や石鎚山などの豊かな自然と温暖な気候に恵まれ、温厚できめ細かな県民性を育んだ。この
ような歴史と風土から生まれた愛媛の伝統的な文化を受け継ぎながら、豊かで個性的な愛媛の芸術文化を創
造するため、愛媛ならではの特色ある収集を行う。
　
収集分野
　日本画、洋画、版画、デザイン、写真、書ほかの平面作品、彫塑、工芸ほかの立体作品、映像作品等を含
む。
　
基本方針
（1）国内外の優れた作品の鑑賞を通して、県民の審美眼や美意識の涵養を図るため、美術史上重要な作家及

びその動向を知る上で欠くことのできない作家の作品及び関連資料を収集する。
（2）本県出身作家及び本県ゆかりの作家を顕彰することにより、本県美術の流れを県民に理解していただく

ため、本県出身作家及び関連作家の作品並びに関連資料を収集する。

重点方針
（1） 国内外の優れた作品

ア　19世紀以降現代にいたる美術史の流れを辿れる国内外の優れた作品を中心に収集する。さらに近代
の作品をより広い視野でとらえるために18世紀以前の作品も収集の対象とする。

イ　今日という時代を刻印する作品を収集する。
（2）本県出身作家及び関連作家の作品と関連資料

ア　松本山雪を基点として、関連する近世絵画を収集する。
イ　大智勝観、矢野橋村をはじめ、関連する日本画を収集する。
ウ　中川八郎、中野和高、野間仁根らをはじめ、関連する絵画を収集する。
エ　日本の前衛美術における柳瀬正夢の位置を重視し、その作品及び関連する作品等を収集する。
オ　杉浦非水、真鍋博をはじめ、デザインに関連する作品等を収集する。
カ　畦地梅太郎を中心として、関連する版画を収集する。

２　取得作品の概要
購入作品

No. 作家名 作品名 制作年 技法・支持体 寸法（cm）

1 土居明生　 権現の滝 令和２年（2020） 木口木版・紙 69.3×56.3

2 土居明生　 親子獅子 平成24年（2012） 木口木版・紙 61.6×51.0

3 土居明生　 叱る、叱られる 平成23年（2011） 木口木版・紙 36.8×53.2

4 土居明生　 風雪の刻 平成20年（2008） 木口木版・紙 39.4×50.0

5 土居明生　 黎明 平成16年（2004） 木口木版・紙 49.0×70.7

6 土居明生　 蘇生 平成８年（1996） 木口木版・紙 39.2×29.8

寄贈作品　

No. 作家名 作品名 制作年 技法・支持体 寸法（cm）

1 浜田泰介 衰荷の歌 平成19年（2007） アクリル絵具・紙 105.0×276.0

2 好永紫芳 梅に鶏図 昭和52年（1977） 紙本着色・二曲屏風一隻 168.5×186.0

3 二神常貞 〔風景〕 昭和24−28年（1949−53） 油彩・画布 60.4×72.8

4 土居明生 雲湧く 平成17年（2005） 木口木版・紙 41.8×57.0

Ⅲ　作品の収集事業及び保存管理

− 46 −

Ⅲ
　
作
品
の
収
集
事
業
及
び
保
存
管
理



購入作品

１
土居明生
権現の滝
令和２年（2020）
木口木版・紙
69．3×58．3cm

２
土居明生
親子獅子
平成24年（2012）
木口木版・紙
61.6×51．0cm

３
土居明生
叱る、叱られる
平成23年（2011）
木口木版・紙
36.8×53．2cm

５
土居明生
黎明
平成16年（2004）
木口木版・紙
49.0×70.7㎝

４
土居明生
風雪の刻
平成20年（2008）
木口木版・紙
39.4×50.0㎝

６
土居明生
蘇生
平成８年（1996）
木口木版・紙
39.2×29.8㎝
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寄贈作品

１　
浜田泰介
衰荷の歌
平成19年（2007）
アクリル絵具・紙
105.0×276.0cm

２
好永紫芳
梅に鶏図
昭和52年（1977）
紙本着色・二曲屏風一隻
168.5×186.0㎝

３
二神常貞
〔風景〕
昭和24‐28年（1949−53）
油彩・画布
60.4×72.8ｃｍ

４
土居明生
雲湧く
平成１７年（2005）
木口木版・紙
41.8×57.0㎝
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３　収蔵作品数

４　保存・修復

（1）収蔵庫燻蒸
　　内　　容　：　専門業者によるブンガノンＶＡ及びエコミュア―ＦＴの薬剤噴霧
　　期　　間　：　令和３年９月25日
　　場　　所　：　地階　収蔵部門　収蔵庫１　計908㎡

（2）収蔵庫清掃
　　内　　容　：　学芸員の当番制及び博物館実習生による清掃作業（年４回）
　　場　　所　：　地階　収蔵前室、収蔵庫１・２・３、撮影室、作業室

（3）館蔵品の修復
　　内　　容　：　専門業者による修復

№ 作家名 作品名 修復前状態 修復処置 修復場所 修復期間

1 畦地梅太郎 火山 額・マットの劣化 額補修、マット新調 修復工房 令和３年４月１日～４月15日

２ 木和村創爾郎 浅草寺（新東都
四景のうち）

画面亀裂・剥
落、縁木欠損

解体・本紙裏打ち・下地新
調・補彩・縁木新調 修復工房 令和３年９月22日

～令和４年３月15日

３ 八木良太 VINYL
（別れの曲）

シリコン型の
破損 再制作の上、交換 作家本人 令和４年１月６日

～２月10日

分 野
～平成
22 年度

末
平成 23
年度末

平成 24
年度末

平成 25
年度末

平成 26
年度末

平成 27
年度末

平成 28
年度末

平成 29
年度末

平成 30
年度末

令和元
年度

令和 2
年度

令和 3
年度 合計

日 本 画 501 点 10 点 110 点 2 点 26 点 6 点 1 点 24 点 17 点 1 点 12 点 2 点 712 点 

海 外 絵 画 9 点 9 点 

油 彩 画 642 点 10 点 13 点 4 点 10 点 9 点 6 点 3 点 1 点 698 点 

水 彩 画 117 点 1 点 11 点 2 点 7 点 138 点 

素 描 234 点 2 点 4 点 240 点 

版 画 720 点 16 点 14 点 1 点 81 点 3 点 1 点 7 点 843 点 

書 307 点 1 点 13 点 321 点 

彫 塑 38 点 2 点 40 点 

工 芸 45 点 1 点 46 点 

写 真 40 点 3 点 43 点 

立体・インス
タレーション 29 点 4 点 18 点 6 点 3 点 60 点 

デ ザ イン 71 点 3 点 7 点 118 点 199 点 

そ の 他 8,542 点 15 点 308 点 3 点 3 点 8,871 点 

計 11,295 点 30 点 146 点 37 点 68 点 9 点 326 点 34 点 98 点 17 点 150 点 10 点 12,220 点 
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５　所蔵品貸出状況　令和３年度

作　家　名 作　品　名 貸　出　先 展　覧　会　名 貸出期間

ギュスターヴ・
クールベ 波 山梨県立美術館、ふくやま美術館、

パナソニック汐留美術館 クールベと海 2020.8.31 －
2021.7.2

ウジェーヌ＝ル
イ・ブーダン ブレスト、停泊地 山梨県立美術館、ふくやま美術館、

パナソニック汐留美術館 クールベと海 2020.8.31−
2021.7.2

クロード・モネ アンティーブ岬 山梨県立美術館、ふくやま美術館、
パナソニック汐留美術館 クールベと海 2020.8.31−

2021.7.2

長谷川竹友 霊峰石鎚 町立久万美術館 芸術家のもう一つの顔 2020.12.12
−2021.4.16

長谷川竹友 印度パンジャブの里 町立久万美術館 芸術家のもう一つの顔 2020.12.12
−2021.4.16

正岡子規 梅花 松山市坂の上の雲ミュージアム 『坂の上の雲』のひとびと 2021.2.1−
6.10

尾藤二洲 七言絶句 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

吉田蔵澤 大幹竹 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

三輪田米山 心和得天真 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

下村為山 柳蔭游魚図 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

下村為山 桜に雀之図 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

野間仁根 神々の集い 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

野間仁根 夜々の星 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

村上三島 六言対句　太宗句 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

建畠大夢 白井雨山像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

土井要輔 子規坐像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

槙江山 義農作兵衛像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

佐々木二六 鐘馗 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

横江嘉純 秋山大将騎馬像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

秋山好古 達磨図 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

正岡子規 俳句分類初稿本（五月雨） 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2021.2.27−
2022.3.1

河崎蘭香 美人観桜廼図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 小女春遊廼図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 和楽之図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 芙蓉に鶉図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 秋菊之図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 霜月十五日（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

河崎蘭香 双鶏図（寄託作品） 八幡浜市美術館 八幡浜が生んだ夭折の美人画家
　河崎蘭香展

2021.4.21−
5.20

高橋周桑 冬木立 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16
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作　家　名 作　品　名 貸　出　先 展　覧　会　名 貸出期間

高橋周桑 鷺 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 柿 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 松と鳥 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 松 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 山 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 富士と松原 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 白木蓮 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 朝顔 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 鉄仙瓶 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 梅 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 濠の月 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 皿の杏 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 雪木立 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 木立 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 林 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 春暁 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 牡丹（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 夕月（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 蘭花（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 桜（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 水路（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 三津富士（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 曙（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 桃の図（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 木蓮（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

高橋周桑 松と桜（寄託作品） 浜松市秋野不矩美術館、
田辺市立美術館

生誕 120 年　高橋周桑　
モダンとロマン

2021.5.19 −
9.16

山本修司 木漏れ日’09 山本修司（愛媛県美術館特別展示室） 第 3 回日仏文化交流展 2021.6.1−
6.6

杉浦非水 日本画科写生教室　
五月三日

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 臨模帖「縮図　芳章」 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 画帖〔寝ている男他〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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作　家　名 作　品　名 貸　出　先 展　覧　会　名 貸出期間

黒田清輝 杉浦非水像（非水図案集
発刊ニ際シテ）（複製）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

画帖〔大阪時代〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

画帖〔島根時代〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

森脇　忠 〔裸婦〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

画帖〔富士山他〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

『富士山スケッチ』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 饗庭篁村著
『文学叢書　巣林子撰註』

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） あやめ会著『あやめ草』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 与謝野晶子著『夢の華』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 巌谷小波編
『日本一ノ画噺』（復刻）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『タングラム』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 柳川春葉著
『生さぬなか』中・下

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 菊池幽芳著
『百合子』上・中・下

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 菊池幽芳、鏑木清方著
『百合子画集』上

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 柳川春葉著『かたおもひ』
一・二・三巻

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 一海軍中佐（水野広徳）
著『戦影』

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 田口掬丁著
『ふたおもて』前

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 高峰　博著『夢学』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 桜井忠温著『十字路』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『中学世界』
第十三巻第九号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『お伽世界』
第一巻第一号（原画）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『日曜画報』
第一巻第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『日曜画報』
第一巻第三十九号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『少年世界』
第十八巻第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『少年世界』
第十八巻第十号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『台湾愛国婦人』
第四十五巻

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『文章世界』三月号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『演芸画報』
第七年第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『秀才文壇』
第十三巻第十号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『女子文壇』
第十巻第六号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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杉浦非水（表紙）『ダイヤモンド』
第三巻第八号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『家庭雑誌』
第二巻第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『家庭と玩具』
第二巻第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『家庭』二月号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『婦人倶楽部』
第二巻第九号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『現代』第二巻第四号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『現代』第二巻第六号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 三越呉服店　
春の新柄陳列会

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 三越呉服店　新館落成 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 三越呉服店（エンゼル） 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『三越』　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『みつこしタイムス』　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『三越のショール』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 巌谷季雄編『子宝』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 光風会洋画図案展覧会 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 光風会第二回絵画展覧会 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 南満州鉄道株式会社 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 勧業債券売出　
九月一日より十日まで

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 勧業債券売だし　十一月
廿日より十二月五日まで

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『ツーリスト』第十八号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『THE TOURIST』
Vol. ⅩⅡ　№ 3

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 翠子宛書簡　明治 36 年
11 月 28 日−12 月 3 日付

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

写真〔非水と翠子〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 スケッチ 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 杉浦翠子著
『愛しき歌人の群』

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水、翠子 合作色紙 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 非水図案年賀状　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 スケッチ 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 貯蓄は根の如く　
平和は花の如し

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 貯蓄は根の如く　
平和は花の如し（原画）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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杉浦非水 美味滋強飲料　カルピス 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 星名刺 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 柳川春葉著『かたおもひ』
一・二・三巻

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 田口掬丁著
『ふたおもて』前

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『雄弁』第十五巻第五号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『たかね』第十九号　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『たかね』第十九号（原画）島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 非水図案絵葉書　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『非水の図案』　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『非水一般応用図案集』　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『非水百花譜』（昭和版） 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 スケッチ〔植物〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『アマチュア』
第一巻第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 熱砂（『芸術写真選集』
第一輯所収）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 絵本（『芸術写真選集』
第一輯所収）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 二月堂（『芸術写真選集』
第一輯所収）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『家の光』第三巻第五号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 奥多摩一景 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 土管の雪 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 大仏 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 ペットのまどゐ 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 〔くらげ〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 〔樹氷〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 日立電気冷蔵庫 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 〔浅間山噴火〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 昭和九年十一月廿四日　
新雪の浅間

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 昭和二十二年八月十四日
十二時二十五分位噴火

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 杉浦翠子著『生命の波動』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『短歌至上主義』
第三巻第二号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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杉浦非水 〔潮干狩り〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 岐阜長良川鵜飼と納涼 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 佐渡まで海上二時間 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『家の光』第二巻第八号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『現代』第八巻第十二号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『科学知識』
第十三巻第六号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『科学知識』
第十五巻第四号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 爽快美味滋強飲料　
カルピス

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 「カルピス」
徳用壜包紙（青、赤）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 「カルピス」壜ラベル 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

藤田嗣治 自画像 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

藤田嗣治肖像写真 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

旅行鞄 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 ヨーロッパ日記 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 フランス語ノート 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 スケッチ 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
アルバム

（フランス留学時代）
島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 ヨーロッパ遊学中に
撮影した写真

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

非水アルバム帖 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

アルバム 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 蔵書票
（人魚、飛天）（原画）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
収集物

（工芸品、郷土玩具他）
島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

『外国文字集』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

『名物控帳』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
スクラップブック

（招待券、入場券他）
島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

メニュー 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

ホテルラベル 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

非水宛年賀状 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 銀座三越　四月十日開店 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 新宿三越落成　
十月十日開店

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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杉浦非水（表紙）『大阪の三越』　 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 LETTER TABLET
（孔雀）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 団扇〔青い花〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 団扇〔海景〕 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 七人社第二回
創作ポスター展覧会

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 七人社第三回
創作ポスター展覧会

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 SHICHININSHA 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『アフィッシュ』
第一年第一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

野村　昇 七人社第十回創作図案展 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

青井辰雄 多摩帝国美術学校第Ⅰ回
図案科会展覧会

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

『デセグノ』1 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
杉浦非水、渡邉
素舟共著 『図案の美学』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、

三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−
2022.6.30

杉浦非水、渡邉
素舟編

『実用図案資料大成　
植物資料図案集』上巻

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
杉浦非水、渡邉
素舟編 『世界植物図案資料集成』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、

三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−
2022.6.30

杉浦非水、渡邉
素舟編 『世界人物図案資料集成』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、

三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−
2022.6.30

杉浦非水 巻一男女共通　幾何学的
単独充填模様（原画）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 巻三男子巻四女子　
風景の図案的表現（原画）

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 ヤマサ醤油 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 古河コッパーペイント 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 東洋唯一の地下鉄道　
上野浅草間開通

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 科学の粋をあつめた地下
鉄道　上野浅草間開通

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 科学の力に魂の叫び 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 国の文化は道路から 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 画帖
〔ポスターラフスケッチ他〕

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『非水創作図案集』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 佐藤紅緑著『第一歩』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） エクトル・マロー著（片岡
鉄平訳）『あゝ 故郷』

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（装丁） 沖野岩三郎著
『赦し得ぬ悩み』

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『新曲童謡　大風小風』 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30
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杉浦非水（表紙）『現代』第六巻第六号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『科学』第二巻第三号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『雄弁』第十五巻第十号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『東京』第一巻第二号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『東京』第二巻第一号 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『実業界』
第三十四巻第四号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『処女の友』
第十巻第五号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 『街』第一巻第一号（原画）島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水（表紙）『むれ星』
第二巻第十一号

島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 エスケーコナ石鹸 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 「琥珀ワ ニ゙ス」ラベル 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 黎明無風　浅間連作の内 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

杉浦非水 雨 島根県立美術館、たばこと塩の博物館、
三重県立美術館、福岡県立美術館 杉浦非水　時代をひらくデザイン 2021.6.27−

2022.6.30

畦地梅太郎 島城（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 阿蘇山（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 大正池（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山（山湖シリーズ）
（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　

版画の始まりと終わり
2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山（山湖シリーズ）
（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　

版画の始まりと終わり
2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山（山湖シリーズ）
（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　

版画の始まりと終わり
2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 渋峠の小沼（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 雲海（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 火山のあと（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 雪富士遠望（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 石鎚山（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 槍ヶ岳（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山男（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 二人の山男（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 親子鳥（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 鳥をいだく（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20
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畦地梅太郎 やまのなかま（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 なみだ（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 かりうどと犬（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 残雪のみち（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山のある日（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 冬山の像（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 白い流れ（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山男（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山の呼ぶ声（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 白い山男（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 赤い帽子（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 樹海をとぶ鳥（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 鳥のよぶ声（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山の家族（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 よろこびの山（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 山の家族（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

畦地梅太郎 火の山の家族（寄託作品） 畦地梅太郎記念美術館 畦地梅太郎　下絵・版画展　
版画の始まりと終わり

2021.7.7−
11.20

牧田嘉一郎 松山城 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

塩月桃甫 風景 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

松原一 ダリア 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

古茂田公雄 自画像 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

藤谷庸夫 金扇 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

藤谷庸夫 F 嬢像 五百亀記念館 えひめの美・伊藤五百亀と
郷土ゆかりの作家展

2021.8.18 −
12.20

北川民次 ロバ 府中市美術館 動物の絵　
ふしぎ・かわいい・へそまがり

2021.9.7−
12.20

小林古径 郊野 府中市美術館 動物の絵　
ふしぎ・かわいい・へそまがり

2021.9.7−
12.20

豊田随可 旭丹頂・月黒鶴
（ 寄託作品） 府中市美術館 動物の絵　

ふしぎ・かわいい・へそまがり
2021.9.7−
12.20

柳瀬正夢 MV 時代 レンバッハハウス美術館（ドイツ） Group Dynamics − Collectives 
of the Modernist Period

2021.9.16 −
2022.6.29

中野和高 少女像 徳島県立近代美術館 子どものころ 2021.9.18 −
12.15

古茂田守介 少女 徳島県立近代美術館 子どものころ 2021.9.18 −
12.15
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作　家　名 作　品　名 貸　出　先 展　覧　会　名 貸出期間

加倉井和夫 子 徳島県立近代美術館 子どものころ 2021.9.18 −
12.15

正岡子規 河東碧梧桐宛書簡　
明治 26 年 1 月 31 日付 松山市立子規記念博物館 子規、俳句革新の道 2021.9.22−

11.4

遠藤広実 源氏物語図 徳島市立徳島城博物館 住吉派の興隆と阿波の画人たち 2021.10.8 −
11.26

住吉広賢 清少納言・小督局図
（寄託作品） 徳島市立徳島城博物館 住吉派の興隆と阿波の画人たち 2021.10.8 −

11.26

古茂田美津子 サーカスのテント ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田美津子 街の風景Ⅰ ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田美津子 サーカス（２） ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田美津子 冬日 ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 人物 ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 風景 ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 バレリーナ ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 枯れた向日葵 ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 干魚と壷 ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 貝がら ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 バレリーナ ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 ピーマン ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

古茂田守介 西洋かぼちゃ ミウラート・ヴィレッジ 生誕 100 年　古茂田美津子展　
守介とノスタルジア

2021.11.5 −
2022.2.10

『版』第 4 号 五百亀記念館 棟方志功展　西条市との出会い 2021.12.25
−2022.4.10

『版』第 7 号 五百亀記念館 棟方志功展　西条市との出会い 2021.12.25
−2022.4.10

尾藤二洲 十四字句 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

吉田蔵澤 墨竹 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

三輪田米山 和歌（手にとらば…） 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

下村為山 枯芭蕉に水仙 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

下村為山 河畔図 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

野間仁根 ライオンとかぶと虫 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

野間仁根 迷宮物語 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

村上三島 五言対句（花乱似無主…） 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

建畠大夢 白井雨山像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

土井要輔 子規坐像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31
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作　家　名 作　品　名 貸　出　先 展　覧　会　名 貸出期間

槙江山 義農作兵衛像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

佐々木二六 鐘馗 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

横江嘉純 秋山大将騎馬像 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

秋山好古 達磨図 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

正岡子規 俳句分類初稿本（五月雨） 愛媛県生涯学習センター 愛媛人物博物館常設展示 2022.3.1−
2023.3.31

八木彩霞 石手川堤　夏 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 石手川堤防　雪の朝 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 海老 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 面河渓 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 観音像 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 鯉 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 睡蓮 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 雪中の猛虎 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 瀬戸の船 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 鯛 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 ダゲール街のアトリエ 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 十勝の牧場 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 薔薇 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 薔薇 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 牡丹 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 ライオン 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 裸婦　グランショミエール 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 鯉の滝登り 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

パリにて（八木彩霞、
藤田嗣治、石黒敬七） 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作

品　ヨーロッパの現代アーティスト展
2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 森永ミルクキャラメル
図案他 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作

品　ヨーロッパの現代アーティスト展
2022.3.29 −
4.10

八木彩霞 明治天皇肖像（写真） 愛媛県美術館　特別展示室 八木彩霞・HiRo 彩霞と仲間達の作
品　ヨーロッパの現代アーティスト展

2022.3.29 −
4.10

− 60 −

Ⅲ
　
作
品
の
収
集
事
業
及
び
保
存
管
理



Ⅳ　調査研究事業

下記のテーマで調査研究を行った。

土居聡朋　学芸課長
テーマ： 中世伊予の地域史研究、中世～近代の書・古文書の研究、愛媛県の社会教育史
内　容：
【中世伊予の地域史研究】

当館に寄託されている国指定重要文化財「忽那家文書」の文書様式や内容等について調査研究を
行った。

【中世～近代の書・古文書の研究】
寄贈申し出のあった藤原定家「明月記」断簡や夏目漱石書等、上田青邨収集資料の調査研究を行

い、その成果を「研究紀要」19号にて公開した。
【愛媛県の社会教育史】

主に行政資料を中心に愛媛県立美術館創設時の県・県議会・関係団体の動向を考察し、その成果
を『1970⇔2020 未来へ　愛媛県立美術館設立50周年記念展』図録中の論考として公開した。

長井健　専門学芸員・担当係長
テーマ：三輪田米山の調査研究、杉浦非水と日本のアール・デコ
内　容：
【三輪田米山の調査研究】

令和３年度企画展「生誕200年　三輪田米山展」開催に向けて、県内外の米山作品調査を行い、
その成果を展覧会および図録にて発表した。

【杉浦非水と日本のアール・デコ】
杉浦非水が近代日本のグラフィックデザイン創成期に果たした役割を検証し、特に、渡欧経験に

より得たヨーロッパのデザインの様式と理念を、どのように日本に紹介して、いわば「日本のアー
ル・デコ」が展開していったかの調査研究を行った。また、令和３年度より全国巡回する「杉浦非
水　時代をひらくデザイン」展の全体監修を担当し、出品交渉や展示構成等の準備を行った。

鈴木有紀　専門学芸員・担当係長
テーマ：「対話型鑑賞」を応用した常設展示の研究
内　容：
【対話を軸とした常設展示活動の研究】

平成27年度～30年度まで実施したえひめ「対話型授業」プロジェクトで得た知見をもとに、常設
展示室内で「対話的」な展示について実践・模索した。

高木学　教育専門員
テーマ：美術作品への関心を高めるセルフガイドの活用について
内　容：　展示作品について興味を持って鑑賞できるツールとしてのセルフガイドについて調べた。対象と

する年齢に応じて発問や活用方法を変えるなど、作品に興味が向かうような工夫があり、それらを
参考に小中学校向けに、展示作品と学習内容を結び付けることができる内容のチラシを作成した。
今後は、一つ一つの作品を深く鑑賞することのできるセルフガイドの作成を行いたい。
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田代亜矢子 専門学芸員
テーマ：視覚に頼らない鑑賞方法（触図・対話）について、アートカードゲームについて
内　容：
【視覚に頼らない鑑賞方法について】

コレクショントークプラスとして対話型鑑賞法を基礎に、ナビゲーター２名体制での鑑賞を２か
月に一回のペースで実施しながら、改善試行を繰り返している。また、2.5D印刷を得意とする株式
会社佐川印刷と共同で作品図版を分版した触図制作を行った。

【アートカードゲームについて】
アートカードゲーム100の作成に向け、所蔵作品より作品選定、遊び方を検討した。

石﨑三佳子　専門学芸員
テーマ：「みることを考える」取り組み、リモートイベント
内　容：
【「みることを考える」取り組み】

コレクション展において、音をテーマに音に関わる作品紹介や音を意識した作品鑑賞を促す展示
を行うとともに、手で触ることのできる素材ツールを設置し、視覚以外の感覚を意識した美術の楽
しみ方を試行した。併せて、コレクション展に合わせたワークショップを実施した。

【リモートイベント】
県外在住の郷土作家をリモートでつなぎ、自身の作品や制作について語っていただくアーティス

トトークを開催するにあたり、作家の選定、リモートイベントの方法について検討した。

武田信孝　専門学芸員
テーマ：欧米と日本を中心とした近現代美術史
内　容：　令和３年度企画展「ミレーから印象派への流れ」の開催にあたり、会場掲示用のコラム「モネと

ジヴェルニー」の原稿を執筆した。音声ガイド原稿の校閲を行った。加えて、同展関連行事とし
て、「企画展プレビュー」と題し土曜講座の講義を２回行い、ショート・レクチャー「ミレーの芸
術」の講師を９回務め、同展を観覧する団体（愛媛大学教育学部配当科目「西洋美術史」履修者及
び担当教員）対象の講座の講師を１回務めた。

令和３年度特別展「HELLO! えひめの企業アートコレクション　ひろがる美のかたち」の開催に
あたり、会場掲示用の解説９件（西洋近代彫刻、日本近代洋画、日本現代工芸）の原稿を執筆し
た。

杉山はるか　専門学芸員
テーマ：水木しげる研究、県内企業コレクションについて、県ゆかりの現代作家について
内　容：
【水木しげる研究】

水木しげる展の実施に際し、その作品を中心に作家の生涯を研究し、講座を実施した。
【県内企業コレクションについて】

企業コレクション展の開催に際し、各企業のコレクションを調査の上、展覧会を構成し、リーフ
レットを作成した。

【県ゆかりの現代作家に関する調査研究】
県ゆかりの作家についての調査研究。本県出身の書家・紫舟の複製版画刊行に添える文章を執筆

した。
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五味俊晶　学芸員
テーマ：平等院所蔵品の調査、松本仙挙や矢野橋村を始めとする愛媛県に関わりの深い日本画家の作品調

査、デザイン史に関する調査研究 
内　容：
【平等院所蔵品の調査】

「平等院鳳凰堂と浄土院」展の実施に際し、平等院の所蔵作品を調査し、展覧会の開催につなげ
た。また新規作成した図録において作品解説を行った。

【松本仙挙や矢野橋村を始めとする愛媛に関わりの深い日本画家の作品調査】
愛媛県にゆかりの深い日本画家についての調査を行い、コレクション展「かわいい展」のなかで

紹介した。また、『研究紀要』20号において松本仙挙と矢野橋村についての論考を発表した。
【デザイン史に関する調査研究】

日本のデザイン史やイラストレーションに関する調査研究を行い、令和３年度より全国巡回する
「杉浦非水　時代をひらくデザイン」展の図録に論考を掲載した。

青木朋子　学芸員
テーマ：杉浦非水コレクションの分析
内　容：　当館所蔵の杉浦非水の日記や画帳に残る文章について研究し、『研究紀要』20号において論考を

発表した。また、令和３年度より全国巡回する「杉浦非水　時代をひらくデザイン」展の図録にも
論考を掲載した。
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１　普及啓発事業

⑴　連続講座
①はじめましてのコレクション
　―藤原定家、夏目漱石、都路華香など

内　　容　新収蔵品の上田星邨コレクションを書跡と絵画に分け
て解説した。

講　　師　土居聡朋学芸課長、長井健担当係長
日　　時　６/５（土）・７/３（土）　各14：00～15：30
受講人数　延　44　名　（募集対象　一般　30名）

②水木しげるのゲゲゲの人生
内　　容　企画展に即し、水木しげるの誕生から漫画家への道の

りについて解説した。
講　　師　杉山はるか専門学芸員
日　　時　７/24（土）・８/21（土）　各14：00～15：30
受講人数　36　名　（募集対象　一般　30名）
　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため２回目は中止。

⑵　レクチャー
①畦地梅太郎と愛媛の山

内　　容　コレクション展に関連し、畦地梅太郎と愛媛の山と題
し解説した。

講　　師　杉山はるか専門学芸員
日　　時　10/30（土）　14：00～15：30
受講人数　15　名　（募集対象　一般　60名）

②戦国時代　河野氏の肖像画について
内　　容　松山にかつて伝わっていた戦国時代河野氏の肖像画の

像主比定や描かれた数について解説した。
講　　師　土居聡朋学芸課長
日　　時　11/27（土）　14：00～15：30
受講人数　12　名　（募集対象　一般　60名）

③数えて考える日本美術―百福の系譜
内　　容　複数個から構成される美術作品を紹介しつつ、日本美

術が内包する複数性の重要性について解説した。
講　　師　五味俊晶学芸員
日　　時　12/11（土）　14：00～15：30
受講人数　30　名　（募集対象　一般　60名）

④非水さんとその仲間たち
内　　容　杉浦非水の日記や年賀状をもとに交友関係について解

説を行った。
講　　師　青木朋子学芸員
日　　時　１/15（土）　14：00～15：30
受講人数　６　名　（募集対象　一般　60名）

Ⅴ　教育普及事業

− 64 −

Ⅴ
　
教
育
普
及
事
業



⑤俳文学と美術
内　　容　正岡子規の写生論を軸に、近代における俳文学と美術

の相互関係について解説した。
講　　師　長井健担当係長
日　　時　２/５（土）　14：00～15：30
受講人数　10　名　（募集対象　一般　60名）

⑶　ワークショップ
①みることを考える

内　　容　視覚以外の感覚も働かせながらいろいろな角度で「み
る」ことを試した。

　　　　　＜音と楽しむ＞
　　　　　　作品から聞こえてくる音を拾い集め、その音と結び

つく作品を探すゲームを行った。また、八木良太
《VINYL》（氷のレコード）を実演した。　

　　　　　＜コレクショントークplus plus＞
　　　　　　アイマスクや触図（絵画の構図を凹凸で表したも

の）、会話を用いて、作品鑑賞を楽しんだ。
講　　師　石﨑三佳子専門学芸員・田代亜矢子専門学芸員・高木

学教育専門員
日　　時　10/23（土）、12/４（土）　各14：00～15：30
参加人数　延　19　名　（定員　12名）

②じっくり軸JIKU
内　　容　掛軸を見て、巻いて、楽しんだ。
講　　師　鈴木有紀担当係長
日　　時　２/26（土）　14：00～15：30
参加人数　６　名　（定員　12名）

⑷　親子ワークショップ
　簡単に制作できるキットを使って、参加者だけでできる講座を行った。
　

時　　間　各13：00～14：00、14：00～15：30
募集対象　各２組（一般の方、１名の参加可）

①ポリ袋でミニポーチ
内　　容　ポリ袋をアイロンで貼り合わせて、小さな小物入れを

つくった。
担　　当　石﨑三佳子専門学芸員
日　　時　４/４、11、18、25　各日曜日
　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、18日、25日は

　中止。
参加人数　延　26　名

②竹で音を出そう
内　　容　竹が出す音を楽しみながら、打楽器をつくる。
担　　当　田代亜矢子学芸員
日　　時　５/２、９、16、23、30　各日曜日
　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。
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③傘にペイントしよう
内　　容　ビニールに塗ることのできる絵の具を使って、雨の日

に楽しむ傘を作った。
担　　当　高木学教育専門員
日　　時　６/６、13、20、27　各日曜日
参加人数　延　42　名

④ダンボール・モビール
内　　容　夏をイメージしたダンボール型にお絵かきして、モビ

ールに組み立てた。
担　　当　田代亜矢子専門学芸員
日　　時　７/４、11、18、25　各日曜日
参加人数　延　38　名

⑤木っ端でスタンプ
内　　容　木っ端のスタンプを使ってオリジナルエコバックを作

った。
担　　当　鈴木有紀担当係長
日　　時　８/１、８、15、22、29　各日曜日
　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、15日以降は中

止。
参加人数　延　21　名

⑥石ころアート　～不思議ないきものづくり～
内　　容　石に目や足など、いろいろなパーツを付けて、オリジ

ナルのいきものをつくった。
担　　当　高木学教育専門員
日　　時　９/５、12、19、26　各日曜日
　　　　　※新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

⑦はじき絵でクリスマスツリー
内　　容　クレヨンが絵の具をはじくことを使った『はじき絵』

で紙のクリスマスツリーをつくった。
担　　当　高木学教育専門員
日　　時　11/７、14、28　各日曜日
参加人数　延　29　名

⑧めかくしスケッチ
内　　容　美術館の絵を「ヒント」にイメージして絵を描き、最

後に展示室で絵を探した。
担　　当　鈴木有紀担当係長
日　　時　１/９、16、23　各日曜日
参加人数　延　13　名
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⑨折り染めに挑戦
内　　容　和紙４枚を三角形や四角形に折ってできた角や線に染

料で染めて、模様をつけた。
担　　当　田代亜矢子専門学芸員
日　　時　２/13、20、27　各日曜日
参加人数　延　16　名

⑩小さなうつわをつくろう
内　　容　粘土で植木鉢、小物入れなど小さなうつわをつくっ

た。
担　　当　石﨑三佳子専門学芸員
日　　時　３/13、20、27　各日曜日
参加人数　延　20　名

⑸　土曜講座
内　　容　学芸員の調査・研究活動の成果や日々の美術館での活

動について紹介する。
講　　師　当館学芸課職員
日　　時　土曜日　各14：00～（他のイベント開催時は休止）
参加人数　延　95　名（開催回数　６回）

№ 開　催 講　座　名 講　師

１ ４/10 革タグをつくろう 高 木 　 学 ＊
２ ４/17 ピンホール写真を体験しよう 田 代 亜 矢 子 ＊
３ ５/29 最後まで藍液から色を取り出そう！ 田 代 亜 矢 子 ＊
４ ６/19 令和２年度新収蔵品展より 杉 山 は る か
５ ６/26 フラワーペーパーで睡蓮をつくろう 高 木 　 　 学
６ ７/３ 企画展プレビュー 武 田 　 信 孝
７ ７/10 企画展プレビュー 武 田 　 信 孝
８ 7/17 美術館におばけを描こう 高 木 　 　 学
９ ８/７ 美術館におばけを描こう 高 木 　 　 学
10 ８/28 ポリ袋でミニポーチ 石 﨑 三 佳 子 ＊
11 ９/４ 『非水百花譜』の世界 長 井 　 　 健 ＊
12 ９/11 みる・考える・話す・聴く　―木版画の森探検― 鈴 木 　 有 紀 ＊
13 ９/18 日本美術に見る「かわいい」 五 味 　 俊 晶 ＊
14 ９/25 みる、よむ忽那家文書　―中世瀬戸内海の世界― 土 居 　 聡 朋 ＊

※＊は新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止。

⑹　コレクショントーク　
内　　容　所蔵作品を対話型鑑賞で楽しむワークショップ。コロナ感染対策のため研修室にてスライドで

実施。
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ　当館学芸員・当館作品ガイドボランティア
日　　時　４/４（日）６/６（日）30（水）７/７（水）16（金）25（日）８/１（日）11（水） 

９/８（水）17（金）26（日）10/６（水）24（日）11/３（水）12（金）21（日）12/１（水）
12（日）１/９（日）19（水）28（金）２/６（日）23（水）３/４（金）13（日）23（水） 
各14時～15時

参加人数　延　289　名　（開催回数　26回）
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⑺　コレクショントーク＋
内　　容　見える人も見えない人も一緒に作品鑑賞を楽しむワークショップ。コロナ感染対策のため研修

室にてスライドで実施。
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ　当館学芸員・当館作品ガイドボランティア
日　　時　６/18（金）10/15（金）12/17（金）２/18（金）各14時～15時30分
参加人数　延　62　名　（開催回数　４回）

２　創作活動支援事業

⑴　アトリエの設置
創作活動ができる場として、アトリエ１（版画全般）、アトリエ２（染織、木工、写真等）を設置し、県

民に開放している。

アトリエ利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：開館日数以外は人）

区　分 開室日数
利用人数

計
アトリエ１ アトリエ 2 アトリエひろば

４月 20 21 53 0 74

５月 0 0 0 0 0

６月 26 49 103 0 152

７月 27 47 285 0 332

８月 26 23 75 0 98

９月 26 31 27 0 58

10 月 27 64 83 0 147

11 月 25 48 123 0 171

12 月 24 37 61 0 98

１月 23 39 53 0 92

２月 24 22 70 0 92

３月 26 25 82 0 107

計 275 406 1,015 0 1,421

１日平均 1.5 3.6 0 5.2
※アトリエひろばの開設は感染防止のため中止
※４月24日～５月31日は新型コロナウイルス感染拡大防止のため臨時休館

⑵　創作学習の支援
アトリエ等での創作活動を行うにあたって、制作方法や技法などについて相談にのり、アドバイスを行っ

た。また、アトリエの利用促進のため、下記の事業を開催した。

①アトリエ教室
初めてアトリエを利用する方に、利用者の要望に対応した基本的な機材の使い方や制作手順を指導するワ

ークショップを開催した。
日　　時　アトリエ１（版画）　第１･３水曜日・土曜日 

アトリエ２（多目的）　第２･４水曜日・土曜日
種　　目　シルクスクリーン、銅版画、ポリエステルフィルム・リトグラフ、ドライポイント、紡ぎ、染

め（インド藍・草木染め）、フェルト、おひさま写真など
対 応 者　高木学教育専門員・石﨑三佳子専門学芸員・田代亜矢子専門学芸員
参加人数　延　120　名（開催回数　41回）
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３　美術情報関係事業
⑴　美術館情報発信
①ホームページ、SNSでの情報発信
　　美術館の概要、展覧会や講座の案内などを紹介している。（https：//www.ehime-art.jp/）

②年間予定表「みるん・するん」
　みるん（展覧会スケジュール）・するん（教育普及プログラム）を掲載したイベントスケジュールを半期
毎に変形６折れで、各10,000部発行した。

③美術館ニュース「Canforo（カンフォロ）」の発行
　第62号（令和３年７月）、第63号（令和４年２月）をＡ４版、４頁で各2,000部刊行した。

②夏休みイベント
夏休み版　親子ワークショップ
「うちわにコラージュしよう！」
　うちわに色紙や雑誌の切り抜きを貼り付けて、オリジナルの
うちわを作った。
「異なものオブジェ」
　石や流木に針金で手足をつけて、不思議な生き物を作った。
日　　時　７/22（木・祝）・23（金・祝） 

①10：30～、②11：15～、③13：00～、④13：45～、
⑤14：30～（所要時間30分程度）

参加人数　延　122　名（定員　各５組）

④メールマガジンの配信
メールマガジン「カンフォロ」を月１回配信している。

⑵　美術情報の提供
①美術館情報図書コーナーの設置

　新館１階に美術情報図書コーナーを開設、一般の利用に役立てている。
　収蔵図書数　計44,179冊（閉架を含む）

②ＤＶＤ上映ブース
　美術情報図書コーナー内に２台のＤＶＤ上映ブースを設置し、希望者が視聴できる。
　上映ＤＶＤ数　計46番組

【第62号】 【第63号】
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４　他機関との連携事業
⑴　館内プログラム

美術館活用を希望する団体からの研修依頼に応え、当館学芸員及び職員が講師を務めた。

①教員研修の受け入れ

研　修　名 日　　　時 対　象　者 人　数 研　修　内　容

１
松 山 市 教 育 セ ン タ ー
「 課 題 別 実 践 力
向 上 セ ミ ナ ー 」

８/６（金）
9：40～12：00 小中学校教諭 ９ 対話型鑑賞

合　　　　　　計 ９

②学校団体の受け入れ
　ア　職場体験の対応

研 修 名 日 時 対象者 人数 研修内容

１ 松 山 市 立 日 浦 中 学 校 10/20（水）～ 22（金）
9：30 ～ 15：00 中学 2 年生 １ 施設見学、展示室のひみつ探し、

収蔵庫清掃、館内 WS 補助等

２ 松 山 市 立 鴨 川 中 学 校 11/10（水）～ 12（金）
9：30 ～ 15：00 中学 2 年生 ４ 施設見学、展示室のひみつ探し、

プロムナード補助、対話型鑑賞等

３ 松 前 町 立 松 前 中 学 校 11/16（火）・17（水）
9：30 ～ 15：00 中学 2 年生 ４ 施設見学、開館記念日準備、展

示室のひみつ探し、ＷＳ準備等

合　　　　　　計 ９

　イ　体験学習の受け入れ
　　学校団体等の要望により、アトリエでの創作体験学習の対応をした。　　　　　　　※人数の（　）は引率者数

学　校　名 日　　　時 対　象　者 人　数 活　動　内　容

１ ㈱石原スポーツクラブ
学 童 保 育 ⅰ ま な び 塾

４/７（水）
10：00～12：00 小学生 21

（２）
展覧会鑑賞
創作体験「大きな風船」

２ 第 一 高 等 学 院 ６/17（木）
13：00～15：00 高校生 10

（１） レジ袋からエコバッグ

３ 道 後 み ら い ク ラ ブ ７/３（土）
10：00～16：00 未就学児親子 70 藍染体験

４ KTCおおぞら高等学院
（ リ モ ー ト 対 応 ）

７/５（月）
11：20～12：10 高校生 50

（１） 美術館・学芸員について

５ N P O 法 人 い よ
コ コ ロ ザ シ 大 学

８/11（水）
13：30～15：00 小学生 43

（３） 対話型鑑賞

６ だ ん だ ん ８/12（木）
10：00～13：00 小学生 18

（４） 創作体験「おひさま写真」

７ 松山ビジネスカレッジ 10/４（月）
9：40～16：20 専門学生 ４

（１） シルクスクリーン体験

８ 愛 光 学 園 10/21（木）
9：40～14：30 中学生 220

（11）
展覧会鑑賞
対話型鑑賞

９ KTCおおぞら高等学院 11/18（木）
13：00～14：30 高校生 ３

（２） レジ袋でエコバック

10 福 山 市 視 覚 障 害 者
地域活動支援センター

12/６（月）
11：00～12：00

障がい者
施設職員 26 コレクショントーク＋

合　　　　計 465
（25）
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　ウ　展覧会観覧受け入れ

展　　覧　　会　　名
児 童・生 徒 数

合　計
幼稚園 小学校 中学校 高等学校 大学･

専門学校
特別支援
学校等

１ 名 刀 は 語 る （ コ ロ ナ 対
策 に よ り 中 止 ・ 延 期 ）

２ ミ レ ー か ら 印 象 派 へ の 流 れ
２校 ３校 １校 ６校

60名 260名 146名 466名

３ 追 悼 水 木 し げ る
ゲ ゲ ゲ の 人 生 展

１校 １校 ２校 ４校

64名 215名 27名 306名

４ 生 誕 2 0 0 年 三 輪 田 米 山 展
４校 ３校 32校 39校

237名 326名 394名 957名

５ 平 等 院 鳳 凰 堂 と 浄 土 院
そ の 美 と 信 仰

２校 ５校 26校 １校 34校

104名 322名 281名 16名 723名

６ 特 別 展 　 え ひ め の 企 業
ア ー ト コ レ ク シ ョ ン

２校 ２校

305名 305名

７ コ レ ク シ ョ ン 展
７校 11校 62校 ２校 82校

405名 1428名 1134名 58名 3,025名

合　　　　計
２校 14校 25校 123校 ３校 167校

60名 810名 2,856名 1,982名 74名 5,782名

③令和３年度　愛媛県インターンシップ
愛媛県インターンシップの受け入れを行った。
実習期間　８/19（木）～23（月）　各９：30～18：00
松山大学
実 習 生　１名（新型コロナ感染症拡大防止により愛媛大学１名キャンセル）

⑵　館外プログラム
施設や団体等の美術に関する事業依頼に応じ、当館学芸員及び職員を派遣した。

【講義・レクチャー】
①「愛媛県美術館コレクションによるおでかけ美術館」講演会

内　　容　愛媛県美術館のコレクション
日　　時　６/13（日）　14：00～15：30
場　　所　五百亀記念館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　30　名

②黒潮町対話型授業研究会／黒潮町教育委員会　（各小中学校教職員・教育委員会職員）
内　　容　対話型鑑賞を用いた出前授業及び講話・助言『対話的授業とは～子どもの考えを引き出し、対

話をつなげる手法～』
日　　時　６/23（水）　14：30～16：40
場　　所　黒潮町立入野小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　31　名
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③松山市立垣生小学校４年４組（図画工作科　対話型鑑賞）の授業
内　　容　図画工作科　対話型鑑賞の授業
日　　時　７/１（木）　９：00～10：00
場　　所　松山市立垣生小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　24　名

④企画展「杉浦非水　時代をひらくデザイン」記念講演会
内　　容　杉浦非水が目指したもの：その生涯と仕事
日　　時　７/24（土）　14：00～15：30
場　　所　島根県立石見美術館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　25　名

⑤オリーブ学級／西条市神拝公民館
内　　容　絵画鑑賞初心者向けの対話型鑑賞
日　　時　７/28（水）　10：00～11：30　
場　　所　神拝公民館
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　中止

⑥東予コミュニティ・カレッジ「愛媛の博物館・研究機関講座」／愛媛県生涯学習センター
内　　容　広重が描いた「伊予西條」を読む
日　　時　７/30（金）　13：30～15：30　
場　　所　愛媛県総合科学博物館
講　　師　土居聡朋学芸課長
参加人数　30　名

⑦黒潮町対話型授業研究会／高知県黒潮町教育委員会
内　　容　１学期の振り返り・実践交流及び助言
日　　時　８/３（火）　15：00～16：45
場　　所　黒潮町役場　
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　12　名

⑧坂の上の雲ミュージアム連続講座「近代国家とは何か」
内　　容　近代洋画について
日　　時　８/14（土）　14：30～16：00
場　　所　松山市坂の上の雲ミュージアム
講　　師　青木朋子学芸員
参加人数　13　名

⑨鬼北町研修主任委員会／鬼北町教育委員会、鬼北町教育振興会、鬼北町研修主任委員会
内　　容　根拠を持って自分の意見が言える子どもの育て方-２学期から使える対話型鑑賞-
日　　時　８/17（火）　13：30～15：30
場　　所　鬼北町立三島小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　コロナ禍により中止
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⑩八幡浜市教頭会出前鑑賞ワークショップ／八幡浜市教育委員会
内　　容　対話力を高めるための絵画作品鑑賞ワークショップの実施、指導者のファシリテーターとして

の役割の伝授　等
日　　時　10/１（金）　14：45～15：45
場　　所　八幡浜市保内庁舎３F大会議室
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　22　名

⑪第59回広島県造形教育研究大会　記念講演『教えない授業』に載せきれなかったこと
内　　容　著書「教えない授業」～美術館発「正解のない問い」に挑む力の育て方
日　　時　10/15（金）　８：40～12：40
場　　所　福山市立桜丘小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　中止

⑫「杉浦非水　時代をひらくデザイン」記念講演会
内　　容　杉浦非水が目指したもの：その生涯と仕事
日　　時　10/17（日）　14：00～15：30
場　　所　たばこと塩の博物館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　40　名

⑬課題別研修「【小・図画工作】新学習指導要領を踏まえた図画工作の授業づくり」
内　　容　「対話型鑑賞の考え方と基本スキルについて」「ナビゲーションの実践」
日　　時　10/19（火）　13：10～16：00
場　　所　愛媛県総合教育センター
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　４　名

⑭松蔭小学校職員研修
内　　容　「絵画作品鑑賞ワークショップ」～指導者のファシリテーターとしての役割～
日　　時　10/20（水）15：15～16：30　
場　　所　八幡浜市立松蔭小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　14　名

⑮坂の上の雲ミュージアム連続講座「松山」
内　　容　中世の伊予松山研究最前線
日　　時　10/23（土）　14：30～16：00
場　　所　松山市坂の上の雲ミュージアム
講　　師　土居聡朋学芸課長
参加人数　20　名

⑯課題別研修「【中・美術、県立・芸術】新学習指導要領を踏まえた図画工作の授業づくり」
内　　容　「対話型鑑賞の考え方と基本スキルについて」「ナビゲーションの実践」
日　　時　10/26（火）　13：10～16：00
場　　所　愛媛県総合教育センター
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　３　名
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⑰出前鑑賞ワークショップ（２・４・６年児童及び教職員）
内　　容　児童の対話力を高めるための絵画作品鑑賞ワークショップの実施、指導者のファシリテーター

としての役割の伝授　等
日　　時　10/27（水）　10：20～14：30
場　　所　八幡浜市立白浜小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長・作品ガイドボランティア
参加人数　70　名

⑱伊予史談会　令和３年11月例会
内　　容　愛媛における三輪田米山評価・顕彰の趨勢
日　　時　11/７（日）　９：30～12：00
場　　所　愛媛県生活文化センター
講　　師　長井健担当係長
参加人数　30　名

⑲町立久万美術館イベント「アート茶話」
内　　容　座談会形式の教育普及活動「三輪田米山展について」
日　　時　11/７（日）　14：00～15：00
場　　所　町立久万美術館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　14　名

⑳出前鑑賞ワークショップ
内　　容　児童の対話力を高めるための絵画作品鑑賞ワークショップの実施、指導者のファシリテーター

としての役割の伝授等
日　　時　11/10（水）、２/17（木）　各10：20～14：20
場　　所　八幡浜市立白浜小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長・作品ガイドボランティア
参加人数　各　169　名

�中予コミュニティ・カレッジ「愛媛の博物館講座」／愛媛県生涯学習センター
内　　容　三輪田米山の書、その魅力について
日　　時　11/18（木）　13：30～15：30
場　　所　愛媛県美術館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　23　名

�黒潮町対話型授業研究会／黒潮町教育委員会
内　　容　対話型鑑賞を用いた出前授業及び講話・助言『対話的授業とは～子どもの考えを引き出し、対

話をつなげる手法～』
日　　時　11/18（木）　14：30～16：35
場　　所　黒潮町立入野小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　31　名

�図画工作科（対話型鑑賞）の授業
内　　容　第４学年　図画工作科（対話型鑑賞）の授業
日　　時　12/８（水）３/15（火）　11：15～12：00
場　　所　愛南町立一本松小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　23　名
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�図画工作科（対話型鑑賞）の授業
内　　容　３学年図画工作科（対話型鑑賞）の授業
日　　時　12/８（水）　13：25～14：10
場　　所　愛南町立平城小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長・作品ガイドボランティア
参加人数　44　名

�対話型鑑賞
内　　容　対話型鑑賞（３年生・５年生）
日　　時　12/９（木）　10：25～12：00、 

１/27（木）・２/25（金）・３/14（月）　11：15～14：25
場　　所　八幡浜市立松蔭小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　40　名

�トークセッション　苦難を乗り越え、時代を駆け抜けた　愛媛県出身の三人の偉人
　―八木彩霞×重見周吉×和田重次郎／和田重次郎顕彰会事務局

内　　容　トークセッション講師
日　　時　12/12（日）　13：00～15：00
場　　所　愛媛県美術館　講堂
講　　師　長井健担当係長
参加人数　60　名

�出前鑑賞ワークショップ
内　　容　児童の対話力を高めるための絵画作品鑑賞ワークショップの実施、指導者のファシリテーター

としての役割伝授等
日　　時　12/15（水）、２/17（木）　各10：20～14：20
場　　所　八幡浜市立白浜小学校
講　　師　鈴木有紀担当係長・作品ガイドボランティア
参加人数　各　169　名

�「杉浦非水　時代をひらくデザイン」記念講演会
内　　容　杉浦非水が目指したもの：その生涯と仕事
日　　時　１/16（日）　14：00～15：30
場　　所　三重県立美術館
講　　師　長井健担当係長
参加人数　55　名

�心のバリアフリーシンポジウム「アートと障がい者福祉はなぜ融合してこなかったのか」／
　「とうおんアート・ラボ」実行委員会

内　　容　愛媛県美術館における視覚障がい者の鑑賞活動補助の取り組みについて
日　　時　２/11（金）　16：00～18：00
場　　所　東温アートヴィレッジセンター・アトリエNEST
講　　師　石﨑三佳子専門学芸員
参加人数　41　名

�黒潮町対話型授業研究会／黒潮町教育委員会
内　　容　一年間の振り返り・まとめ
日　　時　３/10（木）　15：30～16：40
場　　所　黒潮町役場
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加人数　12　名

− 75 −

Ⅴ
　
教
育
普
及
事
業



�美術館博物館委員会東西合同シンポジウム「美術史が生まれる現場から」発表報告／美術史学会
内　　容　杉浦非水コレクション―収集と活用の25年
日　　時　３/12（土）　13：00～17：00
場　　所　オンライン形式
講　　師　長井健担当係長
参加人数　約　100　名

【ワークショップ】
①西条市中公民館「けんびワークショップ」

内　　容　対話型鑑賞、新聞紙で遊ぼう、竹の楽器作り、藍染め体験、など
日　　時　６/12（土）、６/26（土）、７/17（土）、10/30（土）、11/13（土）、12/18（土）、
　　　　　１/15（土）、３/５（土）各９：30～11：00
　　　　　※３月は、コロナ感染症対策のため材料、使用書にて個々で創作
場　　所　西条市中央公民館
講　　師　鈴木有紀担当係長、石﨑三佳子専門学芸員、田代亜矢子専門学芸員、青木朋子学芸員、高木学

教育専門員
参加人数　のべ　233　名

②惣開校区連合自治会「令和２年度惣開小学校　プリンス＆プリンセス教室」
内　　容　新聞紙で遊ぼう・絵の具で遊ぼう
日　　時　８/６（金）　10：00～14：30
場　　所　惣開公民館
講　　師　石﨑三佳子専門学芸員、田代亜矢子専門学芸員
参加人数　のべ　65　名
　

③松山市立北条南中学校　文化祭
内　　容　コラグラフ
日　　時　10/31（日）　12：55～14：40
場　　所　松山市北条南中学校
講　　師　高木学教育専門員、田代亜矢子専門学芸員
参加人数　20　名

④SDGsアート・フェスティバル事業／多喜浜小学校1年生
内　　容　石ころアート水族館～多喜浜の海の生き物～
日　　時　11/９（火）　９：30～11：30
場　　所　あかがねミュージアム
講　　師　高木学教育専門員
参加人数　13　名

⑤まなび推進課「夢まつり」
内　　容　竹琴・革タグ
日　　時　11/27・28（土・日）　27日　10：00～15：30、28日　10：00～14：30
場　　所　県民文化センター
講　　師　鈴木有紀担当係長、石﨑三佳子専門学芸員、田代亜矢子専門学芸員、高木学教育専門員
参加人数　159　名

⑥湯山児童クラブ
内　　容　クリスマスツリー
日　　時　12/23（木）　13：30～15：00
場　　所　第１・３湯山児童クラブ
講　　師　石﨑三佳子専門学芸員、田代亜矢子専門学芸員、高木学教育専門員、創作ボランティア
参加人数　38　名
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⑦生涯学習センター「ふれあいフェスタ」
内　　容　ちょっと変わった織り体験
日　　時　２/27（日）　10：30～15：30
場　　所　愛媛県生涯学習センター
講　　師　田代亜矢子専門学芸員、石﨑三佳子専門学芸員、高木学教育専門員
参加人数　70　名

　　
⑶　大学との連携
①令和３年度　博物館実習
　学芸員資格取得のための博物館実習の受け入れを行った。

実習期間　８/２（月）・４（水）～８（日）　各９：30～18：00
受入大学　愛媛大学法文学部、広島大学教育学部
実 習 生　８　名

②愛媛大学理学部「博物館資料保存論」
　学芸員資格取得のための博物館学課程科目の授業を行った。

日　　時　９/22（水）　13：30～15：30
講　　師　長井健担当係長・鈴木有紀担当係長
参加人数　41　名

⑷　調査・委員・審査・原稿執筆

【調査】

内　容 主催 実施日（期間） 対応者

伊予市内における未指定文化財調査 伊予市教育委員会 ２/ ２（水） 長井健担当係長

「杉浦非水　時代をひらくデザイン」にかかる
作品調査（アドミュージアム、地下鉄博物館） 毎日新聞社 ３/16（水）～ 

３/17（木） 長井健担当係長

【委員】

内　容 主催 実施日（期間） 対応者

史跡河後森城跡調査・整備検討委員会委員 松野町 ４/ ２（金）～
３/31（木） 土居聡朋学芸課長

ギャラリーしろかわ運営審議会委員 西予市立美術館ギャラ
リーしろかわ

R ３ ４/ １（木）～
R ５ ３/31（金） 石﨑三佳子専門学芸員

松山市文化財保護審議会委員 松山市教育委員会 R ３ ４/ １（木）～
R ５ ３/31（金） 長井健担当係長

松山市社会教育委員 松山市教育委員会 R ３ 11/15（月）～
R ５ 11/14（火） 長井健担当係長
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【審査】

内　容 主催 実施日（期間） 対応者

「水」への絵はがき応募作品の審査 松山市水資源対策課 ７/19（月） 高木学教育専門員

「かまぼこ板の絵」展覧会　知事賞選考 文化振興課 ７/20（火） 高木学教育専門員

令和３年度愛媛県県民総合文化祭総合プログ
ラム表紙原画デザイン選考委員会 文化振興課 ８/ ２（月） 武田信孝専門学芸員

歯・ロの健康に関する図画・ポスターコンクー
ル、啓発標語コンクール 愛媛県歯科医師会 ９/14（火） 高木学教育専門員

愛媛県薬物乱用防止啓発用ポスター 愛媛県薬務衛生課 ９/15（水） 高木学教育専門員

「心の輪を広げる体験作文」及び「障害者週間
ポスター」の審査会

愛媛県障がい者社会参
加推進センター ９/17（金） 高木学教育専門員

緑化キャンペーンポスター原画 （公財）愛媛の森林基金 10/ ４（月） 高木学教育専門員

障がい者芸術文化祭～愛顔ひろがるえひめの
障がい者アート展～

愛媛県障がい者アート
サポートセンター 11/26（金） 高木学教育専門員

【原稿執筆】

内　容 掲載誌 執筆者

三輪田米山生誕 200 年によせて　米山の書 『月刊絵手紙』令和 3 年 4 月号～ 9 月号 
（月刊絵手紙、令和 3 年 4 月～ 9 月） 長井健担当係長

連載「アートの宝石箱から」　矢野橋村《柳蔭書堂図》 『愛媛新聞』令和 3 年 4 月 3 日 五味俊晶学芸員

連載「アートの宝石箱から」　高橋周桑《梅》 『愛媛新聞』令和 3 年 4 月 18 日 五味俊晶学芸員

連載「アートの宝石箱から」　下村為山《月下宿鳥図》 『愛媛新聞』令和 3 年 5 月 1 日 五味俊晶学芸員

連載「アートの宝石箱から」　松本奉山《萬翠荘》 『愛媛新聞』令和 3 年 7 月 3 日 青木朋子学芸員

木下恵介個展　リーフレット解説文 木下恵介個展
（GALLERY TAGA2、令和 3 年 7 月 5 日） 杉山はるか専門学芸員

連載「アートの宝石箱から」　富岡鉄斎《鮮魚図》 『愛媛新聞』令和 3 年 8 月 5 日 五味俊晶学芸員

第 40 回愛媛広告賞会報　審査員としてのコメント 『愛媛広告協会報№ 85』
（愛媛広告協会、令和 3 年 8 月 20 日） 杉山はるか専門学芸員

コロナ禍、続く模索と展開
―展覧会とオンラインコンテンツ

『ZENBI 全国美術館会議機関誌』第 20
号（全国美術館会議、令和 3 年 9 月 1 日） 長井健担当係長

連載「生誕 200 年三輪田米山展に寄せて」 『愛媛新聞』令和 3 年 10 月 9 日、16 日 長井健担当係長

愛媛県美術館所蔵作品等の解説 2022 年版伊予銀行カレンダー
（伊予銀行、令和 3 年 11 月） 長井健担当係長

連載「アートの宝石箱から」　坪内晃幸《作品》 『愛媛新聞』令和 3 年 11 月 13 日 杉山はるか専門学芸員

連載「平等院鳳凰堂と浄土院 その美と信仰展から」 『読売新聞』令和 3 年 11 月 19 日、20 日、
22 日、23 日、24 日 五味俊晶学芸員

村上通康・通総―海賊衆から豊臣大名への転身
宇都宮豊綱―喜多郡を支配した伊予宇都宮氏最後の
当主

『戦国四国武将列伝』
（令和 3 年 12 月） 土居聡朋学芸課長

紫舟「吉祥乃花乱舞」2019 年制作　版画出版にあた
り解説原稿執筆

シルクスクリーン版画　紫舟　吉祥乃
花乱舞（共同印刷、令和 4 年 2 月 8 日） 杉山はるか専門学芸員

連載「えひめの企業アートコレクション展より」 『愛媛新聞』令和 4 年 2 月 19 日、26 日、
3 月 5 日 杉山はるか専門学芸員

連載「アートの宝石箱から」　吉田蔵澤《墨竹図屏風》 『愛媛新聞』令和 4 年 3 月 12 日 長井健担当係長

緑化キャンペーンポスター
原画コンクール審査会の講評 『愛媛の森林第 39 号』令和 4 年 3 月発行 高木学教育専門員
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５　その他

⑴　第23回愛媛県美術館開館記念イベント
　にぎわいのある美術館づくりを目指し、愛媛県美術館開館記念日である11月27日を多くの方に美術館に親
しんでいただく特別な日として祝し、11月21日（日）に各種事業を実施した。

①コレクション展の観覧料無料
時　　間　9：40～18：00
場　　所　常設展示室３
内　　容　コレクション展の観覧料が無料になる。
参加人数　310名

②対話型鑑賞プログラム
時　　間　11：00～11：30
場　　所　研修室
内　　容　企画展「三輪田米山展」の関連作品について、対話型鑑賞を行う。
参加人数　23名

③コレクショントーク
時　　間　14：00～15：00
場　　所　研修室
内　　容　当館所蔵作品について、対話型鑑賞を行う。
参加人数　14名

④《VINYL》氷のレコード実演
時　　間　15：15～15：30
場　　所　特別展示室３
内　　容　八木良太氏の氷でできたレコード作品《VINYL》の実演を行う。
参加人数　23名

⑤親子ワークショップ
時　　間　①10：30～11：15、②13：00～13：45、③14：30～15：15
場　　所　展望ロビー
内　　容　簡単に制作できるキットを使って、参加者だけで創作を行う。
種　　目　①マラカスをつくろう、②クリスマスツリーの飾りづくり、③ステンシルで年賀状
材 料 費　①100円、②150円、③100円
参加人数　①16名　②32名　③27名

⑥大地は大きな黒板だ！
時　　間　11：30～12：00、13：30～14：00
場　　所　美術館前庭
内　　容　石だたみにチョークで大きな絵を自由に描く。
参加人数　49名

⑦俳句コンテスト ―美術館を詠もう―
内　　容　企画展展示作品および美術館建物を題材とした俳句を募集する。
募集期間　10月19日から11月21日
応募総数　168句
展示期間　12月28日まで

⑧図録進呈
②③⑤の参加者を対象に過去の展覧会図録を進呈した。
配布冊数　90冊
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デジタルシフトを更に推進し、リモートツールを取り入れるとともに、更なる館蔵品のデジタルデータの
充実や、アートカードといった貸し出しキットの作成により、コロナの影響を受けることなく、対話型鑑賞
法等の独自の魅力を発信するスクールプログラムを実施することで、アフターコロナの来館を促進した。

また、来館者に向けて、県外在住の県若手アーティスト等のリモートイベントを実施することにより、コ
ロナの影響を極力避けながら、地域ゆかりの文化芸術の魅力を発信した。

１　美術館デジタル活用魅力発信事業
⑴　教育現場へのリモートプログラムの実施

教育機関を対象とし、館蔵品のデジタル高画像等を活用した対話型鑑賞法のリモート授業の実施
〇リモート環境の整備

　⑴　リモート機材の導入（PC、ディスプレイ、Webカメラ等）
　⑵　デジタル教材撮影機材の導入（デジカメ等）

〇リモート用教材の充実
　⑴　館蔵品デジタル教材の作成を行った
　⑵　所蔵作品の中から100点を選びアートカードを作成し県内学校現場への貸出準備を行った。
  

〇リモートによるモデル授業の実施
オンライン会議システムを通して美術館と特に東予・南予地域の学校の教室とを繋ぎ、対話型鑑賞を中心

に所蔵品・資材等を用いた鑑賞プログラムを実施した。

　⑴愛南町立一本松小学校４年生
日　　時　令和４年１月13日（木） ２月４日（金）２月15日（火）11：15～12：00
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ　鈴木有紀担当係長
参加児童　延べ　69　名　（23名×１クラス×３回）　　　　　　　　　　　　　　　　　

　⑵愛南町立平城小学校３年生
日　　時　令和４年１月21日（金） ２月３日（木）２月24日（木）9：25～11：10
講　　師　鈴木有紀担当係長
参加児童　延べ　132　名　（22名×２クラス×３回）
  

〇リモートイベント　アーティストトーク
美術館所蔵作品の中から愛媛県出身作家を取り上げ、県外在住の作家にリモートで出演いただき、作品や

制作活動について語っていただく、アーティストトークを開催した。
場　　所　講堂　※リモート（ZOOM）での参加あり
定　　員　60　名

　⑴かんじんなことは目に見えない
日　　時　令和３年12月25日（土）　14：00～15：00　
講　　師　八木良太（現代美術家、今治市出身、京都府在住）
聞 き 手　藤城里香（無人島プロダクションオーナー）
受 講 者　30　名　（講堂20名、リモート10名）

　⑵私の山や海の風景
日　　時　令和４年１月23日（日） 　14：00～15：00
講　　師　有元容子（日本画家、今治市出身、東京都在住）
受 講 者　58　名　（講堂22名、リモート36名）

　⑶創作版画の表現と、絵画表現への展開
日　　時　令和４年２月20日（日） 　14：00～15：00
講　　師　山田彩加（版画家、今治市出身、岡山県在住）
受 講 者　53　名　（講堂25名、リモート28名）

Ⅵ　美術館新デジタル活用魅力発信事業
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県民の美術活動の推進及び創作成果の発表の場として、新館特別展示室（１～３）、講堂、研修室、南館
県民ギャラリー（１～12）、を有料で貸与している。　

⑴　仮受付
使用日の１年前の月の初日に仮受付を行う。ただし、研修室のみ使用日の６ヶ月前からの仮受付となる。

⑵　申請
使用日の２ヶ月前頃に、使用許可申請書の様式を利用者に発送し、使用者の申請により使用を許可する。

⑶　使用料納付
使用許可後、納付通知書を利用者に送付し、利用者は、使用前に納入する。

⑷　利用時間及び休館日
利用時間：午前９時40分～午後６時。       
休館日：毎週月曜日（第１月曜日を除く）、第１月曜日の翌日及び12月29日～１月３日。
（祝日及び振替休日にあたる場合は、その翌日）      

⑸　搬出入
貸館は、原則として１週間単位で実施している。（新館講堂、研修室は除く。）
搬入は使用期間内の初日に、搬出は日曜日に実施している。

⑹　使用料
別表のとおり。

（別表）　愛媛県美術館施設使用料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　				（令和４年３月 31 日現在）

Ⅶ　貸館事業

１　展示施設の利用方法

区　　　　　　分 使用料（１日）

新

館

特別展示室１
入場料が無料の場合 5,070 円
入場料が有料の場合 8,110 円

特別展示室２
入場料が無料の場合 3,570 円
入場料が有料の場合 5,710 円

特別展示室３
入場料が無料の場合 5,930 円
入場料が有料の場合 9,480 円

講　堂

入場料が無料の場合
午前９時 40 分から正午まで 1,840 円
午後１時から午後６時まで 3,060 円
全　日　（午前９時 40 分から午後６時まで） 4,900 円

入場料が有料の場合
午前９時 40 分から正午まで 2,940 円
午後１時から午後６時まで 4,890 円
全　日　（午前９時 40 分から午後６時まで） 7,830 円

研修室
午前９時 40 分から正午まで 2,030 円
午後１時から午後６時まで 2,650 円
全　日（午前９時 40 分から午後６時まで） 4,680 円

南

館

県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　１ 15,110 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　２ 11,870 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　３ 3,230 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　４ 4,310 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　５ 4,310 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　６ 2,150 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　７ 2,150 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　８ 6,470 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　９ 2,800 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　10 2,900 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　11 2,900 円
県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー　12 3,230 円
す　べ　て　の　県　民　ギ　ャ　ラ　リ　ー 54,480 円
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２　展示施設の利用状況

本館（新館）

展　覧　会　名 会期 展示室 日数 内容 入場
者数 観覧料

４月 第69回春季県展 ４/20～
４/23

特別展示室
１～３ ４ アンデパンダン方式　日本画、版画、彫刻、写

真、デザイン 601 
一般・団体（600
円・500円）、高
齢者高大生・団体
（400円・300円）

３年４月合計 ４ 601 

６月

第三回日仏文化交流展 ６/１～
６/６

特別展示室
１～３ ６ 水彩画、油絵、オブジェ 291 無料

第51回世界児童画展四国展 ６/12～
６/13

特別展示室
１～３ ２ ３歳～15歳までの日本及び世界の児童画の展示

（四国各県の入賞者の作品展示が主） 279 無料

第22回いろどりの書作展 ６/16～
６/20

特別展示室
１～３ ５ 書道展 437 無料

３年６月合計 13 1,007 

７月 第20回地域交流＆
スマイルキッズ美術展

７/28～
８/１

特別展示室
１～３ ５ 

県内で活動している障がい者（児）あちの油絵を
はじめ、地域の子供たちの平面、粘土作品など
の他、ボランティアの人たちの絵画、書道、写真
などを展示します。

556 無料

３年７月合計 ５ 556 

11月

大森達夫　写真展 11/３～
11/７

特別展示室
１ ５ モノクロ写真の作品展 272 無料

21世紀えひめの伝統工芸大賞
令和３年度出品作品展示会

11/13～
11/14

特別展示室
１～３ ２

標記事業の審査会及び展示会等を実施。なお、
基本的にクローズで実施し、展示会（11/13～
14）の際は一般開放とする。

225 無料

障がい者芸術文化祭～愛顔
ひろがる　えひめの障がい者
アート展～

12/２～
12/12

特別展示室
１～３ 10 

県内に居住地等を有する障がい者から作品（絵
画、書、陶芸、その他立体作品）を募集し、作品
展を開催する。

2,286 無料

３年11月合計 17 2,783 

12月 通過展 12/２～
12/26

特別展示室
２～３ ５ 愛媛県内で美術を志す

10代・20代、10名による展覧会 377 無料

３年12月合計 ５ 377 

１月

第１回愛媛県小学生防災学
習コンクール受賞作品巡回展

１/６～
１/12

特別展示室
１ ６ コンクール受賞作品展示（レポート） 116 無料

令和３年度小・中学生の
ふるさと学習作品展

１/６～
１/12

特別展示室
２～３ ６

愛媛にゆかりの深い人物について、県内の小・中
学生が自主的に調査・研究した作品の中から、
特別賞と中予地区優秀賞受賞作品を展示

194 無料

マツワカ！ポスターコンペ展 １/15～
１/30

特別展示室
１～３ 12 

松山市まちづくり推進課主催若者がつくる松山
ＰＲポスター及びプロジェクトチーム「マツワカ」
の３年間の活動記録の展示

207 無料

４年１月合計 24 517 

２月

愛媛県・陝西省友好都市協
定締結７周年記念「牛子華山
水画展～空海の足跡を辿って
23年～」※陝西省との友好交
流パネル展同時開催

２/23～
３/９

特別展示室
１～３

常設展示室
３

13 

本県と陝西省との友好都市協定７周年を記念し
て、陝西省出身の水墨画家「牛子華」氏が23年
間かけて描き上げた四国八十八カ所霊場全寺院
の山水画を展示するとともに、陝西省との交流経
緯をパネルや動画上映し、陝西省との更なる交流
の深化と県民の理解促進を図る。

3,357 無料

４年２月合計 13 3,357 

３月

ミライシアター ３/18～
３/21

特別展示室
１ ４ 写真展 172 無料

第20回えひめ児童版画コン
クール「天才ちるどれん」

３/24～
３/27

特別展示室
１～３ ４ 愛媛県内小学生の版画展 411 無料

八木彩霞・HiRo彩霞とヨー
ロッパ現代アーティスト展

３/30～
４/10

特別展示室
１～３ 11 絵画の展覧会 368 無料

４年３月合計 19 951 

３年度合計 100 10,149 
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展　覧　会　名 会期 展示室 日数 内容 入場
者数 観覧料

４月 第69回春季県展 ４/20～４/23 ギャラリー
１～12 ４ 

アンデパンダン方式の公募展 
日本画他７部門　約1,300点展
示

1,171 

区分 当日 団体
一　般 600円 500円
65歳以上 400円 300円
高大生 400円 300円
無料：小中生、障がい者

３年４月計 ４ 1,171 

５月 コロナ感染防止のため
全て中止 ０ ０ 

３年５月計 ０ ０ 

６月

伊藤茂明+（現代詩人堀内統
義朗読会）展 ６/22～６/27 ギャラリー３ ６

PHOTOコピープリント版画・ド
ローイング・オブジェ作品空間・
現代詩人コラボ

39 無      料

日本版画会四国支部展 ６/29～７/４ ギャラリー
６・７ ６ 版画作品展示 311 無      料

３年６月計 12 350 

７月
愛媛女流書家連盟展 ７/21～７/25 ギャラリー

１・２・３・７ ５ 書作品展示 1,700 無      料

大洲中央病院退職記念　
寺尾光司絵画展 ７/28～８/８ ギャラリー１ 11 絵画展示 674 無      料

３年７月計 16 2,374 

８月

第49回書芸展 ８/11～８/15 ギャラリー
１～８ ５ 書道作品展示 970 無      料

第40回書神会
全国書道展覧会 ８/19～８/22 ギャラリー

１～12 ４ 書道展 256 無      料

第72回毎日書道展四国展 ８/25～８/29 ギャラリー
１～12 ５ 書道作品約900点を展示 1,660 

一般　500円 
大学生　300円 

高校生以下、65歳以上無料

３年８月計 14 2,886 

９月

第32回愛媛独立書展 ９/８～９/12 ギャラリー
１～７ ５ 書道作品展示 822 無      料

古磚拓本展　愛媛 ９/８～９/12 ギャラリー
８・９ ５ 中国古磚と拓本展示 702 無      料

2021年公募近美四国展 ９/15～９/19 ギャラリー１ ５ 洋画・日本画・ミクストメディアの
作品展示 443 無      料

第５回愛媛水墨画会展 ９/22～９/26 ギャラリー２ ５ 水墨画作品展示 664 無      料

第19回牛子華中国水墨山水
画研究会展 ９/22～９/26 ギャラリー

５・６ ５ 水墨画作品展示 546 無      料

第108回日本水彩松山展 
第57回愛媛水彩展 ９/22～９/26 ギャラリー

８～10・12 ５ 水彩画作品展示 547 無      料

第28回書神会松山支部展 ９/24～９/26 ギャラリー１ ３ 書道作品展示 263 無      料

３年９月計 35 3,987 

10月

令和３年度県民総合文化祭 
第70回秋季県展（前期） 10/19～10/26 ギャラリー

１～12 ７ 
県民各層より美術作品を公募
し、入選、入賞作品約1,800点を
展示 
（日本画・彫刻・工芸・書道）

3,207 

区分 当日 団体
一　般 600円 500円
65歳以上 400円 300円
高大生 400円 300円
無料：小中生、障がい者

令和３年度県民総合文化祭 
第70回秋季県展（後期） 10/29～11/５ ギャラリー

１～12 ７ 
県民各層より美術作品を公募
し、入選、入賞作品約1,800点を
展示 
（洋画・版画・写真・デザイン）

4,179 

区分 当日 団体
一　般 600円 500円
65歳以上 400円 300円
高大生 400円 300円
無料：小中生、障がい者

３年10月計 14 7,386 

南館
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展　覧　会　名 会期 展示室 日数 内容 入場
者数 観覧料

11月

第43回双樹会愛媛支部展 11/９～11/14 ギャラリー２ ６ 日本画・洋画・水彩画・水墨画・鉛筆画・陶芸小品 526 無料

第14回新作能面展 11/10～11/14 ギャラリー３ ５ 能面・狂言面の展示 388 無料

ANNIVERSARY 30th パッ
チワーク彩樹第16回作品展 11/10～11/14 ギャラリー

８～12 ５ パッチワーク作品展示 713 無料

第31回MOA美術館
松山児童作品展 11/13～11/14 ギャラリー

４ ２ 絵画展示 379 無料

令和３年度県民総合文化祭 
第35回愛媛県高等学校総合
文化祭（減免）

11/18～11/21 ギャラリー
１～12 ４

県内の高等学校、中等教育学校後期課程及
び特別支援学校高等部の生徒による美術・工
芸・書道・写真部門の総合的な作品展

1,200 無料

令和３年度県民総合文化祭 
第18回中学生美術作品展（減免） 11/23～11/28 ギャラリー

１・２ ６ 県内の中学生が制作した美術作品を展示（コン
クールではなく、参加を希望する学校ごとに出展） 998 無料

2021松山国際写真集団展 11/24～11/28 ギャラリー
３・４ ５ 写真展示 412 無料

高橋版画教室展 11/23～11/28 ギャラリー６ ６ 版画作品展示 274 無料

第17回幽仙会展 11/24～11/28 ギャラリー５ ５ 表装・俳画・絵手紙 440 無料

３年11月計 44 5,330 

12月

旗港の書　併催会員展 12/１～12/５ ギャラリー１ ５ 宇都宮泰然コレクションと泰申会員作品展 233 無料

第38回愛媛県高等学校書道
教員書作展（減免） 12/８～12/12 ギャラリー１ ５ 書道作品 209 無料

済美展2021（済美高校） 12/８～12/12 ギャラリー
2～7 ５ 

美術科３年生の卒業制作及び１・２年生と教員
の美術作品（日本画、洋画、デザイン、彫刻、情
報メディアデザイン、素描）

940 無料

済美展2021（済美幼稚園） 12/８～12/12 ギャラリー
３・４ ５ 園児作品（絵画、制作物、習字） 658 無料

第48回松山市医師会
趣味の美術展 12/15～12/19 ギャラリー１ ５ 書、絵画、写真等 325 無料

創元会愛媛支部展 12/21～12/26 ギャラリー１ ６ 油彩等展示 336 無料

第45回愛光幼稚舎作品展 12/22～12/25 ギャラリー
８～12 ４ 水彩画・土粘土 1,444 無料

３年12月計 35 4,145 

１月

第49回えひめこども美術展
（減免） １/５～１/16 ギャラリー

１～12 11 愛媛県在住の幼児、児童生徒の平面、立体、
書写など約1,000点の作品を展示 4,506 無料

第46回書界展 １/19～１/23 ギャラリー
１～12 ５ 書道作品展示 1,732 無料

４年１月計 16 6,238 

２月

第69回愛媛県学生書道展
（愛媛県習字教育研究会） ２/12～２/13 ギャラリー

２～７ ２ 愛媛県下の幼稚・小・中・高校生の書作品展示 725 無料

第60回愛媛県学生書道展
（愛媛県書写教育協議会） ２/19～２/20 ギャラリー

９～12 ２ 愛媛県下小・中・高等学校生の書道作品のうち
特別賞16点、特選48点、秀作210点を展示 286 無料

愛媛大学書道部展 ２/23～２/27 ギャラリー
２・７ ５ 書道作品展示 202 無料

松山市中学校美術科教員展 ２/26～２/27 ギャラリー３ ２ 絵画・彫刻などの作品展示 188 無料

４年２月計 11 1,401 

３月

第47回愛媛県
美術館友の会美術展 ３/２～３/６ ギャラリー

８～10・12 ５ 洋画、日本画、書道、かな書道、工芸、写真 482 無料

第11回アトリエ版画グループ展 ３/１～３/６ ギャラリー３ ６ 版画 305 無料

創作アップリケ展 ３/２～３/６ ギャラリー２ ５ 創作アップリケ 306 無料

東日本大震災復興11年の歩み展 ３/９～３/13 ギャラリー11 ５ 東日本大震災復興10年の歩み写真展 363 無料

愛媛2021朝日写真展 ３/18～３/21 ギャラリー４ ４ 写真 58 無料

第53回洗心書道会全国書道展 ３/24～３/27 ギャラリー
１～12 ４ 書作品展示（一般～学童） 615 無料

象社の書27 ３/30～４/３ ギャラリー１ ５ 前衛書を中心とした書作品 388 無料

第４回愛媛県
高等学校美術教員作品展 ３/30～４/３ ギャラリー

２・３ ５ 絵画、彫刻、デザイン、工芸、映像、
インスタレーション作品 396 無料

４年３月計 42 2,913 

令和３年度合計 243 38,181 

− 84 −

Ⅶ
　
貸
館
事
業



新館・南館

Ⅷ　入館者の状況

年　月 総入館者数
常設展 企画展

総観覧者 有料観覧者 無料観覧者 開催日数 一日平均 総観覧者 有料観覧者 無料観覧者 開催日数 一日平均

1 0 ～ ２ 
年 度 合 計 7,994,487 1,087,251 109,879 977,372 6,347 171.30 2,831,915 2,133,534 698,381 5,179 546.81 

３ 年 ４ 月 21,715 451 23 428 20 22.55 0 0 0 20 0.00 

３ 年 ５ 月 0 0 0 0 0 0.00 0 0 0 0 0.00 

３ 年 ６ 月 12,178 2,141 146 1,995 26 82.35 3,973 2,684 1,289 26 152.81 

３ 年 ７ 月 26,591 2,492 169 2,323 29 85.93 10,792 7,257 3,535 29 372.14 

３ 年 ８ 月 16,140 2,088 318 1,770 30 69.60 5,460 4,009 1,451 29 188.28 

３ 年 ９ 月 8,032 991 629 362 26 38.12 491 0 491 17 28.88 

３ 年 10 月 14,269 925 153 772 16 57.81 2,645 873 1,772 27 97.96 

３ 年 11 月 25,919 2,437 165 2,272 25 97.48 8,413 5,326 3,087 25 336.52 

３ 年 12 月 20,956 2,844 165 2,679 24 118.50 5,957 4,579 1,378 24 248.21 

４ 年 １ 月 16,978 1,607 227 1,380 25 64.28 4,461 3,437 1,024 7 637.29 

４ 年 ２ 月 8,460 964 99 865 25 38.56 1,711 1,059 652 24 71.29 

４ 年 ３ 月 13,888 750 180 570 26 28.85 2,323 968 1,355 19 122.26 

３ 年 度
合 計 185,126 17,690 2,274 15,416 272 65.04 46,226 30,192 16,034 247 187.15 

総　　 計 8,179,613 1,104,941 112,153 992,788 6,619 166.93 2,878,141 2,163,726 714,415 5,426 530.44 

年　月

施設利用人数 自主事業参加者（再掲）

備　考県　　民
アトリエ※ 1

その他
（南館相談等）

県　　民
ギャラリー

ハイビジョン
ギャラリー

等
図　　書
コーナー

その他
（講堂・研修室・特別

展示室ほか）
計 講　座 その他※ 2

1 0 ～ ２ 
年 度 合 計 360,871 255,160 2,130,587 82,944 228,111 1,017,648 4,075,321 26,338 43,070

３ 年 ４ 月 255 1,027 1,171 0 222 18,589 21,264 0 34 

３ 年 ５ 月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

３ 年 ６ 月 370 853 131 0 0 4,710 6,064 30 544 

３ 年 ７ 月 571 990 2,207 0 312 9,227 13,307 250 244 

３ 年 ８ 月 277 750 3,272 0 0 4,293 8,592 9 140 

３ 年 ９ 月 82 794 3,987 0 0 1,687 6,550 0 52 

３ 年 10 月 416 1,181 5,273 0 309 3,520 10,699 0 592 

３ 年 11 月 435 1,105 7,443 0 401 5,685 15,069 104 719 

３ 年 12 月 330 749 4,145 0 225 6,706 12,155 0 155 

４ 年 １ 月 301 656 6,238 0 163 3,552 10,910 39 115 

４ 年 ２ 月 306 688 1,401 0 233 3,157 5,785 28 222 

４ 年 ３ 月 338 1,032 2,349 0 271 6,825 10,815 43 69 

３ 年 度
合 計 3,681 9,825 37,617 0 2,136 67,951 121,210 503 2,886 0

総　　 計 364,552 264,985 2,168,204 82,944 230,247 1,085,599 4,196,531 26,841 45,956 0

※ 1　施設利用人員の「県民アトリエ」には、友の会実技教室も含まれる。
※ 2　エントランス等にて開催された、美術館主催による事業の参加人数
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１　組織図

２　職員名簿

Ⅸ　組織及び職員構成

名誉館長⑴

館長⑴ 総務課長⑴

学芸課長⑴
学芸・普及グループ

担当係長⑵

総務係長⑴

職 名 氏 名 職 名 氏 名

名 誉 館 長 玉 井 日 出 夫

学

芸

課

学 芸 課 長 土 居 　 聡 朋

館 長 中 川 美 奈 子 学 芸 ・ 普 及
G 担 当 係 長 長 井 　 　 健

総

務

課

総 務 課 長 金 岡 　 潤 一 〃 鈴 木 　 有 紀

総 務 係 長 奥 川 　 博 文 教 育 専 門 員 高 木 　 　 学

主 事 神 田 亜 紗 子 専 門 学 芸 員 田 代 亜 矢 子

主任主事（再任用） 桐 木 　 敏 幸 〃 石 﨑 三 佳 子

〃 武 田 　 信 孝

〃 杉 山 は る か

学 芸 員 五 味 　 俊 晶

〃 青 木 　 朋 子

主任主事（再任用） 宮 岡 　 清 子

〃 黒 田 　 秀 嗣

　　職員数／ 29 名

主事⑴
主任主事⑴

※事務補助職員⑴
※補助員⑴

※空調機械保守業務員⑴
※展示案内員⑺

学芸員⑹
教育専門員⑴

主任主事⑵
※事務補助員⑴

（※会計年度任用職員）

（※会計年度任用職員除く）

令和４年 3 月 31 日現在
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Ⅹ　愛媛県美術館協議会委員名簿

役　職 氏　　名 現　　職

会    長 本田　元広 ㈱愛媛銀行会長

副会長 吉田　恭三 愛媛県美術会会長

委    員 梶岡　秀一 京都国立近代美術館情報資料室長・主任研究員 

〃 稲畑ルミ子 名勝依水園・寧楽美術館　学芸参与 

〃 伊達　優香 東京大学大学院情報学環客員研究員

〃 関　　厚子 セキ美術館副館長

〃 稲田　哲也 愛媛県教育研究協議会　図工・美術委員長

〃 菊池　博喜 愛媛県高等学校教育研究会　芸術部会副部会長 

〃 宮﨑　　恵 愛媛県ＰＴＡ連合会副会長

〃 近藤　律子 （公募）

令和４年 3 月 31 日現在

設置：平成 12 年７月 21 日　（任期：2 年）
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１　愛媛県美術館使用料条例

　（使用料の徴収）
第１条　愛媛県美術館（以下「美術館」という。）を使用する者

から、この条例の定めるところにより、使用料を徴収する。
　（使用料の額）
第２条　前条に規定する使用料（以下「使用料」という。）の

額は、別表に定める額の範囲内で知事が定める額とする。
２　前項に定めるもののほか、特別の企画による展示に係

る観覧料は、当該特別の企画による展示に要する費用を
勘案して知事がその都度定める額とする。

　（使用料の納付時期）
第３条　使用料は、美術館の使用の前に納付しなければな

らない。ただし、知事が必要と認めるときは、後納させる
ことができる。

　（使用料の減免）
第４条　知事は、特に必要と認める者に対しては、その使

用料を減免することができる。
　（使用料の不還付）
第５条　既に納付した使用料は、還付しない。ただし、次の

各号のいずれかに該当するときは、この限りでない。
⑴　天災その他美術館を使用する者の責めに帰すること

ができない理由により使用が不能となったとき。
⑵　別表施設使用料の項に掲げる施設を使用する者又は

美術館が収集し、保管し、若しくは展示する美術品及び
美術に関する資料の閲覧、撮影、複写、模写、模造等若し
くはこれらにより得たものの展示若しくは刊行物への
掲載（以下「特別利用」という。）をする者が知事が定め
る日までに使用又は特別利用の取消しを申し出て、知
事がやむを得ないと認めたとき。

　（委任）
第６条　この条例に定めるもののほか、使用料の徴収に関

し必要な事項は、知事が定める。
　一部改正〔平成 12 年条例 30 号〕
　　　附　則
　　この条例は、平成 10 年 10 月１日から施行する。
　　　附　則（平成 12 年３月 24 日条例第 30 号）
　　この条例は、平成 12 年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 16 年３月 26 日条例第 18 号）
　　この条例は、平成 16 年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成 21 年３月 24 日条例第 28 号）
１　この条例は、平成 21 年４月１日から施行する。
２　改正後の愛媛県美術館使用料条例別表の規定は、この

条例の施行の日以後の許可に係る特別利用について適用
する。

　　　附　則（平成 26 年３月 28 日条例第９号抄）
　（施行期日）
１　この条例は、平成 26 年４月１日から施行する。（後略）
　（経過措置）
３　第 16 条の規定による改正後の愛媛県美術館使用料条

例別表の規定は、施行日以後の使用に係る使用料で、施行
日以後にその全額又は未徴収額について徴収するものに
ついて適用し、施行日前の使用に係る使用料及び施行日
以後の使用に係る使用料で、施行日前にその全額につい
て徴収したものについては、なお従前の例による。

　　　附　則（平成 29 年３月 24 日条例第５号抄）
　（施行期日）
１　この条例は、平成 29 年４月１日から施行する。（後略）
　（経過措置）
３　第 16 条の規定による改正後の愛媛県美術館使用料条

例別表の規定は、施行日以後の使用に係る使用料で、施行
日以後にその全額又は未徴収額について徴収するものに
ついて適用し、施行日前の使用に係る使用料及び施行日
以後の使用に係る使用料で、施行日前にその全額につい
て徴収したものについては、なお従前の例による。

　　　附　則（令和元年７月９日条例第３号抄）
　（施行期日）
１　この条例は、令和元年 10 月１日から施行する。（後略）
　（経過措置）
３　第 15 条の規定による改正後の愛媛県美術館使用料条

例別表の規定は、施行日以後の試験、検査、鑑定、調査、研
究、分析、使用、占用等（以下「試験等」という。）に係る使用
料で施行日以後にその全額又は未徴収額について徴収す
るものについて適用し、施行日前の試験等に係る使用料
並びに施行日以後の試験等に係る使用料で施行日前にそ
の全額について徴収したものについては、なお従前の例
による。

　　　附　則（令和２年３月 27 日条例第９号抄）
　（施行期日）
１　この条例は、令和２年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和３年３月 26 日条例第４号抄）
　（施行期日）
１　この条例は、令和３年４月１日から施行する。（後略）
　（経過措置）
２　第 5 条の規定による改正後の愛媛県産業技術研究所の

使用料及び手数料条例別表の規定は、この条例の施行の
日（以下「施行日」という。）以後に徴収する使用料及び手
数料について適用し、施行日前に徴収した使用料及び手
数料については、なお従前の例による。

３　第３条の規定による改正後の愛媛県立衛生環境研究
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種　別 単　位 金　額

常設展観覧料 １人１回につき 500 円

施　設
使用料

展示室 １室１日につき 29,450 円

講堂 １日につき 7,830 円

研修室 １日につき 4,680 円

県民
ギャラ
リー

全室使用 １日につき 54,480 円

単室使用 １室１日につき 15,110 円

特別利用料 １点１回につき 5,500 円
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所使用料条例第２条第１項第１号及び第２号の規定、第
８条の規定による改正後の愛媛県農林水産研究所使用料
条例別表の規定、第 10 条の規定による改正後の愛媛県美
術館使用料条例別表の規定並びに第 11 条の規定による
改正後の愛媛県海岸占用料等徴収条例別表第 2 の規定
は、施行日以後の試験、検査、鑑定、調査、研究、分析又は使
用（以下「試験等」という。）に係る使用料及び施行日以後
の採取に係る土石採取料で施行日以後にその全額又は未
徴収額について徴収するものについて適用し、施行日前
の試験等に係る使用料及び施行日前の採取に係る土石採
取料並びに施行日以後の試験等に係る使用料及び施行日
以後の採取に係る土石採取料で施行日前にその全額につ
いて徴収したものについては、なお従前の例による。

別表（第２条、第５条関係）

２　愛媛県美術館管理規則

　（趣旨）
第１条　この規則は、愛媛県美術館（以下「美術館」とい

う。）の管理に関し必要な事項を定めるものとする。
　（事業）
第２条　美術館は、博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第３

条第１項に掲げる事業を行う。
　（開館時間）
第３条　美術館の開館時間は、午前９時 40 分から午後６時

までとする。
２　館長は、特別の事情があると認めるときは、前項に規

定する開館時間を変更することができる。
　（休館日）
第４条　美術館の休館日は、次のとおりとする。

⑴　毎月の第１月曜日以外の月曜日及び当該第１月曜日
の翌日（これらの日が国民の祝日に関する法律（昭和
23 年法律第 178 号）に規定する休日（以下「休日」とい
う。）に当たるときは、当該休日の直後の休日でない日）

⑵　１月１日から３日まで及び 12 月 29 日から 31 日まで
２　館長は、特別の事情があると認めるときは、臨時に休

館し、又は休館日に開館することができる。
　（入館の制限）
第５条　館長は、次の各号のいずれかに該当すると認めら

れる者については、入館を禁じ、又は退館を命ずることが
できる。
⑴　美術館の秩序を乱し、又は乱すおそれのある者
⑵　美術館が収集し、保管し、若しくは展示する美術品及

び美術に関する資料（以下「美術館の美術品等」とい
う。）又は美術館の施設、附属設備等を滅失し若しくは
損傷し、又は滅失し若しくは損傷するおそれのある者

⑶　その他美術館の職員の指示に従わない者
　（観覧券の交付）
第６条　館長は、美術館が展示する美術品及び美術に関す

る資料を観覧しようとする者が観覧料を納付したとき
は、観覧券を交付する。

　（使用の許可）
第７条　美術館の施設のうち、次の各号に掲げる施設を使

用しようとする者は、それぞれ当該各号に定める期間内
に愛媛県美術館使用許可申請書（様式第１号。以下「使用
許可申請書」という。）を館長に提出し、その許可を受けな
ければならない。
⑴　企画展示室、常設展示室、特別展示室、講堂及び県民

ギャラリー　使用日の１年前から７日前まで
⑵　研修室　使用日の６月前から２日前まで

２　館長は、前項の規定による使用の許可の申請があった
場合において、使用が適当であると認めるときは、使用の
許可を決定し、当該申請をした者に対し、愛媛県美術館使
用許可書（様式第２号。以下「使用許可書」という。）を交付
するものとする。この場合において、美術館の管理運営上
又は公益上必要があると認めるときは、許可に条件を付
することがある。

３　館長は、第１項に定める期間外に使用許可申請書の提
出があった場合であっても、特に理由があると認めると
きは、同項の使用の許可をすることがある。

　（許可の基準）
第８条　館長は、美術館を使用しようとする者が次の各号

のいずれかに該当すると認めるときは、前条第１項の使
用の許可をしないものとする。美術館の管理運営上やむ
を得ない理由があるときも、同様とする。
⑴　美術館の秩序を乱すおそれがあるとき。
⑵　美術館の美術品等又は美術館の施設、附属設備等を

滅失し、又は損傷するおそれがあるとき。
　（使用の許可の変更）
第９条　第７条第１項の使用の許可を受けた者（以下「使

用者」という。）は、使用日時、入場料徴収の有無その他知
事が定める事項を変更しようとするときは、あらかじめ
愛媛県美術館使用変更許可申請書（様式第３号）に使用許
可書を添えて館長に提出し、その許可を受けなければな
らない。

　（使用の許可の取消し等）
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第 10 条　館長は、使用者が次の各号のいずれかに該当する
と認めるときは、その使用の許可を取り消し、又は使用を
制限し、若しくは停止することがある。美術館の管理運営
上やむを得ない理由があるときも、同様とする。
⑴　この規則に違反し、又は美術館の職員の指示に従わ

ないとき。
⑵　偽りその他不正な手段により使用の許可を受けたと

き。
⑶　風俗を乱すおそれがあるとき。
⑷　使用の許可の条件に違反したとき。

　（使用料の額）
第 11 条　愛媛県美術館使用料条例（平成 10 年愛媛県条例

第 26 号。以下「条例」という。）第２条第１項に規定する知
事が定める使用料の額は、別表に掲げるとおりとする。

　（観覧料の減免）
第 12 条　知事は、条例第４条の規定に基づき、次に掲げる

者に対しては、観覧料を免除する。
⑴　教育課程に基づく学習活動として、展示室を観覧す

る県内の高等学校、中等教育学校の後期課程又は特別
支援学校の高等部の生徒及びその引率者並びに展示室
を観覧する県内の小学校、中学校、義務教育学校、中等
教育学校の前期課程又は特別支援学校の小学部若しく
は中学部の児童又は生徒の引率者

⑵　身体に障害を有する者で、本人又はその保護者が身
体障害者福祉法（昭和 24 年法律第 283 号）第 15 条に規
定する身体障害者手帳の交付を受けているもの及びそ
の介護者

⑶　療育手帳（知的障害者の福祉の充実を図るため、児童
相談所又は知的障害者更生相談所において知的障害と
判定された者に対して支給される手帳で、その者の障
害の程度その他の事項の記載があるものをいう。）の交
付を受けている者及びその介護者

⑷　精神保健及び精神障害者福祉に関する法律（昭和 25
年法律第 123 号）第 45 条に規定する精神障害者保健福
祉手帳の交付を受けている者及びその介護者

⑸　65 歳以上の者
２　知事は、前項に定めるもののほか、必要と認めるとき

は、条例第４条の規定に基づき、観覧料を免除し、又はそ
の一部を減額することがある。

３　前２項の規定にかかわらず、特別の企画による展示に
係る観覧料の減免については、知事がその都度定める。

４　第１項第１号の規定により観覧料の免除を受けよう
とするときは、あらかじめ、学校長が愛媛県美術館観覧料
免除申請書（様式第４号）を知事に提出しなければならな
い。

５　第１項第２号から第５号までの規定により観覧料の
免除を受けようとする者は、これらの規定に該当するこ

とを証する書類を提示しなければならない。
　（特別利用料の減免）
第 13 条　知事は、条例第４条の規定に基づき、次に掲げる

者に対しては、特別利用（条例第５条第２号に規定する特
別利用をいう。以下同じ。）に係る使用料（以下「特別利用
料」という。）を免除する。
⑴　美術に関する教育、学術上の調査研究又は啓発のた

めに特別利用をする者で、知事が必要と認めるもの
⑵　美術館の広報に関し効果があると認められる用途に

供することを目的として特別利用をする者
２　知事は、前項に定めるもののほか、必要と認めるとき

は、条例第４条の規定に基づき、特別利用料を免除し、又
はその一部を減額することがある。

　（使用料の還付）
第 14 条　条例第５条第２号に規定する知事が定める日は、

次の各号に掲げる区分に応じ、それぞれ当該各号に定め
るとおりとする。
⑴　企画展示室、常設展示室、特別展示室、講堂及び県民

ギャラリー　使用日の 30 日前の日
⑵　研修室　使用日の７日前の日
⑶　美術館の美術品等　特別利用日の前日

第 15 条　条例第５条ただし書の規定により、知事は、次の
各号に掲げる場合においては、それぞれ当該各号に定め
る額を還付する。
⑴　条例第５条第１号に該当する場合　使用料の全額
⑵　条例第５条第２号に該当する場合　使用料の 50 パ

ーセントに相当する額
２　前項の規定により使用料の還付を受けようとする者

は、愛媛県美術館使用料還付申請書（様式第５号）を知事
に提出しなければならない。

　（美術館の美術品等の特別利用）
第 16 条　美術館の美術品等の特別利用をしようとする者

は、愛媛県美術館美術品等特別利用許可申請書（様式第６
号）を館長に提出し、その許可を受けなければならない。
この場合において、当該美術館の美術品等が寄託された
ものであるときは、同申請書に、当該美術館の美術品等の
寄託者の承諾書を添付しなければならない。

２　館長は、前項の規定による特別利用の許可の申請があ
った場合において、特別利用が適当であると認めるとき
は、特別利用の許可を決定し、当該申請をした者に対し、
愛媛県美術館美術品等特別利用許可書（様式第７号）を交
付しなければならない。この場合において、美術館の美術
品等の管理上必要があると認めるときは、許可に条件を
付することがある。

　（美術館の美術品等の館外貸出し）
第 17 条　館長は、美術館の業務に支障がない場合であっ

て、美術に関する学術上の調査研究又は啓発のために特
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に必要と認められ、かつ、美術館の美術品等の取扱い上の
安全が確認できるときは、美術館の美術品等の館外貸出
しを行うことができる。

２　前項の規定により美術館の美術品等の館外貸出しを
受けようとする者は、愛媛県美術館美術品等館外貸出許
可申請書（様式第８号）を館長に提出し、その許可を受け
なければならない。この場合において、当該美術館の美術
品等が寄託されたものであるときは、同申請書に、当該美
術館の美術品等の寄託者の承諾書を添付しなければなら
ない。

３　館長は、前項の規定による館外貸出しの許可の申請が
あった場合において、館外貸出しが適当であると認める
ときは、館外貸出しの許可を決定し、当該申請をした者に
対し、愛媛県美術館美術品等館外貸出許可書（様式第９
号）を交付しなければならない。この場合において、美術
館の美術品等の管理上必要があると認めるときは、許可
に条件を付することがある。

４　美術館の美術品等の館外貸出期間は、50 日以内とす
る。ただし、館長がやむを得ない理由があると認めるとき
は、この限りでない。

５　館長は、館外貸出期間中であっても、館外貸出しを許
可した美術館の美術品等の返還を求めることができる。

　（美術品等の寄贈又は寄託）
第 18 条　美術館は、美術品及び美術に関する資料（以下こ

の条において「美術品等」という。）の寄贈又は寄託を受け
ることができる。

２　美術館に美術品等を寄贈しようとする者は愛媛県美
術館美術品等寄贈申出書（様式第 10 号）を、美術品等を寄
託しようとする者は愛媛県美術館美術品等寄託申請書

（様式第 11 号）を館長に提出しなければならない。
３　館長は、前項の規定による寄贈の申出又は寄託の申請

があった場合において、当該寄贈の申出又は寄託の申請
に係る美術品等の受入れが適当であると認め、当該美術
品等の寄贈又は寄託を受けたときは、寄贈者又は寄託者
に対し、愛媛県美術館寄贈美術品等受領証（様式第 12 号）
又は愛媛県美術館寄託美術品等預り証（様式第 13 号）を
交付しなければならない。

４　寄託を受ける美術品等の取扱いについては、館長が寄
託しようとする者と協議して定める。

５　美術館は、寄託を受けた美術品等の不可抗力による損
害に対しては、その責めを負わないものとする。

　（損害賠償等）
第 19 条　自己の責めに帰すべき理由により、美術館の美術

品等又は美術館の施設、附属設備等を滅失し、又は損傷し
た者は、原状回復をし、又はそれによって生じた損害を賠
償しなければならない。

　（補則）

第 20 条　この規則に定めるもののほか、美術館の管理に関
し必要な事項は、知事が定める。

　　　附　則
　　この規則は、令和２年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和３年３月 26 日規則第 14 号抄）
　（施行期日）
１ 　この規則は、令和３年４月１日から施行する。
　（経過措置）
２　第３条の規定による改正後の愛媛県産業技術研究所

の使用料及び手数料に関する規則本則使用料の表及び手
数料の表の規定は、この規則の施行の日（以下「施行日」と
いう。）以後に徵収する使用料及び手数料について適用
し、施行日前に徴収した使用料及び手数料については、な
お従前の例による。

３　第２条の規定による改正後の愛媛県立衛生環境研究
所の使用及び使用料に関する規則別表第１の規定、第５
条の規定による改正後の愛媛県農林水産研究所使用規則
別表１の表の規定、第７条の規定による改正後の愛媛県
在宅介護研修センター使用規則別表の規定及び第 11 条
の規定による改正後の愛媛県美術館管理規則別表の規定
は、施行日以後の試験、検査、分析及び使用（以下「試験等」
という。）に係る使用料で施行日以後にその全額又は未徴
収額について徴収するものについて適用し、施行日前の
試験等に係る使用料及び施行日以後の試験等に係る使用
料で施行日前にその全額について徴収したものについて
は、なお従前の例による。

別表（第 11 条関係）
１　常設展観覧料 
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２　施設使用料
区　分 使用料

企画展示室１
入場料が無料の場合 15,040 円

入場料が有料の場合 24,060 円

企画展示室２
入場料が無料の場合 15,040 円

入場料が有料の場合 24,060 円

区　分 一　般 団体
（20 人以上）

１　高等学校及び中等教
育学校の後期課程の生
徒、大学の学生その他こ
れらに類する者

220 円 170 円

２　15 歳以上の者（中学校
及び中等教育学校の前
期課程の生徒並びに１
に該当する者を除く。）

330 円 260 円
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３　特別利用料

注１　文書は、１葉を１点とする。
２　びょうぶは、１隻を１点とする。
３　１そろいをなす巻子は、１巻を１点とする。
４　掛軸は、１幅を１点とする。
５　小型の物で１組又は１箱となっているものは、１組

又は１箱を１点とする。
６　多数の物で１そろい又は１具となっているものは、

数量に応じて数点に分けるものとする。
７　その他の資料は、各個を１点とする。

※　様式については、掲載を省略します。
施設使用許可申請書が必要な場合は、愛媛県美術館ホーム
ページ（https://www.ehime-art.jp/）を参照してください。

３　愛媛県博物館協議会設置条例

（設置）
第１条　博物館法（昭和 26 年法律第 285 号）第 20 条第１項

の規定に基づき、次の表の左欄に掲げる博物館に、　それ
ぞれ同表の右欄に掲げる博物館協議会（以下「協議会」と
いう。）を置く。

　（任命の基準）
第２条　協議会の委員（以下「委員」という。）は、学校教育

及び社会教育の関係者、家庭教育の向上に資する活動を
行う者並びに学識経験のある者のうちから任命する。

　（定数）
第３条　委員の定数は、それぞれ 14 人以内とする。
　（任期）
第４条　委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の

任期は、前任者の残任期間とする。
　（雑則）
第５条　この条例に定めるもののほか、協議会の組織及び
　運営に関し必要な事項は、規則で定める。
　　　附　則
　　この条例は、平成 12 年４月１日から施行する。
　　　附　則

注　県民ギャラリーをすべて使用する場合の使用料は、こ
の表の規定にかかわらず、54,480 円とする。
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愛媛県総合科学博物館 愛媛県総合科学博物館協議会

愛媛県歴史文化博物館 愛媛県歴史文化博物館協議会

愛媛県美術館 愛媛県美術館協議会

区　分 単　位 金　額

閲覧
模写・模造
撮影・複写
原版使用

１点１日につき
１点１日につき
１点１回につき
１点１回につき

550 円
5,500 円
5,500 円
5,500 円

常設展示室１
入場料が無料の場合 13,610 円

入場料が有料の場合 21,770 円

常設展示室２
入場料が無料の場合 18,410 円

入場料が有料の場合 29,450 円

常設展示室３
入場料が無料の場合 12,030 円

入場料が有料の場合 19,240 円

特別展示室１
入場料が無料の場合 5,070 円

入場料が有料の場合 8,110 円

特別展示室２
入場料が無料の場合 3,570 円

入場料が有料の場合 5,710 円

特別展示室３
入場料が無料の場合 5,930 円

入場料が有料の場合 9,480 円

講　　　堂

入場料
が無料
の場合

午前９時 40 分
から正午まで 1,840 円

午後１時から
午後６時まで 3,060 円

全日（午前９時
40 分から
午後６時まで）

4,900 円

入場料
が有料
の場合

午前９時 40 分
から正午まで 2,940 円

午後１時から
午後６時まで 4,890 円

全日（午前９時
40 分から
午後６時まで）

7,830 円

研　修　室

午前９時 40 分から正午まで 2,030 円

午後１時から午後６時まで 2,650 円

全日（午前９時 40 分から
午後６時まで） 4,680 円

県民ギャラリー１ 15,110 円

県民ギャラリー２ 11,870 円

県民ギャラリー３ 3,230 円

県民ギャラリー４ 4,310 円

県民ギャラリー５ 4,310 円

県民ギャラリー６ 2,150 円

県民ギャラリー７ 2,150 円

県民ギャラリー８ 6,470 円

県民ギャラリー９ 2,800 円

県民ギャラリー10 2,900 円

県民ギャラリー11 2,900 円

県民ギャラリー12 3,230 円
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　　この条例は、平成 24 年４月１日から施行する。
　　　附　則（令和２年３月 27 日条例第９号抄）
　（施行期日）
　　この条例は、令和２年４月１日から施行する。

４　愛媛県美術館協議会運営規則

　（趣旨）
第１条　この規則は、愛媛県博物館協議会設置条例（平成

12 年愛媛県条例第 31 号）第５条の規定に基づき、愛媛県
美術館協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営に
関し必要な事項を定めるものとする。

　（会長及び副会長）
第２条　協議会に会長及び副会長各１人を置く。
２　会長及び副会長は、委員の互選により定める。
３　会長は、協議会を代表し、会務を総理する。
４　副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき、又は

会長が欠けたときは、その職務を代行する。
　（招集）
第３条　協議会の会議（以下「会議」という。）は、愛媛県美

術館長が招集する。
２　会議の日時、開催場所及び会議に付議する事項は、あ

らかじめ委員に通知しなければならない。
　（会議）
第４条　会議は、会長が議長となる。
２　会議は、委員の過半数の出席がなければ、議事を開き、

議決することができない。
３　会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同

数のときは、議長の決するところによる。
　（庶務）
第５条　協議会の庶務は、愛媛県美術館において処理す

る。
　（委任）
第６条　この規則に定めるもののほか、協議会の運営に関

し必要な事項は、会長が協議会に諮って定める。
　　　附　則
　　この規則は、令和２年４月１日から施行する。

５　愛媛県美術品等収集評価委員会設置要綱

　（設置）
第１条　美術作品の収集等に関する事務を適正かつ円滑

に行うことを目的として、愛媛県美術品等収集評価委員
会（以下「委員会」という。）を設置する。

　（任務）
第２条　委員会は、次の事項について教育長の諮問に応じ

て審議を行う。

⑴　美術作品の選定及び評価に関すること。
⑵　美術作品の情報提供に関すること。
⑶　その他必要な事項に関すること。

　（組織）
第３条　委員会は、委員７人以内をもって組織する。
２　委員は、美術に関する知識を有する者の中から、教育

長が委嘱する。
　（委員長及び副委員長）
第４条　委員会に委員長及び副委員長各１人を置く。
２　委員長は、委員のうちから互選し、副委員長は委員長
　が指名する。
３　委員長は、会務を総理する。
４　副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるとき

は、その職務を代理する。
　（会議）
第５条　委員会の会議は、委員長が招集する。
２　委員会の会議には、委員長が必要に応じて、委員でな

い者の出席を求めることができる。
　（任期）
第６条　委員の任期は、委嘱の日から２年間とする。ただ

し、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
２　委員は、再任されることができる。
　（庶務）
第７条　委員会の庶務は、愛媛県美術館において処理す

る。
　（その他）
第８条　この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関

し必要な事項は教育長が定める。
　　　附　則
　　この要綱は、平成 12 年４月１日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成 14 年２月５日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成 16 年２月 20 日から施行する。
　　　附　則
　　この要綱は、平成 18 年３月３日から施行する。
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○　新　　館
　⑴　施　　設
　　所　在　地　愛媛県松山市堀之内
　　設　　　計　株式会社日建設計
　　施　　　工　
　　　建　　築　大成・野間共同企業体
　　　電　　気　四電工・三信電設共同企業体
　　　空　　調　須賀・日比谷共同企業体
　　　衛　　生　株式会社ダイイチマリン
　　　昇 降 機　三菱電機株式会社
　　構　　　造　鉄骨鉄筋コンクリート造　地上３階地下１階
　　面　　　積　（敷地面積）7,199.73㎡
　　　　　　　　（建築面積）3,218.78㎡
　　　　　　　　（延床面積）10,365.46㎡
　　仕　上　げ　
　　　外　　部　特注磁器質ボーダータイル 打込PC 版
　　　屋　　根　鋼板段葺・アルミハニカムパネル
　　　　　　　　アスファルト防水の上コンクリートパネル敷
　　　特殊工法　PC 版圧着構造・外壁大型カーテンウォール
　⑵　設　　備
　【 空 調 設 備 】
　　　空調方式　中央ダクト方式・パッケージ方式・ファンコイル方式
　　　主要熱源機　直だき吸収冷温水機・空気熱源ヒートポンプユニット
　　　熱源設備　（ガス焚吸収式冷温水機）＋（空気熱源回収形ヒートポンプ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋（冷温水蓄熱槽）組み合わせ方式
　　　　　　　　容　　量　ガス焚吸収式冷温水機　150R ton×1 台
　　　　　　　　　　　　　空気熱源熱回収形ヒートポンプ100R ton×1 台
　　空調系統・空調方式　展 示 室　 8 系統　単一ダクト変風量
　　　　　　　　収 蔵 庫　 4 系統　単一ダクト定風量方式
　　　　　　　　　　　　　　　　　一部ファンコイル併用
　　　　　　　　一　　般　15系統　単一ダクト定風量方式
　　　　　　　　　　　　　　　　　単一ダクト変風量
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ファンVAV）方式
　　　　　　　　１F 中監盤室、講師控室、ボランティア室
　　　　　　　　　　　　　　　　ビル用マルチパッケージ方式
　　換 気 設 備　熱源機械室、電気室、特殊ガスボンベ室、荷捌室、EV機械室他は第１種換気とし、便所、湯

沸他は第３種換気とする。
　　排 煙 設 備　自然排煙…エントランスホール等

機械排煙…BF廊下、企画展示室⑴、⑵、常設展示室⑴、⑵、展示ロビー⑶、搬入口、荷解
室、ハイビジョンギャラリー

　　蓄　熱　槽　冷水槽…540 ㎥、温水槽…170㎥

　　（床下二重ピット利用）
　【 電 気 設 備 】
　　　引　　込　高圧・架空
　　　電　　灯　Tr200KVA×３台
　　　動　　力　Tr500KVA×２台
　　　コンデンサ　低圧　50KVr×６台
　　　リアクトル　低圧　３KVr×６台
　　　発 電 機　３φ３W220∀　205K∀A・240PS　1φ3W　110∀
　　　　　　　　６Kw　ディーゼル軽油

Ⅻ　施設・設備の概要
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　　　直流電源　サイリスタ全自動式整流器　３φ３W　200V　10時間　MS−E　300Ah／54セル
　　　放送機器　出力（非常・業務）720W　出力（BGM）360ｗ 
　　　　　　　　卓上型２台　ワイヤレス　800MHｚ
　　　テレビ共聴　VHF・UHF・BSアンテナ
　　　電　　話　PCM時分割方式　一般内線90/120内線　10/10回線64局線1/10回線　PHS　接続装置　10/10 
　　　　　　　　回線 アナログ局線10/12回線　INS1500局１/４回線
　　　インターホン　身障者用・夜間訪問用
　　　電気時計　ダイチ製 DC−3002、DC−3006
　　　火報防火扉　GP型１級50回線　副表示20L　諸警報55L　防排煙130L　ガス漏れ５L
　　　表示設備　DC24V　発光ダイオード（２モード形）
　【 衛 生 設 備 】
　　　給水設備　飲　用　松山市上水道引き込み（50mm）→受水槽（11㎥）加圧ポンプ方式
　　　　　　　　雑　用　雨水利用+井水→受水槽（28㎥）　加圧ポンプ方式
　　　給湯設備　中央給湯方式（太陽熱利用）＋局所方式
　　　　　　　　真空式温水ヒーター　100,000kcal/H２台
　　　　　　　　貯湯槽２㎥　２台
　　　　　　　　電気湯沸器　30リットル８台
　　　排水設備　建物内汚水・雑排水分流方式（雨水は分流）
　　　都市ガス設備（中圧）　吸収式冷温水機及び真空式温水ヒーターに供給
　　　消火設備　屋内消火栓設備、連結散水設備（５系統）、イナージェン消火設備（６系統）、
　　　　　　　　消火器設備、移動式粉末消火設備、フード消火設備（厨房）
　　　そ の 他　太陽熱利用設備、雨水再利用設備（有効水量206㎥）、井水設備
　【 昇 降 機 設 備 】
　　　　　　　　乗用油圧エレベーター（15人乗　車椅子対応）２台
　　　　　　　　乗用油圧エレベーター（11人乗　車椅子対応）１台
　　　　　　　　荷物用油圧エレベーター（4,200kgW　カゴ3,500mm×D4,800mm×H3,000mm）１台
○　南　　館
　⑴　施　　設
　　　所 在 地　愛媛県松山市堀之内
　　　構　　造　鉄筋コンクリート造
　　　　　　　　地上３階地下１階
　　　面　　積　（敷地面積）2,301.50㎡
　　　　　　　　（建築面積）921.20㎡
　　　　　　　　（延床面積）4,296.69㎡

区　分 室　名 面　積（㎡）

南

館

創
作
部
門

県民ギャラリー 1 ～ 12 2,004
県民アトリエ１ 68
県民アトリエ２ 105
実技教室 124
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● 館内案内図 ●
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はじめに
　新型コロナウイルス感染症の広がりにより、県をま
たぐ往来が困難な状況下、美術館デジタル活用魅力発
信事業の一つとして県外在住の作家と利用者をつなぐ
リモートイベントを実施した。作家の選定は、当館が
作品を所蔵していること、愛媛県出身であること、制
作技法が重ならないことから、有元容子（日本画）、
八木良太（メディアアート）、山田彩加（版画）の3
名を取り上げた。リモートイベントでは、3名の作家
をリモートで繋ぎ、作品や制作活動について語ってい
ただいた。
　八木良太氏のリモートイベントの内容については、
令和2年度研究紀要第20号にて記録した。
　本稿では、有元容子氏、山田彩加氏の内容を書き起
こし、記録する。

開催情報
「私の山や海の風景」
日　時　2022年１月23日（日）　14：00 ～ 15：00
講　師　有元容子（日本画家）
参加者　58名（講堂22名、リモート36名）

「創作版画の表現と、絵画表現への展開」
日　時　2022年２月20日（日）　14：00 ～ 15：00
講　師　山田彩加（版画家）
参加者　53名（講堂25名、リモート28名）
場　所　愛媛県美術館　講堂
　　　　※�作家はZOOMによる出演、参加者は講堂

及びZOOMにて聴講

「私の山や海の風景」　講師：有元容子
　私は15歳までの記憶ですが、今でも鮮明に覚えて
いるのは、教室の窓いっぱいに大きな煙突のある工場
が見えていたこと。そして、そこで発生しているいろ
んな音。それは、工場で出ている音だったんですけれ

ども、それがずっと忘れられません。
　小さな島だったので、高台に行くと島の周りが海し
かないのですね。工場と住宅のある、私たちの住む島
以外の明神島、ねずみ島、梶島という三つの島に囲ま
れていた風景です。そんなところで育ちましたので、
学校は中学までしかなく、高校は外に出なければいけ
ませんでした。今映っているのが四阪島（図1）なの
ですけれども、手前に工場のある島があり、奥が住宅
のある島で、その高台に小学校と中学校、それから一
番てっぺんにお宮がありました。大山祇神社ですね。
私は中学を卒業しますと、高校に行くのですけれども、
四阪島からはどこの高校に行ってもよくて、私は父親
の出身である今治市の今治西高等学校というところに
進学しました。そこの美術部に入ったんですけれども、
そこに入ったことが一番、私の初めての大きな転機だ
ったと思います。
　美術部に入りますと、大変すぐれた指導者である髙
階重紀先生がいらっしゃいました。髙階先生は、東京
藝大（当時、東京美術学校）の油画の出身です。とて
もすぐれた作品を描いている二紀会の作家でした。私
たちは団塊の世代で、当時１クラスが55人で10クラス、
1学年が550人もいました。当然美術部員も、大勢い
たのですけれども、その中には智内兄助、山本耕造、
川畑宜士、桑名正子、達川清君たちがいました。この
写真（図2）は、奥が私で、前が桑名正子さん。桑名
さんは今、パリで芸術活動をしています。毎日、石膏
像の木炭デッサンをしました。それが一番の基礎だと
いうふうに先生に言われまして、先輩たちが教えてく
れるのです。大体ひと月に1枚完成するものですから、
1年に12枚、3年で36枚から40枚ぐらいしか描けませ
んでしたけれども、もう本当にそれしかやらないって
いう感じに、毎日、やっていました。
　もう嬉しいことも辛いことも恥ずかしいことも含め
て、青春時代の切磋琢磨っていうのは、こういうもの
なんだなというふうに思ったほどです。そこで、3年

記録：リモートイベント　アーティストトーク
−有元容子、山田彩加−

石﨑　三佳子
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間を過ごしまして、運よく藝大に合格することができ
ました。
　藝大では、日本画を学びました。ちょうどその学生
運動が盛んなころでもありましたけれども、藝大では
あまり学生運動が盛んにならなくって。ただ、先生た
ちがやっぱり作家だなと思ったのは、授業が休講にな
ってしまうので、自分はこんなことで時間を無駄にし
て、自分の絵を描く時間がもったいないからといって、
辞められた先生たちが何名かいらっしゃいました。
　日本画は特に専門性が強く、とても面白かったので
すけれども大変でした。特に画材が高くて、こんなは
ずではなかったと毎日思っていました。私は現役で入
りましたので、他の人が皆、大人に見えました。私は
その時点では、まだまだ未熟だったのだと、はっきり
思います。技術的な面で合格したのかもしれませんけ
れども、精神的には全然不合格だったのだと思います。
そんな感じで、2年生までは追いつけなくて、また絵
を描くことを真剣に考えていなかったのだと思います。
　3年になって、有元利夫と知り合いました。この変
な写真がそうなんですけれども、ちょうど上野公園で
ふたりを友達が撮ってくれた写真（図3）です。これ
くらいしか写真が残ってないのですけれども、この有
元利夫と知り合ったことが、第2の転機といえると思
います。この人と出会わなければ、私は一生絵を描か
なかったかもしれません。そのくらい、絵を描くこと
っていうことに、大学に入ってあまり魅力をを感じら
れなかったんですね。この先のこととか、今もお話し
ましたけど、本気で絵を描くことを具体的に全然考え
てなかったからだと思います。まず初歩的な勉強の仕
方や、絵の勉強の仕方ですね。そういうことや絵画の
面白さはもちろんのこと、こうした創作とともに、生
きていくことっていうのを初めて考えたのが、この時
だったと思います。
　卒業後、2年して、結婚しました。夫は広告会社に
就職して、働いてくれていましたけれども、夫の勧め
もあって、しばらくして私は日本画の公募展で、創画
会という会に出品し始め、もう2年目あたりで春の賞
を取ったり、秋も賞候補になったりしていました。そ
れは、夫がいろいろ助言してくれたからなのですけれ
ども、そんなこんなをやっているうちに、有元利夫も
絵を描きたくて、会社を辞めたのです。
　実は会社勤めをしながら、個展などをしていたので
すけれども、大変評判が良く、最初からほとんど完売
という信じられないような人でした。つまり一つの家

に2人の作家がいるというのは、とても難しいことで、
しばらくして相談の結果、私は絵を描くのをやめ、夫
の仕事の助手をすることになりました。なぜやめるこ
とができたのかというと、やはり自分が描きたかった
絵は、こういうものではなかったのではないかと、漠
然と思ったのだと思います。その頃ちょっと仏画のよ
うなものを描いていました。
　少し夫のことをお話しします。これは夫の《花降る
日》（図4）という作品ですが、絵を描き始めて数年し
ないうちに、この作品で安井賞に推薦されまして、こ
れで特別賞をとりました。もう1点《古曲》という作
品も出品しました。これは《舞踊》（図5）という絵です。
大体その有元利夫の絵を紹介するのに、何点かこうや
って、作品をお見せしているのですが、これは《夜の
カーテン》（図6）という絵です。
　先ほど仏画を描いていたとお話ししましたが、これ
（図7）は私の創画会に出していた作品なのですけれ
ども、やはり夫がいろいろ平家納経の本を出してきた
りして、こういうふうなものを参考にして、こういう
絵を描いたらいいのではないか、というふうに助言を
してくれるものですから、それを聞いて一生懸命描い
ていたのですが、結局、本当に自分が描きたいものは
何だったのかっていうことを、真剣に考えないまま、
描いていたのでしょうね。2人でいろいろ話し合いを
していると、やっぱり自分の弱点というのが見えてく
るのですね。それで、自分でも制作に行き詰ってくる
のですけれども、そういうものを続けて描く自信がな
かったのだと思います。それで、私は、そこで筆を折
ったという言い方はおかしいですけれども、絵を描く
のをちょっとやめて、夫の仕事の助手をすることにな
りました。
　そうこうしているうちに、息子が生まれたのですけ
れども、ほぼそれから1年後ぐらいに、夫は呆気なく
病気で亡くなってしまいました。
　そこからですね、私の波乱の人生が始まるのです。
これ（図8）は陶芸の修行をしようと思い立ってですね、
唐津の九州の隆太窯という、中里隆さんという作家が
やっている窯元に無理やりお願いをしまして、弟子入
りしたところですね。一番奥が、中里隆先生、真ん中
はもう以前からいたお弟子さんです。一番手前の左が
私ですね。まだ1年も経ってないと思いますけれども、
もうここでの修行たるや、本当に今までのことが360
度ひっくり返ったような生活でして、何しろその今ま
で一生懸命勉強をして、大学にまで入って、そこも4
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年かけて卒業してですね、絵も描いていた、創画会に
も出していた私が、もう何一つ通用しないんですね。
本当に恥ずかしいようなことで、何をやっても何も知
らないっていうのが、本当によくわかった年月でした。
朝から晩まで、つまりすごい肉体的なことで、もうく
たくたに疲れて、ただ寝るだけみたいな。子供を寝か
せてるときに一緒に寝てしまうぐらい、そのくたくた
に疲れて、何も知らないことばっかりの恥ずかしいこ
とっていうのが逆に快感になるぐらい、ここで目を開
かされました。何を知ってても、それは全然何か偉い
ことじゃないんだっていうことにものすごく気が付き
ました。そのとき私が38歳でした。これからの人生
ですね、今までのやってきたことっていうのが、そこ
から始まったような気がしています。
　東京に帰ってくるのは、本当は4年いないと修行に
ならないって言われたのですけど、精神的に続かない
んですね。2年して子供が小学校に入ることになった
ので、そこで、子供が小学校に東京で入りますからと
いって逃げるように、東京に戻ってきました。ここが
ですね、これ（図9）がその隆太窯の全景で、すばら
しく広い敷地に窯と工房がいろいろあります。東京に
戻って、修行の続きをやるのですけれども、だんだん
できるようになってきたので、これ（図10）はほん
の一部ですけれども、こんな作品を作りながら、この
陶芸をやって、発表して売って、私は生活をしており
ました。絵を十年間止めていたものですから、生活の
基盤がない訳ですね。
　初めて個展をした時に、まだまだ未熟なので、大き
な作品があまりつくれないということで、そのギャラ
リーの壁が真っ白にあいていて、とてもおかしいもの
ですから、そこに私は陶芸の土を使って、絵を描いて
みたらどうだろうかと思って、そういったドローイン
グをいくつか描きまして、そこに展示をしました。絵
の具というのは、ちゃんとすぐそのそのものが、絵の
具になるように精製されているのですが、陶芸の土っ
ていうのはとても面白くて、精製されていない土なの
で、不純物が混じっています。その不純物がとても温
かい感じがして、そのことがあって、私は気に入りま
した。陶芸の土以外にも、友人が発掘現場などで発見
した赤い土ですとか、黒い土でもとても面白い風合い
のある土とかがあると、そういうものを教えてくれて、
そういう土を私も集めまして、そういうもので絵を描
いて、展示をしていました。なぜそうしたのかという
と、やはり陶芸と陶芸の土っていうのはよく合うと思

ったからなのですね。この違和感がないということが
とても大事なので、それを考えて、そのようにしまし
た。
　これ（図11）が日本画の材料なんですけれども、
つまり宝石の一種なんですね。日本画の顔料というの
は、いろんな色があるんですけれども、ほとんどが宝
石の原石ですけれども宝石にならない屑石のようなも
のですが、とても綺麗な色で出来ています。なので、
大変高価ですね、お値段もお高いです。これが絵の具
になるとこういうふうになるっていうことなのですが、
やはり精製されているので、とても綺麗ですし、いろ
いろ粒子も荒いのから細かいのまであって、とても美
しく、絵の具自体が綺麗です。
　この（図12）白いところが先ほど申し上げた陶芸
に使う、例えば白化粧土というのがありまして、それ
は朝鮮カオリンって言うのですけれども、エンゴべと
いう白い化粧土にする材料です。それはちょっとピン
クがかっていて、ほんのり温かい感じがする土です。
そういったものを使って、数年、絵を描いていました。
こういう絵（図13）も描きましたし、これは岩絵具
と両方併用していますけれども、ずっと、いわゆるモ
ノクロというか、そういうものに近い、絵を描いてい
たというふうに思っています。
　これ（図14）はいわゆる鵜島っていうところですね。
村上水軍ですか、あの島ですけど、カレイ山の展望台
から見たところを、描いた絵です。これも、結局その
白い土と茶色の焦茶色の土を使って描いています。こ
の辺はだんだん絵の具が、いわゆる日本画の岩絵具が
まじってくるんですけれども、そういうものを長く続
けて、描いています。
　この辺でもう山がたくさん出てくるんですけれども、
そのなぜ山の絵を描くかというと、結局、東京の下町
にずっと長く住んでいますとそこには緑もあるには、
あるのですけれども、やはり四阪島で育ったっていう
ことがすごく大きくって、どこにいても、やっぱり緑
を求めている自分がいました。実は夫が亡くなった後、
わりとすぐに、山梨県の方に小さな山小屋を建てまし
て、そこから近隣の山によく登るというか、山歩きで
すね。山の中を子供と一緒に、犬も飼っていましたの
で、犬も一緒に歩いたり走ったりなんかしていること
が、すごく楽しくて、そういうことをしていました。
そういう自然の中にいることがとても自分には気持ち
がよくて、九州に行っている間も、いつの間にかスケ
ッチブックが九州の美しい風景でいっぱいになってい
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るっていう、そういうことに気が付いたんです。私は、
だんだん山や緑の中に入っていくことで、そうだこれ
からはもう、自分の好きな絵を描こうと思って、山の
絵を描き始めたわけですね。なぜ島じゃないのかとい
うと、東京は島が見えないんですよ。とても遠いので、
なかなか島を見に行くっていうことはできないし、子
供がまだ学校に入ったというような時代でしたので、
今治に帰るっていうこともなかなかできなかったもの
ですから、結局、東京から近い山のあるところに行く、
というような格好で、山の絵を描くようになりました。
山の絵を描くといっても、なかなか高い山には登れな
いので、別に山岳部でもワンゲルでもなかったので、
そういったノウハウが自分では身についてないもので
すから、どうしたらいいかわからなくて、低い山をた
だ歩いているだけだったんですけれども、あるとき山
の頂上に登ったら、そこから見た風景っていうのは、
とても気持ちがよくて、山の周りがずーっと遠くまで
見えるんです。そして、あるとき山に登ったら、雲海
になってたんですね。ずっと霧が出て、そこの霧の中
にぽつんぽつんと近隣の、そんなに高い山ではなかっ
たですけれども、その山頂がぽつぽつ見えて、それが
まるで海に浮かぶ島のように見えたことがあって、こ
れはもう島や海と、みんな全部同じじゃないかって思
えたことがありました。そこで私は、そういったもの
をだんだん自分で描いていければいいなというふうに
思いながらやっていったわけなんです。
　あるとき、息子もだんだん成長してくるんですが、
中学に入りましたら、そこの学校の先生が、大学の山
岳部出身で、もうガンガン山に登る人だったんです。
その方のお友達で、女性の登山家を紹介してくれまし
た。私の山小屋は南アルプスの北岳とか、そういう高
い山がいくつもある中の甲斐駒ヶ岳の麓にあるのです。
その女性の登山家が、ちょうどそこに毎年冬に登って
いるということで、冬ではありませんでしたが、夏休
みに、そこに登らせてあげますよということになって、
一緒に2人で登りました。このときに初めて、私はプ
ロの登山家からどのような装備をして、どのように登
っていくのか、どんな服装でなければならないのかと
いうことを、初めて知りました。
　そのたったの1回の経験でしたけれども、それがず
っと何十年も私の山登りの基礎になっています。そん
なことがなかったら、きっと多分どこかで、遭難して
死んじゃってたかもしれません。そういうことを、本
当に教えてくださった方には、心から感謝をしている

次第です。
　そんなことでですね、山梨県、それから長野県の山
に登る機会が多かったんですけれども、四国の方の山
にも登りたいと思っていました。
　石鎚山というのは、四阪島が別子銅山の学校だった
ときに、中学になったら学校登山をするようになって
たんですけれども、私は中学に入った途端に公立にな
りまして宮窪町立四阪島小学校中学校（1）になってし
まったので、登れませんでした。なのでずっとずっと
後になってからようやく石鎚山に登るのですが、その
前に、高校の同級生で、川畑宜士君っていう人がいま
して、その人が、当時、高校の美術の先生をしていて、
自分は登山部の顧問だから、「一緒に登れるよ」って
言って、笹ヶ峰に連れてってくれたことがありました。
私と息子と3人で一緒に登ったんですけど、5分ぐら
いしたら、川畑君は足がつってですね、登れなくなっ
たんですね。でも、結局は山頂まで登ったんですけど、
そんなことがありながらもとても気持ちがよかったで
す。
　四国の山もすごくいいなと思って、次に、その川畑
君がですね、東赤石の山小屋をやっている学校の先生
がいるから、その人を紹介します、って言うのでその
方を紹介してくれまして、今度は本格的に、その人と
一緒に東赤石に登りました。
　これ（図15）は息子を描いた絵ですね。一応、絵
は年代順になっているので、これは1999年ですかね、
息子が15歳のときに、息子をモデルにして描いた絵
なんですけど、これは鳥取県の倉吉博物館の菅楯彦大
賞っていうコンペがあって、それで佳作賞をいただい
た作品ですね。私の絵の中には、山と島と花がちょこ
っとですかね。人物像はほとんどありませんで、今回、
このお話をいただいたときに、人物も描いてると思っ
て、それで、一生懸命探し出した作品です。
　これ（図16）は二ツ岳ですね。東赤石へ登ったと
きに見た山ですけれども、こんなふうにどろどろ暗い
わけではなく、これは、単に使った材料が、まだこの
頃も土を使っていたので、そういう色になっています。
　これ（図17）は八巻山ですね。これが東赤石の中
心になっている山なんです。
　本当に初めて四国の山らしい山に登りまして、そこ
から瀬戸内海がものすごくよく見えるっていうことに
気が付きまして、そこから見た風景も、スケッチはし
てきたんですけれどもなかなか絵にすることが難しか
ったです。山に登ると何を見るかっていうと、その山
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頂から四阪島を探すんですよね。あぁ、あった、あの
遠くの方のあの島がそうかなっていうふうに見るって
いうことで、ふるさとって何ていいものなんだろうっ
ていうふうに、どんなときも思い出しました。もうす
ごく、なんていうか、海とその海岸線を見ると、本当
になつかしかったです。
　これ（図18）は、山梨県の山で、千頭星山ってい
う山です。この頃にですね、両洋の眼展という、油画
と日本画とが一緒になっているような展覧会がありま
して、何人かの評論家の先生たちが推薦した作品を出
すというような展覧会でして、これがそのときの何回
目かに出した作品で河北倫明賞というのをいただいて
います。山梨県の山です。この奥に南アルプスという
仙丈ヶ岳とか、甲斐駒は隣ですね、北岳とか、ずっと
連なってある手前の山です。
　これ（図20）は仙丈ヶ岳ですね。いくつか山に登
っています。
　これ（図21）は四国の山ですね。タイトルは《守山》
と書いてありますが、石鎚のお向かいの手箱山だった
と思います。
　これ（図22）は黒戸山という、最初に登らせても
らった甲斐駒ケ岳の手前の山なんですけれども、一番
甲斐駒ヶ岳に登るのに、一番難しく、長い距離を歩い
て登らなければならないという山です。
　それからですね、今回、愛媛県美術館には、私の絵
が2点あると思うのですが、一つは、《黒姫》（図23）
という山と、それからもう一つは、《青い耳飾りの少女》
（図24）っていう絵があります。これ（図25）は少女
の方のクロッキーなのですけれども、このモデルさん
は、息子とほぼ同年代で、友達だって言って、連れて
きた少女だったんです。この子は、今、コンテンポラ
リーのダンサーでちょっと有名な高瀬譜希子さんとい
う女性です。アルバイトでモデルをしてくれまして、
ダンサーなので、ものすごくポーズの体の線もとても
綺麗ですね。1年ぐらいずっと週に1回モデルさんお
願いして、描かせてもらっていました。
　私がトルコ石のイヤリングを手づくりで作って、
その子に「こんなのつける」って言ったら、嬉しい
って言ってもらってくれて、すぐ自分で耳につけて
くれたので、それを描きました。小さな作品ですけ
れども、その絵も美術館の方にかけていただいてい
ると思います。
　それから、多分そのとき一緒に、美術館に入りまし
た《黒姫》という、100号近くの絵があるのですけれ

ども。そちらは黒姫に、矢川澄子さんという私の大好
きな文学者がいまして、大体英語の翻訳をしていた方
なんですけれども、その方が夫の有元利夫の絵が大好
きで、ご自分のエッセイ集で『反少女の灰皿』ってい
うエッセイ集を出すときに、カットを描いてくれない
かということで、描いたことがありました。それ以降
とても親しくしていただいていまして、（自宅のある）
黒姫にも何度も遊びに行かせていただきました。その
ときに、有元もまだ元気だった頃だったので、一緒に
うかがったことがありました。とてもすてきなお住ま
いでそこにずっと、住んでらしたんです。（矢川さんは）
澁澤龍彦さんの最初の奥様ですね、ずっと鎌倉におら
れたんですけども、離婚してから黒姫に行かれてそこ
で執筆活動をしていました。
　あるとき、編集者から電話がありまして、「実は矢
川さんが亡くなったのよ」ということで、あんなにお
元気そうだったのにと本当にびっくりしました。仕事
で上京された時、黒姫に戻るのは、上野から長野方面
に向けて乗る電車ですから、うちが日暮里で上野の次
の次ですから電車に乗る前に、うちに寄って、私と息
子の顔を見て「元気？」って言って、それからしばら
くお茶飲んで帰られるような方でした。もう亡くなっ
たというので、矢川さんのところへ行きました。亡く
なった顛末もいろいろお聞きしましたけれども、結局
1人でとても、寂しかったようでしたね。帰りはその
友達とその黒姫の山を背にしてずっと帰ってくるわけ
ですけど、その時に黒姫のスケッチをしまして、その
スケッチを元に描いた絵が、この黒姫山です。
　山にはいろんな思い出が少しずつこうあるのですが、
特に黒姫の山には、そういう気持ちがあり、どうして
も私の中でこう描かざるを得なかったみたいなものが
ありました。
　これ（図26）も高瀬譜希子さんの絵です。本当に
いろんな表情でいろんなポーズをしてくれた、いいモ
デルさんだったと思います。
　これ（図27）は唯一、果物ですね。いくつか描き
ましたけれども、花梨の実です。
　これはカレイ山展望台から見た伯方島ですかね。大
体いつもふと気が向いて、今日は天気がいいな、かす
んでないなっていうふうに思うと、車で展望台まで行
って、写真を撮ってスケッチして帰ってくるのですけ
ど、それも最近、今治に帰る機会が多くなったからそ
ういうふうにできるので、若い頃は仕事もあり、いろ
んな事情があって帰りたくてもなかなか帰れず、遠く
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から本当にふるさとを思うだけっていうふうでした。
今はいつでも、コロナがなければですね、いつでも帰
られるので、本当にいいなと思います。これは今の四
阪島ですね。カレイ山展望台から四阪島が見えたので、
ちょっと拡大して、写してみました。
　これはもう皆さんご存知のしまなみ海道です。橋の
なかった時代も知っていますし、できた当時は橋がで
きてよかったのかなって疑問でしたけど、橋ができて
から、この島々もこうやって、船じゃなく自動車でパ
ッと来て、見ることができるので、今はできてよかっ
たなというふうに思っています。
　これ（図28）は朝日岳です。私、愛媛新聞にもち
ょっとエッセー（2）を書いてるんですけども、東北の
山が好きで、大朝日っていう朝日連峰の中の大朝日、
日本海側ですかね。山形県のあたりの連峰ですけれど
も、月山と大朝日それから鳥海山というふうに、並ん
でるんですけれども、登るチャンスがあったので、そ
ういったところも描きました。
　これ（図29）はしまなみ海道から見た橋桁になっ
てると思いますけど、ちょっとした岬になってるよう
な島です。
　これ（図30）は瓶ヶ森ですね。四国の山もだんだ
ん描けるようになってきたので、そういったところも
機会があったら、登って描くようにしています。だん
だん登れなくなりましたけれども面白いです。
　これがさっきも出てきましたけど能島と鵜島とです
ね。村上水軍の根城になった島ですけれども、やはり
こういうふうに、多島海と呼ばれるほど、本当にここ
には島が多くて、海も嵐でなければ本当に鏡のように
べたーっとなっています。それがやはり懐かしいです
ね。これはそれを絵にしたものです。少しツンづまり
ですけど、絵は絵空事っていうぐらいで、本当はその
通りじゃなくてもいいんですけど、山の絵の展覧会の
とき登山家には山が正確に描かれているっていうこと
がすごく問題になるらしくて、ここはこんなふうじゃ
ないっていうことをよく言われました。でも、絵描き
の私としては、ここにそれがあっても何にも関係ない
っていうふうに思えるので、結局は自分の好きなよう
に描いています。
　これ（図31）はですね、後に私はちょっと大学で
陶芸を教えることになりまして、数年陶芸と絵を教え
ていたのですけれども、その時にちょっと展覧会をや
りました。これは多分皆さんもご想像通りで四阪島で
す。四阪島の工場の大煙突です。作りながらすごく面

白くて、実はこれは香炉になっていまして、下の台と
上の煙突とその下のものがパクって外れるんです。そ
の中に、お香を焚くと煙突から煙が出るようになって
います。こんなことをして、ちょっと遊びました。
　これ（図32）は北岳ですね。山は、その山に登る
とその山が描けないので、その山が見える山に登るん
です。これもあの北岳も登ったことがあるんですが、
北岳に登るととても気持ちはよかったんですけど、北
岳の周りの山しか描けないんですね。北岳を描きたい
と思って、北岳の向かいの山の櫛形山というところに
戻りました。
　これ（図33）は九州ですね。九重連山に行きまして、
九重連山は2度行ったんですけど、最初は11月で雪が
降って、途中で帰ってきました。
　これ（図34）はその次に、リベンジしようと思って、
夏ちょっと前、花が咲く前ですね。4月か5月ですけど、
とてもいいときに行きまして、これは中岳というとこ
ろの山頂です。とてもいい色で綺麗でした。それを絵
にしまして、ここは本当に九重連山というぐらいで、
もうたくさんの山が連なっているものですから、もの
すごく描きごたえがありました。
　これもそうですね。三俣山という山ですね。
　これ（図35）がようやく出てきました。石鎚山です。
ここもとても道がよくなっていて、大変登りやすかっ
たです。ただ、私はこの先には、怖くて行けませんで
した。若かったら行けたと思いますけど、皆さん、ど
んどん下りて、細い細いカミソリの刃のようなところ
をずっと歩いていきます。私は足がすくんで行けませ
んでしたので、そこから絵を描いて帰ってきました。
　これ（図36）は大山ですね。私の絵は多分、雲が
たくさん出てくるんです。「人を描きませんね」って
言われたときに、「雲が言葉です」って言ったことが
あって、自分でも上手いこと言ったなと思ったんです。
やはり空と雲の様子とか、今でもそうですけど、朝、
犬と散歩をするときに必ず空を見まして、今日は雲が
あると思うと、なんかちょっと嬉しいんですね。晴天
だと雲が一つもなくって、お天気はいいんですけれど
も、何というか、やっぱり雲があると、そこに何か風
情があって、雲は、今日はどんな言葉を発しているん
だろう。今日はどんなふうに雲は待っているんだろう
っていうふうに考えることがあって、そう思いながら
いつも上を向いて歩いているので、時々転びます。
　これがですね、先ほどの石鎚山に登ったときに、麓
では濃霧で、山に登りたい人もみんな帰っていったよ
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うなお天気の日だったんです。でも、せっかく来たの
だから、途中まで歩いて、そこでやっぱり霧が晴れな
かったらもう帰ろうと思いながら登った石鎚が途中か
ら、もう本当にピーカンになっちゃって、すごいお天
気がよかったんですよ。その時にパッと後ろ振り向い
たら、石鎚の向かいに見える山がものすごく綺麗に見
えて、それを今度はそこに登らなくちゃと思って、こ
れ（図37）は堂ヶ森に登りまして、そこから見た、
鞍瀬の頭というところですね。これの向こう側に石鎚
があるんですけど、堂ヶ森まで登ったら、もう体力が
なくなってそこから一歩も動けませんでした。なので、
次に登ろうと思うんですけど、多分ちょっと難しいよ
うな気がします。四国の山はですね。石鎚スカイライ
ンっていうのがあって、そこから登れる山はとても楽
なんですけど、堂ヶ森ですとか、他の山は下の麓から
登らなきゃいけないんですね。それがもう本当に苦痛
で、若い人だったら大丈夫だと思うんですけど、つま
り往復しないといけないので、泊まるにしてもテント
が要るし、本当に大変でした。でも、いいスケッチが
できました。もうちょっとしか滞在しませんでしたけ
ど、これ（図38）がニノ森ですかね。石鎚から後ろ
振り向くとこの山が見えるんですね。もう本当に綺麗
で、すごく感動しました。それを描いた山です。
　これ（図39）はですね、私の山小屋がある甲斐駒
ケ岳の麓で、甲斐駒ケ岳です。それを描いた絵です。
　これ（図40）は大三島のところですね。御串山で
すね。鷲ヶ頭山っていうところに登りまして、このと
きは犬も一緒に登ったんですけど、これ登山道です。
犬が先に行って、私に早く来いと言って、振り向いて
いるところです。これがそのとき描いた絵です。
　これ（図41）はですね、岩城の千年桜で《山上の桜》
というタイトルですけど、横長のそんなに大きくない
作品です。このときも、ここに行くには、すごく遠回
りすれば車で行けるんですけど、フェリーで行きまし
た。貸自転車を借りまして、この山頂まで自転車で登
りました。桜が咲いて、とても綺麗でした。
　これ（図42、43）が山以外の花の作品です。
　山に登ると、１冊ずつスケッチブックを持っていく
のですが、こんなふう（図44）に描いて帰ってくる
ということです。
　これでお話は終わるんですけれども、私が絵を描い
てよかったなと思うことは、やはり自分の中で全部解
決できるっていうか、必ずどこかで絵を描きながら行
き詰まって、時間をかけたり、どうしようかって悩む

んですけど、必ずそこで何かを乗り越えるときがある
んですよ。その乗り越えた時っていうのが、大した結
果じゃなかったとしても、すごく嬉しいんですね。そ
のときに、絵を描いていてよかったなって思うのです。
止められないですね。やはりゆっくりゆっくりではあ
りますけれども、これからもそうやって絵を描いてい
きたい、何かを創っていきたい、っていうふうに思っ
ています。
　今日は皆様どうもありがとうございました。

（受講者からの質問）
　大学のとき、陶芸の体験というのはおありになった
んでしょうか。そして、もう一つは絵を再びを始めら
れたときに、一番困難に思われたことはなかったんで
しょうか。
（回答）
　まず、陶芸のことについてですけれども、藝大では、
陶芸は習いません。陶芸は工芸科の中にありまして、
工芸科の人も多分陶芸はやらないと思いますね。陶芸
を専攻した人だけが陶芸ができるのであって、やらな
いと思います。ですので、私は絵画科なので、絵に関
する、例えば版画ですとか、そういったことはやりま
したけれども、陶芸はやりませんでした。なぜ陶芸を
やったかというと、夫が亡くなった後アトリエに夫の
描きかけの絵がずらっと並んでたんですね。それを外
して、じゃあさよなら、これは要りませんね、という
ように簡単に、一点も外せなかったんですよ。アトリ
エのものを動かすっていうことがね、できませんでし
た。ですので、アトリエを使わないでできる仕事はな
いかと思って考えたら陶芸だったんです。陶芸は、ち
ょうどたまたまその中里先生と、ちょっとだけお会い
したことがあったので、本当に厚かましかったですけ
れども、本当に申し訳ないけど私は「弟子にしてくだ
さい」って言って、ひたすらお願いして無理やり弟子
になったんですね。それはある程度正解だったという
ふうに思います。何かを作るっていうことは、絵だけ
じゃなく、手を使って何かをやれることすべてが芸術、
美術だと思うので、そこで私は芯からたたき直された
みたいなところがあったので、それは本当にありがた
かったなと思います。そのときはひどいなと思って、
泣いたこともありましたけど、陰ながらですよ。そう
いうことを、言葉ではなく体で覚えさせられたってい
うことが、ものすごくありがたかったなというふうに、
後で思いました。
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　絵を描くことについてですけれども、絵はですね、
やはり夫が描いているのを見て、とても勉強になって
いたのです。その間10何年間でしたけど、絵の描き
方っていうか、絵のつくり方っていうことは、ほとん
ど迷いませんでした。そのことよりも、私は見たもの
をそのまま描いていく、そっくりじゃなくても、最近
本物とちょっとそっくり過ぎて面白くないですけど。
昔の絵を見てると、こんなふうに私はアレンジして、
山をこんなに面白く描いてたなと思って、今回もすご
く勉強になったんですけど、もっともっと絵空事にし
ていきたいなというふうに思いました。ですので、困
ったことは、ほとんどありませんでした。ただ、もっ
といいものにしたいっていう困ったことはいっぱいあ
りましたけど、描くことに関して、困ったっていうこ
とはほとんどありませんでした。

（受講者からの質問）
　利夫先生の絵は、音楽を感じさせるような絵だって、
それは、容子先生にも影響を与えているんですか。
（回答）
　有元利夫は、絵から音楽が聞こえるように、音楽は
音楽を聞いて、絵を感じるようにっていつも言ってお
りましたけれども、私は自分の絵から音が聞こえるよ
うにというふうには、1度も思ったことがありません。
もっと精一杯で必死です。

有元容子�略歴
1948年� �愛媛県越智郡宮窪町四阪島（現今治市）

生まれ
1971年� �東京藝術大学美術学部絵画科日本画専

攻卒業
1977 ～ 80年� 創画展に出品
� ’ 78、�’ 79春季展賞受賞
1988 ～ 89年� 唐津隆太窯にて陶芸を学ぶ
1990年頃～� �「現代美術展−郷土ゆかりの作家たち

−」今治市河野美術館（愛媛）以後毎
年出品

1994 ～ 2009年
� �「両洋の眼・現代の絵画展」日本橋三

越（東京）・愛媛県立美術館（愛媛）他
� �‘98河北倫明賞受賞
1999年� �「第４回菅楯彦大賞展」倉吉博物館（鳥

取）佳作賞受賞
2001 ～ 03年�「日本秀作美術展」読売新聞社主催

2002年� �「東日本の美−山」東京ステーション
ギャラリー（東京）

� �有元利夫と共著『花降る日』を新潮社
より出版

2006 ～ 12年� �実践女子大学美学美術史学科教授
2008・2012年�個展　松山三越（愛媛）
2014年� �「寺田コレクション自然と生命への讃

歌」茨城県天心五浦美術館（茨城）
2021年� �「寺田小太郎　いのちの記録展−コレ

クションよ、永遠に」多摩美術大学美
術館（東京）

ほか個展・グループ展多数

〔註〕
（1）�私立校であった別子学園四阪島小学校・中学校は、

昭和36年4月1日に公立学校に移管され、宮窪町
立四阪島小学校・中学校となる。

（2）�四季録『愛媛新聞』に2021年4月7日から2022年
3月31日まで寄稿。

「創作版画の表現と、絵画表現への展開」

講師：山田彩加（版画家）

　これから私の作品や制作内容について、お話させて
いただきます。よろしくお願いいたします。
　まず、現在の作品制作や表現に至るまで、私が芸術
に関わり始めたきっかけからお話したいと思います。
私は元々子供の頃から絵を描くことが好きでした。�
母の話によると、どんな時でも紙とペンさえあれば、
熱心に絵を描いている子供だったようです。
　左の写真（図1）は、子供の頃に鉛筆で絵を描いて
いたときの様子です。�右の画像（図2）は小学一年生
の頃に描いた思い出深い写生大会の絵です。当時から、
上手く描くということより、自分の中で譲れない描き
方のこだわりや強いイメージがあり、絵の表現に納得
できるまで描き続けるという一面があったように思い
ます。
　私の母親は美容師をしており、父親は建築士でした。
母は散髪から着物の着付けまでを全て行い、父は大き
い紙をテーブルに広げて、物差しと鉛筆で、建築の図
面を描いていました。私はその父の仕事道具でもある
ロール紙を切ってもらって、よく鉛筆で絵を描いてい
ました。両親ともに形を作り出す職業で、仕事に強い
ポリシーを持ってこだわっている所は、父も母も同じ
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でした。幼い頃からその両親の働く姿を見てきたこと
も、絵を描き続ける一つの重要なきっかけになってい
るのではと、思っています。　
　本格的に芸術の世界へ踏み込もうとしたのは、高校
3年の2004年でした。当時は大学の進路について悩ん
でおり、その際に私の所属していたバレー部の副顧問
であった美術の先生から、美術系大学への進学を進め
られ、芸術大学への進路を決意しました。幼少期から
絵を描くことが生活の一部となっていたので、芸術の
道を志すことにも違和感はありませんでした。
　当初は日本画へ行こうと考えていて、右の写真（図
3）の様な水彩やアクリル絵具などを使って主に静物
画を描いていました。しかし、地元の美術館である印
象的な油絵を見たことをきっかけに、油絵をやりたい
と思うようになりました。
　高校3年時の夏休みの1ヶ月間ほど、上京して東京
の立川美術学院の夏期講習に通い、油絵の表現技法や
絵画の構図などを学び始めました。朝は学科を学び、
夜9時頃まで制作に励んでいました。キャベツの油絵
（図４）では、葉の重なりを入念に描いたりと、この
頃から細かい描写を好む傾向がありました。
　これら（図5～7）は大学の油画科に入学してから
の作品です。入学して初めての課題が「自由にドロー
イングしなさい」という課題でした。まず、自分が描
きたいものは何か？ということを考えて、とりあえず
植物や蝶など身近なものをよく観察してデッサンしま
した。
　その頃、大学1年時（2004年）に履修した美術解剖
学の授業で、木の根っこと毛細血管を比較した画像を
スライドで見て、それらの類似性にとても感銘を受け
ました。それから、人体と植物を融合させたようなド
ローイングをするようになりました。中央の作品では
手と植物の根っこを融合させ描いています。
　これらの作品は、大学2年までに油画科で学んだテ
ンペラや壁画作品の一部です。
　左の作品（図8）は洋画作品の一部分を模写した壁
画で、漆喰をいくつかに分けて塗り固めながら、顔料
を染み込ませる方法で制作しました。漆喰を塗った所
は1日の間に仕上げる必要があったので、壁画制作は
時間との戦いでした。右の作品（図9）は、藝大の石
膏室でコレオーニ将軍騎馬像を描いたテンペラ画にな
ります。
　学部2年までは、油絵具を実際に作ったり、洋画の
伝統的な基本の技法を学びました。自身に合う表現方

法やコンセプトについて、様々な技法に触れながら試
行し探求していました。
　2005年の学部2年のときに、初めてリトグラフとい
う版画技法に触れました。版画講義の中でも、私はリ
トグラフと木版画の講義を選択しました。描いたもの
がそのまま版画にできるというリトグラフの方法は、
鉛筆デッサンを好んでいた自分にとって、とても入り
やすく手に馴染むものでした。鉛筆による表現の柔ら
かさの魅力に対して、版画のインクの黒色からはまた
異なった力強い魅力を私は感じました。左の画像の
《種》（図10）という作品では、大学近くのスーパーで
クルミやキノコを購入し、拾った落ち葉を加えてモチ
ーフとして組み合わせて制作しました。これが初めて
のリトグラフ作品になります。
　木版画（図11）の方は、色の付け方・刷り方によ
って平らな箇所でも木目が出てきて、その木目の出方
に大変魅力を感じました。
　リトグラフと木版画の集中講義を受けた後も、引き
続き油絵を中心に制作していました。表現したい独自
の画風やコンセプトが定まらず、制作に行き詰まって
いた時期でもありました。
　油絵の技法ではシュルレアリスム的な表現に興味を
抱き、存在感や迫力を持たせるようにモチーフを大き
く描いて、そのものの細かな質感を表現したり、モチ
ーフの持つ異なった存在意義や魅力を引き出そうと試
みていました。（図12、13）
　こちらは、アクリル絵具を用いて制作した作品です。
左の作品（図14）では心臓から植物が生えているよ
うに描き、右の作品（図15）ではかぼちゃをモチー
フとして、かぼちゃの断面図から人体を連想しながら
描いた作品になります。この頃から解剖図やカラーア
トラスを参考にして、人体の内部や一部を観察しよく
デッサンしていました。
　2年時に受講したリトグラフの表現方法に惹かれ、
学部3年時には全ての版種を通して、本格的に版画を
学びました。全ての版種で、樹木や自然にあるものを
モチーフとして制作しました。左から、リトグラフ（図
16）・銅版画（図17）・木版画（図18）・シルクスクリ
ーン（図19）の作品になります。銅版画では、エッ
チングの技法を用いています。
　全版種の技法を2週間ごとに一通り学ぶことで、そ
れぞれに適した表現方法を試行し、それぞれの特徴を
持った版画作品として成り立って行く過程を知ること
ができました。
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　これら（図20、21）は、リトグラフの技術を学び
ながら、ダーマトグラフを使って独自の表現を作り出
そうとしていた頃の作品になります。学部3年の頃制
作したこれらの作品からは、自身の求める表現がリト
グラフの中で見つけられるのではという、強い希望を
感じました。
　作品《浸蝕》（図21）は、Prints�Tokyo� 2007という
版画の公募展に初めて応募した作品になります。自分
の体や手をモチーフの主体として、解剖図にある筋肉
や血管を、葉脈や根っこと融合させて制作しました。
　リトグラフの版画技法について、簡単にお話できた
らと思います。リトグラフとは、油性の描画材で描い
たものがそのまま、または反転する形で版画になる技
法です。水と油の反発作用を利用した版画技法です。
1798年ごろ、ドイツのアロイス・ゼネフェルダーが
発見しました。石灰石を使用して主に制作されていま
したが、近年日本では、軽量化されたアルミ版が使用
されています。リトグラフで使用されるアルミ版は、
特殊な薬品が塗布され、研磨剤（金剛砂）によって、
石灰石の性質に似た多孔質に加工されています。詳し
い工程については、また後ほどご説明します。
　右の作品は、私が影響を受けた版画作品です。右下
にあるブレスダンの《善きサマリア人》（図22）とい
う細密な石版画作品を実際に初めて見たとき、リトグ
ラフでもこのような細密な描写ができるのかと、感銘
を受けました。この作品を見てより一層リトグラフに
興味を抱くようになりました。
　上の2枚（内1点、図23）は、ブレスダンと師弟関
係にあったルドンの作品です。無意識や夢をテーマと
し、植物や人間を融合させたような作品もあります。
ルドンの幻想的な世界観や、ブレスダンやデューラー
による細密な版への描写は、自身が版画を制作する根
底で影響を受けました。
　学部4年時の2007年、初めて個展を行いました。奥
野ビルにあるGaiiery銀座フォレストで、1週間、個
展を行いました。水彩画や油絵、リトグラフ作品（図
24～26）の数点を展示しました。《創造する手》（図
20）をDMの画像として使用し、作品を額装して展示
する等、自らの展示を構成することの難しさや楽しさ
を、初めて経験しました。
　こちらの作品（図27）は、《命の繋がり》という作
品で、愛媛県美術館でも収蔵いただいている作品です。
私にとって初めてのリトグラフ大作になります。本作
品は100×80cmのアルミ板2枚を使用して、上下の

イメージを繋げています。自然と人体の繋がりを重視
したドローイングや、リトグラフ制作を行う中で、肉
体全体と自然の融合を試みた作品になります。実家で
一緒に暮らしていた猫をモデルにしています。今思う
と、故郷の空気や自然、人や動物との繋がりを懐かし
む気持ちが作品に現れているように感じます。《命の
繋がり》と題名をつけ、現在の制作でも根幹となって
いるコンセプトを、この頃確立しました。
　版画作品では、一本一本の線や描写が重なって版に
刻まれ残される様子が、その人の時間や人生を刻んで
いるかのように深く、美しいものだなと私は感じまし
た。
　これらの作品（図28、29）は、学部から修士に進
学した頃の作品になります。「命の繋がり」というコ
ンセプトを基に、どの様にリトグラフで作品を展開し
ていくのか、ということを試行錯誤していました。こ
の時期から、「森羅万象へ広がる繋がり」という、目
に見えない精神的な概念を具現化した、網目状の描写
や、ひも状の描写を作品に取り入れて行きました。こ
れらの作品は2点とも、森羅万象に存在する命が生死
を重ねて繋がり、宇宙へと広がっていく様子を表現し
ています。人体の中で植物と融合していた表現が、外
の世界へ増殖し広がっていく表現へと変化していきま
した。
　2010年からは博士に進学し、奨学金制度を利用し
ながらもアルバイト、制作と留学の準備を続けていき
ました。そして、2011年には、協定校留学制度を用
いて自らコンタクトを取り、秋から1年間パリのエコ
ール・デ・ボザールに留学しました。
　ボザールでは、教授毎のアトリエで面接を経て、在
籍する形となっていました。私は洋画を専属とする教
授のアトリエに入りました。主に前期は、様々な授業
を受けながら制作していました。版画工房では石版画
の制作を行いました。左3点の写真（内1点、図32）は、
ボザールのリトグラフ工房で、右2点（内1点、図
33）はIDEM�PARIS版画工房の写真です。IDEMは、
ピカソやダリ、シャガールなどが版画制作をしていた
ムルロー工房を引き継いでできた工房です。滞在中に
訪問する機会がありました。どちらの工房にも大小沢
山の石灰石が保管してあり、歴史を感じる古典的なプ
レス機が使用されていました。ボザールの教授から石
版画技法を教えていただき、主に石灰石を用いて作品
を制作しました。　
　こちらは、実際に現地で制作した作品です。作品の
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モチーフは主に、ルーブル美術館にある石膏像をデッ
サンしたものでした。美術館には度々通いながらデッ
サンを行いました。現地では、主に、石灰石への描写
に適したKorn社のリトペンシルNo.5�を使い制作して
いました。一番左の胸像（図34）が、ゴムを塗布す
る前のリトペンシルで描画した状態で、隣の画像（図
35）がゴムを塗布した後の画像です。　　
　留学時には版画以外に、技法材料や形態学の講義も
受講しました。右下（図36）が技法材料の教室で、
右上（図37）が、形態学の講義風景です。
　一番左の作品（図38）は、技法材料で制作した、ラ・
トゥールの《大工の聖ヨセフ》の模写です。実際にル
ーブルにある作品を観察して、油彩で制作しました。
　形態学とは、解剖学と人体デッサンの実技が合わさ
ったような授業で、実際の人体モデルを見て、前の大
きい黒板に人体や筋肉をチョークでデッサンします。
空間認識や人体の形態を改めて詳しく学びました。　
　留学中は14区にある国際大学都市の日本館に住ん
でいました。寮には、様々な研究者の方が住んでいま
した。
　その日本館の大サロンでは季節毎に様々な行事が行
われていて、当時現地に滞在していた芸術家の4人で
大サロンを借りてグループ展（図39）を行いました。
額縁はホームセンターから木を買ってきて、自作しま
した。
　日本館では「クリシエを超えて」展というアートの
公募展も行われ、実行委員の一人として参加しました。
　中央の作品（図40）はグループ展で展示した油絵
です。滞在時に訪れた教会を、油彩で制作しました。
中央左の画像はパリ郊外の街にあるpoissy教会を描き
ました。中央右の画像（図41）は、パリのノートル
ダム大聖堂の一部を、当時デッサンし描いたものにな
ります。
　留学した期間は、たくさんの歴史的な芸術文化に触
れ、芸術・デッサンの原点に戻って、改めて技術を学
ぶと言う、大変貴重な時間となりました。
　帰国後の2012年には、博士展に向けての制作と論
文の執筆に取り掛かりました。実物サイズの紙に、完
成図を考えながらエスキースを行いました。《生命の
変容と融合−0への回帰》というタイトルで、左の作
品（図42）は一番最初に仕上がったパーツの一部です。
この懐中時計は、母からもらった懐中時計をモチーフ
にしています。日をまたぐ直前の時間を意識して描い
ています。

　これらの画像は、大作リトグラフを制作している様
子です。左の写真（図44）は、作品一枚一枚の境目
をダーマトグラフで繋げている仕上げ段階の様子です。
　右の写真（図45）は、1枚目から2枚目へ繋げなが
ら制作している様子です。最初に完成させた一枚目を
マットフィルムに刷り、反転させて1枚目のイメージ
を端から2枚目3枚目へと繋げていきます。全体の完
成図をイメージしながら、一枚ずつ完成させています。
（図45の）右の作品は、《手向けられた花をも、命と
共に》というタイトルの作品です。こちらも、1,000
×800㎜のアルミ板を2枚使用して、縦に繋げています。
本作品は制作の最中に東日本大震災がありましたので、
花を手向けると言う弔いの気持ちが強く現れた作品に
なります。
　こちらが作品《生命の変容と融合−0への回帰》（図
46）です。1,000×800mmのアルミ板4枚と、500×
800mmの半サイズのアルミ板２枚を合わせて、合計6
枚を繋げて、横�2,150mm×縦�1,500mmの大きなリト
グラフ作品を完成させました。本作品中央の胎児は生
命の誕生を表し、それぞれの人物や生物は時間の流れ
やそれに伴う肉体の変化を表しています。鳥や植物、
虫、動物など、様々なモチーフを紛れるように描き入
れました。懐中時計に結ばれた鎖は、一連の「命の連
鎖」を表しています。背景の惑星は、現在の地球と、
過去や未来の地球の姿を表しており、そこから外側へ
広がる樹の枝や網目状の表現は、生命のパワーやエネ
ルギーが、宇宙全体へ勢いよく延々と広がっていく様
子を表しています。生命が物質として森羅万象へ繋が
り広がっていくことに対して、意識はどのように変化
していくのかというテーマを元に、生と死が表裏一体
の事として時間の流れと共に繰り返し現れる様子を描
きました。《生命の変容と融合−0への回帰》は、様々
な展覧会で展示しました。
　右下の写真（図47）は、作品の前で博士論文を発
表している風景です。博士論文のタイトルは、「命の
繋がり―芸術的観点を探求する生命の本質」というタ
イトルです。コンセプトの「命の繋がり」を、細胞な
どの目に見える物質的な存在と、意識や精神などの目
に見えない・形のない存在として分け、自身の作品と
交えて、芸術的な観点から探求しました。博士論文の
執筆と初めてのリトグラフの大作は、今までの作品制
作とコンセプトの集大成を表すものになりました。
　2014年に博士を出てから、主人の仕事の関係で、
沖縄の読谷村に2014年春から2018年の12月まで住ん

109

記録：リモートイベント　アーティストトーク−有元容子、山田彩加−



でいました。その間2016年には今治市で出産をし、
制作活動と生活・育児を両立して行く上で様々な葛藤
や奮闘がありました。育児をしながらの制作活動は大
変でしたが、1日の中で少しでも空いた時間には作品
を制作していました。
　読谷村に住んでいる間、沖縄の自然に影響した作品
をたくさん制作しました。
　左の作品は《Womb�of�nature》（図48）と言う作品で、
自然の胎内をイメージし制作しました。こちらの作品
でも、ガジュマルの根やサンゴ礁など、沖縄の自然で
発見したものを取材しモチーフにしています。
　沖縄に住み始めて、ガジュマルの樹をよくモチーフ
として取り入れるようになりました。ガジュマルの樹
は精霊キジムナーが住み、魂（マブヤー）が宿る神聖
な樹として親しまれています。いくつもの気根を地面
に伸ばして成長する姿には、生命の力強さや偉大さを
感じるばかりでした。
　右の作品《樹々の囁き・翠色の瞳》（図49）は、那
覇の平和記念公園に存在するガジュマル（図50）を
取材し、モチーフとして参考にしました。
　左の作品（図51）は、《命の森》と言うタイトルです。
生命の誕生を表す卵を中心に、ガジュマルに寄りかか
る人物、月などをモチーフとして、制作しました。
　右の作品（図52）は《孤月への誘い》という作品で、
ガジュマルの幹から出現する母体から命のつながりを
表した網目状の線が、周囲に広がり溶け込んでいく様
子を描いています。
　左の作品は、《夢III−ある騎士の憂鬱》（図53）とい
う作品です。本作品を制作しようと考えたきっかけは、
沖縄の読谷村に住み始めた頃、周囲の自然の中で多数
残された沖縄戦の痕跡を見て、衝撃を受けたことでし
た。亡くなった人達の深い無念が傷跡から感じられた
ことと、そのような戦争に向かう人達はどのような心
境だったのかと考えました。生と死に直面し、憂鬱な
表情を浮かべる人物の心情や葛藤を想像しながら、本
作を制作しました。
　右の作品《月の光》（図54）では、生命の誕生や死
を通じた万物の流れを優しく見守るような表情の人物
を中心に、月の光が及ぼす生命の繊細な感情の揺動を、
細かな線の集積として表現しました。
　こちら（図55）は2015年に、地元にある今治市玉
川近代美術館で個展を開催した時の様子です。地元の
美術館で初めて個展を行い、油絵を含めた2003年頃
から2015年までの作品約40点を展示しました。玉川

近代美術館では、2019年にも作品を展示させていた
だきました。同じく今治市出身の野間祥子さんとの二
人展という形での展覧会です。アーティストトークに
加えてワークショップも行いました。
　故郷での大きな個展は、芸術活動を志した原点を顧
みて、今までの制作姿勢や作品を振り返る大変良い機
会となりました。
　リトグラフ作品と同時に、アクリル絵具や色鉛筆を
用いたペイント作品も、制作しています。（図56 ～
62）
　ペイント作品の場合、リトグラフの作品とは対照的
に主に色を多彩に使用して制作することも多いです。
《扉》（図57）という作品は、ノートルダム大聖堂で見
たステンドグラスをイメージして、制作しています。
　左の2点（図58、59）は2019年に個展で展示した
アクリル作品で、右の1点（図60）は台湾で展示した
作品です。
　《永遠の祈り》（図58）というタイトルの作品も、パ
リにあるノートルダム大聖堂のばら窓をテーマに、表
現しました。当時ノートルダムの大火災が発生した頃
で、その出来事に衝撃と悲しみを受け、実際に見たバ
ラ窓の印象を背景に、祈りを捧げる人物を中心として、
描きました。
　右の作品は《鮮やかな想い出》（図59）という作品で、
琉球手毬や想い出に浸る人物をモチーフに、アクリル
絵具や色鉛筆を用いて描いた作品です。
　左の《深い夢》（図61）は、夢の世界をイメージし
て制作した作品で、心の扉を解放し、自由に羽ばたい
ていく心を鳥のモチーフを用いて描いています。右の
《秘密》（図62）という作品は、生と死が紙一重であり、
隣り合わせに存在していることをメッセージとした作
品です。
　2019年は沖縄から岡山県津山市に引っ越しをした
りと、周囲の環境がガラッと変化した年でもありまし
た。
　こちらは2019年7月にシロタ画廊で開催した個展の
様子です。「霧が晴れた先には」という展覧会タイト
ルで、右の作品は実際に沖縄の海岸で見つけた不思議
な形状の石（図65）をモチーフとして、制作しました。
　右の《霧が晴れた先には》（図64）という作品は、
2019年1月に亡くなった父をモデルに、制作した作品
です。父が亡くなった日、津山市は霧が濃い日でした。
この霧が晴れたら、生きている父に会いに行けるので
はと考えていた当時の気持ちや、常に忙しかった父が
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穏やかに過ごすことができていたらという願いを込め
て、制作した作品になります。
　左の作品（図66）は、リトグラフの上から手彩で
着色しています。版画に着彩する場合は、それぞれの
エディションで着彩の加減に大きな違いが出ないよう、
イメージを定着させて描くように心がけています。版
画に色をつける際は、モノクロームの時点で出来上が
ったイメージを左右しないよう、手彩色で行うことが
多いです。ただ、メディウムで薄めた一色の淡い色の
層を、全面に一版だけプレスすることはあります。
　右の作品は《少女が抱えた夢》（図67）という作品で、
たくさんの夢と未来を抱えて佇む少女のイメージを想
像し、制作しました。自身の娘をモデルにして、制作
した作品です。少しずつ床に落ちている花は、たくさ
んの夢や未来が成長によって選択されていく様子を表
しています。
　本作品（図68）は、《悠久の旅人》と題した作品です。
ガジュマルを背景に胎児のような形をした樹や、旅人
に寄り添う象、夢の中に現れる羊、誕生を象徴する卵、
死を象徴する骸骨、そこを延々と旅する人物などをモ
チーフにし、その世界をイメージしながら制作しまし
た。
　これらの作品は《遺伝子の行方》というタイトルの
作品です。左の作品《遺伝子の行方Ⅰ》（図69）の人
物描写では、目を瞑って瞑想し、命の行く末と万物の
流れに身を委ねている様子を描きました。その人物を
中心に、ジャーマンアイリスや枯葉などの植物や水、
時計や繋がりを象徴化した鎖をモチーフとして交えて
描いています。ジャーマンアイリスの花をモチーフと
した理由は、衣が波打つ様な美しい形に魅力を感じた
からです。ギリシャ神話では、虹の女神の首飾りから
溢れた神酒の雫が、アイリスの花となったという物語
もあります。
　連作として制作したのが、右の画像の《遺伝子の行
方II》（図70）です。こちらは《遺伝子の行方Ⅰ》とは
逆に、遺伝子の行く末を探求しようと、目を開いて先
を見ている人物を中心に描きました。
　これら全てのパーツを合わせて、イメージサイズ
（140×180cm）の一つの作品として仕上げました。6
枚の紙を繋げて完成させています。（図71）
　左の図（図72）は、完成前の構想図です。このよ
うな、版画で1つのパーツから大きい作品へイメージ
を広げていく作業はとても達成感があります。絵画的
な表現も交えて、1つのオリジナルな創作版画として

作り上げ、版画という固定概念を超えて、一つの芸術
作品として展開していきたいと感じています。
　昨年（2021年）9月には、津山市にあるPORT�
ART�&DESIGN�TSUYAMA（図73、74）で個展を
開催しました。大正9年（1920）に竣工した津山市指
定重要文化財・旧妹尾銀行林田支店を活用し、芸術文
化の創造・発信拠点として様々な展覧会やイベントが
行われている場所です。
　大正時代のモダンな雰囲気を感じられる歴史的な建
物となっており、そちらに作品を展示した際は大正時
代と現代が作品によって繋がったような、大変魅力的
な展覧会を開催することができました。
　こちらの作品は、PORTの個展や昨年1月に開催さ
れた「ドローイングとは何か」展に展示された作品
《樹々の鼓動・薄氷に溶ける霜の花Ⅰ》（図75）です。
本作品では、俯いて横たわる人物とそれを見つめる動
物が、自然へと包まれて行く様子を描きました。モチ
ーフとして、ガジュマルや彼岸花、月、植物などを加
えて描いています。動物は19年の天寿を全うした実
家の猫をモデルに描いています。タイトルの“霜の花”
は、一面にパッと現れて一瞬で儚く消えて行くフロス
トフラワー（氷の花）の和訳であり、その様子を命の
一瞬の輝きや鼓動のイメージと重ね合わせて、タイト
ルに加えました。
　昨年（2021年）4月にシロタ画廊で開催した版画と
本の展覧会「NINE�PRESSES」展に向けて、初めて
の版画集・版画詩集を作成しました。
　版画詩集「泡沫の夢」（図76）と、版画集「幻想の光」
（図77）では、自身で詩や文章を作成し、それらに基
づく風景をイメージし制作しました。版画集「言葉の
樹」（図78）では、自身が美しいと感じる言葉を元に
制作しました。紙は阿波和紙を使用し、一部は雁皮紙
を用いて制作しています。
　昨年のグループ展や個展では、制作した3冊の版画
集を数回展示し、展覧会を展開していきました。
　版画集の表紙作品は、18部～20部（版画集の冊数
分を）限定して、作成しています。版画集の箱は自ら
作成し、版画作品は製本して本の中にとじられた形と
なっています。
　2014年から、版画を制作する際はいくつかの版画
工房を利用していました。
　沖縄に滞在していたときはコントルポワンという那
覇の工房に通いお世話になりました。東京では板津石
版画工房や、町田にある版画工房Kawalabo!でも、い
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くつか版画を制作しています。
　昨年度（2021年度）からは、津山市の商業施設
sense�TSUYAMA内にあるテナントの一つとして、
こちらのアトリエ・エスキス�版画・絵画工房（図79）
を開いています。sense�TSUYAMAは、元々幼稚園
で使われなくなった廃校がリノベーションされた所で
す。様々な施設が集まった場所となっています。
　様々な賞等で賜わった資金を活用し、中型と大型の
手動プレス機を設置しています。現在は制作活動中心
で、月に一度様々なワークショップを行っている形で
す。
　これからは、リトグラフの実際の描画や製版・刷り
の様子について、動画を交えながらお話したいと思い
ます。こちらは、実際にアルミ板へ描写している様子
を撮影したものです。4倍速の動画となります。左の
画像（図80）のようにダーマトグラフを尖らせながら、
細かい描写を行っています。主に全体のイメージを見
ながら描写を行いますが、その時々の状況によって、
一部分を完成させて次の部分を完成させたり、画面の
ところどころに手を入れて行ったりと、それぞれの場
所から線が増殖していくように描いています。（図
81）ダーマトグラフはすり減るのが早いため、このよ
うに補助棒などを使って芯を最大まで使えるように心
がけています。手の油分が反応するのを防ぐため、常
に手の下にはあい紙などを挟んで描写を行います。　
　こちらは、先ほどご紹介した版画集「言葉の樹」の
表紙作品を描画している様子です。作品の大きさにか
かわらず、大きい作品でも小さい作品でも、モチーフ
の描き方や表現の仕方を変化させないように、常に手
先に緊張感を持たせて制作しています。
　このように、緻密な作業を全体のイメージを見なが
ら繰り返し積み重ねることで、1つのイメージで作品
を作り上げて行きます。
　製版の様子を動画でまとめました。2倍速になって
います。製版とは、アルミ版や石版に描画した部分を
インクに置き換えるという、描いたものを版画へと変
化させる作業です。リトグラフは製版が一番重要な部
分で、版が壊れないように慎重に作業します。
　描画が終わった後は、ラズンとストンパーをひいて
画面の保護を行い、アラビアゴムを柔らかいハケで均
等に塗布して乾燥させます。製版まで約1週間置きま
す。動画では製版前2回目のゴム引きのため、ウエス
で塗布しています。
　製版の際は、一度ハケで引いたゴムを洗い流し、再

度薄くウエスでゴムを伸ばしてからよく乾燥させます。
プリントクリーナーで描画部分を落とし、エゲンラッ
カー、チンクターの順番で塗布します。ここまでは、
水分を使うことは厳禁です。水で版を洗いながら、硬
めに調整した製版インクを盛って製版を完成させてい
ます。1つ間違えたり、手順の中で他の溶剤が混ざる
と版が壊れてしまうため、製版の作業は丁寧に行いま
す。
　こちらは、板津石版画工房で作品をプレスした
2015年頃の映像です。4倍速に変換しています。制作
している作品は、博士展で出展した《生命の変容と融
合・0への回帰》の一部です。右から左へ均等にイン
クを盛り、見当に合わせて紙を置き、スポンジで湿ら
せながら、徐々に圧をかけてプレスしています。こち
らはバロンケント紙を使用しています。
　板津石版画工房のプレス機は柔らかいチンパン等を
使用した独自の電動プレス機ですが、新日本造形で購
入できる一般的な平版プレス機は、チンパンがある程
度しなりのある硬質のものが使用されています。
　時間の関係でご紹介できなかった作品や展覧会の内
容とともに、スライドのまとめに入りたいと思います。
　自分の根幹となる作品コンセプトや描きたい作品イ
メージの基盤をしっかりと持って、制作を生活の一部
として取り入れて行くこと。そのことに加えて、モチ
ーフや構図に悩んだり、どの様に描いたらいいのか分
からなくなった場合でも、身近な風景や物など、とり
あえず感覚的に何かを作っていくという制作の継続性
というのは、とても大切なことだと感じています。版
画が1つのオリジナルな芸術表現・絵画的な表現とし
て認識される今、さらに発展した作品が作っていける
ように、今後も地道な制作活動を続けて行きたいと思
っています。
　ご静聴いただき、ありがとうございました。これか
ら実際に、少しの時間ですが、版画を刷る実演をした
いと思います。
（リトグラフ制作の実演）
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山田彩加　略歴
1985年� 愛媛県今治市生まれ
2008年� 東京藝術大学絵画科油画専攻卒業
2010年� �東京藝術大学大学院修士課程�美術研究

科絵画専攻版画研究領域修了
2011-12年� �パリ国立美術学校�エコール・デ・ボザ

ール留学
2013年� �東京藝術大学博士審査展　野村美術賞受

賞（受賞作：図46）
2014年� �東京藝術大学大学院博士課程�美術研究

科美術専攻修了（博士/美術）
� �日本版画協会第82回版画展　準会員最優

秀賞受賞（受賞作：図48）
2015年� �「山田彩加展−命の繋がり−」今治市玉

川近代美術館（愛媛）
� �「都美セレクション新鋭美術家2015」東

京都美術館（東京）
� �東京国際ミニプリント・トリエンナーレ

大賞受賞（図53）
2019年� �第5回バンコク国際版画トリエンナーレ

買上賞受賞（受賞作：図68）

� �「山田彩加×野間祥子−今治市出身若手
作家展」今治市玉川近代美術館（愛媛）

2020年� �FACE展2020 ／東郷青児記念�損保ジャ
パン日本興亜美術館、読売新聞社　オー
ディエンス賞受賞（受賞作：図71）

� �よんでん文化振興財団　よんでん芸術文
化奨励賞受賞

� �第13回岡山県新進美術家育成「I氏賞」
選考作品展�奨励賞受賞（受賞作：図71）

2021年� �第9回「ドローイングとは何か」展招待��
東京都美術館（東京）

個展・グループ展多数

〔付記〕
　書き起こしにあたり、文章として読みやすくするた
め、言葉の補足、修正を行った。

　本稿書き起こしにあたり、有元容子氏、山田彩加氏
にはご協力を賜り、心より感謝申し上げます。

有元容子　図版

図1 図2 図3

図4
有元利夫《花降る日》
1977年

図5
有元利夫《舞踊》
1979年

図6
有元利夫《夜のカーテン》
1980年

図7
《散》1979年
春季創画会春季展賞
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図8　隆太窯 図10図9

図12
タイトル不明　1998年

図14
《鵜島》1999年

図13
《夏の川》1998年

図11

図15
《15歳》1999年
第4回菅楯彦大賞展佳作賞

図16
《二ツ岳》2000年

図19
《遥山》1999年 両洋の眼展

図17
《八巻山》2001年

図18《星に続く山》1998年
両洋の眼展

図20
《仙丈ヶ岳》1999年
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図21
《守山》1999年

図22
《黒戸山》2001年

図23
《黒姫》
愛媛県美術館蔵

図24
《青い耳飾りの少女》
愛媛県美術館蔵

図26
《ふと見上げて》2001年

図25

図27
《誰のものでもなく》2005年

図28
《朝日岳》2005年

図29
《蜜柑の島》2008年

図32
《春待つ山》2014年

図30
《瓶ヶ森への道》2012年

図31　《香炉》2012年
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図33
《山頂の池》2017年

図34
《星生山》2017年

図35
《石鎚》2015年

図36
《大山》2016年

図37
《鞍瀬の頭》2017年
第29回現代美術展（今成市河野美術館）出品

図38
《二ノ森》2017年

図39
《甲斐駒ヶ岳》2018年

図40
《御串山》2017年

図41
《山上の桜》2021年

図42　タチアオイ 図43カラスウリ 図44
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山田彩加　図版

図1 図2 図3　百合のある風景 図4　キャベツのある風景

図5 図6 図7 図8　フレスコ画（模写）

図9　テンペラ画（石膏デッサン） 図10　リトグラフ 図11　木版画

図12
《桃のある風景》2005年
油彩、画布

図13
《誕生》2005年
油彩、画布

図14
《存在するという意味を考える
ためのドローイング》
2006年
水彩、アクリル絵具、紙

図15
《断面図》2006年
水彩、アクリル絵具、紙
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図16
《人体の質感に似た樹》
リトグラフ、紙

図17
《樹の精霊》
銅版画、紙

図18
《木洩れ日》
木版画、紙

図19
《カエルの散歩》部分
シルクスクリーン、紙

図20
《創造する手》2006年
リトグラフ、紙

図21
《浸蝕》2006年
リトグラフ、紙

図22
ロドルフ・ブレスダン

《善きサマリア人》
1861年　リトグラフ

図23
オディロン・ルドン《「エド
ガー・ポーに」1．眼は奇妙
な気球のように無限に向か
う》1882年　リトグラフ

図24
《南瓜と葡萄のある静物》2006年　油彩、画布

図25
《変換》2007年　リトグラフ、紙

図26

図27
《命の繋がり》
2007-2008年
リトグラフ、紙

図28
《森羅万象に捧げる祈り―命の根源》
2009年
リトグラフ、紙

図29
《森羅万象に捧げる祈り》2009年
リトグラフ、紙
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図30
《不朽の老樹》2010年
リトグラフ、紙

図31　《Coma》2010年　
リトグラフ、紙

図32　エコール・デ・ボザール　版画工房

図33　IDEM PARIS 版画工房

図34　ゴムを塗布する前、リ
トペンシルで描画

図35　ゴムを塗布した後 図36 図37

図38
ジョルジュ・ド・ラ・トゥール

《大工の聖ヨセフ》模写

図40
《L’église de Poissy》
2012年　油彩、画布

図39
パリ日本館大サロンでのグループ展「4SCÉNES 」

図42 図43
大型作品に向けてのエスキース

図41
《Notre-Dame de Paris》
2012年　油彩、画布

図41
《Notre-Dame de Paris》
2012年　油彩、画布
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図44 図45

図46　《生命の変容と融合−0への回帰− 》
　　　 2012-2013年　リトグラフ、紙

図47

図48
《Womb of Nature》2014年
リトグラフ、紙

図49
《樹々の囁き・翠色の瞳》2018年
リトグラフ、紙

図50
作品のモチーフ：那覇・平和記念公園近
くにあるガジュマルの樹
2018年撮影取材

図51　《命の森》2017年　リトグラフ、紙 図52
《孤月への誘い》2016年
リトグラフ、紙

図53
《夢Ⅲ−ある騎士の憂鬱》2015年
リトグラフ、紙

図54
《月の光》2015年
リトグラフ、紙 図55
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図56　《Womb of NatureII》2015年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、中性ボード紙

図57
《扉》2015年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
中性ボード紙

図58
《永遠の祈り》2019 年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
ペン、中性ボード紙

図59
《鮮やかな想い出》2019 年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
ペン、中性ボード紙

図60
《金魚−花花.》2018 年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
ペン、中性ボード紙

図61
《深い夢》2015 年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
中性ボード紙

図62
《秘密》2015 年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛
筆、中性ボード紙

図63
《張り詰めた糸・頬を伝う涙》
2018 年
リトグラフ、紙

図64　《霧が晴れた先には》2019 年
リトグラフ、紙

図66　《Face》2017 年
　　　 リトグラフ、色鉛筆、アクリル絵具、紙

図65
石：《霧が晴れた先には》のモチーフ

図67
《少女が抱えた夢》2019 年
リトグラフ、紙
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図68　《悠久の旅人》2018 年
リトグラフ、紙

図69
《遺伝子の行方I》2018 年　リ
トグラフ、アクリル絵具, 色鉛
筆、紙

図70
《遺伝子の行方Ⅱ》2018-2019 
年　リトグラフ、アクリル絵具、
色鉛筆、紙

図72
《遺伝子の行方−眼差し》構想図

図71 
《遺伝子の行方−眼差し》
2018-2019 年
リトグラフ、紙

図73

図74 図75
《樹々の鼓動・薄氷に溶ける霜の花Ⅰ》2020-2021 年
リトグラフ、アクリル絵の具、鉛筆、紙

図76
版画詩集『Le Rêve fugace-泡沫の夢』

図77
版画集 『幻想の光−Lumière
 fantastique』

図78
版画集『言葉の樹−Tree of 
Words』
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図79 図80 図81

図82
《透かしほおずき》
版画集『言葉の樹− Tree of 
words』
2020年　リトグラフ、紙

図83
《幻想の光（版画集/幻想の光）》
2021年
リトグラフ、紙 

図84
《支配された思考》2021年
アクリル絵具、色鉛筆、鉛筆、
中性ボード紙

図85
《存在の本I-変遷と反復》
2014年
リトグラフ、紙

図86
《夢先への案内》2015年
アクリル絵具、鉛筆、色鉛筆、
中性ボード紙

図87
《空虚》2015年
アクリル絵具・鉛筆・色鉛筆、中性ボー
ド紙

図88
《深い夢−鼓動》2020年
リトグラフ、ダーマトグラフ、鉛筆、
色鉛筆、紙

図89
BLIND PEAK 限定展示作品 
2017年、リトグラフ、紙

図90
《奇跡の海》2015年
リトグラフ、紙

図91
《光と陰》2015年
リトグラフ、紙
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はじめに

　新型コロナウイルス感染症が、国内で一例目となる
感染事例を確認した2020年1月に世界保健機構（WHO）
が「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」を宣
言してから、3年が経過した。当初このワクチンも治療
薬もない感染症は、同機関により約2か月後の3月11
日に「世界的な感染拡大の状況、重症度等から新型コ
ロナウイルス感染症をパンデミック（世界的な大流行）
とみなせる」と表明される。ⅰ そこから、それぞれの地
域で、そして生活の様々な場面において、日々変化す
る感染対策が生活に欠かせないものとなり、多くの人々
が暗中模索の暮らしを経験することとなった。厚生労
働省により、2023年2月時点で、全人口の4人に1人が
新型コロナウイルスの診断を受けたと発表されており、
マスクやアルコール消毒等、多くの人が取り組んでき
た感染対策を振り返ると、その数字に改めて脅威を覚
える。ⅱ そして、緊急事態宣言、まん防、移動自粛、不
要不急、ソーシャルディスタンス等、いくつも登場し
た新たな言葉を少しずつ耳にしなくなってきた昨今、
2023年5月より、新型コロナウイルス感染症は、感染
法上の分類が2類相当から5類に引き下げられることが
発表された。そして、「新型」コロナウイルス感染症の
名称が、平時への移行を象徴するように「コロナウイ
ルス感染症2019」に変更する検討段階に入っている。
しかし、WHOも緊急事態宣言は解除しておらず、今現
在も感染者本人をはじめ、医療や介護関係者等多くの
人がこのウイルスと闘っている。この様なタイミング
ではあるが、社会教育機関である当館がこの3年をど
の様に過ごしたか、過去にならぬ内に本稿において記
録しておきたい。
　この3年間、当館も様々な影響を受けてきた。最初
はどの館も手探りであり、感染症対策に取り組みなが
ら、どの選択が最良であるか葛藤する場面の連続であ
った。その中で、業種別のガイドラインが作成される

こととなり、日本博物館協会によって2020年5月に「博
物館における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイド
ライン」が策定された。このガイドラインは2023年2
月時点で5回改訂され、近く改訂が予定されている。
この改訂により、来館者にお願いしていたマスクの着
用やイベントの制限等がなくなり、消毒や換気を継続
しつつ、新たな運用を進めていくことになる。ガイド
ラインは、感染状況や感染症対策等の変化に応じた内
容で、現場の運営における重要な指針となった。当館
では、図書コーナーや講堂があるため、他にも図書館
や音楽堂等のガイドラインも判断の参考とした。一方
で、館種別を超えて県内の博物館同士でこまめに情報
交換を頻繁に行い、各自治体や国の方針や現場での運
営上の課題を共有し合った。
　また、このコロナ禍において印象的だったのは、都
道府県単位での動きが目立ったことにある。これほど
メディアに各地域の首長が登場したことはないと思わ
れた。新型インフルエンザ等対策特別措置法に基づく

「緊急事態宣言」の全体方針は国により示されるが、
具体的な措置は地域の実情により各都道府県により実
施されたためであろう。ⅲ 先述したガイドラインにも、
時点により「開館」や「展覧会や公演等の開催等」判
断の内容は異なるが、当初より施設の判断は「所在す
る都道府県等の知事からの要請等を踏まえ」とある。
それゆえ、博物館の臨時休館や事業の実施に関しては、
地域により判断が異なる場面も少なくなかった。世界
的、全国的な感染流行でありながら、地域の特徴が色
濃く出たこともこのコロナ禍のひとつの特徴ではない
かと考えている。故に、当館独自の記録であるが、今
後時間をかけてこの3年間が検証されていく中で、ひ
とつの地域に所在する博物館としての葛藤が何らかの
役に立てばと思う。

新型コロナウイルス禍における愛媛県美術館の活動について

喜安　嶺
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感染拡大による臨時休館／事業への影響（2020年度）

　2020年4月の緊急事態宣言を受けて、当館では、当
初4月14日～ 26日、その後延長により最終的にゴー
ルデンウィークの終わる5月10日までの約1か月臨時
休館とした。この間に県立学校も4月20日～5月10日
まで一斉臨時休業等となっている。この4～5月に予
定していた企画展2本はいずれも翌年度に会期を延期
している。
　臨時休館については、隣接する同じ社会教育機関で
ある県立図書館も5月12日まで休館しており、学校の
休業と同時に公共施設も休館となり、連休に重なって
いたとは言え、教育の機会が著しく失われていたこと
を痛感する。こうした状況を踏まえ、この時期に当館
では「おうちでミュージアム」としてワークショップ
や延期となった企画展の解説動画等の配信を開始した。
予算措置のない中で、ワークショップについては、職
員の手づくり動画となった。家にある身近なもので楽
しめるワークショップの紹介だが、その動画製作自体
が映像をつくる面白さを伝えるものともなっている。
ⅳ（図1）

 

　また延期となった企画展は2本とも地元マスコミと
の実行委員会の形式であったため、解説動画はテレビ
局が製作を担当したことで、十分なノウハウを持たな
い当館でも速やかな配信が可能となった。一方で、現
在当館の企画展は、県単独よりも2007年からはじま
った実行委員会主催のものが大半となっている。閉館
する施設は県管理施設だが、企画展の延期による損失
やリスクは構成する民間企業にも影響するため、休館
にあたっては、実行委員会での度重なる協議が必要で
あった。
　この課題はもちろん当館だけではなく、大型美術館

とマスコミで共催されるブロックバスター（大量動員
型）展では、問題がより深刻であり、この時期にマス
コミでも美術館展覧会の今後のあり方が度々取り上げ
られた。そして、この流れの中で、自館のコレクショ
ンを活用することの重要性についても再認識されるよ
うになっている。また、1982年に読売新聞社と日本
テレビ放送網等の呼びかけにより発足し、現在公立美
術館約150館が加盟する美術館連絡協議会が2022年度
より事務局業務から撤退した。「全国の公立美術館が
連携を図り、芸術、文化の向上および発展に資するこ
とを目的に」設立され、幅広いネットワークを有する
同会の事務局は読売新聞社内にあり、「展覧会の共同
企画や巡回展開催」に大きな役割を果たしていた。し
かし、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、
公立館を対象とした活動を見直すとしている。ⅴ 当館
のような地方の公立館では、同事務局に主にコレクシ
ョンを基とした巡回可能な企画を提案すること、また
されることで、単館の財源や人員では実施困難な展覧
会に共同して取り組むことができていた。現状は、感
染症対策も踏まえ、まだ展覧会事業を100％の形で実
施できていないため、今後その影響は益々大きくなっ
ていくことが想像に容易くない。非営利を前提として
運営している博物館においては、財源がなければ展覧
会の開催はほぼ不可能であり、厳しい経済状況の中で、
コロナ禍に受けた打撃から回復するには、恐らく今ま
でにない新しい工夫が必要であるとはいえ、まだ様々
な打撃を受けている渦中にあって眼前の課題に手一杯
で取り組めていないのが現状である。
　当館では主催事業であるイベントやアトリエ教室も
中止となった。イベントについては、当館学芸員を講
師としたワークショップが対面や接触リスクを鑑み、
多くが中止になったものの、新たに「親子ワークショ
ップ」が6月の再開後から開始された。親子に限らず、
生活を共にするグループや大人ひとりでも参加可能で、
説明書を含むキット一式を渡し、最低限の説明を講師
が行い、後は自主的に創作活動の環境が整っているア
トリエにて実施する内容となっている。この事業は、
感染症対策として企画されたが、自分たちで話し合い、
それぞれのペースで楽しめることから、毎回好評を博
し、継続している事業である。（図2）
　また、県内の中核館でもある当館では、この緊急事
態宣言中の2020年5月4日に厚生労働省より公表され
た行動指針「新しい生活様式」を参考に、「美術館新
文化スタイル定着促進事業」に新規予算を計上し取り

（図1）愛媛県美術館YouTube 「おうちワークショッ
プ　へんしんポリ袋」
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組んだ。このソフト事業について簡単ではあるが紹介
したい。

Ⅰ．デジタル技術を活用した情報発信

　臨時休館が決まった際には、手づくり、または地元
マスコミの協力を得て、動画配信をはじめたが、5月
に策定された「博物館における新型コロナウイルス感
染拡大予防ガイドライン」には、「閉館を継続する場合、
施設に来館しなくても、施設所蔵の美術品などの閲覧
や解説等、博物館が提供可能な情報をオンライン上で
利用できるコンテンツの公開を推進するなどの工夫を
行うことが望まれます。」との記述が確認できた。コ
ンテンツを充実させること、また移動自粛が求められ
る中で、所蔵品のアーカイブ等に関して遅れをとって
いた当館として、閉館による教育機会の減少をフォロ
ーすべく、下記の事業を実施した。

○館蔵品のデジタル化
　文化遺産オンラインを活用して、「美術品などの閲
覧や解説」を可能にするため、館蔵品の新規撮影や既
存の作品フィルムのスキャニングを実施。（図3）
 

○愛媛県美術館情報提供コンテンツ
・美術館PR動画制作

　①コレクション紹介 … 主要コレクションの紹介
　　5本
　②当館PR動画
　③美術館の舞台裏
　④障がい者とつくるプロジェクト紹介
・外国人対応施設案内コンテンツ
・創作活動事例紹介コンテンツ
・美術館利用の補助コンテンツ

　これまで利用に際しての情報提供は職員が直接実施
していたため、タブレットなどを利用することで、利
用者と従事者双方の感染リスク低減を目的としている。
また、感染対策を前提としながら、外国人や障がい者
等、これまで当館が利用にあたって対応が十分に行き
届いていなかった層に対してもより効果的な手段を増
やすことができた。
　また、最後に、現在当館YouTubeにて公開されて
いる〈県美コレクション 「今日の一品」〉については、
緊急事態宣言に合わせて愛媛CATVが独自に製作・
放映されたものを、同社の許可を得て動画コンテンツ
化したもので、地元企業からの有難い支援であった。

（図4）

 

○愛媛県美術館コレクションによる「おでかけ美術館」
・コレクション巡回展
　①八幡浜市美術館
　②ギャラリーしろかわ
　③新居浜市美術館
・出張PRパネル展
　①南予　5件
　②東予　5件
・おでかけワークショップ
　①南予　4校
　②東予　4校

（図3）文化遺産オンラインHP 「杉浦非水《三越呉服
店　春の新柄陳列会》」

（図4）愛媛CATV、愛媛県美術館YouTube〈県美コ
レクション「今日の一品」　三輪田米山《福禄寿》〉

（図2）親子ワークショップ
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建物であり、1970年に竣工した。50年以上が経って
おり2017には耐震工事も行われたモダニズム建築と
して、現在は1～3階全てが県民の文化芸術活動の発
表の場である県民ギャラリーとなっている。12室に
分かれ、面積は2,004㎡と広く、利用団体も多く、県
展をはじめとして、多くの団体に貸出をしており、当
館と同等の面積を有する展示施設が市内には少ないこ
ともあり、当館の臨時休館や貸出停止等は、市井の芸
術活動にも影響を及ぼした。また臨時休館の決定は、
感染状況や医療体制等により決定が直前であることか
ら、貸館団体の展示作業や広報物印刷後に決まること
もあった。しかしながら、この時、全ての利用者の方々
からご理解をいただき、感染対策としての全館臨時休
館に同意いただけたことを忘れてはならない。
　臨時休館によって、文化芸術活動の発表の場の拠点
としての役割を改めて意識する機会ともなり、また新
館の鑑賞主体の利用とは異なり、利用者が主催となる
南館においての安全性や快適さを検討し、展示を行う
際に利用者が触れる床面や壁面の抗菌化を木質化と共
に行った。（図7）経年劣化もあり、利用者離れも懸
念されていたが、感染症対策等を実施する中で、まさ
に安全で快適な貸館会場として生まれ変わることとな
った。利用者からも喜びの声が聞かれ、コロナ後の更
なる利用増に向けて意欲的な取り組みも実施したい。

　当館は、県庁所在地県内最大の人口規模である松山
市（中予地域）に所在しているが、県内でも他地域に
比べ感染拡大が起こりやすいことから、他地域と松山
地域との移動自粛等の措置が取られていた。このため、
県内唯一の県立美術館として、東予地域及び南予地域
の郷土美術鑑賞や美術教育の機会減少の対策として移
動美術館活動を企画実施した。当館から個々の地域と
協議の上、地元にゆかりのあるコレクションの出張展
示や、先述した館蔵品のデジタル化による画像データ
を活用したPR活動も合わせて実施した。どの地域に
ついても、コロナにより活動が制限される場面が増え
ていたことから好評を得た。（図5）
　また当館の代表的な教育普及プログラムである対話
型鑑賞法によるワークショップも小中学校にて行い、
子どもたちの教育機会減少のフォローアップとした。
いずれも地域格差をささやかながら是正し、地域の芸
術文化の魅力を伝えることで地域活性化の一翼を担う
契機となることを目的とした。

　その他にもハード事業として、新館や南館を県産材
によって木質化し、抗菌化も行った。
　新館では、国の方針に基づき、三密対策を徹底した
上で、快適で安心できる空間づくりに取り組んだ。愛
媛県は森林の豊かな資源を有しており、停滞する地場
産業や経済の支援となることと、それだけではなく、
これまでとは異なる他者との感染リスクが低いだけで
はなく、心理的にも安心できる空間づくりを目指した。
当館には、ガラス張りとなっているエントランスホー
ルの中庭に楠が3本あるが、これは松山城三の丸跡に
ある歴史的な土地柄を意識し、現存していた楠が保存
されるように中庭に配置したためであり、木質化によ
って、当館を象徴する楠（当館の機関紙『Canforo』
もこの楠にちなんだもの）とも親和性の高いデザイン
となった。（図6）
　また、南館は、当館の前身である愛媛県立美術館の

（図5）おでかけ美術館　実施風景

（図6）エントランス　県産材による椅子

（図7）抗菌化・木質化された南館県民ギャラリー 1
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Ⅱ．感染拡大による臨時休館／事業への影響（2021
年度）

　翌年に2回目の臨時休館となった。時期は1回目と
同じく、人流が復活する連休時期の4月24日～ 5月31
日の約1か月であった。まん延防止等重点措置の適用（4
月25日～ 5月31日）を受けて、県管理施設の全館閉
館となり、企画展1本が次年度に延期、そしてもう1
本は休館中の開催中止として会期短縮となった。
　前回の休館時における企画展実行委員会内での大き
な課題のひとつであった収益の損失リスクについては、
文化庁の補助事業「ARTS for the future! 」（コロナ禍
からの文化芸術活動の充実支援事業）ⅵ の支援を受け
ることで、延期や会期の短縮という選択が比較的容易
になった。この補助金の一部は、前年の公共施設等の
休館要請により発生した文化芸術活動の損失や課題に
対してのレスポンスとなるもので、収束することのな
かった新型コロナウイルス感染症の先の見えないリス
クにより消極的な判断に傾きがちな関係者を後押しす
る事業として、翌年の2022年度も「ARTS for the 
future ! 2（コロナ禍からの文化芸術活動の再興支援事
業）」として継続された。
　予算リスクは回避できたものの、既に前年度企画展
の延期2本が入り込んでいた上、更なる延期によって次
年度事業との会場および作品の借用先との調整に、担
当者を中心とした心理的な負担は相当なものであった。
　この臨時休館中の5月には、3度の緊急事態宣言を
受けて、文化庁長官名で「文化芸術に関わる全ての皆
様へ」として次のメッセージが発出された。

「文化芸術活動は、断じて不要でもなければ不急でも
ありません。このような状況であるからこそ、社会全
体の健康や幸福を維持し、私たちが生きていく上で、
必要不可欠なものであると確信しています。」ⅶ 
　感染症対策を適切に、ガイドラインに応じて講じる
ことで、感染リスクを最小限にして開館すること可能
とした上で博物館を管轄する省庁トップの上記発言は、
長期の臨時休館等の特殊な環境下の対応を余儀なくさ
れる中で、これまで考えてきた社会での博物館の存在
意義が揺らいでいたこともあり、心強いものであった。
　その後は、臨時休館することなく現在まで来ている
が、展示室内での解説やトーク、またアトリエ教室を
はじめとした教育普及事業は、県内の感染状況等に応
じて中止や延期が続いた。こうした中で、低リスクで
来館者、または当館に関心を寄せてくれる潜在的な利

用者に向けて、前年度実施し好評であった「美術館新
文化スタイル定着促進事業」を継続し、新たな事業「美
術館新デジタル活用魅力発信事業」も実施した。新型
コロナ感染症の先行き不透明な中で、地域格差を生じ
させない館外事業と、感染状況に影響を受けにくいデ
ジタルプログラムを下記の内容で展開した。

【継続】
○「おでかけ美術館」
・コレクション巡回展
　①今治市村上海賊ミュージアム
　②五百亀記念館
　③宇和先哲記念館
・おでかけワークショップ
　①南予　4校
　②東予　4校
　
　コレクション巡回展は前年度に続き各市町から評価
が高く、先方負担のチラシ作成等広報にも力を入れて
貰い、集客も上回った。残念ながら①、③の会場会期
中に県内の感染状況が拡大したため、途中で会期終了
や臨時休館となった。しかしながら、県と市町双方の
条件が合わず、今回は開催を見送った博物館からも本
事業継続について強い希望が寄せられた。

 

【新規】
○教育現場へのリモートプログラムの実施
・リモート機材（PC、モニター、webカメラ等）
・デジタル教材撮影用機材の導入（デジカメ等）
・リモートによるモデル事業の実施（5件）

（図8）おでかけ美術館　広報用チラシ
（今治市村上海賊ミュージアム）
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・アートカード100の作成と活用
〇リモートイベント　アーティストトーク（3件）

　本事業では、社会教育機関である美術館として、文
部科学省が2019年に打ち出した「GIGAスクール構想」
の核である「児童生徒を誰ひとり取り残さず、留め置
かない学習機会の創出」について対応するため、まず
学校現場へのリモートによる事業対応を念頭に、専用
機材を導入した。また、これまでは、館蔵品のデジタ
ル化を外部委託で実施してきたが、柔軟かつ予算の枠
に縛られることなくデジタル事業を実施できるよう、
デジタル教材を自館で用意できる関連機材も併せて導
入している。
　上記機材を活用し、施行的に遠隔地にある小学校を
対象にしたモデル授業を計5件、201名の生徒を対象
に対話型鑑賞プログラムを実施した。（図9）これま
で既存の機材で対応してきたリモートプログラムやオ
ンライン事業についても、接続や音質等が改善し、本
事業のもうひとつの目的である島しょ部等の学校や来
館が難しい事情を抱える児童生徒に対しても、等しく
授業ができる等、学校との事業展開の可能性が広がっ
た。
　また、愛媛県では、2021年度から児童生徒1人1台
端末が本格導入され、学校教育活動において、ICTが
効果的に活用されることとなっている。加えて、文部
科学省による「2021年度（令和3年度）学校における
教育の情報化の実態等に関する調査結果」の確定値が
発表された。これによると、都道府県別の教員のICT
活用指導力では、分類した4つの大項目すべてで、本
県が1位となっている。ⅷ 
　全国の公立学校の授業を担当している全教員を対象
とした調査であり、学校現場でのオンライン授業の受
け入れ側の体制が整っているという証左であり、今後
学校を対象としたオンラインプログラム展開の後押し
となる結果である。

　そして、オンライン授業や学校現場で所蔵品に親し
んで貰うため、用紙に抗菌ニス加工を施し「アートカ
ード100」を作成した。（図10）シンプルに片面に作
品画像と数字のみを掲載し、年代や参加人数によって
遊び方を工夫できるように、所蔵品から100点選定し
た。主に県内の小中学校を対象として作成したが、大
学や留学生等からも利用希望があり、早くも活用の広
がりをみせている。

　初の本格的なリモートイベントとして、本県出身の
作家で、現在県外で活躍する3名をゲストに迎え、
Zoomで現地と会場をつなぐことで、移動自粛等の影
響を受けることなく、主催としても久しぶりにイベン
トの中止や変更、また来場者の入場制限等を心配する
ことなく、イベントを実施することができた。

【講師】
①八木良太（現代美術家、今治市出身、京都府在住）／
　聞き手：藤城里香（無人島プロダクションオーナー）
②有元容子（日本画家、今治市出身、東京都在住）
③山田彩加（版画家、今治市出身、岡山県在住）

　また、八木氏の回では、本人だけではなく、所属す
る東京のギャラリーオーナーにも聞き手としてオンラ
インで参加いただき、愛媛・京都・東京の三地域がつ
ながる機会となった。版画家の山田氏は、アトリエで
の制作風景の公開もあり（図11）、現地開催では難し
い内容が、オンラインで可能となった貴重なイベント
として好評を博した。ⅸ （図9）リモートによるモデル事業

（図10）アートカード100
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Ⅲ．コロナと共に開館し、運営を継続していく（2022
年度）

　2022年3月にすべてのまん延防止等重点措置が終了
し、11月にはCOCOA（新型コロナウイルス接触確認
アプリ）も機能停止することとなった。
　本県では、独自の警戒レベルが、感染状況や医療体
制のひっ迫により変動した一年間となったものの、大
きな行動制限はなく、新型コロナウイルス感染症に対
して、基本的な対策を講じることで、同感染症を理由
とした事業の中止や変更等が一度もない3年目となっ
た。
　本年は、アフターコロナを見据え、県内の芸術文化
を活性化するため、過去2年間の成果を活用しながら、
今後の新たなオンライン事業等の展開を踏まえた新規
のハード事業として「文化施設活動継続環境整備事業」
を、ソフト事業メインの「美術館地域芸術文化活性化
事業」を意欲的に展開した。

○文化施設活動継続環境整備事業
・Wi-Fiの増設
・ 講堂・研修室等デジタル化・オンライン配信機能の

増強
〇美術館地域芸術文化活性化事業
・「美術館に行こう！」バスツアー　18校
・交流スペースの活性化
　①TeamLabCameraの設置
　②ハイビジョンギャラリーの見直し
・創作スペースの活性化

　これまでのリモート授業やイベント実施において、
オンラインのメリット等が浮き彫りになったこと、ま
たコロナ禍において各館でもオンラインやデジタル事

業が活発化していることを受けて、当館でも全館で
Wi-Fiを設置し、既存のネットワークについても強化
を行った。また、あわせて、講堂・研修室・ハイビジ
ョンギャラ等の映像機器を使用するスペースについて
は、開館時から24年経過していることから画質や機
器の劣化が課題となっていたが、ネットワーク接続可
能かつ高精細な画質再生に優れた機器を導入すること
で（図12）、講座やイベントについても様々な事業展
開を想定している。
　また、当然のことながら、2020年から学校団体の
利用が遠ざかっている。当館のある松山市は、県内で
も感染者が多く、たびたび移動自粛の対象になったこ
ともあり、文化芸術に親しむ機会を子どもたちに提供
するため、県下の小学校及び特別支援学校を対象にバ
スツアーを実施した。事前に応募をかけた際に各学校
の教員にアンケートを実施したところ、ほとんどの学
校からコロナ禍で子どもたちの文化芸術を体験する機
会が減少したとの回答があり、募集枠を大幅に上回る
応募があった。
　プログラムでは、事前に学校に出前授業に出向き、
バスツアー当日に鑑賞する当館所蔵品についての対話
型鑑賞を行った。また、当日には、学校の滞在時間、
規模にあわせて相談しながら、鑑賞や創作体験プログ
ラムを実施した（図13）。特に東予地方や南予地方か
らの募集が多く、来場アンケートをとったところ、今
回初めて来た児童生徒が圧倒的であった。新型コロナ
ウイルス感染症のため、校外学習が長らくできていな
いことから、先生方からも好評を博した。また実施側
としても、延べ18校から1,100人を超える児童生徒の
参加があり、久しぶりに大勢の児童生徒を対象とした
プログラムを実施したことで、確かな手ごたえを感じ
ることができた。一方で、この事業は、単年度の企画

（図11）イベント実施風景（山田彩加氏）

（図12）ハイビジョンギャラリー
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のため、美術館に来る機会がなかなか得られない遠隔
地域の子どもたちに対して、オンライン等を活用しな
がら、継続的に地域格差をなくしていく努力をする必
要性も感じている。

　また、コロナ禍で様々な施設に利用制限がかかり、
特に大勢の人が一定時間滞在する部屋については、利
用を停止する等してきた。
　館に来た人々が交差するエントランスホールにおい
ても、吹き抜けの心地よい空間に、県産材の椅子も設
置しているが、コロナ禍前に実施していたコンサート
等を見送っている。この交流スペースにウルトラテク
ノロジスト集団チームラボの「TeamLabCamera」に
よるフォトブース「ケンビカメラ」を6月から翌年3
月まで設置している。このブースはオープンスペース
かつ非接触での撮影が可能であることから感染リスク

が低く、また撮影用フレームを独自に開発することが
できる。当館では、観光客の来館も多いことから、県
外でも人気のあるゆるキャラの｢みきゃん｣と｢こみ
きゃん｣のフレームを常時1種類と、コレクション展
に合わせて出品中の作品をフレームとして10種類導
入した（図14）。コレクション展への誘客を狙い、ま
た遊びながら所蔵品を知る契機をつくることができた。
カメラには、フレームに使用した作品の名刺サイズの
カードを設置したが、こちらも人気であった。
　また、全国的にも珍しい、県民が自由に使用できる
創作スペースである南館のアトリエ1及び2について
も、利用者の回復とアフターコロナにおいての増加を
狙い、専門性の高い作家2名を招聘し、公開制作とワ
ークショップを実施した。

【講師】
①本出ますみ（ウール格付け人、京都在住）
②岩渕華林（シルクスクリーン作家、神奈川在住）

　本出氏は、羊毛の洗いや紡ぎの工程について、理論
的な説明を交えつつ、体感するワークショップを、紡
ぎ車や織機があるアトリエ2で実施した。また、岩渕
氏は、様々な版画制作が可能なアトリエ1において、
シルクスクリーンのテクニックを公開制作で紹介し

（図15）、実際にワークショップで制作に取り組んだ。
いずれもこの機会でなければ、直接見て知ることがで
きない高度で分かりやすい内容となっている。実施内
容は、分かりやすいダイジェスト版の動画に編集し、
当日の参加者に限らず、引き続きアトリエ利用者が随
時プロの技術や知識に触れられるように工夫している。

（図13）バスツアー実施風景（館内作品鑑賞）

（図14）フォトフレーム　「沖冠岳　《百猩々》」

（図15）岩渕氏の公開制作風景
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さいごに

　この新型コロナウイルス感染症と共にあった3年間
を振り返ると、博物館においても平時にはないことの
連続であった。この経験も地域差があり、これから少
しずつ共有され、この3年間が何であったのかを俯瞰
して話すことがやってくるのだろうと思われる。
　そして、感染症対策に取り組み、アフターコロナを
見据えたイレギュラーな活動をしていく中で、平時に
は見過ごしていた課題も見えてきた様に思う。新型コ
ロナウイルス感染症は直接的な罹患者のみならず、こ
の間に犯罪情勢統計では子どもの虐待疑いの件数が過

去最多となり、自殺者も増加する等、人々のこころに
も痛ましい影響を与えた。
　この3年間を振り返り、美術館に何ができたのか、
できるのかと、問い続ける中で、画家の猪熊弦一郎の
言葉を思い出した。猪熊は、丸亀市猪熊弦一郎現代美
術館の落成式の際に、「美術館は心の病院」と言葉を
のこした。新型コロナウイルス感染症が完全に収束を
したとしても、傷ついた人々の心が癒えるには時間が
必要だと思っている。そんな時に、心の病院として頼
りになる美術館でいられるように心掛けていきたい。
そうした活動を実施できた時に、漸くこの3年の葛藤
が実を結ぶのではないかと思う。

ⅰ　国立感染症研究所HP「IDWR 2020年第21号〈注
目すべき感染症〉新型コロナウイルス感染症（COVID-
19）」
https://www.niid.go.jp/niid/ja/2019-ncov/2487-idsc/
idwr-topic/9669-idwrc-2021.html
ⅱ　厚生労働省「新型コロナウイルス感染症の“いま”
に関する11の知識（2023年2月版）」
https://www.mhlw.go.jp/content/000927280.pdf
ⅲ　内閣府HP「新型インフルエンザ等対策特別措置
法における国と地方との関係」（2020年8月5日）
https://www.cao.go.jp/bunken-suishin/kaigi/doc/
teianbukai108shiryou2_2.pdf
ⅳ　愛媛県美術館YouTube
https://www.youtube.com/@user-fl1mc2nd3e
ⅴ　美術手帖「美術館連絡協議会が事務局業務の停止
を発表。コロナで活動見直しへ」
https://bijutsutecho.com/magazine/news/headline/
23907
ⅵ　文化庁「公募」サイト
 https://www.bunka.go.jp/shinsei_kobo/boshu/
20210326_01.html
 「本事業では、新型コロナウイルスにより、文化芸術
活動の自粛を余儀なくされた文化芸術関係団体におい
て、感染対策を十分に実施した上で、積極的に公演等

を開催し、文化芸術振興の幅広い担い手を巻き込みつ
つ、「新たな日常」ウイズコロナ時代における新しい
文化芸術活動のイノベーションを図るとともに、活動
の持続可能性の強化に資する取り組みを支援します。」
※本事業は、2021年1月8日から2021年12月31日ま
でに行われた展覧会等が対象。
ⅶ　文化庁長官 都倉俊一「文化芸術に関わる全ての皆
様へ」2021年5月 
https://www.bunka.go.jp/koho_hodo_oshirase/
sonota_oshirase/pdf/message202105.pdf
ⅷ　文部科学省HP「令和3年度学校における教育の情
報化の実態等に関する調査結果」
https://www.mext.go.jp/content/20221027-mxt_
jogai02-000025395_100.pdf
※調査基準日は2022年3月1日。
ⅸ　このトークイベントについては、下記記録を参照
のこと。
田代亜矢子「記録：リモートイベント　アーティスト
トーク　八木良太×藤城里香　かんじんなことは目に
見えない」『愛媛県美術館令和2年度年報・研究紀要第
20号』2022年
石﨑三佳子「記録：リモートイベント　アーティスト
トーク―有本容子、山田彩加―」『愛媛県美術館令和
3年年報・研究紀要第21号』2023年
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年月 当館の動向 県内の主な動向 国内外の主な動向

2020（令
和２）年
１月

〔14日〕WHO新型コロナウイル
スを確認

〔15日〕日本国内で一例目とな
る感染者確認

〔21日〕WHO人から人への感染
確認

〔28日〕新型肺炎を指定感染症
として閣議決定（2月7日施行）

〔31日〕WHO「国際的な緊急事
態」宣言

２月 〔19 日 〕WHO が 新 型 コ ロ ナ
ウイルス感染症の正式名称を

『COVID−19』と命名
〔25日〕新型コロナウイルス感
染症対策の基本方針の発表

３月 ・事業の一部中止、延期（10件） 一例目となる感染者確認 〔2日～春休み〕全国の小・中・
高等学校等に臨時休校要請
専門家会議による3密回避の呼
びかけ

〔10日〕大規模イベント開催自
粛要請

〔11日〕WHO、世界的大流行「パ
ンデミック」との認識

〔14日〕新型インフルエンザ等
対策特別措置法施行

〔25日〕外務省が初めて世界全
体を対象に「危険情報」にレベ
ルを引き上げ

４月 ・ 講堂・研修室の貸出、新規予
約の中止

・全館臨時休館（4月14日～26日）
・ 企画展①会期変更（2021年２

月に延期）
・ 企画展②会期変更（2021年度

に延期）
・事業の中止・延期（10件）
・全館臨時休館延長（～5月10日）
・ 動画「けんびのワークショッ

プ mini ！」等配信開始

〔13日〕松山市を含む中予地域
への不要不急の往来自粛要請に
伴い、松山市及びその周辺地域
と、愛南町に所在する県管理施
設（県武道館、美術館、図書館、
とべ動物園、こどもの城等）の
閉館（～ 4月26日）

〔20日〕県立学校の一斉臨時休
業等（～5月6日、5月10日に延長）

〔27日〕一部事業者への休業要
請（～ 5月6日）

〔7日〕7都府県に緊急事態宣言
（～ 5月6日）
※各地域独自の医療体制に応じ
る等した緊急事態宣言が個別に
発出される

〔16日〕緊急事態宣言、全都道
府県に拡大、13都道府県は「特
定警戒都道府県」

３年間の主な動向について（2020年から2023年）
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５月 ・ 企画展②会期変更（2021年度
に延期）

・ 企画展③会期変更（2021年度
に延期）

・ 事業の見直し（新規４件、中
止５件）

〔14日〕日本博物館協会による
｢博物館における新型コロナウイ
ルス感染拡大予防ガイドライン｣
の策定

〔25日〕同ガイドラインの改訂

〔1日〕県管理施設全館休館（～
5月10日）

〔5日〕緊急事態措置（7日～ 10日）
〔8日〕県独自の警戒レベルの設
定（「感染縮小期」、「感染警戒
期」、「感染対策期」）
緊急事態措置（11日～ 31日）

〔11日〕「感染対策期」から「感
染警戒期」に移行

〔4日〕緊急事態宣言、全都道府
県を対象に月末まで延長

〔17日〕緊急事態宣言、８都道
府県を除き解除

〔21日〕緊急事態宣言、５都道
県を除き解除

〔25日〕全国で緊急事態宣言解
除

６月 ・ 新プログラム「親子ワーク
ショップ」の開始（4件）

・ 事業の中止（5件）、アトリエ
教室の中止（～ 8月）

〔19日〕「感染縮小期」に移行 〔19日〕コロナ感染者との濃厚
接 触 を 通 知 ア プ リ「COCOA」
利用開始

７月

８月

９月 〔18日〕博物館における新型コ
ロナウイルス感染拡大予防ガイ
ドラインの改訂

10月 〔14日〕博物館における新型コ
ロナウイルス感染拡大予防ガイ
ドラインの改訂
・おでかけWS（1件）

11月 ・おでかけWS（３件） 〔20日〕「感染警戒期」への移行

12月 ・ おでかけ美術館（コレクショ
ン展①）19日～翌年１月11日、
八幡浜市美術館

〔19日〕関西2府4県などが「緊
急宣言」を採択

〔21日〕医療団体が「医療の緊
急事態」宣言

〔26日〕コロナ変異ウイルス初
確認

〔28日～ 1月末〕全世界からの
外国人の新規入国停止

2021（令
和３）年
１月

〔16日〕混雑状況表示システム
導入
・ おでかけ美術館（コレクショ

ン展②）4日～３月21日、ギャ
ラリーしろかわ

・ おでかけ美術館（出張PRパネ
ル展）（5件）

・おでかけWS（１件）

〔8日〕「感染警戒期」における特
別警戒期間（～ 26 日、2 月 7 日
まで延長、3月7日に再延長）

〔8日〕4都県で緊急事態宣言（以
後「宣言」と表記）（～ 2月7日）

〔13日〕宣言、11都道府県に拡
大
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２月 ・ おでかけ美術館（コレクショ
ン展③）27日～３月28日、新
居浜市美術館

・ おでかけ美術館（出張PRパネ
ル展）（3件）

・おでかけWS（3件）

〔2日〕宣言、１県解除、10都府
県は3月7日まで延長

〔3日〕特措法、「まん延防止等
重点措置」を盛り込んだ改正案
可決成立（13日施行）

〔17日〕ワクチン先行接種開始
〔28日〕６府県で解除

３月 ・制作動画公開（4件）
・ 制作コンテンツ公開（3件）

おでかけ美術館（出張PRパネ
ル展）（2件）

〔1日〕「感染警戒期」における特
別警戒期間終了

〔25日〕「感染警戒期」における
特別警戒期間

〔5日〕1都3県の宣言再延長（3
月末まで）

〔21日〕宣言すべて解除

４月 ・事業の中止、延期（5件）
・ 美術情報・図書コーナー利用

停止
・ 企画展③の開催休止（2021年

７月に再開）
・ 企画展④の会期変更（2022年

度に延期）
〔24 日〕全館臨時休館（～ 5 月
31日）

〔8日〕「感染対策期」への移行（～
21日、5月19日に延長）
松山市との不要不急の往来自粛
による県管理施設のうち集客施
設（とべ動物園、えひめこども
の城）の閉館

〔22 日〕「感染対策期」の延長、
不要不急の外出自粛により、県
管理施設のうち集客施設（とべ
動物園、えひめこどもの城、南
レク、総合科学博物館、歴史文
化博物館)の閉館

〔25日〕まん延防止等重点措置
の適用（～ 5月31日）県管理施
設の全館閉館

〔5日〕「まん延防止等重点措置」
（以後「措置」と表記）1府2県
に適用開始

〔12日〕3都府県に追加適用
〔16日〕3都府県に追加適用
〔20日〕4件に追加適用
〔25日〕4都府県に緊急事態宣言
（5月11日まで）

５月 ・ 企画展⑤の臨時休館中の開催
休止

〔23日〕適用解除 〔12日〕宣言の月末までの延長、
2県の追加

〔13日〕措置、5県追加
〔16日〕宣言、3道県を追加、措
置に３県追加

〔21日〕宣言に1県追加
〔28 日〕宣言、6 月 20 日まで延
長

６月 〔1日〕開館再開 〔1日〕「感染警戒期」における特
別警戒期間へ移行
県管理施設は感染防止対策を徹
底して再開（貸館の条件付き利
用許可）

〔22日〕「感染警戒期」に移行

〔10日〕3県、措置解除
〔17日〕9都道府県で宣言解除
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７月 〔29日〕「感染警戒期」における
特別警戒期間への移行
県管理施設のうち、松山市及び
周辺地域の集客施設は入場制限
を実施

〔9日〕1都に宣言、1県8月22日
まで延長

８月 事業の中止・延期（8件）、アト
リエ教室の中止（～ 9月12日）

〔11日〕「感染対策期」への移行
県外及び松山市との不要不急の
往来自粛
県管理施設は、入場制限の強化
や施設内の一部の閉鎖（松山市
及び周辺地域は、現対策を強化）

〔20日〕まん延防止等重点措置
の適用（～９月12日）
県管理施設のうち、とべ動物園・
こどもの城等は閉館、図書館は
貸出・閲覧に限定
貸館利用の新規受付停止

〔2 日〕6 都府県に拡大、措置 5
道府県に

〔8日〕8県を措置に追加
〔20日〕宣言、13都府県に拡大、
措置16道府県に

〔25 日〕宣言、21 都道府県に、
措置12県

９月 講座・ワークショップ等の中止
（7件）、アトリエ教室の中止（～
26日）

〔9日〕博物館における新型コロ
ナウイルス感染拡大予防ガイド
ラインの改訂

〔21日〕同ガイドラインの改訂

〔13日〕「感染対策期」
県外との不要不急の往来自粛、
松山市民は外出自粛

〔12日〕宣言、19都道府県で今
月30日まで延長、措置8県が適
用

〔30日〕宣言、措置、すべて解
除

10月 〔1日〕「感染警戒期」へ移行
〔20日〕「感染縮小期」へ移行

11月 〔30日〕オミクロン株対応とし
て全世界からの外国人の新規入
国原則停止

12月 〔25日〕リモートイベント①アー
ティストトーク（八木良太）

〔1日〕3回目ワクチン接種開始

2022（令
和４）年
１月

〔23 日 〕 リ モ ー ト イ ベ ン ト ②
「アーティストトーク（有元容
子）
・ リモートモデル授業の実施（2

件）

〔12日〕不要不急の往来自粛 〔9日〕3県で措置適用（～ 1月
31日、2月20日に延長、1県3月
6日に再延長、1都8県3月21に
再延長）

〔19 日〕13 都県に措置（～ 2 月
13日、3月6日に延長、2府7県
3月21日に再延長）

〔27日〕18道府県に措置（～ 2月
20日、3県を除き3月6日に延長）
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２月 〔20日〕リモートイベント③アー
ティストトーク（山田彩加）
・ リモートモデル授業の実施（4

件）

〔5日〕1県に措置（～ 2月27日、
3月6日に延長）

〔12日〕1県に措置（～ 3月6日）

３月 〔21日〕措置の終了公示

４月 〔1日〕「感染警戒期」への移行

５月

６月 ・ teamLabCamera「ケンビカメ
ラ」の設置（11フレーム、～
翌年3月31日）

７月 〔12日〕「特別警戒期間」への移
行

８月 〔8日〕愛媛県ＢＡ. ５対策強化
宣言（～月末）

〔23日〕愛媛県ＢＡ. ５医療危機
宣言（～ 9月16日）
県管理施設の入場制限の徹底

９月 ・ バスツアー「美術館に行こ
う！」開始（県内 18 校、～ 3
月10日）

〔17日〕「感染警戒期」における
特別警戒期間へ移行

10月 ・ アトリエWS＆公開制作（羊
毛と遊ぶ、３件）

〔29日〕「感染警戒期」へ移行（新
居浜・西条圏域を除く）

11月 ・ アトリエWS＆公開制作（シ
ルクスクリーンをしる、たの
しむ、３件）

〔17日〕COCOA機能停止

12月 〔5日〕「感染警戒期」における特
別警戒期間へ移行

〔15日〕医療ひっ迫警戒宣言

2023（令
和４）年
１月

２月 〔15日〕「特別警戒期間」へ移行

・下線部は、新型コロナウイルス感染症対応で新規に実施したソフト事業
・企画展①（「岩合光昭　いよねこ　猫と旅する写真展」：2020年4月11日～6月14日（4/11、12のみ開催）
【変更後】2021年2月11日～3月28日）
・企画展②（「追悼・水木しげる　ゲゲゲの人生展」：2020年６月27日～8月23日
【変更後】2021年7月10日～8月29日
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・ 企画展③（「スヌーピー・ファンタレーション展」：2021年3月27日～5月9日（3月27日～4月25日まで開催、
　以後休止）【変更後】2021年7月24日～8月2日（再開）
・企画展④（「名刀は語る展」：2021年4月24日～6月27日【変更後】2022年4月16日～6月12日
・企画展⑤（「ミレーから印象派への流れ」展：2021年5月22日～2021年7月19日
【変更後】2021年6月1日～7月19日）

（参考）
・内閣官房HP　新型コロナウイルス感染症対策（https://corona.go.jp/）
・NHK新型コロナタイムライン（https://www3.nhk.or.jp/news/special/covid19-timeline/）
・愛媛県HP　新型コロナウイルス感染症に関する情報（https://www.pref.ehime.jp/h25500/kansen/covid19.html）
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【写真４】十二月廿日付栄書状「馬場義一家文書」

【写真１－３】東禅寺所蔵通栄書状花押

【写真２－２】参考資料１　通栄花押

【写真３－２】参考資料２　通栄花押

〔8〕
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【写真２】（参考資料１）天文十三年十二月八日付得居治部少輔通栄書状「馬場義一家文書」

【写真３】（参考資料２）天文十六年七月一日付得居治部少輔通栄署名加判「高野山上蔵院文書」
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【写真１】愛媛県今治市東禅寺所蔵　二月三日付得居通栄書状

【写真１－２】二月三日付得居通栄書状（裏面）
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菊
万
庄
を
拠
点
と
し
て
い
た
得
居
氏
と
松
山
平
野
方
面
の
寺
院
と
の
交
流
や
、
戦
国
期
在
地
領

主
の
娘
へ
の
愛
情
、
病
気
快
癒
の
た
め
加
持
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
具
体
的
に
示
し
て

い
る
。
愛
媛
県
内
で
新
た
に
戦
国
期
の
文
書
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
企

画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
の
開
催
が
契
機
と
な
っ
て
新
史
料
の
発
見
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
は
美
術
館
と
し
て
も
極
め
て
意
義
深
い
も
の
と
考
え
て
い
る
（
17
）。

　

な
お
、
東
禅
寺
に
は
、
今
回
紹
介
し
た
得
居
通
栄
書
状
の
ほ
か
に
も
、
藤
堂
高
吉
寄
進
状
、

河
野
家
譜
、
河
野
系
図
、
天
正
九
年
藏
敷
八
幡
宮
奉
納
大
般
若
経
奥
書
写
な
ど
中
世
～
近
世
初

期
に
関
わ
る
興
味
深
い
史
料
を
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
調
査
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

註（
１
） 

同
展
の
内
容
は
企
画
展
図
録
（
国
宝
高
野
山
金
剛
峯
寺
展
実
行
委
員
会
編
・
発
行
、
二
〇
二
二
年
）
を
参
照
。

（
２
） 

川
岡
勉
「
「
道
前
」
「
道
後
」
地
名
の
歴
史
的
考
察
」
（
愛
媛
大
学
地
域
創
成
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
地

域
創
成
研
究
年
報
』
一
、
二
〇
〇
五
年
）

（
３
） 

①
『
愛
媛
県
史　

古
代
・
中
世
』
第
二
編
第
三
章
第
三
節
（
山
内
譲
執
筆
、
一
九
八
四
年
）
、
②
山
内
譲
『
海

賊
衆
来
島
村
上
氏
と
そ
の
時
代
』
二
〇
一
四
年
、
③
同
『
伊
予
の
中
世
を
生
き
た
人
々
～
室
町
時
代
』

二
〇
二
三
年
。

（
４
） 

伊
予
国
菊
万
荘
は
、
平
安
時
代
後
期
に
は
賀
茂
別
雷
社
領
と
な
っ
て
い
た
荘
園
で
、
正
和
四
年
（
一
三
一
〇
）

以
後
，
預
所
職
は
賀
茂
社
神
主
家
が
代
々
知
行
し
た
（
延
慶
三
年
十
月
廿
六
日
付
洞
院
右
大
将
家
御
教
書
「
早

稲
田
大
学
所
蔵
文
書
」
（
『
愛
媛
県
史
資
料
編　

古
代
・
中
世
』
四
三
九
号
。
以
下
『
県
史
』
と
す
る
。
）
、

（
文
保
元
年
）
五
月
十
五
日
付
花
山
院
師
信
御
教
書
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（『
県
史
』
四
七
六
号
）、
正
慶

二
年
十
一
月
六
日
付
平
惟
継
御
教
書
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
」（『
県
史
』
五
五
九
号
））
。
鎌
倉
末
期
頃
の
当

荘
の
耕
地
面
積
は
一
三
〇
町
で
あ
っ
た
（
伊
予
国
内
宮
役
夫
米
未
済
注
文
「
御
裳
濯
川
和
歌
集
裏
書
」
（
『
県

史
』
四
七
五
号
）
）
。
詳
細
は
註
（
3
）
①
～
③
を
参
照
。

（
５
） 

永
享
十
二
年
八
月
廿
二
日
付
森
富
久
契
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」
（
「
賀
茂
社
領
古
證
文
」
を
出
典
と
し
『
県

史
』
一
二
六
五
号
に
収
録
）

（
６
） 

文
明
十
三
年
九
月
三
日
付
森
貞
久
契
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」（
註
（
5
）
と
同
じ
く
『
県
史
』
一
五
〇
〇
号
に

収
録
）

（
７
） 

明
応
四
年
七
月
六
日
得
居
通
敦
寄
進
状
「
遍
照
院
文
書
」（『
県
史
』
一
五
五
九
号
）、
同
六
月
日
遍
照
院
寺
領

坪
付
案
「
遍
照
院
文
書
」（『
県
史
』
一
五
五
八
号
）

（
８
） 

宗
昌
寺
寺
領
坪
付
「
宗
昌
寺
文
書
」
（
『
県
史
』
一
五
三
三
号
）
。
な
お
、
本
坪
付
に
み
え
る
風
早
平
野
の
各

領
主
の
所
領
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
土
居
聡
朋
「
伊
予
国
宗
昌
寺
領
故
地
に
お
け
る
中
世
後
期
景
観
の
復
原
―

文
明
十
八
年
宗
昌
寺
々
領
坪
付
を
素
材
と
し
て
―
」
服
部
英
雄
編
『
地
域
資
料
叢
書
八　

中
世
景
観
の
復
原
と

民
衆
像
―
史
料
と
し
て
の
地
名
論
―
』
花
書
院
、
二
〇
〇
四
年
所
収
）
を
参
照
。

（
９
） 

天
文
九
年
五
月
三
日
付
得
居
通
清
立
願
状
「
馬
場
義
一
家
文
書
」（
註
（
5
）
と
同
じ
く
『
県
史
』
一
七
〇
二
号

に
収
録
）

（
10
） 

天
文
十
三
年
六
月
廿
二
日
付
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
安
堵
状
「
石
手
寺
文
書
」
（
『
県
史
』
一
七
四
〇

号
）
。
な
お
、
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
と
晴
通
と
の
対
立
に
つ
い
て
は
、
川
岡
勉
「
戦
国
期
に
お
け
る
河
野

氏
権
力
の
構
造
と
展
開
」
（
大
阪
大
学
文
学
部
日
本
史
研
究
室
編
『
古
代
中
世
の
社
会
と
国
家
』
清
文
堂
、

一
九
九
八
年
（
の
ち
川
岡
勉
『
室
町
幕
府
と
守
護
権
力
』
二
〇
〇
二
年
に
収
録
）
、
西
尾
和
美
「
天
文
伊
予
の

乱
再
考
―
「
高
野
山
上
蔵
院
文
書
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
七

年
。
一
部
改
稿
の
上
、
川
岡
勉
編
『
高
野
山
上
蔵
院
文
書
の
研
究
―
中
世
伊
予
に
お
け
る
高
野
山
参
詣
と
弘
法

大
師
信
仰
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
―
』
愛
媛
大
学
教
育
学
部
、
二
〇
〇
九
年
に
再
掲
）
、
磯
川
い
づ
み
「
天
文

期
河
野
氏
の
内
訌
―
「
天
文
伊
予
の
乱
」
の
再
検
討
―
」
『
四
国
中
世
史
研
究
』
十
四
号
、
二
〇
一
七
年
）
、

川
岡
勉
「
天
文
伊
予
の
乱
と
河
野
氏
権
力
」
『
四
国
中
世
史
研
究
』
一
五
号
、
二
〇
一
九
年
）
等
を
参
照
。

（
11
） 

な
お
、
後
世
の
家
譜
で
あ
る
『
予
陽
河
野
家
譜
』
は
、
天
文
十
一
年
、
河
野
弾
正
少
弼
通
直
が
後
継
者
を
来
島

村
上
氏
の
通
康
に
推
し
た
際
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
重
臣
た
ち
は
河
野
通
政
（
晴
通
）
を
推
し
た
が
、
通
直
側
に

出
仕
し
た
の
は
来
島
村
上
氏
と
得
居
一
族
ば
か
り
で
あ
っ
た
と
記
し
て
お
り
、
得
居
氏
も
河
野
氏
当
主
の
地
位

を
巡
る
内
訌
に
一
定
の
関
与
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
12
） 

定
成
隆
「
上
蔵
院
文
書
の
古
文
書
学
的
考
察
」
川
岡
勉
編
『
高
野
山
上
蔵
院
文
書
の
研
究
』
二
〇
〇
九
年
）

（
13
） 

山
内
譲
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
14
） 

景
浦
勉
校
訂
『
予
陽
河
野
家
譜
』
（
歴
史
図
書
社
、
一
九
八
〇
年
）
に
よ
る
。

（
15
） 

四
月
四
日
付
口
羽
通
良
書
状
写
「
屋
代
島
村
上
文
書
」
。
な
お
、
元
亀
年
間
の
伊
予
の
動
向
に
つ
い
て
は
得
能

弘
一
氏
、
西
尾
和
美
氏
、
中
平
景
介
氏
、
山
内
譲
氏
、
桑
名
洋
一
氏
ら
近
年
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
詳
し
く
は

桑
名
洋
一
「
元
亀
年
間
争
乱
時
に
お
け
る
河
野
氏
家
中
の
混
乱
に
つ
い
て
」
（
『
四
国
中
世
史
研
究
』
十
五

号
、
二
〇
一
九
年
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
） 

註
３
②
に
同
じ
。

（
17
） 

本
文
書
の
発
見
は
、
令
和
四
年
十
二
月
六
日
付
あ
い
テ
レ
ビ
「
Ｎ
ス
タ
え
ひ
め
」
特
集
に
て
報
道
さ
れ
た
。

〔
謝
辞
〕
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
東
禅
寺
住
職　

佐
々
木
康
祐
氏
、
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
住
職　

久

利
康
暢
氏
、
馬
場
紘
之
信
氏
、
今
治
城
学
芸
員　

藤
本
誉
博
氏
、
伊
予
史
談
会
会
長　

山
内
譲
氏
、
京
都
市
歴
史
資
料

館　

松
中 

博
氏
、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
長　

林
知
左
子
氏
、
松
前
史
談
会　

河
野
孝
氏
ら
の
協
力
を
得
た
。
ま
た
、
本
文

書
調
査
の
契
機
と
な
っ
た
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
は
、
株
式
会
社
あ
い
テ
レ
ビ
営
業
局
専
門
職
理
事

梶
原
稔
浩
氏
及
び
愛
媛
県
美
術
館　

専
門
学
芸
員
・
担
当
係
長　

長
井
健
氏
両
名
を
中
心
に
長
年
に
わ
た
る
尽
力
の
も

と
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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の
高
野
山
参
詣
者
は
上
蔵
院
を
宿
坊
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
、
従
来
、
本
文
書
は
写
し

で
あ
る
と
す
る
見
方
が
石
野
弥
栄
氏
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
き
た
が
、
定
成
隆
氏
は
こ
れ
を
正
文

と
み
な
し
、
通
直
は
奉
加
帳
形
式
の
豪
華
な
巻
物
に
宿
坊
證
文
を
記
し
、
以
後
上
蔵
院
を
宿
坊

と
す
る
者
に
署
名
・
加
判
さ
せ
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
12
）。
三
年
後
の
天
文

十
六
年
七
月
に
得
居
通
栄
は
高
野
山
に
登
山
し
、
通
直
の
證
文
の
後
に
署
名
・
加
判
し
た
と
み

な
せ
る
。

　

参
考
史
料
一
、
参
考
史
料
二
に
は
そ
れ
ぞ
れ
得
居
通
栄
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
山
形

の
右
側
の
線
が
大
き
く
内
側
に
は
ね
ら
れ
、
内
部
に
「
Ｒ
」
の
よ
う
な
字
を
記
し
、
山
形
右
側

線
の
内
側
及
び
山
形
左
側
線
の
外
側
に
そ
れ
ぞ
れ
点
を
打
つ
。
本
書
状
に
は
名
の
み
で
姓
や
官

途
名
の
記
載
が
な
い
が
、
参
考
史
料
一
・
二
の
花
押
と
本
書
状
の
花
押
を
比
較
す
る
と
、
基
本
的

な
形
状
が
一
致
し
て
お
り
、
得
居
治
部
少
輔
通
栄
の
発
給
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ

し
参
考
史
料
一
の
花
押
の
縦
横
比
が
約
〇
・
四
六
、
参
考
史
料
二
の
花
押
の
縦
横
比
が
約
〇
・

五
三
な
の
に
対
し
、
本
書
状
の
花
押
の
縦
横
比
は
約
〇
・
六
一
と
参
考
史
料
一
・
二
に
比
べ
て
や

や
縦
長
と
な
っ
て
お
り
、
年
代
的
に
は
参
考
史
料
一
、
参
考
史
料
二
と
離
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
、

参
考
史
料
二
よ
り
遅
く
に
発
給
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
発
給
年
代
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
ま
た
、
本
書
状
で
通
栄
が
使
者
と
し
て
宛
所
の
寺
院
に
遣
わ
し
た
清
白
庵
三
郎
左
衛

門
尉
は
、
通
栄
の
家
臣
と
想
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
人
物
に
つ
い
て
も
他
の
史
料
に
全
く
登
場
せ

ず
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　

な
お
、『
県
史
』
で
は
、「
賀
茂
社
古
證
文
」
所
収
の
十
二
月
廿
二
日
付
「
栄
」
書
状
写
を
「
得

居
通
栄
書
状
」
と
し
て
収
録
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
原
本
で
あ
る
「
馬
場
義
一
家
文
書
」

の
同
書
状
（
写
真
４
）
を
改
め
て
確
認
す
る
と
、
花
押
の
形
状
が
全
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
こ

こ
で
は
ひ
と
ま
ず
別
人
と
考
え
て
お
き
た
い
（
13
）。

　

以
上
、
得
居
通
栄
に
関
す
る
確
実
な
史
料
は
先
述
の
三
通
で
あ
り
、
決
し
て
情
報
が
多
く
な

い
が
、
二
次
史
料
に
は
も
う
少
し
通
栄
に
関
す
る
記
載
も
み
ら
れ
る
の
で
、
参
考
の
た
め
紹
介

し
て
お
き
た
い
。
ま
ず
河
野
弾
正
少
弼
通
直
の
家
臣
団
を
記
し
た
と
み
ら
れ
る
高
野
山
上
蔵
院

文
書
の
「
弾
正
少
弼
通
直
家
頼
記
」（
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
）
に
は
、「
難
波
衆
」

と
し
て
記
さ
れ
た
十
六
名
の
一
人
と
し
て
「
得
居
治
部
少
輔
」
の
名
が
み
え
る
。
戦
国
末
期
ま

で
の
河
野
氏
の
事
績
を
ま
と
め
た
『
予
陽
河
野
家
譜
』（
14
）
に
は
天
文
十
年
六
月
に
大
内
氏
家
臣

の
白
井
房
胤
が
大
三
島
に
来
襲
し
た
際
、
こ
れ
に
抗
戦
し
た
諸
氏
の
中
に
、
大
祝
氏
の
ほ
か
「
得

居
、
来
嶋
、
正
岡
」
が
あ
っ
た
と
い
い
、
ま
た
、
先
述
し
た
と
お
り
、
天
文
十
一
年
、
河
野
氏

当
主
の
地
位
を
め
ぐ
り
河
野
弾
正
少
弼
通
直
と
河
野
通
政
（
晴
通
）
を
推
す
重
臣
ら
が
対
立
し

た
際
、
得
居
氏
は
通
直
方
に
出
仕
し
た
と
い
う
。
こ
こ
ま
で
の
記
載
は
通
栄
の
名
は
な
い
が
、

元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
七
月
に
は
、
安
芸
毛
利
氏
勢
力
の
苫
西
・
津
高
・
神
名
氏
ら
が
伊
予

に
来
襲
し
河
野
勢
と
交
戦
し
た
が
、
恵
良
城
（
現
松
山
市
）
を
包
囲
攻
撃
し
「
得
居
治
部
入
道

父
子
」
が
二
神
氏
ら
と
と
も
に
突
入
し
城
を
陥
落
さ
せ
た
と
い
う
。
ま
た
元
亀
三
年
九
月
に
は

織
田
信
長
と
好
を
通
じ
た
阿
波
三
好
勢
と
新
居
郡
を
支
配
し
て
い
た
石
川
氏
が
手
を
結
び
河
野

氏
に
攻
撃
し
、
そ
の
後
織
田
氏
家
臣
の
山
岡
氏
ら
の
勢
力
が
中
予
に
来
襲
し
恵
良
城
を
占
領
さ

れ
、
こ
の
時
に
「
得
居
治
部
入
道
聖
運
」
が
防
戦
し
た
が
破
れ
聖
運
ら
は
自
害
し
た
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
記
載
は
確
実
な
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
元
亀
三
年
四
月
に
は
芸
州
勢
が
生
楚

城
（
場
所
不
明
）・
甲
の
城
（
現
松
山
市
の
雄
甲
城
・
雌
甲
城
か
）
を
落
城
さ
せ
て
お
り
（
15
）、

天
文
十
六
年
以
降
に
通
栄
が
出
家
し
た
こ
と
や
、
元
亀
年
間
の
伊
予
に
お
け
る
争
乱
の
中
で
没

し
た
旨
の
記
載
は
、
一
定
の
事
実
を
反
映
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

そ
の
後
、
得
居
氏
の
家
督
は
来
島
村
上
氏
の
通
幸
が
継
承
し
、
天
正
年
間
に
入
る
と
、
得
居

通
幸
は
、
来
島
村
上
氏
の
家
督
を
継
承
し
た
通
総
と
行
動
を
共
に
し
て
、
拠
点
を
鹿
島
城
（
現

松
山
市
鹿
島
）
に
移
し
、
毛
利
方
と
織
田
方
の
瀬
戸
内
地
域
で
の
対
立
が
激
し
く
な
っ
た
天
正

九
年
（
一
五
八
一
）
に
は
通
総
と
共
に
織
田
方
に
付
き
、河
野
・
毛
利
勢
と
交
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

豊
臣
政
権
下
の
朝
鮮
派
兵
の
た
め
渡
海
し
、文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
に
渡
海
先
で
没
し
た
（
16
）。

お
わ
り
に

　

愛
媛
県
今
治
市
東
禅
寺
で
所
在
が
確
認
さ
れ
た
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
は
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
河
野
氏
家
臣
の
得
居
通
栄
の
動
向
の
一
端
を
示
す
史
料
で
、
野
間
郡
の
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と
す
る
伊
予
の
人
物
と
し
て
は
、
戦
国
期
河
野
氏
の
家
臣
、
得
居
通
栄
が
あ
げ
ら
れ
る
。
山
内

譲
氏
の
成
果
（
3
）
に
沿
い
得
居
氏
の
概
要
に
つ
い
て
み
て
み
る
と
、
得
居
氏
の
名
が
確
実
な
史

料
上
に
登
場
す
る
の
は
室
町
時
代
の
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
で
、
伊
予
国
野
間
郡
、
現
在

の
今
治
市
菊
間
町
内
に
比
定
さ
れ
る
京
都
上
賀
茂
社
の
荘
園
で
あ
っ
た
菊
万
庄
（
4
）
の
所
務
請

負
を
担
う
存
在
と
し
て
「
河
野
得
居
宮
内
大
輔
」
の
名
が
み
え
る
（
5
）
の
が
初
見
で
あ
る
。
そ

の
名
乗
り
か
ら
し
て
、
も
と
は
風
早
郡
（
旧
北
条
市
、
現
松
山
市
北
部
）
を
本
拠
と
し
、
南
北

朝
後
期
か
ら
道
後
湯
築
城
に
移
し
た
伊
予
国
守
護
河
野
氏
の
一
族
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ

の
後
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
に
は
、
河
野
得
居
宮
内
大
輔
の
子
孫
と
み
ら
れ
る
「
河
野

得
居
伊
勢
守
」
が
四
十
五
貫
文
で
再
び
所
務
を
請
負
っ
て
い
る
（
6
）。

　

得
居
氏
の
本
拠
は
菊
万
荘
、
現
今
治
市
菊
間
町
菊
間
及
び
そ
の
周
辺
と
み
ら
れ
、
明
応
四
年

（
一
四
九
五
）に
は
得
居
宮
内
大
輔
通
敦
が
菊
万
庄
内
の
遍
照
院
に
寺
領
を
寄
進
し
て
い
る
（
7
）。

文
明
十
八
年
（
一
四
八
六
）
に
作
成
さ
れ
た
宗
昌
寺
坪
付
で
は
、
風
早
平
野
に
お
け
る
野
間
郡

と
の
堺
付
近
に
も
得
居
氏
の
所
領
が
み
ら
れ
る
（
8
）。
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）、
請
負
代
官
の

地
位
に
あ
る
得
居
通
清
は
、
得
居
家
の
家
督
を
継
承
す
る
に
あ
た
っ
て
、
四
〇
余
貫
文
を
「
前
々

の
如
く
進
納
す
る
」
旨
の
立
願
状
を
社
家
に
提
出
し
て
い
る
（
9
）。

　
「
通
栄
」
の
名
が
記
さ
れ
た
文
書
は
、
本
史
料
を
含
め
全
三
通
が
確
認
さ
れ
る
。

（
参
考
史
料
一
） 

天
文
十
三
年
十
二
月
八
日
付
得
居
治
部
少
輔
通
栄
書
状「
馬
場
義
一
家
文
書
」

（
写
真
２
）

（
参
考
史
料
二
） 

天
文
十
六
年
七
月
一
日
付
得
居
治
部
少
輔
通
栄
署
名
加
判
「
高
野
山
上
蔵
院

文
書
」（
写
真
３
）

（
本　

史　

料
） 

二
月
三
日
付
通
栄
書
状
「
東
禅
寺
文
書
」

　　

参
考
史
料
一
は
、『
県
史
』
で
は
「
賀
茂
別
雷
神
社
文
書
写
」
に
よ
り
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

山
内
譲
氏
及
び
京
都
市
歴
史
資
料
館
松
中
博
氏
の
ご
教
示
、
並
び
に
所
蔵
者
の
馬
場
紘
之
信
氏

の
御
許
可
を
得
て
、原
本
に
あ
た
る
「
馬
場
義
一
家
文
書
」
の
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。『
県

史
』
収
録
の
翻
刻
と
一
部
文
言
が
異
な
る
た
め
、
こ
こ
に
改
め
て
掲
載
す
る
。

畏
而
申
上
候
、
仍
菊
万
庄
就
御
／
公
用
銭
之
儀
、
御
使
節
被
差
／
下
候
、
尤
早
速
可
有
其
調
候

／
之
處
、去
年
以
来
内
輪
依
／
錯
乱
、于
今
延
引
候
、然
而
従
去
／
六
月
如
形
我
等
申
付
候
之
条
、

任
／
例
年
青
銅
四
千
疋
藤
木
又
三
郎
殿（
カ
）
へ
／
慥
相
渡
申
候
、
後
年
之
事
、
弥
／
不
可
有
無
沙

汰
候
、
猶
委
曲
御
使
者
へ
／
令
言
上
候
之
条
、
不
能
詳
候
、
此
等
之
趣
／
宣
有
御
披
露
候
、
恐

惶
謹
言
、

　
　
　

十
二
月
八
日　
　
　

治
部
少
輔
通
栄
（
花
押
）

　
（
封
紙
ウ
ハ
書
）

　
「
天（

異
筆
）文

十
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

得
居

　

進
上　

賀
茂
森
殿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

治
部
少
輔
通
栄

　
　
　
　
　
　
　

参　

人
々
御
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

」

　　

天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
十
二
月
八
日
、
得
居
治
部
少
輔
通
栄
が
、
京
都
賀
茂
別
雷
神
社

社
家
の
森
氏
（『
県
史
』
で
は
森
泰
久
と
す
る
）
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
菊
万
庄
の
公
用
銭
の

納
入
は
昨
年
以
来
「
内
輪
」
の
「
錯
乱
」
に
よ
り
今
ま
で
延
引
し
て
い
た
が
、
さ
る
六
月
に
伝

え
た
よ
う
に
、
例
年
通
り
青
銅
四
千
疋
（
四
十
貫
文
）
を
使
節
の
藤
木
又
三
郎
に
渡
す
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。「
去
年
以
来
内
輪
依
錯
乱
」
と
は
ど
の
よ
う
な
状
況
を
示
す
の
か
明
確
で
な
い
が
、

天
文
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
と
晴
通
と
の
間
で
当
主
の
地
位
を

巡
る
対
立
が
あ
り
、通
直
（
弾
正
少
弼
）
は
湯
築
城
を
追
放
さ
れ
た
も
の
の
、晴
通
の
死
に
よ
り
、

天
文
十
三
年
に
通
直
は
高
野
山
参
詣
を
経
て
七
月
十
四
日
に
湯
築
城
に
入
城
し
て
お
り
、
入
城

に
先
駆
け
て
天
文
十
三
年
六
月
廿
二
日
付
で
弾
正
少
弼
通
直
が
石
手
寺
地
蔵
院
の
寺
領
を
安
堵

し
て
い
る
（
10
）。
天
文
十
三
年
六
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
地
域
の
混
乱
も
一
定
の
収
束
を
み
せ

た
こ
と
か
ら
、
菊
万
庄
に
お
い
て
も
賀
茂
社
へ
の
公
用
銭
の
送
付
に
つ
い
て
目
途
が
立
っ
た
旨
、

得
居
通
栄
等
か
ら
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
（
11
）。

　

参
考
史
料
二
は
天
文
十
三
年
（
一
五
四
四
）
四
月
十
四
日
付
河
野
通
直
宿
坊
證
文
を
記
し
た

巻
物
の
後
に
署
名
・
加
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
證
文
は
、
河
野
通
直
（
弾
正
少
弼
）
が
今
後

〔3〕
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新
出
史
料
と
い
っ
て
よ
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
概
要
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ

る
。

一
　
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
に
つ
い
て

　　

本
書
状
（
写
真
１
）
の
料
紙
は
楮
紙
で
、
現
存
の
法
量
は
縦
二
十
四
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
三
十
九
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
文
書
の
天
地
及
び
奥
の
宛
所
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
全
体
に

裏
打
ち
が
さ
れ
て
い
る
が
、
端
裏
の
部
分
の
み
糊
付
け
さ
れ
て
お
ら
ず
、
裏
書
を
確
認
で
き
る
。

文
書
袖
の
下
部
は
欠
損
が
あ
り
、
切
封
の
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。
翻
刻
・
内
容
は
河
野
孝
氏
の

依
頼
に
よ
り
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
長　

林
知
左
子
氏
が
作
成
し
た
も
の
を
も
と
に
、
山
内
譲
氏
の

指
摘
に
よ
り
一
部
修
正
し
た
。

　
【
翻
刻
】

（
裏
書
）「
東
禅
寺
御
□
□　

河
野
ゟ
」

改
候
者
早
々
御
礼
可
罷
越
候
処

何
共
事
茂
く
候
て
道
後
へ
も
無

沙
汰
申
候
間
御
礼
遅
々
候
、
仍
而

娘
ニ
て
候
者
長
々
虫
気
ニ
て
于
今

す
き
共
候
ハ
す
候
、
然
者
祈
祷
ニ

護
摩
を
仕
度
候
、
御
寺
家
ニ
て

何
を
も
被
請
取
預
御
祈
念
候
者

一
段
可
畏
入
候
、
毎
度
御
煩
の
ミ
ニ

罷
成
候
事
如
何
候
へ
共
御
同
心
候
者

可
目
出
候
、
猶
委
曲
清
白
庵
三
郎
左
衛
門
尉

可
申
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　

二
月
三
日　
　
　
　
　
　

通
栄
（
花
押
）

　
【
内
容
】

　

年
が
改
ま
り
ま
し
た
な
ら
ば
早
々
に
参
上
す
べ
き
と
こ
ろ
を
、
何
か
と
多
用
に
て
道
後
へ
も

無
沙
汰
し
て
し
ま
い
、
御
礼
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
娘
が
長
ら
く
虫
気
（
体
調
不
良
の
一
種
。
腹

痛
等
）
で
未
だ
に
す
っ
き
り
と
快
癒
い
た
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
護
摩
祈
祷
を
い
た
し
た
く
存
じ

ま
す
。
お
寺
様
に
て
何
か
謝
礼
を
お
請
け
取
り
の
上
、
ご
祈
念
く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
ば
誠
に
畏

れ
入
り
ま
す
。
毎
度
ご
面
倒
ば
か
り
お
か
け
す
る
の
も
い
か
が
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

同
意
下
さ
い
ま
す
な
ら
ば
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。
な
お
詳
細
に
つ
い
て
は
清
白
庵
三
郎
左
衛
門

尉
が
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
書
状
の
奥
は
切
断
さ
れ
て
お
り
、
通
栄
が
本
書
状
を
差
し
出
し
た
宛
所
は
不
明
で
あ
る
。

文
書
袖
裏
に
記
さ
れ
た
裏
書
は
書
き
ぶ
り
か
ら
し
て
後
世
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
面
は
丁
寧
で
、

内
容
か
ら
も
本
書
状
は
寺
院
に
宛
て
た
も
の
で
、「
道
後
へ
も
無
沙
汰
申
し
候
間
、
御
礼
遅
々
候
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
後
方
面
の
寺
院
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
本
書
状
の
発
給
前
に
何
度
も

祈
祷
を
依
頼
し
て
お
り
、
宛
先
の
寺
院
と
は
懇
意
で
あ
る
様
子
が
伺
わ
れ
る
。
中
世
に
お
け
る

「
道
後
」
は
和
気
郡
以
西
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
2
）、
本
文
書
の
宛
先
の
寺

院
名
や
所
在
地
は
特
定
で
き
な
い
が
、
現
在
本
書
状
が
伝
存
す
る
今
治
市
東
禅
寺
は
伊
予
の
道

前
地
域
に
位
置
す
る
か
ら
、
本
文
書
は
当
初
か
ら
東
禅
寺
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が

判
明
す
る
。
本
書
状
が
当
初
宛
所
と
な
っ
た
寺
院
か
ら
東
禅
寺
に
移
っ
た
経
緯
や
時
期
は
不
明

で
あ
る
が
、
前
述
し
た
と
お
り
、
本
書
状
は
遅
く
と
も
明
治
三
十
五
年
に
は
東
禅
寺
の
所
蔵
と

な
っ
て
お
り
、
河
野
氏
ゆ
か
り
の
重
要
な
文
書
の
一
つ
と
し
て
、
戦
争
時
の
被
災
も
潜
り
抜
け

て
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

二
　
得
居
通
栄
に
つ
い
て

　

続
い
て
発
給
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
史
料
の
中
で
名
を
「
通
栄
」

〔2〕
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別
保
護
建
造
物
（
文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
重
要
文
化
財
に
相
当
）
に
指
定
さ
れ
た
。
昭
和
九

年
（
一
九
三
四
）
に
は
文
部
省
の
補
助
を
得
て
解
体
修
理
を
行
っ
た
が
、
昭
和
二
十
年

（
一
九
四
五
）
に
戦
災
の
た
め
焼
失
し
た
。
現
薬
師
堂
は
、
解
体
修
理
さ
れ
た
際
の
記
録
及
び
図

面
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
空
襲
に
よ
り
松

並
木
の
参
道
を
失
い
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
今
治
市
都
市
計
画
法
に
よ
り
境
内
の
間

に
市
道
が
通
り
、
境
内
地
の
姿
を
変
え
な
が
ら
も
法
燈
を
護
り
現
在
に
伝
え
て
い
る
。

　

本
稿
で
紹
介
す
る
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
は
、
東
禅
寺
が
所
蔵
す
る
文
書
群
の
一
つ
で
、

明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
の
台
帳
に
は
「
護
摩
祈
祷
依
頼
状
」「
河
野
通
栄
候
ヨ
リ
」
と
記

さ
れ
、
少
な
く
と
も
明
治
後
期
に
は
東
禅
寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
長
ら
く
そ

の
存
在
が
不
明
で
あ
っ
た
。
佐
々
木
康
祐
住
職
が
七
年
ほ
ど
前
に
本
書
状
を
寺
内
で
再
確
認
し
、

今
治
城
及
び
松
前
史
談
会
の
河
野
孝
氏
が
調
査
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
公
表
さ
れ
る
こ
と
は

な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
国
宝
高
野
山
金
剛
峯
寺
展
実
行
委
員
会
（
愛
媛
県
・
株
式
会
社
あ
い
テ

レ
ビ
）
が
主
催
者
と
な
っ
て
、
愛
媛
県
美
術
館
で
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
十
一
月
二
十
日
ま

で
開
催
さ
れ
た
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
―
空
海
ゆ
か
り
の
名
宝
と
運
慶
・
快
慶

―
」（
1
）
の
展
示
品
の
一
つ
、
約
一
世
紀
ぶ
り
の
愛
媛
県
内
で
の
公
開
と
な
っ
た
高
野
山
上
蔵
院

文
書
（
高
野
山
別
格
本
山
金
剛
三
昧
院
所
蔵
）
を
佐
々
木
住
職
が
御
覧
に
な
ら
れ
た
際
、
た
ま

た
ま
本
書
状
と
似
た
形
状
の
花
押
が
据
え
ら
れ
た
文
書
が
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
お
気
づ
き

に
な
り
、
美
術
館
に
照
会
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
改
め
て
本
書
状
の
内

容
や
過
去
の
経
緯
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
地
域
史
研
究
の
上
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
愛
媛
県
美
術
館
企
画
展
「
国
宝　

高
野
山
金
剛
峯
寺
展
」
の
開
催
を
契
機
に
調
査

の
機
会
を
得
た
、
愛
媛
県
今
治
市
の
東
禅
寺
が
所
蔵
す
る
年
未
詳
二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状

を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

東
禅
寺
は
、
今
治
市
蔵
敷
町
（
本
坊 

今
治
市
南
宝
来
町
）
に
所
在
す
る
真
言
宗
醍
醐
派
の
寺

院
で
あ
る
。
本
尊
は
等
身
の
薬
師
瑠
璃
光
如
来
立
像
で
、
山
号
は
霊
樹
山
、
院
号
は
醫
王
院
。

寺
伝
に
よ
れ
ば
伊
予
国
司
散
位
太
夫
越
智
益
躬
が
夷
族
鉄
人
を
討
ち
取
っ
た
際
に
戦
没
し
た
臣

下
の
霊
を
弔
う
た
め
に
伽
藍
を
創
建
し
た
。
そ
の
後
天
平
元
年
に
行
基
が
本
尊
仏
像
を
自
作
安

置
し
、
後
に
源
頼
義
・
河
野
親
経
が
伽
藍
を
再
建
。
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
前
期
に
活

動
し
た
河
野
通
信
は
こ
の
地
で
育
ち
、
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
七
堂
伽
藍
を
再
興
し
て
東
禅

寺
と
改
め
、
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
院
方
に
参
じ
た
通
信
が
貞
応
二
年
（
一
二
二
三
）
配
流
先
の

奥
州
江
刺
で
没
す
る
と
、
東
禅
寺
殿
観
光
西
念
大
居
士
と
し
て
祀
ら
れ
た
と
す
る
。
元
弘
三
年

（
一
三
三
三
）
得
能
通
綱
の
代
に
伽
藍
を
再
建
し
た
が
兵
火
の
た
め
焼
失
、
文
明
三
年

（
一
四
七
一
）
に
河
野
通
昭
が
再
建
し
た
が
、
天
正
十
三
年
（
一
五
八
六
）
に
秀
吉
軍
の
四
国
平

定
の
た
め
宝
物
等
は
灰
燼
に
帰
し
た
と
い
う
。
江
戸
時
代
、
今
治
藩
の
松
平
定
房
入
部
以
降
は

順
次
再
興
さ
れ
、
歴
代
藩
主
の
崇
敬
を
受
け
た
。

　

か
つ
て
寺
内
に
建
立
さ
れ
て
い
た
薬
師
堂
は
、
三
間
四
面
の
単
層
入
母
屋
造
、
本
瓦
葺
の
唐

様
の
建
築
で
、
河
野
通
宣
に
よ
り
永
正
十
五
年
（
一
五
一
八
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
室
町

中
期
の
特
色
を
示
す
こ
と
か
ら
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
古
社
寺
保
存
法
に
基
づ
く
特

土　
　

居　
　

聡　
　

朋

　
 【

史
料
紹
介
】

　

 
愛
媛
県
今
治
市
東
禅
寺
所
蔵　

二
月
三
日
付
得
居
通
栄
書
状
に
つ
い
て
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愛媛県今治市東禅寺所蔵　二月三日付得居通栄書状について
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